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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　Prologue　【序じよ幕まく、宴うたげのためのソネット】









Episode 13a







　花びらのような雪のかけらが、ひらひらと舞まい落ちる。


　うす曇ぐもりの空は暗く、風は冷たく凍いてついている。夜が近い。針しん葉よう樹じゆの木立ちはしんと静まり返り、その中央には古びた修しゆう道どう院いんがひっそりとたたずんでいた。レンガ造づくりの外がい壁へきは灰はい色いろにくすみ、ツタ草が這はい、廃はい墟きよのような趣おもむきだ。


　そんな、すべてがモノクロームに沈しずむ陰いん鬱うつな風景の中、ある一点だけが鮮せん血けつをまいたように強きよう烈れつな色しき彩さいを放っていた。


　修道院を見下ろす、杉の大木──その樹じゆ上じよう、針はりのような頂いただきに立つ人ひと影かげがある。


　少女だ。


　肌はだは雪のように白く、瞳ひとみは血のように紅あかく、身に帯びた妖よう気きは黒こく檀たんのように黒い。長い銀ぎん髪ぱつがゆったりと風に泳ぐさまは、くねる大だい蛇じやを思わせた。髪かみにはところどころ真しん紅くの房ふさが混まじり、まるで返り血を浴びたようにまがまがしい。


　少女は凄せい絶ぜつなほど美しかったが、その横顔は物もの憂うげで、退たい屈くつそうにしかめられていた。地上を睥へい睨げいする視し線せんに、軽けい蔑べつと憎ぞう悪お、そして倦けん怠たいの色がにじんでいる。


　ふと、その視線が一点にとまる。


　墓ぼ地ちだ。そこだけ林がぽっかりと拓ひらけ、墓石が整然と並ならんでいる。その一角、一対ついの墓標に白い花束が手た向むけられ、大小二つの人影がぽつんと立ち尽つくしていた。


　どちらもふんわりと軽かろやかな、同じ色の髪。手をつなぎ、寄より添そう姿は兄妹きようだいのように見える。兄は妹の手をしっかりと握にぎり、妹もまた、何の不安もなさそうに、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せて、しっかりと兄の手を握りしめていた。


　少女が憎にく々にくしげに眉まゆをひそめる。その刹せつ那な、黒い稲いな妻ずまが少女の周囲に走った。焦こげた空気が黒ずんだ霧きりと化し、少女の姿すがたを覆おおい隠かくしてしまう。


　やがて揺ゆらめく霧が晴れたとき、少女の姿はどこにもなかった。







Episode 13b







　墓ぼ碑ひ銘めいの最後には『vive,ウイウエ memorメモル mortisモルテイス』と刻きざまれている。


　ラテン語だ。日本語に直ちよく訳やくすれば、『生きなさい、死を忘わすれずに』となる。人間の命は有ゆう限げんで、お前もいずれ死ぬのだから、そのことを忘れるな、という警けい句くだろう。


　桃もも原はら誓せい護ごはこの文もん句くが嫌きらいだった。先に死んだ者が、まだ生きている者に、愚ぐ痴ちっぽく説教を垂たれているみたいだから。


（わざわざ墓はか参まいりにきてやったってのに、言うことじゃないよな）


　それこそ愚痴のように口の中でつぶやく。知らず奥おく歯ばを嚙かみ、誓護は墓碑をにらみつけた。とうの昔に消えたはずの憎ぞう悪おの火種──それが再ふたたびくすぶり始める。


　実父と継母ままははが鬼き籍せきに入り、呪のろわしい血の鎖くさりから解かい放ほうされて五年。兄と妹の穏おだやかな日にち常じようは、今また別の人間によっておびやかされようとしていた。


（そんなことはさせやしない。何が何でも守ってみせるさ。僕ぼくが、必ず……）


　そっと、傍かたわらの妹を見下ろす。


　八つ下の妹、いのりは来年一〇歳さいになる。『お人形のような』という比ひ喩ゆの通り、つぶらな瞳ひとみも、こぢんまりとした鼻も、ふっくらとした頰ほおも、自然にそうなったとは思いがたいほど美しく整っていた。兄の欲よく目めか、群ぐんを抜ぬいて可愛かわいらしいと思う。栗くり色いろの髪、色白の肌、飴あめ色いろの瞳は兄妹におそろいのもの。身に着けた制せい服ふくまでおそろいなのは、同じ学園に通っているからで、兄は高等部の二年生、妹は初等部の三年生だった。


　今、妹は自分のてのひらを熱心にのぞき込こんでいた。ミトンの親指が名めい刺し大の紙切れを優やさしく挟はさみ込んでいる。何かのカードだ。


「ん？　何見てるの？」


　ぱっと両手を背せ中なかに隠かくしてしまう。どうやら、この兄にも秘ひ密みつらしい。


　ふと、つないだ手を通して妹の身み震ぶるいが伝わった。


「え!?　いのり、寒い!?」


　いのりは毛糸の帽ぼう子しをかぶせられ、ロングブーツにダッフルコート、厚あつ手でのミトンで固めていたが、平気、と強がる側そばから、再ふたたびぶるぶるっときた。


　誓護は大あわてでコートを脱ぬいだ。


「体が冷えたら大変だ！　ほら、これ着て！　マフラーも！　手て袋ぶくろも二枚まい重がさねで！」


　いのりの小さな体は、たちまち男物の防ぼう寒かん具ぐで過か剰じよう包ほう装そうされた。ペンギンのヒナみたいにモコモコと着ぶくれ、ふた回りも大きくなる。


「うむ！　これでオッケーだ！」


　満足げにうなずく兄を、妹は心配そうに見上げた。小さな唇くちびるが何か言いたげに動く。


「どうしたの？　まだ寒い？」


「お兄ちゃんが寒そうだ、とおっしゃりたいんですよ」


　突とつ然ぜんの声。兄は反はん射しや的に妹の前に立ち、妹もまた条じよう件けん反射で兄の背せに隠れた。


　墓地の入口に若わかい女が立っていた。灰色の修道服に身を包み、薄うす桃もも色いろのマフラーを巻まき、赤い傘かさを差している。その口元には、しっとりと親しげな微び笑しようがたたえられていた。


「あ……、真ま白しろさん？」


「お久ひさしぶりです、坊ぼつちゃま。そろそろ、いらっしゃる頃ころだと思いました」


　誓護は苦く笑しようした。「……坊ちゃまはやめてよ」


「では、誓せいちゃま」


「え、そっち？　そっち残すの？」


「祈い祝のりお嬢じようさまも、お久しぶりです」


「え、スルー？　スルーしちゃうの？」


「真白を覚えていらっしゃいますか？　お嬢さまが山の手のお屋や敷しきに戻もどられてから、ほんの短いあいだでしたけど、お側仕えをしておりました」


　いのりはこくん、とうなずいた。ただし、兄の後ろに隠れたままだ。


「さあ、真白と参りましょう──あら、何ですか誓ちゃま。苦～いお顔ですよ？」


「や、何て言うか……真白さんの天然っぷりも久しぶりでいっそ懐なつかしいなって」


「真白も誓ちゃまのキショいシスコンっぷりが久しぶりでお懐かしいです」


「ちょ……ッ、今キショいって言った!?　こんな美少年をつかまえて!?」


「ああ、その鼻につくナルシストっぷりもお懐かしいですね」


　悪あく辣らつな言葉が立て続けに飛び出し、誓護の胸むねをサクサクとえぐる。妹に劣おとらず整った容よう姿しが、ぐんにゃりと苦く痛つうに歪ゆがんだ。


　真白は目を細め、くすりと笑った。つい、と身を寄よせ、誓護の制せい服ふくに手を触ふれる。


「そんな格かつ好こうでお寒くないですか？」


「全然。だって、いのりは僕の太陽だからね！」


　爽さわやかにサムズアップ。キラリと白い歯が光る。真白は微笑ほほえんだ。


「ふふ、もうカクジツに病気ですね。むしろ感動的です」


「一いつ蹴しゆうされた……!?」


「でも、風か邪ぜをひかれるといけませんから」


　真白は誓護に傘を持たせ、自分のマフラーを誓護の首に巻いてくれた。


　ふんわり甘あまい移うつり香がとともに、真白のぬくもりが肌はだを温める。誓護は思いがけずどきっとして、照れ笑いを浮うかべた。


「……元気そうだね」


「はい。今はこちらで、楽しくやっています」


「そっか。よかった」


「誓ちゃまも、相変わらず」


「うん。いのりと二人で──」


「相変わらず、おモテにならないでしょう？」


「な──ッ!?　なな何をおっしゃる真白さん。僕は学園美男子ランキングの常じよう連れんですよ？　一度も本命チョコをもらったことがないだなんて、そっ、そんなバカなことが……ッ」
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　真白は無言で微笑んでいた。真冬だと言うのに、誓護のこめかみを冷や汗あせが伝う。やがて、誓護の心はあっけなくへし折れた。


「まあね……僕なんか、財ざい産さん取ったらただのキショいシスコン野や郎ろうだしね……」


「そんなことありませんよ。見てくれだけはご立りつ派ぱじゃないですか」


「慰なぐさめてくれてありがとう……アレ？　嬉うれしいのに、景色がかすんでよく見えないや」


「今夜、鏡きよう哉やさまと対決されるんでしょう？」


　驚おどろいて真白を見る。真白は笑顔のまま、探さぐるような視し線せんを向けていた。


　誓護は笑って、


「そんな大げさなものじゃないさ。ちょっと話し合うだけだよ」


「ふふ、やっぱり相変わらずです。誓ちゃまは相変わらず……お強い」


「そんなことないよ」


「いえ、誓ちゃまは──」


「もし僕が強く見えるとしたら、それはいのりがいるからさ。ねー、いのり～？」


　つないだ手を大きく振り回し、最愛の妹に笑顔を向ける。妹は「？」「？」と、しきりに疑ぎ問もん符ふを飛ばしていたが、兄が嬉しそうに笑うので、やはり嬉しそうに笑うのだった。


「さあ、行こう」


　真白は何か言いたそうにしたが、誓護にうながされ、先に立って歩き出した。


　そのとき、不意に刺さすような冷気が誓護の背せ筋すじを震ふるわせた。


　ぞくり、とする。誓護は弾はじかれたように周囲を見回し、杉の大木を振り仰あおいだ。


　真白が気付き、心配そうに戻ってきた。


「どうかなさいました？」


「……いや、何でもない」


　今、確たしかに──誰だれかの視線を感じたのだが。


　誓護はかぶりを振った。どうやら、気が昂たかぶっているらしい。真白には何でもないことのように言ったが、海千山千の敵てきと対たい峙じするのは、やはり相当のストレスだ。


　針しん葉よう樹じゆの林を分け入るように進む。風に吹ふかれて雪が舞まい、土に触ふれては消えていく。砂すなを踏ふむ足音も、梢こずえのざわめきも、ただちに木立ちに吸すい込まれ、本当に静かだ。


　斜しや面めんを行くこと五分。やがて、行く手に苔こけむしたような修しゆう道どう院いんが現あらわれた。





　その修道院には、呪のろわしい伝説がある。


　美しい娘むすめを無む惨ざんな死に至いたらしめた、毒と不ふ条じよう理りの伝説が。


　今こ宵よい、古びた修道院に七人の男女が居い合あわせ──


　秘ひめられし大たい罪ざいを暴あばき、罪つみびとに咎とがの烙らく印いんを押おす。


　これは煉れん獄ごくの守もりびと、教きよう誨かい師しグリモアリスの物語。




　Chapter 1　【白しら雪ゆき姫ひめと七人の罪つみびと】









Episode 01







　大たい罪ざいを犯おかせし者、人界の法にて裁さばかれざるとき、とこしえの深しん淵えんより其そはきたるべし。







Episode 14







　その修道院は丘の中ちゆう腹ふく、黒々とした森のほとりに建っていた。


　石組みの玄げん関かんは相当に傷いたんでいる。あちこちコンクリートとウレタンで補ほ修しゆうされていて、見た目にも貧びん乏ぼうくさく、神さまのありがたみがいくぶん希き釈しやくされていた。


　ペンキのはげた扉とびらをくぐり、玄関ホールに入ったところで、誓せい護ごは真ま白しろにたずねた。


「そう言えば、叔お父じさんはもう？」


「いえ、まだです。でも、秘ひ書しよの方がいらしてますよ。例の──」


「歳さい末まつの忙いそがしい時分に保ほ養よう地ちで冬のバカンスか。ボンボンとは実に気楽な商売だな」


　真白の言葉をさえぎって、妙みようにキーの高い女の声が聞こえた。


「……秘書、と聞いた瞬しゆん間かんに心の準じゆん備びをしておくべきだったと思うよ。そうすりゃ、せめて最初のイヤミくらいは笑って聞き流せたからね」


　ゆっくりと振ふり仰ぐ。声の方を見上げると、階かい段だんの踊おどり場に中学生が立っていた。


　……いや、中学生のはずがない。身長が低く、童顔で、体形があちこち控ひかえめなので、一瞬そう見えただけだ。シャツの襟えりを立て、髪かみをアップに留とめ、メタルフレームのメガネとビジネススーツで完全武ぶ装そう。『デキる女』のイメージを与あたえたいのだろうが、せいぜい就しゆう職しよく活動中の女子大生が背せ伸のびしているようにしか見えない。


　レンズの向こうの目つきは険けわしい。もともと切れ長なので、異い様ような迫はく力りよくがある。そこだけが大人の女といった風ふ情ぜいで、腕うで組ぐみしつつ見下ろす視し線せんには怜れい悧りな知ち性せいが宿っていた。


　いのりが誓護の背に隠かくれ、怯おびえたようにしがみつく。


「僕は叔父さんと約束したんですけどね、姫き沙ささん？」


「あいにくだが、社長はいらっしゃらない。先月から海外に出しゆつ張ちよう中でね」


「ひどいなあ、叔父さんは。こっちは二か月も前にアポ取ってるのに」


「非ひ礼れいはわびよう。予よ測そく不ふ可か能のうなトラブルが発生したのだ」


「まあ、いないものは仕方ないや」


「そうとも。では、今日のところはこれでお開き──」


「仕方ないので、呼よんでください」


「!?」


　誓護はいのりをそっと抱だき寄よせ、ふんわりとやわらかい髪かみをなでた。


「いのり～、ごめんな。僕ぼく、あのお姉ちゃんと二人っきりで話があるんだ。真白さんと一いつ緒しよに、向こうに行っててくれる？」


　いのりはまっすぐ兄を見上げ、こく、とうなずいた。とても聞き分けがいい。誓護はたまらなくなり、妹の小さな頭をなで回した。


「いのりはいい子だな～。真白さんの言うこと、よく聞くんだぞ？」


　真白に視し線せんを送る。真白は即そく座ざに了りよう解かいしたらしく、首しゆ肯こうしていのりの手を引いた。


　二人の足音が遠ざかると、誓護は改めて姫沙の方に向き直った。


「溺でき愛あいだな」姫沙が吐はき捨すてるように言った。「ためにならんぞ。余よ計けいなことだがね」


「余計だと思うなら口を挟はさまないでください」


「おや、はっきり言っていいのかね？　高校生にもなって気持ち悪いのよ、このシスコン野や郎ろう。だらしないにやけ面づらしやがって。いかにも妹のパンツ見てハァハァしてそうな男ね──」


　バン、と背はい後ごの扉とびらが鳴る。殴なぐったのだ。誓護が。


「おい、言葉に気をつけろよ……？」


　獰どう猛もうな獣けもののような、低いうなり声。誓護は血走った目で姫沙を見上げ、


「僕のハートはガラス細工のように繊せん細さいなんだからなっ」


「な、泣くことはないだろう。案外、傷きずつきやすいのだな……」


　ずる、とメガネがずり落ちる。姫沙は気を取り直すようにせき払ばらいをした。


「で、わざわざ人払いまでして何のお話だね？」


「まあ、廊ろう下かで立ち話も何だし。中に入りましょうか」


　礼れい拝はい堂どうの入口を示しめす。姫沙がしぶしぶ階かい段だんを下りてくるのを確かく認にんし、誓護は中に入った。


　壁かべ際ぎわに電気ストーブが置いてあるものの、礼拝堂は冷れい蔵ぞう庫こみたいに冷えきっていた。古びた屋内は全体にすすけていて、ほこりっぽい。ただ、造つくり自体は立りつ派ぱなものだ。石組みの壁にタイルの床ゆか、豪ごう奢しやなステンドグラス、列をなす長なが椅い子すに立派な内ない陣じん、十じゆう字じ架かにかけられた救世主の偶ぐう像ぞう……どれも、西せい欧おうの歴史ある教会を思わせた。


　誓護は手近な長椅子に腰こしかけた。背もたれにひじをのせ、肩かた越ごしに姫沙を振り返る。


「叔父さんも冷たいよね。今日は二人の命日だってのに」


「死人は永えい遠えんに死体だ。花を喜んだりはしないさ」


「ま、その点は同感です。かく言う僕も二年ぶりだしね。でも、叔父さんの場合、たまには墓はかに手を合わせて、感かん謝しやの意を表明してもいいんじゃない？」


「感謝、だと？」


「だって、そうだろ。二人が死んでくれたおかげで、桃もも原はらの資し産さんを自由にできるんだから」


　姫沙は氷のように無む表ひよう情じようだった。二つの瞳ひとみが冷たく誓護をにらんでいる。


「それとも、まだ祖じ父いさまを恨うらんでるのかな？」


「……恨む？」


「叔お父じさんはもともと、祖父さまとケンカして桃原の家を飛び出したんだ。留りゆう学がく先さきのアメリカで行方ゆくえをくらませたんだっけ？　だから、復ふく讐しゆうなら話がわかるよ。実じつ権けんを握にぎりたがったのも、その地位を手放そうとしないのも、ひどい浪ろう費ひ癖ぐせも、墓はか参まいりにこないのも」


「……愚ぐ痴ちを垂たれてないで、さっさと本題に入ってはどうかね、ボンボンの次期当主殿どの」


「オッケー。と言っても新味のある話じゃない。現げん金きんで一〇〇億、不動産は今のマンションだけ──たったそれだけのものを渡わたしてくれれば、残りは叔父さんにくれてやるってハナシです。そちらにとっても破は格かくの条じよう件けんだと思いますけどね」


「わからない男だ。何な故ぜそうも急ぐ？　いずれはすべてが君の物になるのだろう？」


「じゃあ、僕もはっきり言いましょうか？　後見人なんて立場をいいことに、桃原の財ざい産さんを使い込こまれちゃたまらないからですよ」


　ぴくり、と姫沙の細い眉まゆが動いた。


「……言葉がすぎるぞ。社長はご自分の職しよく務むをまっとうされている。すべての投とう資しはあくまで君たちのためだ。確たしかに結果的には損そんを出したこともあるようだが、それも」


「投資だって？　ははっ、回かい収しゆうの見込みもないのに投資？　競馬が悪いとは言いませんけどね、有馬記念に一〇億も投資しちゃうのはどうかな？」


　姫沙の顔に、わずかに驚愕のようなものが浮かぶ。


「先々月、化け粧しよう品ひん部門を売ばい却きやくしたよね？　その前はグループ全体のリストラ。経けい費ひ削さく減げんの名目で、かなりの従じゆう業ぎよう員いんを〈出向〉扱あつかいにした……勝手だよね～。世間じゃ景気は上向きと言われてるのに、何でウチは新卒の内定が増ふえてないの？」


　今度は明確だった。姫沙は明確な驚おどろきの表ひよう情じようを浮かべた。


「もともと僕が稼かせいだ金じゃないし、それほど未練もないです。でも」


　笑いを引っ込め、きつくにらみつける。


「それは、いのりが受け継つぐものだ」


　姫沙は顔色一つ変えなかったが、かすかにのけぞった。迫はく力りよく負けだ。誓護はその反はん応のうに満足し、再ふたたびもとの『にやけ面』に戻もどって言った。


「急ぎ叔父さんを呼よび寄よせてください。明日、僕といのりがここを発つまでにお話ができないようなら、こちらの弁べん護ご士し──そして桃原の長老たちも黙だまってはいませんので」


「明日だと!?　無理だと言っているだろう！　社長は今、海外に」


「いやいや、それが無理なんですよ、姫沙さん」


「なに……？」


「春に失しつ効こうしてるんです。叔父さんのパスポート」


　姫沙はぐっと言葉に詰つまり、それから皮肉っぽく笑った。


「……なるほど。何もかも先せん刻こくご承しよう知ちというわけか」


「何もかもじゃないよ。ほとんど何もかもだけど」


「ふん、それで私をやり込めたつもりかね？　肝かん心じんなことは何も知らないくせに」


　おや、と思った。今日の姫沙はらしくないほど感情的だ。


　肝心なこと。それはどういう意味だろう？　何か、とても重要なことのような気がする。その証しよう拠こに、姫沙は一いつ瞬しゆん、『しまった』というふうに頰を引きつらせた。


　誓護は悪あく魔ま的に笑った。わざと声を高くして、


「まあ、僕は姫沙さんの言うことなんて、そもそも信用してませんけどね」


「……それは心外だな。何な故ぜだね？」


「だって貴女あなたは叔父さんの恋こい人びとでしょ？」


「なっ……ご、誤ご解かいだ、それは！」


　誓護がにやにやしていると、姫沙は大きく舌した打うちした。


「……末すえ恐おそろしいガキだ。君のような悪あく党とうが大おお勢ぜいの人間を不幸にする」


「ははっ、それこそ心外です。僕はけっこう紳しん士しだぜ？　たとえば──ねえ、姫沙さん。貴女を叔父さんのお人形と言わなかったのは、僕なりの気配りですよ？」


　挑ちよう発はつを真に受けて、姫沙は激げつ昂こうした。かあああっと目元が朱しゆに染そまる。それから一転、何か不ふ吉きつなことに思い至いたったらしく、今度は見る見る青ざめた。


「まさか、貴き様さまが……」


　僕が？　僕が何だ？　思わず身を乗り出しそうになる。だが、姫沙が何か『肝心なこと』を口にしてしまうより早く──


　ぎぃ、と蝶ちよう番つがいをきしませて、礼れい拝はい堂どうに入ってきた者がいた。


　その人相を見た瞬間、誓護と姫沙は雷かみなりに打たれたように硬こう直ちよくした。


「叔父さん！」「社長！」と、二人の声が重なる。


　男だった。腰こしにエプロンを巻き、髪かみをバンダナで留とめている。面おも長ながで彫ほりが深く、目つきが鋭するどい。年ねん齢れいは高く見積もっても三五、六。体たい格かくは誓護よりひと回り大きい。


　内心、誓護は焦あせった。完全に虚きよを突つかれた格かつ好こうだ。動どう揺ようのあまり、頭がくらくらする。


　男は誓護と姫沙を一いち瞥べつすると、小さくため息をつき、大たい儀ぎそうにかぶりを振った。


　どういう意味だろう？　意図がわからず、二人が呆ほうけていると、


「その方は、違ちがいますよ」


　と、男の背はい後ご、廊ろう下かから落ち着いた声が聞こえてきた。


　ゆっくりと入ってくる影かげがある。声の通り、落ち着いた雰ふん囲い気きの修しゆう道どう女じよだ。まだ若わかい。修道女と聞くと高こう齢れい者しやばかりのイメージだが、彼女は三み十そ路じの半ばくらいに見えた。


「当修道院へようこそ、桃原の若様。院長の森もりと申します」


　シスターは友好的に微笑ほほえんでいた。ただし、媚こびるような気安さはない。


「直ちよく接せつお会いするのは今日が初めてですね。前ぜん任にん者しやからうかがっておりますわ。貴方あなたのご両親、桃原夫ふ妻さいは敬けい虔けんなクリスチャンでした」


「……初めまして、シスター森。今日はお世話になります」


　誓護はやっとのことで挨あい拶さつを返した。それから、ちらりと男を見る。


「それで、その、そちらは……」


「紹しよう介かいします。こちら、加か賀が見みさん。皆さんのために、臨りん時じで入ってくださった方です。今こん晩ばんと明日、お料理を作ってくださいます」


　この男がコック？　思わず凝ぎよう視ししてしまう。ぶしつけな視線を浴び、加賀見はもともと愛あい想そのない顔をますます無ぶ愛あい想そうにした。


（へえ、そっくりだ……。でも、よく見ると叔父さんより男前かな？）


　どことなく三枚まい目めの叔父に比くらべ、加賀見はいかにも精せい悍かんな面つら構がまえだ。眼がん光こうも鋭するどく、叔父のようにチャラついたところがない。それだけでも十分に好感が持てた。


　加賀見はそっけなく視線を外し、シスター森に向かって言った。


「シスターを探さがしていた」


「はい。何か御ご用ようですか？」


「野菜だ。俺おれの指定よりずいぶんと少ない」


「ああ……まだ地下にあるんですね。すぐに取りに行かせます」


　納なつ得とくしたのか、加賀見は黙だまって出て行った。あまり社交的な人じん格かくではないようだ。


「ふん……紛まぎらわしいことだ」


　姫沙もまた、八つ当たり気味にそう言い捨すて、憤ふん然ぜんとして出て行った。


　誓護は苦く笑しようした。姫沙の気持ちもわからなくはない。肝かん心じんの叔父が現あらわれないのに、叔父そっくりの人間が現れた。これが単なる偶ぐう然ぜんなら、何とも皮肉なめぐり合わせだ。


　気がつくと、シスター森も姿すがたが見えない。結局、誓護だけがぽつんと残されてしまった。


　一人になり、緊きん張ちようから解かい放ほうされると、今さらながらに疲ひ労ろう感がのしかかってきた。


　はー、と大きなため息を一つ。誓護は虚きよ脱だつして、長なが椅い子すの上に引っくり返った。


「やっぱ悪役は性しように合わないな……。途と中ちゆうから中学生いじめてる気分だったし」


　姫沙の剣けん幕まくを思い出し、ぷっと噴ふき出す。


「相当キレてたな、姫沙さん。僕、殺されないといいけどね」


　舞台は古ぼけた修道院。雪に閉とざされ、身動きの取れない一夜。故こ人じんの命日に集まる親族。莫ばく大だいな遺い産さんを巡めぐって繰くり広げられる、骨こつ肉にく相あい食はむ血けつ縁えん戦争……いかにもミステリー小説の題材になりそうじゃないか。


　ただし、『雪に閉ざされた』と言うには市街に近すぎ、『親族戦争』にしては身内のキャストが少ない。凶きよう悪あくな殺人者を演えんじるには、姫沙はあまりにミニマムだ。ミステリー小説的には、さして盛もり上がらないだろう。


　誓護は自分の妄もう想そうを一いつ笑しように付し、救世主の偶ぐう像ぞうに向かって独ひとり言を言った。


「さーて、叔お父じさん、貴方はどう出ます？　え、僕？　僕は引き下がるつもりなんてないですよ。たとえ貴方が自じ慢まんの知ち略りやくに訴うつたえようと、僕は一歩も下がりません。小こ狡ずるい手を練り、小こ賢ざかしい策さくを弄ろうしてでも、きっといのりを護まもってみせる。薄うす汚ぎたない犯はん罪ざい者しやのマネゴトだって、鼻歌混まじりでやってのけますよ。そう、たとえ人殺しと罵ののしられようと──」


　ぴらり、とページを繰る音が聞こえ、誓護は飛び上がった。実じつ際さい、軽く五センチは空中浮ふ遊ゆうしてしまったに違ちがいない。


「あら。邪じや魔まをしてしまったかしら？」


　前方、最前列の長椅子に誰だれかが腰こしかけていた。薄うす暗ぐらい照明を受け、長い髪が浮うかび上がる。女だ。彼女がこちらを振ふり向いた途と端たん、今度は心しん臓ぞうが五センチも跳はねた。


　それは、目の醒さめるような美少女だった。


　濡ぬれたようにつややかな黒髪、しっとりとみずみずしい色白の肌はだ。黒目がちの瞳ひとみは澄すんだ湖面のよう、薄うす桃もも色いろの唇くちびるは桜さくらの花びらのよう。自然な無む表ひよう情じようは高い知ち性せいを感じさせ、たおやかなたたずまいは文学少女のイメージだ。


「い、いつから……!?」


「それは明白なこと。初めからよ」


　ぱたむ、手にしていた本を閉とじる。赤い絹きぬ張ばりのハードカバー。ずいぶん年ねん季きの入った古書だ。丁てい寧ねいに取り扱あつかわれてきたらしく、ほとんど傷いたんでいない。


　少女は本を膝ひざにのせ、無表情のまま言った。


「堂に入ったお芝しば居いだったわ。演えん劇げきの経けい験けんがおあり？」


　誓護は耳まで赤くなった。姫沙とのやり取りはもちろん、今しがたの独どく白はくまで聞かれていたのだ。それじゃ、僕はまるっきりのバカ者じゃないか……。


「あら。恥はじることはなくてよ。素す晴ばらしい技ぎ巧こうだと、誉ほめているのだわ」


「それは……その、どうも」


「言っていることはずいぶんと物ぶつ騒そうだったけれど、目的のためには手しゆ段だんも問わない──その姿し勢せいには感じるものがあったわ。気き丈じよう夫ぶなのね」


　少女の口調や態たい度どは成せい熟じゆくした女じよ性せいのそれだった。同い年くらいかと思ったが、ひょっとしてすごく年上なのかも知れない。


「ただ、結局のところ、貴方は悪人ではないのよ。どんなに悪あく党とうを演えんじてみても、それは上辺だけのこと。心まで悪人を演じるには、貴方は優やさしすぎ──」


　少女は唐とう突とつに言葉を切った。目を伏ふせ、初めて微び笑しようを見せる。


「残念なこと。邪魔が入ったわ」


　あっけに取られる誓護を置いてきぼりにして、少女は立ち上がった。


「貴方にどんな事情があって、どんな目的でここを訪おとずれたのかわからないけれど。望み通りの結果が出るよう祈いのっているわ」


「あ……ありがとう」


「私も偶然、ここに宿を借りているの。また今夜にでも会いましょう、桃原誓護くん」


　黒くろ髪かみをなびかせて、誓護のわきをすり抜ぬけて行く。


　少女が出口の前に立った瞬しゆん間かん、あたかも自動ドアのように扉とびらが開いた。


　ぎょっとする誓護とは対照的に、少女は驚おどろきもせず、初めからそうなることを知っていたかのように、悠ゆう然ぜんと礼れい拝はい堂どうを出て行った。


　扉を開けたのは真白だった。少女と入れ替かわりで礼拝堂に入ってくる。


　真白の背せ中なかからいのりが飛び出してきた。既すでにコートを脱ぬぎ、制せい服ふく姿すがただ。いのりは山やま鼠ねのようにちょこちょこと駆かけて、誓護のもとに駆け寄よった。


「いのり～、いい子にしてた？」


　座すわったまま抱だき上げる。お膝に上げてもらって、いのりは機き嫌げんよくきゃっきゃと笑った。


　誓護はいのりを抱っこしたまま、真白に先んじてたずねた。


「今の人、よくくるの？」


「今の……？」真白はきょとん、とした。


「女の人。すっごく綺き麗れいな。すれ違わなかった？」


「──それは要するに、その美しい女じよ性せいとこんなうら寂さびしい場所で二人きりだったということですか？　真白とお嬢じようさまをわざわざ遠ざけておいて？」


「や、あの……その通りなんだけど、何かトゲがあるって言うか」


「それはどうもすみませんでした。お楽しみのところをお邪魔してしまって」


「言っとくけど、変なことは何も！」


「言い訳わけなさらなくてもいいんですよ？　非ひモテの誓ちゃまにそんな度ど胸きようがないのは、それはもう、よくよく存ぞんじ上げておりますし？」


「トゲが増えてる……!?」冷や汗あせが出る。「……真白さん、何か用だった？」


「はい。お夕食のメインディッシュを決めていただこうと思って、うっかりしゃしゃり出てきてしまったんですが」


「そのトゲ、消してよ……。いのりは何が食べたい～？　お肉？　お魚？」


　真白ははっとした。そして、白けた表情でそっぽを向いた。


「ああ……そうですね、それは気がつきませんでした。そうですそうです、わざわざ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを邪魔しなくったって、お嬢さまにうかがえばよろしゅうございましたわね。真白のミスです。本当の本っ当に、すみませんでした」


「えーと……もう針はりのむしろ？」


「それじゃ、コックに伝えてきます──」


　いのりを置いたまま出て行こうとして、真白はぴたりと足を止めた。


「そうだわ。誓ちゃま、ちょっとお手伝い願えませんか」


「手伝い？　何？」


「地下の食料庫に、お野菜を取りに行くんです」


「え～、僕は今夜の主しゆ賓ひんだぜ？」


「お嬢さま、聞いてくださいまし。お兄ちゃまは美女と二人っきりで不ふ潔けつな」


「超ちようＯＫ！　お手伝いさせてくださいお願いします！」


「まあ嬉うれしい。助かります」


「何て言うか……。真白さんって、怖こわいですよね……」


「恐きよう縮しゆくです」


　誓護はやれやれと頭をかいた。──と、何か言いたげな妹の視し線せんに気付く。


「あ、いのりも手伝ってくれるの？」なでなで。「でも地下はすごく寒いし、制服が汚よごれるといけないから、食堂で待っててくれる？　すぐ戻もどってくるからね」


「そこ。まったりペドってないで、とっととこちらへ」


「ペド……ッ!?」


　不当な表ひよう現げんで最愛の妹から引き離はなされ、引きずられるようにして廊ろう下かに出た。


　前を行く真白に、歩きながらたずねる。


「で、さっきの人、誰？」


「……助すけ平べえ」


「何で!?　名前訊いただけじゃん！」


　下心などない。ただ、気になることはある。姫沙との会話を聞かれてしまった以上、正体は把は握あくしておきたい。下心などないのだ。それほど。


　真白はすぐには返事をせず、少し経ってから答えた。


「……それはたぶん、君きみ影かげさんです。君影草、の君影」


「きみかげ。礼拝にはよくくるの？」


「……ええ、まあ。ときどき」


「ふーん」


「……助平」


「だから何で!?」


　冷え冷えとした廊下を渡わたり、地下食料庫へと向かう。


　日にち没ぼつ後の院内は薄うす暗ぐらい。蛍けい光こう灯とうがつけられているが、間かん隔かくがあきすぎ、ところどころ切れかけているので、かえって闇やみの濃こさを演出していた。


　女じよ性せいのすすり泣きのような風の音。


　きしきしときしむ窓まど枠わくとガラス。


　はっきりと不気味な静けさ。


「今年はずいぶん静かだね」


「同じ教きよう導どう管区で不幸──あ、いえ、天に召めされた方がいまして。ここの先代院長なんですが。今夜はそちらでお葬そう式しきなので、みんな出で払はらっているんです」


「へえ、先代……。そう言えば、確たしか先代の院長も森って名前じゃ」


　その瞬しゆん間かん、ぞくっ、と背中が震ふるえた。


　あわてて振ふり向く。まただ。また、誰かがこちらを監かん視ししていた……？


　すーっと波が引くように、見られている感じはすぐに消えた。ただ、べったりと全身にへばりついた冷や汗あせは、しばらく引かなかった。


「誓ちゃま？」


「いや、何て言うか……さっきから、誰かに見られてる、みたいな」


「非モテ男の愚ぐにもつかない妄もう想そうですか？」


「あのー、そういうこと、面と向かって言うのよしません？」


「でも、無理もないですね。こんな古い建物、今にも何か出そうな雰ふん囲い気きですし」


　誓護は改めて廊下を見回した。なるほど、真白の言う通り。そこかしこの闇の中に、何かがじっと息を潜ひそめていそうな、独どく特とくの雰囲気がある。


「見たってシスター、わりと多いんですよ」


「怪かい談だん～？　ちょっと、時季外れじゃない？」


「これは冬が旬しゆんなんです。この修しゆう道どう院いんに棲すむ、〈白雪姫〉……」


「ふーん。それ、どんな幽ゆう霊れい？」


「……助平」


「何で!?　何で非ひ難なんされてんの僕ぼく!?」


　話しているうちに、目的の階かい段だんにたどり着く。


　まるで地の底に向かう洞ほら穴あなのようだった。じわじわと染しみ出す冷気。入れ替かわりで流れ込こむ暖だん気き。空気の対流に巻まき込まれ、このまま地の底へ吸すい込まれそうな錯さつ覚かくに陥おちいる。


　裸はだか電球の明かりをつけ、真白はとんとんと下りて行く。誓護もその後に従したがった。


　階段を下りきると、左手に鉄の扉とびらがある。古めかしい作りだが、錠じよう前まえだけは新しい。真白はポケットから鍵かぎを取り出し、慣なれた手つきで鍵穴に差し込んだ。


　地下食料庫はやや手て狭ぜまだった。大小さまざまの容よう器きがところ狭しと並ならべられている。プラスチック製せいの漬つけ物もの樽だるに、ぶどう酒の樽、野菜を詰つめた木箱。天てん井じようにはソーセージ、棚たなには缶かん詰づめの山。子こ供どもの頃ころは広く感じた遊び場も、今ではむしろ息が詰まる。


「相変わらず、すごいね。修道女の数は減へっても、昔ながらの大量生産か」


「質しつ素そ倹けん約やくは中世以来の伝でん統とうですから。これが白菜、そっちがきゅうり。塩しお漬づけにぬか漬け。あ、それはジャムの瓶びんですね。いちごやミカンで作るんです。味見なさいますか？」


「また今度ね」


　話しながら、真白はてきぱきと作業をこなした。どこからかアルミのバットを引っ張ぱり出し、夕食用の食材を次々に放ほうり込んで行く。かぼちゃ、じゃがいも、にんじん、たまねぎ……。他方、誓護は手持ち無ぶ沙さ汰たで、ぼんやり真白の背せ中なかを眺ながめていた。


　働く真白の背中を見ていると、無む性しように懐なつかしさが込み上げた。


　真白は高校卒業後、すぐに桃原の屋や敷しきにやってきた。それほど歳としが離はなれていないので、誓護にとっても姉のような気安さがあった。他の使用人には絶ぜつ対たいに言わないような、子供っぽいわがままを言って困こまらせたこともある。


　作業の手は止めず、真白は背を向けたまま言った。


「すみません、無理を言って。ちょっと、二人だけでお話ししたいことがあって」


「うん。何の話？」


　おかしな間があいた。ためらっているのか、それとも言葉をまとめているのか、その背中からはうかがい知ることができない。


　やがて、真白は妙みように明るい声で、こう言った。


「話し合い、どうでした？　早さつ速そく、姫沙さんとやり合ったんでしょう？」


「え？　ああ……ま、初戦は痛いたみ分けってところかな？」


「控ひかえめですね。でも確たしかに、鏡哉さまがいらっしゃらないことには始まりませんし」


「それは違ちがうよ。叔お父じさんが現あらわれなけりゃ、僕が勝って勝負は終わりさ」


「…………」


「真白さん？」


「はい、終わりました」


　真白はバットを抱かかえ、くるりと振り向いた。


「さあ、戻もどりましょう」


　意味深な笑え顔がお。会話はこれで終わり、と言っている。だから、誓護もうなずき、


「……うん。戻ろう」と答えた。


　吸い寄せられるように視し線せんがからみ合う。真白の瞳ひとみはしっとりと湿しめり気を帯びていた。決して華はなやかとは言えないが、真白の顔立ちには品がある。きらびやかな女じよ性せいを見み慣なれている誓護には、その飾かざり気のなさがむしろ好ましく映うつった。


　名な残ごり惜おしく、離れがたい、接せつ吻ぷんのように濃のう密みつな時間。


　ところが、その直後──甘あまい感かん傷しようは強きよう制せい的に打ち壊こわされることになった。


　階段の上、一階の廊下の方から、いきなり絹きぬを裂さくような悲鳴が響ひびいてきた。


　か細い残ざん響きよう。誓護はぎくりとして階段に身を乗り出した。


「今の……」ごくり、と喉のどを鳴らす。「姫沙さん？」


　あたりには既すでに静せい寂じやくが戻っている。先ほどまでよりよほど不ふ吉きつな、冷たい静寂。


　さっと真白のひたいが青ざめた。


「ひょっとして、何か、また……？」


　皆みなまでは言わせない。誓護は階段を駆かけ上がり、早口に怒ど鳴なった。


「真白さんは食堂へ！　いのりをお願いします！」


「え!?　でも、あの、誓──」


　追いすがる声を無む視しして、はやる心のままに、廊下を駆ける。


　誓護は思し慮りよ深ぶかい性た質ちだったが、その先に待つもののことなど、考えもしなかった。







Episode 08







　一〇年前のある日、ひと組の男女がお御み堂どうで結けつ婚こん式しきを挙げられました。


　ここは由ゆい緒しよある修しゆう道どう院いんですが、地ち域いきの方にお御堂をお貸かししているんです。それは修道院始まって以来、もっともお金持ちの新しん郎ろうと、もっとも器量よしの新しん婦ぷでした。


　旦だん那なさまはそれはもうご立りつ派ぱな土地の名士で、ここの後ろ盾だてとも呼べる方。代々の維い持じ費ひ、改かい修しゆう費ひなどをたびたび助けてくださいましたが、一方で大たい層そう気き難むずかしく、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなふるまいの目立つ方で、わたくしどもは陰かげで「王さま」「陛へい下か」とお呼よびしていたくらいです。


　一方、奥おくさまは旦那さまに比ひしてお若わかく、大変お美しい方でした。旦那さまの後ご妻さいとして迎むかえられたのですが、それはもう気位の高い方で、修道女を使用人のように扱あつかいましたので、わたくしどもはやはり陰で「お妃きさきさま」とお呼びするようになりました。


　王さまは若い娘むすめにしか興きよう味みがなく、お妃はお金にしか興味がありませんでした。傍はた目めにもお幸せなこの結婚が、いずれ破は綻たんすることは誰だれの目にも明らかだったのです。


　それから数年が経たち、お子を授さずかった頃ころから、お妃は目に見えて容よう色しよくが衰おとろえ始めました。


　王さまは次し第だいにお妃を疎うとまれるようになり、お妃はお妃で若い殿との方がたに熱を上げるようになりました。主の御み前まえ、司祭ブラザーのお導みちびきで誓ちかいを立てておきながら、です。


　お二人のこのようなふるまいを、主はさぞやお嘆なげきになったことでしょう。


　間もなく、お二人の結婚生活は意外な結末を迎えることとなりました。


　それは五年前の冬──よく晴れた寒い日のこと。


　王さまとお妃は珍めずらしく連れ添そって礼れい拝はいにいらっしゃいました。先妻のお子たる若君と、お妃のお子たる姫ひめ君ぎみもご一緒でした。


　このとき、ご夫ふう婦ふのあいだに、どのような言葉が交かわされたのかはわかりません。


　わかっていることはただ一つ。お二人は可愛かわいいお子を遺のこしたまま、それ、そこのバルコニーで毒どく杯はいをあおり、ご夫婦仲なか睦むつまじく、ともに果てられたということです。


　お妃のご遺い骸がいには、王さまの手による遺書が握にぎられておりました。





　そしてその日を境さかいに、この修道院では不ふ可か思し議ぎなことが起こり始めたのです。







Episode 15







　果たして、姫沙が礼拝堂の床ゆかにうずくまっていた。


「うわ!?　姫沙さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　あわてて助け起こす。スーツの肩かたをつかんだ途と端たん、ほっと安あん堵どの息が漏もれた。大丈夫、ちゃんと息がある。幸い、外がい傷しようらしきものも見当たらない。


「ああ、君か……」


　姫沙はガタガタと震ふるえていた。それこそ亡ぼう霊れいでも見たように、血の気は引き、歯の根は合わず、腰こし砕くだけ。よっぽど心細かったのか、それとも何か裏うらでもあるのか、先ほどまでの冷れい淡たんな態たい度どはどこへやら、情なさけなく誓護にしがみついてきた。


「今の、姫沙さんの悲鳴？」


「す、すまない……。騒さわがせたか……？」


「いや、案外可愛いなーと思って」


「言ってる場合か！」ばこっと叩たたかれる。


「って～」口は災わざわいのもとだ。「……で、何事なの。見たとこ、何も」


「そっち、そっちだ！」


　姫沙は必死に内ない陣じんの方を指差した。自分では決してそちらを見ようとしない。
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「頼たのむ。見てくれ……」


「見てくれって言われても……、何を？」


　姫沙は焦じれ、こわごわ振ふり向いた。そーっと片かた目めを開ける。それから両目を見開き、ぽかんとした。狐きつねに化かされたような間ま抜ぬけ面づらで、きょろきょろと周囲を見回す。


「姫沙さん？」


「あ、いや……その、何だ。疲つかれのせいか、見てはいけないものを見てしまってな」


「見てはいけないもの──」


　誓護ははっとして顔を背そむけた。


　その肩が小こ刻きざみに震える。


　やがて、くっくっく、と失礼な音が喉のどから漏もれた。


「なっ……、何がおかしい！」


「姫沙さんって、幽ゆう霊れい怖こわいんだ？」


「こ、怖くない！」


「いいよ、ムキにならなくて。確たしかに、いかにも～な建物だしね。そんな気にも」


「うるさい！　このっ、離はなせ！　いつまで触さわっている！」


　げし、と自じ慢まんの顔を足あし蹴げにされる。頰ほおにかかとがめり込んだ瞬しゆん間かん、


「誓ちゃま！」と、真白がいのりを連れて入ってきた。


　そして、ぴたりと動きを止めた。


「誓ちゃま？」真白はにこにこと笑っていた。「何があったんですか？」


「……あー、とりあえずそれ誤ご解かい。真白さん、絶ぜつ対たい誤解してるから」


「誤解？　どのような？」にこにこ。


「ぷっ。いやー、それが笑っちゃう話で──」


　姫沙がものすごい形相でにらんでくる。誓護はとっさに計算を働かせ、


「ちょっと不ふ審しん者しやが出たらしくて。姫沙さんが追っ払ぱらったとこ」


「あら。真白の目には、不審者はまだ居い座すわってるように見えますけど？」


「や、それだと時じ間かん軸じくおかしいから。……て言うか、何でトゲトゲしいの？」


「おい」と玄げん関かんホールから男の声がした。


　真白が食堂から引っ張ぱってきたのか、そちらには不ふ機き嫌げんそうな加賀見の姿すがたがあった。


「……その不審者ってのは、どっちに逃にげたんだ」


「えっ？」誓護はあわてた。「あ、えーっと、もう外に……」


　姫沙に恩を売ろうとして、話を大きくしてしまったようだ。内心で冷や汗あせをぬぐう誓護に、姫沙は『このバカが』という表ひよう情じようでひじ鉄を見み舞まった。


　ふと、玄関の扉とびらに手をかけたまま、仏ぶつ頂ちよう面づらの加賀見がこう言った。


「……開かないぜ、この扉」


「え？　そんなはずは……」


　真白が半信半はん疑ぎで押おしてみる。加賀見の言葉通り、びくともしない。本当に、びくとも。


　虫の知らせか、ひどく嫌いやな感じがした。誓護も急いで扉に駆かけ寄よった。


「────」


　それは、触ふれた瞬しゆん間かんにわかる異い常じようさだった。


　つっかえ棒ぼうやストッパーを嚙かまされたのでは、こうはならない。


　押そうが叩こうが、扉は揺ゆれもしない。完全に動かなくなっている。


「おい、見ろ……」


　加賀見が目をむき、窓まどの外を凝ぎよう視ししている。その視線をたどって、誓護も目をむいた。


　窓の向こうは、一面、不ふ可か思し議ぎな霧きりに包まれていた。


　黒、濃のう紺こん、真しん紅く、紫むらさき色いろが入り混まじった不定形の流体。気体なのか液えき体たいなのかすら判はん然ぜんとしない。見ているだけで気が変になりそうだ。


　さらに、窓もまた扉と同様、びくともしなかった。ガラスは肉にく厚あつの鋼こう鉄てつのようで、がっちりと硬かたく、割わることも動かすこともできそうにない。


　ただごとではない、と誰もが悟さとった。


　誓護はあわてて携けい帯たい電話を引っ張り出した。しかし、液えき晶しよう表ひよう示じは──


「圏けん外がい……」


　ひんやりと冷たい恐きよう怖ふが首くび筋すじを伝い落ちる。


　まさか──閉とじ込められた、のか？


「出られる場所がないか見てきます！」


「僕も！」


　それぞれが別の方向に走り出す。修しゆう道どう院いんの中はにわかに騒さわがしくなった。


「若わかさま？　何の騒ぎです？」


「あ、院長！」


　廊ろう下かの途と中ちゆうでシスター森と出くわした。誓護は窓の外を示しめしつつ、手短に状じよう況きようを説明した。無む論ろん、脱だつ出しゆつ口こうを探さがしていることも。


「それなら、渡わたり廊下があります。女じよ子し寮りように続いているんです」


　シスター森の案内に従したがい、廊下の奥おくへと走り出す。食堂のさらに向こう側、角を曲がったところに、女子寮へと続く渡り廊下があるのだ。


「────!?」


　ぎょっとして足を止める。あやうくそれに突つっ込んでしまうところだった。


　あたかもシャッターを下ろしたように、濃のう霧むが廊下を遮しや断だんしていた。どろりとした見た目は窓の外を覆おおうものと同じだ。隙すき間まなく廊下を埋め尽つくし、壁かべのようになっている。


　誓護は勇気を出し、近付いた。おっかなびっくりつま先でつつき、そのうちに大だい胆たんになって手で触れてみる。かつん、と硬い手触り。それでいて指にまとわりつくような、流動的な感かん触しよく。矛む盾じゆんした感覚が一度に襲おそう。今まで触れたことのない、まったく異い質しつな物体だ。


「ど、どうしましょう？」


　シスター森もうろたえている。どうすればいいか。それは誓護が訊ききたい。


　このままじゃ酸さん欠けつになる。それとも餓が死しか？　どのみち、この先に待つのは死……。


　己おのれの空想に恐怖して、誓護が最初に取った行動、それはいのりのもとに駆けつけることだった。床ゆかを蹴けって全力疾しつ走そう、急いで玄関ホールへと取って返す。


　いのりはホールのすみ、カーテンの後ろに隠かくれていた。


　駆け寄り、抱だき寄せる。いのりは放置されて心細かったらしく、全体重を預あずけてくる。誓護はいのりを抱きしめ、細い背せ中なかをさすってやった。


　結局、何の成果もないままに、全員が玄関ホールに戻もどってきていた。


　各自の報ほう告こくは絶ぜつ望ぼう的てきだった。窓という窓、扉という扉が動かない。それどころか修しゆう道どう院いん全体が例の霧によってすっぽりと覆われているらしい。


　気重だったが、黙だまっているわけにもいかず、誓護もまた渡り廊下のことを告げた。


「……ダメ。カンペキ、閉とじ込こめられた」


　加賀見は黙って玄関の扉に向かった。真白があわててその前に立つ。


「待ってください。加賀見さん、何を……」


「どけ。蹴け破やぶる」


「気持ちはわかりますけど、落ち着いて！　古い建物なんですから！」


「どだい、蹴破れるとも思えんな」姫沙が横から口を出す。「いっそ、燃もやすか？」


「やめてください！　火事になったらどうするんです。逃にげ場はないんですよ？」


「僕ぼくも真白さんに賛さん成せい。それに、燃やしたからって、外に出られるとは思えないし」


「じゃあ、どうしろってんだ？」


　どこまで行っても平行線の議ぎ論ろんだ。およそ非ひ現げん実じつ的な事じ態たいを目の前にして、全員が少なからず動どう揺ようしている。言葉がささくれ立つのもむべなるかな。シスター森も困こまり果てた様子で、一同のやり取りを見守っていた。


　不毛な言い争いが熱を帯び、まるで口くち喧げん嘩かのようになったとき──


「まったく、騒さわがしいこと……。だから人間は嫌きらいなのよ」


　不意に、頭上から少女の声が降ふってきた。


　のびやかで、透とう明めい感があり、すっきりとよく通る、小鳥のさえずりのような美声。ただし、ガラスに爪つめを立てているような、そんなおぞ気をも感じさせた。


　居い合あわせた全員がほぼ同時に振ふり返り、そして同時に息をのむ。


　いつからそこにいたのか。いつ、どの瞬しゆん間かんに現あらわれたのか。


　いかなる魔ま術じゆつのたまものか、声の主は宙ちゆうに浮ういていた。声の通り、見た目は少女だ。気だるそうに首を傾かたむけ、足を組んで宙に腰こしかけている。


　衣い装しようは黒を基き調ちようとし、随ずい所しよにレースがあしらわれている。ひらひらと頼たよりないスカート、フリルで飾かざったヘッドドレス、ひじまで覆う手て袋ぶくろに、かかとの高いロングブーツ。どれも、少女の妖よう気きにそのまま輪りん郭かくを与あたえたような、耽たん美びでまがまがしいデザインだ。


　そして、その衣装に包まれているのは、銀細工のようにきらびやかな少女。


　肌はだは雪のように白く、瞳ひとみは血のように紅あかく、身に帯びた妖気は黒こく檀たんのように黒い。


　見事な銀ぎん髪ぱつは金きん属ぞく的な光こう沢たくを放ち、血を垂たらしたような真紅の毛色が混まじっている。まだら模も様ようは絢けん爛らんだったが、それは見る者を威い嚇かくする猛もう毒どくの美しさだった。


　きれい、とか、可愛かわいい、とか、そんな感想は一瞬で吹ふき飛ばされてしまう。


　周囲のすべてをなぎ倒たおすような、暴ぼう力りよく的な美び貌ぼう。


　誓護は息をするのも忘わすれ、しばし見とれた。


　ふと、腕うでの中で、いのりがつぶやいた。


「……死しに神がみ？」


　少女は手にした扇おうぎで口元を隠かくし、くすくすと愉ゆ快かいそうに笑った。


「あら、面おも白しろいことを言うじゃない。そうね、当たらずとも、ってところかしら……？」


　宙に浮いたまま立ち上がり、スカートのすそをつまんでちょんと腰を折る。


「ご機き嫌げんよう、愚おろかな人間ども。此これなるはグリモアリス。……と言ってもわからないわね。年とし寄よりどもの言い回しなら──茨いばらの園そのの園えん丁てい、煉れん獄ごくより遣つかわされし教きよう誨かいの使徒」


　誓護のすぐとなりで、真白がはっとしたようにつぶやく。


「教誨……教きよう誨かい師し……？」


「真白さん、知ってるの？　キョーカイシって？」


　声をひそめてたずねると、真白もひそひそ声で答えてくれた。


「受じゆ刑けい者しやのために、監かん獄ごくに赴おもむく聖せい職しよく者しやのことです。本来は、死し刑けい囚しゆうに悔くい改めるよう諭さとすのが役目だったと聞いてますけど……きゃ！」


　いきなり、二人のあいだに黒い火花が弾はじけた。


「勝手におしゃべりしないでよ……。感じ悪い……」


　少女が不機嫌そうに言う。察するに、今の火花もこの少女の仕し業わざというわけだ。


「まあ、お聞きなさいよ……。愚おろかな貴方あなたたちにもわかるよう、言葉にしてあげるから」


　もったいぶるような間を置いてから、少女はむしろ無む邪じや気きな声こわ音ねで言った。


「この中に、罪ざい人にんがいるわ」


　誓護はぎくりとした。とっさに一同を盗ぬすみ見てしまう。それは周囲の面々も同じだったようで、加賀見、姫沙と視し線せんがぶつかった。真白も不安げにこちらを見ている。ただ一人シスター森だけが、何を考えているのか、じっと少女を見つめていた。


「大たい罪ざいを犯おかした罪人よ……。なのに、おばかな人間の刑けい吏りどもはその罪を見落とそうとしてる。だから私が出向いてやったわけ。罪人を地じ獄ごくにご招しよう待たいするためにね……」


　刑吏が見落とす？　どういう意味だ？　完全犯はん罪ざいが成立したということか？


「さあ、名乗り出なさい。さもなければ、貴方たちは一生ここを出られないわよ……？」


　重苦しい沈ちん黙もくが訪おとずれる。さまざまな感かん情じようをはらんで膨ふくれ上がった、嫌いやな沈黙。


　混こん乱らん。動どう揺よう。猜さい疑ぎ心しん。理り不ふ尽じんな状況に直面し、誓護もまた疑ぎ念ねんを覚えていた。叔お父じが自分を陥おとしいれようと、こんな手のこんだ冗じよう談だんを企き画かくしたのでは……？


　そう、これは悪あく趣しゆ味みな冗談、くだらない戯ざれ事だ。少女が言ってることも支し離り滅めつ裂れつ。そもそも、地獄に招待するなどと言われて、名乗り出る罪人がいるか？


　確たしかに、少女は宙に浮いている。異い様ような気配も漂ただよわせている。だが、それだけだ。ちゃんと人間の格かつ好こうをしていて、人間の言葉を話している。決して怪かい物ぶつではない。こんな少女一人、いざとなれば力ちから尽ずくで押さえつけることも可か能のうじゃないか。


　──やるか？


　お坊ぼつちゃまの誓護には武ぶ道どうの心得もある。やってやれないことはないはず……。


　いや、と誓護は心の中で否ひ定ていした。見た目に騙だまされるのは愚おろかなことだ。外見がいかに可か憐れんでも、怖おそろしい武器を隠し持っているかも知れない。叔父の手の者かも知れないし、桃原の財ざい産さんを狙ねらうテロリストかも知れない。まして、敵てきが一人とは限かぎらない。


　どうする。よく考えろ。この少女は誰だ。何のためにこんなことをしてる。罪人とは何だ。それはどういう意味なんだ。ぐるぐると思考が回る。いのりは小さな手足をさらに縮ちぢめて、震ふるえながら兄にしがみついている。──そうだ、わかってることが一つだけある。僕は何としても、いのりを護まもらなければならない。


「それは、わたくしのことではありませんか」


　その声に全員の注目が集まった。シスター森が十じゆう字じ架かを握りしめ、少女を見み据すえていた。


　堂々としている。この異い常じような事態にも臆おくしたふうがない。人生経けい験けんのなせるわざか、あるいは宗しゆう教きよう家か一流の達観か、とにかくシスター森は冷静な口ぶりでこう言った。


「この道に入る前、わたくしはひどく荒すさんだ生活をしていました。今で言う援えん助じよ交こう際さいのようなものから、長じては不ふ倫りん、不実な恋こいや裏うら切ぎりも経験しましたわ。貴女あなたがおっしゃる罪人とは、このわたくしのことではありませんか？」


　少女は汚きたないものでも見るような目をした。さも穢けがらわしそうに、


「おばかさん……。そんなみみっちい罪ざい業ごうで教誨師グリモアリスが動くはずないじゃない。私が捜さがしているのは、もともと穢れた人間の中でも、とりわけ極きよつ刑けいに値あたいする人間よ。もっとも、貴女にもそんな大罪が隠れてるかも知れないけど……？」


　少女はゆったりと一同を眺ながめ、突とつ然ぜん、楽しげな声をあげた。


「まあ、傑けつ作さく！　どの顔ぶれにも罪のにおいがするじゃない」


　誓護はまたもぎくりとした。やけに胸むねが苦しい。喉のどが渇かわく。


「あら、名乗り出ないの？　ふふふ、いいわよ。時間はいくらでもあるんだから……。罪の自覚のある者も、ない者も、存ぞん分ぶんに楽しんでちょうだいな。この美しい夜を……」


　まるで挑ちよう発はつするかのように、少女は悠ゆう然ぜんと歩き回った。はっきり無む警けい戒かいだ。当然と言えば当然のことで、食物連れん鎖さの頂ちょう点てんに君くん臨りんする獣けものは、ほかの獣を警戒する必要などない。


　そしてこれも当然のことだが、その油ゆ断だんを突つこうと考える者もいる。


　誓護の視し野やのすみで、誰だれかがそろりと動いた。


　姫沙だ。小こ柄がらな体を最さい大だい限げんに利用して、こっそり死角に回り込もうとしている。その右手は背せ中なかの後ろ──。誓護は直感した。姫沙は凶きよう器きを携たずさえている！


　腰こしを抜ぬかすほどの幽ゆう霊れい嫌ぎらいが、あの亡ぼう霊れいのような少女を攻こう撃げきするつもりらしい。


　誓護は迷まよった。止めるか、援えん護ごするか。この少女がただの電波系けいか、警察の回し者かはわからないが、少なくとも姫沙の味方ではないようだ。ならば、援護する手も……？


　しかし、誓護が決けつ断だんを下すより早く、姫沙は右手をひらめかせ、少女に襲おそいかかった。


　ぎん、と金きん属ぞくの刃やいばが照明を反はん射しやする。


　誓護は目をむいた。ナイフだ！


　なぜそんなものを隠かくし持っていたのか。単なる護身用か、それとも何か目的があったのか、ともかく姫沙の一いち撃げきは狙ねらい違たがわず少女のこめかみにめり込んだ。


　やりすぎだ！　戦せん慄りつに手足が凍こおる。それでは致ち命めい傷しようを与あたえてしまう！


　ところが、致命的な結果には至いたらなかった。


「あら……なあに？」


　少女は薄うす笑わらいのまま、ゆっくりと姫沙の方を振ふり向いた。


「ひっ」


　悲鳴が漏もれる。姫沙は必死にナイフを引き抜こうとするが、腕うではぴくりとも動かない。


「ふふふ……おばかさん」


　少女は笑っただけだった。笑っただけで、特に何をしたようにも見えなかったのに、次の瞬しゆん間かん、空中にどす黒い雷らい電でんが弾はじけ、姫沙の小さな体が後方に吹ふっ飛ばされていた。


　血の糸を引きながら宙ちゆうを飛ぶ。姫沙は礼れい拝はい堂どうに突つっ込み、長なが椅い子すの一つに激げき突とつした。衝撃で切ったのか、ひたいが見る見る赤く染そまる。腕はズタズタに裂さけていた。


　少女はゆっくりと姫沙の方へ歩き出した。まっすぐに、直線距きよ離りを。途と中ちゆうの長椅子はまるで幻げん影えいのようにすり抜けてしまった。いや、幻影なのは椅子ではなく、少女の方だ！


（実体がない!?）


　これはホログラムか？　しかし投影装そう置ちが見当たらない。場所が場所だけに心しん霊れい現げん象しようを疑うたがいたくなるが、あわてて否ひ定ていする。非ひ科学的な思考に逃にげ込んでいる場合じゃない。誰が、どんな手しゆ段だんで、自分たちをどうしたくてこんなことを企たくらんだのか、それを考えなければ。


　あせる誓護の目の前では、少女がじわじわと姫沙に迫せまっていた。


「貴女あなた、ひどいことをするじゃない。このアコニットを刺さすなんて……」


　黒いレースに包まれた手が、触しよく手しゆのように姫沙に伸のびる。


「もちろん、覚かく悟ごはできてるんでしょう……？」


「く……っ」


「やめろ！」


　気がつくと、叫さけんでしまった後だった。


　一瞬、『しまった』と思った。大人しく引っ込んでいればよかった。


　だが、飛び出した言葉は二度と腹はらには戻もどらないのだ。


「あら……？　人間風ふ情ぜいが、このアコニットに意見しようってわけ？」


　紅あかい瞳ひとみがこちらを向く。ただそれだけのことで、ごっそり勇気を奪うばわれた。つくづく、口は災わざわいのもとだ。しかし、こうなってはもう後には退ひけない。


「……君は怪け我が一つ負ってない。その人は見ての通り血まみれだ。罪ざい人にんがどうとか、大罪とか、司直みたいなゴタクを並ならべた以上、過か剰じよう防ぼう衛えいくらいわきまえろよ」


　少女の赤い唇くちびるが裂さけ、美しくも怖おそろしい微び笑しようが浮うかんだ。


　心しん臓ぞうをわしづかみにされたような恐きよう怖ふ。誓護は自分でも情なさけないくらい取り乱みだした。


　何だ、コイツは。


　何なんだ。


　怖い。


　足がすくむ。


（落ち着け……）


　自分に言い聞かせる。そうだ、落ち着け。頭を切り替かえろ。今、僕の腕の中で小さく震ふるえている存そん在ざい──いのりを護まもる。それが唯ゆい一いつ無む二に、僕の役目だろう？


　理り解かいできないのなら、無理に理解しようとするな。


　冷静に、そして冷れい徹てつに、事実から真実をつかみ取れ。


　コイツは突とつ然ぜん現あらわれた。つまり、侵しん入にゆうするルートがあるんだろう。


　コイツは姫沙に傷きずを負わせた。つまり、恐るべき攻こう撃げき手段があるということだ。


　それだけわかっていれば、十分。


　つまり、コイツは危き険けんなのだ。今すぐ、いのりから引き離はなさなければならない。


「……真白さん。いのりを」


　自分が攻撃されても巻まき込まれないよう、妹を真白に預あずけ、少女の方へと歩を進める。


　歩きながら、誓護は思考を巡めぐらせた。突とつ破ぱか。交こう渉しようか。隔かく離りか。排はい除じよか。断だん片ぺん的なひらめきが浮かんでは消えて行く。どうする。何をすればいい。取るべき手段は、一体……。


　そのとき。


　ごうっ、と炎ほのおが爆はぜるような音がして、周囲の床ゆかから何かが噴ふき出した。


　霧きりだ。どす黒い流体。霧は円を描えがくように渦うずを巻き、誓護と少女を中心として、ドーム状じようの空間を形作った。


　おそるおそる触ふれてみると、どろりとまとわりつくような触しよつ感かんがある。一方で、鋼こう鉄てつのような硬かたさも感じた。先ほど触ふれた、あの障しよう壁へきと同じものだ。要するに、渡わたり廊ろう下かを分ぶん断だんし、窓まどの外に見えていたあの障壁は、この少女が造つくり出したものだったのだ。


「な、何をした……？」


「見ての通り。人界の表ひよう層そうをちょっぴり分節乖離セグメントしたのよ」


　意味はわからないが、意図はわかる。つまり、閉とじ込こめられたのか。


「何で……？」


　少女は閉じた扇おうぎを唇に当て、誓護に妖よう艶えんな流し目を送った。


「ふふふ……アコニットは貴方あなたに興きよう味みを持ったのよ。それに、貴方だって私と二人っきりで話がしたかった……そうでしょう？」


　鋭するどい。誓護の本ほん能のうが警けい報ほうを鳴らす。


「何を話しても外には聞こえないわ。……さあ、ないしょ話をしましょうよ」


　不気味な謎なぞの少女と一対一。ライオンの檻おりに放ほうり込まれたような気分だ。腰こしが引けるのを感じながら、それでも誓護は毅き然ぜんとして口を開いた。


「……君は何者だ。どこから、きた」


　少女はむっとしたように顔をしかめた。


「その質しつ問もんにはとっくに答えたはずよ……？」


「ああ、答えたさ。その答えが信じられないから訊きき直したんだ」


「信じられない……？」


　すっと、目が細められる。まるで獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうだ。


「教誨師グリモアリスの使命が？　それとも、冥めい府ふからきたと言ったこと？」


「両方さ。信じられるわけないだろ、死後の世界なんて」


　少女はくすくすと笑った。それこそ獣けもののように、誓護の周囲をゆっくりと回る。軽くステップを踏ふみながら、まるで優ゆう雅がな舞ぶ踏とうのように。


「それはまた異いなことを言うわね。こうして異界の不思議を目まのあたりにしてるのに……」


　くるりとターンを決め、霧の障壁を扇で示しめす。


「見えてるものを疑うたがうなんて、愚おろかなことじゃない？」


「目に見えてる？　そんな理由で信じる方がマヌケだね。幽ゆう霊れいやあの世なんて、誰が創そう作さくしたかわからないものを信じるよりは、自分の目を疑った方が合理的だ」


「貴方だけじゃないわ。大おお勢ぜいの人間どもが見てるわよ」


「集しゆう団だん幻げん覚かくを知らないの？　大勢の人間が体感した──なんてことは、トリックの存在を疑う理由にはなっても、幽霊なんて概がい念ねんを持ち出す理由にはならないよ」


「くふ……ふふふ……あはははははは！」


　とっさに扇で隠しきれないほど、少女は大笑いした。その笑え顔がおはあどけない少女のように清らかで、それが返って狂きよう気きじみた異い質しつ性せいを強調していた。


「人間の自じ我がは脳のうが生み出すもの。脳を持たない存在が人間の意い識しきを持つはずがない──すなわち、霊れい魂こんなど存在しない……。貴方あなた、人間にしてはなかなか利口じゃない」


「そりゃどうも」


「でも、それはこの世を唯ゆい一いつの世界と考えればこそ……。この世が欺にせ瞞もので、あの世こそが本当の『現うつし世』だとしたら、どうかしらね？」


「……何だって？」


「鈍にぶいわねぇ……。貴方たち人間がもともとあの世の存在だとしたら、と言ったのよ」


「────!?」


「おばかさんのためにたとえ話をしてあげるわ。たとえば……そうねぇ、貴方の肉体は、本当はガラスの水すい槽そうに入れられて、死ぬまで醒さめない夢ゆめを見ているの。人生と言う名の、愚かで、はかない、つかの間の幻げん想そうをね」


　誓護は絶ぜつ句くした。そんなのは、ＳＦの世界の話だ。そんなのは……。


「この世は遊ゆう戯ぎのための仮か想そう世界。巨きよ大だいなサーバーによって管理され、精せい密みつにシミュレートされた、つまらない共通幻想。愚かな人間どもはその事実すら忘わすれて、欲よく望ぼうのまま遊戯に耽ふけっているのよ──そろそろ、私の言いたいことがわかったかしら？」


「それは、オンラインの……多人数同時参加型、ロールプレイングゲーム……？」


　少女は返事をしなかった。が、その微び笑しようは明らかに肯こう定ていの意をほのめかしていた。


「バカげてる！　そんなのは懐かい疑ぎ論ろんだ！」


「ええ、そうよ。人間の世界でも、古くは哲てつ学がく者しやが語り、空想の寓ぐう話わで何度も取り上げられてきた……そして誰一人、最後までその可か能のう性せいを否ひ定ていできなかった」


　少女はそっと誓護の頰ほおに触れた。いとおしげにあごをなでる。確たしかに触れられている感じがするのに、その感覚はとても不確かで、とらえどころがなかった。血をまいて飛んだ姫沙の姿すがたが脳のう裏りをよぎり、恐きよう怖ふに全身がすくみ上がる。


「や、やめろ……」


「ねえ、素す敵てきだと思わない？　殺された人間──先に遊戯を終えた人間は、自分を殺した者の死を今や遅おそしと待ち構かまえているの。やがてその時がきたら、殺人者を特別なサーバーへと転送する。そうして、いつ果てるとも知れない報ほう復ふくの遊戯が始まるのよ」


　少女の指が頰をすべり、こめかみをすべり、誓護の頭を抱いだく。


「お楽しみの始まりよ。文字通り玩具おもちやにするのよ。感覚だけがどこまでもリアルに再さい現げんされた世界で、罪ざい人にんは皮をはがれ、肉をそがれ、脂あぶらを焼かれ、骨ほねを砕くだかれ……死ぬこともできず、何度でも甦よみがえり、永えい劫ごうの苦しみを味わうの。その怖おそろしい、監かん獄ごくのようなサーバーを」


　少女は誓護を背はい後ごから抱だきしめ、耳元で呪のろわしげにささやいた。


「地獄と言うのよ」


　それはまるで死者のため息のような、低く、湿しめった声だった。


　全身が萎なえる。思わず倒たおれそうになるのをかろうじて踏ふみとどまり、誓護はたずねた。


「……そんなＳＦみたいな話が、本当だって言うのか」


「おばかさん……。最初に言ったじゃない。ただのたとえ話よ、たとえ話」


「ふざけるな。本当のことを言え！」


「あら……」凄せい絶ぜつな笑えみ。「それは死んでからのお楽しみでしょう？」


　ぞくり、と冷たい戦せん慄りつが走った。


　怖こわい。


　少女の透とう明めいな声も、白い肌はだも、紅あかい瞳ひとみも、天使のような微笑ほほえみも、美しいはずのものがことごとく怖い。


　正体が、わからない。


　意味もなく呼こ吸きゆうが速くなる。動どう悸きがする。そのくせ、血けつ液えきはちっとも回らない。


　おののいてあえぐ誓護を、少女はあざけりの目で見下ろした。


「ふふふ、臆おく病びよう者もの……。そんなに私が怖ろしい？」


　ぬーっと手が伸びてくる。誓護は凍こおりついた。上品なレースの手て袋ぶくろが今はこんなにもおぞましい。逃にげ出したいのに、足が縫ぬいつけられたように動かない。指先はそっと誓護の鼻に触ふれ、つつつ、と鼻び骨こつをなぞって上がっていく。


「そんなに硬かたくならないでよ……。心配しなくても、教誨師グリモアリスはねぇ、こちらから人間を傷きずつけることは許ゆるされていないのよ。必要以上に関かかわることもね……でも！」


　ずぶッ、と眉み間けんに指が突つき刺ささった。


　痛いたみはない。が、誓護は危あやうく悲鳴をあげてしまうところだった。猛もう烈れつな異い物ぶつ感。すさまじい恐きよう怖ふが脳のう髄ずいを駆かけのぼる。


　少女は感かん触しよくを楽しむように、根元まで指を埋うずめたまま、ゆっくりと内側をかき回した。その表ひよう情じようは恍こう惚こつとしている。誓護をなぶって悦よろこんでいるのだ。


「そんな塵ゴミみたいな法規ルール、このアコニットには何の意味もない。誰も私を支し配はいすることはできないの。私だけが私を支配する──いいこと、人間？　貴方が生きるも死ぬも、すべては私の気分次し第だい……。せいぜい、私のご機き嫌げんを損そこねないことね！」


　甲かん高だかい笑い声とともに指を引き抜ぬく。誓護は床ゆかにくずおれ、無様に転がった。


「あら、痛いたかった？　ふふふ、感じやすいのね……」


「────うっ!?」


　途と端たんに広がる胃い酸さんの味。内ない臓ぞうがきゅううう、と収しゆう縮しゆくし、口から裏うら返がえしに飛び出しそうになる。ぐっと力んで吐はき気を抑おさえ込む。唇くちびるから泡あわがあふれた。


「あはは、きったなーい」


　少女は蔑さげすむように言い、きゃらきゃらと笑った。


　誓護は床ゆかに手をつき、肩かたで息を整えた。


　怖い。気持ち悪い。吐き気がする。思考も、理性も、ともすれば真っ白に消し飛びそうになる。それらを強ごう引いんに呼よび戻もどし、引き止め、声をしぼり出す。


「……罪ざい人にんを捜さがしてる、って言ったな」


「ええ、そう。永劫死し罪ざいに値する極きよつ刑けい囚しゆうをね……」


「あの世の罪にも、時じ効こうがあるんだろ？」


「おばかねぇ……。この世の時間があの世で通用すると思うの？」


「……情じよう状じよう酌しやく量りようとか、そういうのは」


「酌量の余よ地ちがあるのなら、教誨師グリモアリスが現あらわれるはずないじゃない」


「じゃあ、ずっと前──子こ供どもの頃ころに犯おかした罪なら!?」


「言ったはずよ。この世は偽いつわりの仮想世界……。子供だろうと何だろうと、魂たましいはとっくに成せい熟じゆくしてる。もっとも根こん源げん的な戒律マナーは誰もが生まれながらに理り解かいしてるの。環かん境きようも、年ねん齢れいも、心の病やまいでさえも、冥めい府ふでは何の言い訳わけにもならないわ。ふふふ……残念ねぇ？」


　逃にげられない、と思った。


　そうだ、これは逃げられない。相手は普ふ通つうの人間ではない。罪人とやらを見つけ出すまで、こんな拷ごう問もんを続けるつもりらしい。たった今自分がされたようなこと、先ほど姫沙がされたようなことを、いのりにされるのはごめんだ。そんなことは、絶ぜつ対たいにあってはならない。天地が引っくり返っても、相手が神でも、させるわけにはいかない。


　だったら、どうする？


　だったら──





　覚かく悟ごを決めるしか、ないじゃないか？





　誓護は四つん這ばいのまま、渾こん身しんの力を振ふりしぼって言った。


「……僕だよ」


　少女は億おつ劫くうそうに、そして怪け訝げんそうに緋ひ色いろの瞳を向けた。


　誓護は立ち上がり、口元をぬぐって、もう一度言った。


「君が捜してる罪人は、僕だ」


　少女の視し線せんがナイフの切っ先のように鋭するどくなる。


「わざわざ自分から申し出るなんて、さぞや自信があるんでしょうねぇ……。さっきのオバサンみたいな、塵ゴミみたいな懺ざん悔げを聞かされるのはごめんよ……？」


「心配はいらない。間ま違ちがいなく地じ獄ごくに行ける罪だよ」


「あら、まあ……」


　ギラリ、と少女の紅あかい双そう眸ぼうが光を放った。


「だったら、言ってごらんなさいよ……？」


　どっどっどっ、と心しん臓ぞうが暴あばれ出す。


　罪人は地獄に堕おとされる。未来永えい劫ごう、終わりなき責せめ苦を加えられる。


　その言葉を鵜う呑のみにしたわけじゃない。そうじゃないのに──てのひらがじっとりと汗あせばみ、膝ひざがカタカタと笑い出した。


　一ひと際きわ大きく深しん呼こ吸きゆう。それから、誓護ははっきりと告げた。


「両親を殺したのさ。僕がこの手で」




　Chapter 2　【猛もう毒どくのマニュアル】









Episode 03







　兄がいました。


　誰だれより強くて、優やさしい兄でした。


　兄は大たい罪ざいを犯おかし、この世ならざる者となりました。







Episode 16







「親を殺した、ですって……？」


　ルビー色の瞳が誓せい護ごを映うつす。Ｘ線で透すかし見るような強い視し線せんだ。……が、誓護はもうそれくらいではひるまない。完全に開き直り、軽口を叩たたくように言った。


「ああ、そうさ。とりあえず、自己紹介でもしとく？」


「けっこうよ。人間の名前なんて聞きたくもないもの」


　邪じや険けんに言い捨すてる。聴ちよう取しゆや尋じん問もんはまず名前からと思って気を利きかせたのだが。


「ふふふ……親殺しなんて素す敵てきだわ。尊そん属ぞく殺さつは重罪中の重罪よ。煉れん獄ごくに堕おちたら、親だった連中にさんざん遊んでもらえるでしょうねぇ……」


　口ぶりとは裏うら腹はらに、少女はあまり嬉うれしそうではなかった。


「……本当の話なの？」


「今さら噓うそついてどうすんだよ」


「だったら、証しよう拠こを見せてもらわなくちゃ……」


「証拠だって？　そんなものが残ってたら、完全犯はん罪ざいなんて成立するはずないだろ」


「おばかねぇ……。人間どもには見えない証拠があるのよ。フラグメントがね……」


「……何だよ、それ」


「残滓条痕フラグメントよ。たとえて言うなら、時間という名の書物の断だん章しよう」


「時間？　書物？　おい、僕にもわかるように言ってくれ！」


　誓護がむきになって食いつくのを見て、少女はくすくすと笑った。


「貴方あなたが罪つみを犯したのはどこ？　その場所に案内しなさい」


　どうやら、焦じらすことに決定したらしい。なかなかにサド気き質しつだ。


　ここで反発するのは逆ぎやく効こう果かか。誓護は不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。


「……わかったよ。でも、その前にこれを壊こわしてもらわないと」


　こんこん、と霧きりの障しよう壁へき──少女はセグメントと呼んでいた──を叩たたく。


　少女は唇くちびるを〈[image: ]〉の字に歪ゆがめた。指図されたのが気に食わないらしい。


　不ふ機き嫌げんそうに扇おうぎの先せん端たんをぶつける。すると、あれほど堅けん固ごだった障壁にたやすくヒビが入り、亀き裂れつは縦じゆう横おうに枝えだ分わかれし、あっけなく粉々になった。


「いのり！」


　誓護は飛び出し、そして驚おどろいて立ち止まった。


「…………!?」


　一面、モノクロ写真の世界だった。色しき彩さいがなく、濃のう淡たんのみで描びよう画がされている。


　いや、自分には色がある。背はい後ごの銀ぎん髪ぱつの少女にも。


　灰はい色いろの世界は凍こおりついたように動かない。一同は礼れい拝はい堂どうの入口、先ほどまで誓護が閉とじ込められていたあたりを凝ぎよう視ししたまま、驚きよう愕がくの表ひよう情じようで固まっている。


　いのりもまた、真ま白しろに抱かかえられて、動かなくなっていた。


「いのり……」


「下手に触ふれると崩くずれるかもよ？」


　びくっとして手を引っ込める。


「な……何だよ、これ！　おい！　いのりに何しやがった!?」


「血相が変わったわね。ふふふ……そんなにその子が大事？」


　挑ちよう発はつ的な微び笑しよう。扇で隠かくし、流し目を送る。


「言わせてごらんなさいよ……。私がその子をどうしたか……」


「……いいぜ。でも君のセリフが気に入らなきゃ、僕はまた罪を犯すことになる」


「あら……。できる？」


「できるかどうかなんて、今は問題じゃないだろ？」


　二つの視線がせめぎ合う。一いつ触しよく即そく発はつの空気が見る見る膨ふくらみ、破は裂れつする寸すん前ぜん、


「ふん……くっだらない」


　飽あきたのか、少女はあっさりとにらめっこをやめた。


「……時間の流れを凍結充塡ストレージしたのよ。人間は騒さわがしいし……残滓条痕フラグメントを集め終わる前に、罪人に逃にげられたら困こまるでしょう？」


　単語の意味はよくわからなかったが、とりあえず死んでいるわけではないらしい。危き害がいを加えるつもりもないようだ。誓護の肩かたから力が抜ぬけた。


「何をしたか知らないけどさ、僕たちは大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」


「そうねぇ……貴方はどうかしら？」


「何か気になる言い方なんですけど!?」


「交信規約プロトコルの穴あなをついてるんだもの、安定してはいないわ。窒ちつ息そくしそうになったり、破は裂れつしそうになったり、手足がもげそうになったら言いなさい」


「もげ……っ」


　誓護は後ずさった。肉体を破は壊かいされる恐きよう怖ふは、死の恐怖とはまったく別次元の問題だ。


「さあ、とっとと案内しなさいよ」


　少女の声に追い立てられ、後ろ髪がみ引かれながら、いのりの側そばを離はなれる。


　しかし、数秒と経たたないうちに、今度は姫き沙さの方に引き寄よせられてしまった。


　姫沙は長なが椅い子すにもたれかかり、ぐったりしていた。やはり裂れつ傷しよう、それから火やけ傷どを負っている。衣服は肩のあたりまで焼失しているが、火傷はさほどでもなく、裂傷の方もヒフが裂さけた程てい度どらしい。とは言え、早めに手当てしてあげたい。


（……どうかしてるな、僕は）


　姫沙はにっくき叔お父じの秘ひ書しよ。まさに腹ふく心しんとも言うべき存そん在ざいで、叔父の動向や私し生せい活かつの大部分を把は握あくしている。むしろ消えてくれた方がいい。


　いや……、と思い直す。それは違ちがう。叔父の腹心なればこそ、利用価か値ちがある。だからこそ手当てをして、恩おんを売る。それだけだ。何の矛む盾じゆんもない。


「モタモタしないでよ……」


　少女の声にイラ立ちが混まじった。


「疲つかれるじゃない……。今すぐ殺すわよ？」


「この世は仮に想せ現も実の。人間は死んでも死なないんだろ？」


　誓護は混ぜ返した。少女は面食らったらしく、ぱちぱちとまばたきした。


　憎にく々にくしげに舌した打うちする。


「おかしな人間……。さっきはあんなに怯えてたくせに」


「どうせ僕は地じ獄ごく行きだしね。今さらビビることもないかなって」


「……やっぱり、おかしな人間だわ。これから自分の罪ざい科かを証しよう明めいしようってのに。──ぁあ、どうしようもないおばかさんなのね。そう考えれば辻つじ褄つまが合うわ」


「そういうツジツマ合わせ、やめてもらえません？」


　ともかく、灰色の礼拝堂を後にする。


　その外、玄げん関かんホールも灰色だった。ただでさえ薄うす暗ぐらいのに、何とも気が滅め入いる。


「それにしても、すごいな。周りの時間を止められるなんて」


　さすがにここまでくると、少女が異い世せ界かいの存そん在ざいだと信じたくなる。


　素す直なおに感心して言ったのに、少女は小こ馬ば鹿かにしたように笑った。


「貴方あなた、考え違ちがいをしてるわね……。凍とう結けつしたのは、私と、貴方の時間よ」


「え──ああ──あれ？」


「……どうせわからないわ。キリキリ歩きなさい」


　腑ふに落ちないものはあったが、逆さからわず、言われるまま足を速める。


　誓護は次し第だいに言葉少なになり、硬かたい動きでホールの階かい段だんを上がった。その後ろを、少女はふわりふわりと、月面を跳ちよう躍やくするような動きでついてくる。ともに、二階へ。玄げん関かんホールの真上、吹ふき抜けを囲う回かい廊ろうを回り、礼れい拝はい堂どうを迂う回かいする廊下を直進。その途と中ちゆうの壁かべに、バルコニーに出るためのガラス戸がある。


　ガラス越ごしに外を眺ながめて、うんざりした。例によって、外は霧きりの障しよう壁へきに覆おおわれていた。かろうじてバルコニーの様子はわかるが、外界からは切り離はなされてしまっている。


「……ここ？」


　少女がだるそうにつぶやく。誓護は我われに返った。


「……ここだよ。このバルコニーで、僕の両親は死んだんだ」


「ここで……？」小首を傾かしげる。「それはいつ？」


「五年前の今日」


「五年ですって……？」


　少女は怪け訝げんそうにつぶやいた。考え込むときの癖くせなのか、閉とじた扇おうぎを唇くちびるに当てる。


「たった五年で……あんなに劣れつ化かすると言うの……？」


「何か言った？」


「……下がってなさい」


　少女は左手を唇に近付けた。


　彼女の両手の薬指には、それぞれ一つずつ指輪がはめられていた。二匹ひきの蛇へびがからまり合いつつ互たがいの尾おを嚙かむ、という凝こったデザインで、一匹は銀、一匹は金で作られている。何か魔ま力りよくでも秘ひめているのか、そこだけ火をともしたように、ぽっと青白く光っていた。


　少女は左手の指輪にキスをして、紅あかい目を閉じ、何やら念じ始めた。


　誓護はおや、と思った。少女の表ひよう情じようはひどく険けわしい。眉み間けんには深いしわが刻きざまれ、目元はぴりぴりと強こわ張ばっている。血の気の失うせたひたいには汗あせが浮ういていた。何と言うのか……この人形のような少女には似につかわしくない表情だ。


　それほどに労力を要する作業なのだろうか。少女の肩かたは不自然に震ふるえていた。尋じん常じようならざる気配に驚おどろき、誓護は思わず少女の方に手を伸のばした。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか──って、うわっ!?」


　不意に、ぼうー、と男の姿すがたが浮うかび上がった。


　あまりに突とつ然ぜんのことだったので、思わず尻しり餅もちをついてしまう。


「これが……フラグメント？」


「……いいから、おばか面づらで見てなさい。貴方が大たい罪ざいを犯おかすところをね」


　少女が熱い息を吐はく。ひたいをすべり落ちた汗が銀髪にからまり、きらりと光った。







Episode 06







　男は石の手すりにひじをつき、退たい屈くつそうに日にち没ぼつを眺めていた。


　二階からの眺めだが、修しゆう道どう院いんは小高い丘の中ちゆう腹ふくにあるため、眺ちよう望ぼうは決して悪くない。遠くには燃もえ尽つきる寸すん前ぜんの夕ゆう陽ひ。見下ろす街も、手前の林も、うっすらと雪ゆき化げ粧しようしていて、ぼんやりオレンジ色に染そまっていた。


「お待たせ～」


　軽けい薄はくな声とともに、けばけばしい女がバルコニーに出てきた。男よりは大分若わかいが、それでも中年に差しかかっている。肌はだは化粧疲づかれでハリがなく、瘦やせてはいるが病的だ。身に着けた大量の貴き金きん属ぞく類がまぶしい。服ふく装そうも派は手で好みで、てかてかと光る毛皮のコートに少女趣しゆ味みのふわりとしたミニスカート。寒空の下、そうするのが義ぎ務むであるかのように、たるんだふとももをむき出しにしている。


　男はそちらを一いち瞥べつしただけだった。彫ほりの深い顔には何の感動も浮かんでいない。食べ飽あきたメニューの食品サンプルを見るような、冷ややかな嫌けん悪おがあるだけだ。


　この男女が、誓護の両親だった。


「冷えたでしょ？　はい、ホットチョコレート」


　女は両手に一つずつ、林りん檎ごのような赤いカップを手にしていた。カップの中には銀のスプーン、そして湯気を立てる黒い液えき体たいが入っている。甘あまったるい香かおりがバルコニーに漂ただよう。


　女にカップを差し出されても、男は不ふ審しんそうに見つめただけだった。そっけなくあごをしゃくり、『そこに置け』と身ぶりで示しめす。


「なーに、疑うたがってるのぉ？　毒なんて入ってないわよ、ほら！」


　女はむっとして片かた方ほうに口をつけ、『平気でしょ？』とアピールし、腹はらいせのようにスプーンでかき混まぜてから、カップを手すりの上に置いた。


　それから、すねたように唇くちびるをとがらせた。


「ただ、最後に……一つくらい、きれいな思い出が欲ほしかっただけ」


　男は横目で女を見た。しばらくして、億おつ劫くうそうに手を伸ばす。男が手にしたのは、女が口をつけた方だった。女は肩をすくめ、残った方を手に取った。


　それからしばらく、両親は無言でホットチョコレートを飲んでいた。


　ふと思い出したように、女が封ふう筒とうを取り出した。男の方は見ず、腕うでだけで突つき出す。


「はい、お望みのもの。離り婚こん届とどけ。不ふ備びはないはずよ」


「ほう……いいのか？」


「まあ、断ことわる理由もないしね。娘むすめもそっちで面めん倒どう見てくれるんでしょ？　あたしはあたしで、恋こい人びととよろしくやるわよ」


「ふん……あれっぽっちの金で承しよう諾だくするとは意外だな。お前のような守しゆ銭せん奴どが」


　男はにやっとあざけりを浮かべ──そしてその表ひよう情じようを凍こおりつかせた。


「が……ッ!?」


　カップを放ほうり出し、両手で喉のどを押さえる。


　荒あら々あらしく倒たおれ込こみ、のたうち回って七転八倒とう。しかし、それもごく短時間のことで、間もなく動作は緩かん慢まんになり、男は身動きできなくなった。


「くふ……、あは……、あははっ。あーら、残念だったわねえ？」


　男のひどい有様を見て、女は心ここ地ちよさげに笑い出した。


「あれっぽっちの金で満足するはずがないって？　その通りよ、ばぁーか。おっしゃる通り、あたしゃ守銭奴ですのよ、旦だん那なさま！　あんな小こ娘むすめに、あたしのお金をかっさらわれてたまるもんですか。うふん、いい格かつ好こう……あーら、もうお休みになる？　そう、残念ねえ～。もっとおしゃべりしたかったのに。……ふふ、もう聴きこえてないわね」


　はあはあと息を乱みだしながら、興こう奮ふんぎみに頰ほおを紅こう潮ちようさせて、女は二枚まいの銀紙──チョコレートの包み紙を取り出した。派手な付け爪づめで器き用ようにつまみ、男の手に握にぎらせる。


「さあ、急いで助けを、呼よばなくちゃ……」


　すう、と息を吸すい込む。だが、声は出せなかった。


「────!?」


　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふで目が一いつ杯ぱいに見開かれる。黄ばんだ眼がん球きゆうが半ば飛び出し、どす黒い静脈がぼこりと浮き出て、厚あつ化げ粧しようが水みず涸がれの田畑のようにひび割われた。人間にこれほど醜みにくい表情ができるのかと思うほど、醜く歪ゆがんだ表情だった。


　最さい期ごの気力を振ふりしぼって、白目をむきながらも、女はテーブルの上に手を伸ばす。だが、指は届とどかない。付け爪がテーブルに引っかかり、ぱきんっと取れた。


　折り重なるように両親が倒れた直後、小さな足音が近付いてきた。


　足音の主がガラス戸の向こうに現あらわれる。大人びた顔立ちの少年だ。きちんとネクタイをしめ、シャツの上からチェックのセーターを着込んでいる。地の明るい茶色の髪かみ、利発そうな飴あめ色いろの瞳ひとみ……それは一二歳の誓護だった。


　ガラス越ごしに両親を見て、誓護は真っ青になった。


　よろよろとガラス戸にもたれかかる。うつむき、がくがくと震ふるえる。小さな喉のど仏ぼとけが上下し、今にもほとばしりそうな悲鳴を必死に殺す。


　やがて、誓護は気き丈じように前を向いた。音もなくバルコニーへ。あたりをうかがいながら、少しずつ両親の死し骸がいに近付いて行く。歩きながら手て袋ぶくろを取り出し、両手にはめた。


　テーブルの上を注ちゆう視しする。母の手がそちらに伸のばされているのが気になった。


　封筒。手に取って裏うら返がえす。表には『離婚届』とメモ書きされていた。


　封を切る。指先が震えているので、そんな作業にも手間取った。


　中には別の封筒が入っていた。毛もう筆ひつで『遺い書しよ』と書かれた、いかにもなシロモノだ。


　確たしかめてよかった……、という顔で冷や汗あせをぬぐう。


　遺書を母の手に握らせる。それから、腰こしのポケットからひと粒つぶのチョコレートを取り出して、離婚届の封筒に入れ、ぐしゃぐしゃに丸めた。慎しん重ちように周囲を見み渡わたし、誰だれの目もないことを確かく認にんしてから、ステップを踏ふんで思い切り遠くに放ほうり投げる。


　見事な放物線。丸めた封筒は林の中に吸い込まれ、音もなく雪の下に消えた。


　誓護はその結果に満足すると、急いで屋内に引き返し、既すでに手て遅おくれの助けを呼んだ。







Episode 17







　映えい像ぞうが途と切ぎれても、しばらく口がきけなかった。


　呼こ吸きゆうが一定しない。動脈がきしむくらいに脈打っている。


　こういうものだとはうすうす察していたはずなのに……。あまりに鮮せん明めいな二人の姿すがた、ありし日の両親の姿に、その断だん末まつ魔まの生々しさに、完全にのみ込まれてしまっていた。


　改めて、殺人という罪の重さを知る。


　両親は苦しんで死んだのだ。酸さん素そを求めてもがき、もっと生きたい、こんな死に方はしたくないと、すがるような目をして、しかし救われることなく逝いった。


　あの二人は『敬けい虔けんなクリスチャン』などではない。むしろソドムやゴモラの住人、背はい教きよう者しやだ。それでも最期の瞬しゆん間かんは、きっとこう思ったに違いない。


　神さま、助けてください、と。


「ふ……ふふ……」


　誓護の喉を、引きつった笑いが勝手に震わせた。


「計画したのはあの人だったんだ。父さんに離り縁えんされそうになってね……」


　だんだんハイになってくる。誓護はべらべらと続けた。


「父さんが無理心中をはかったように見せかけ、自分だけ助かる算さん段だんだった。ははっ、浅はかな人だよ。誰がアンタと心中なんか考えるかって。でも、あの人は本気で、そして実行した。凶きよう器きは青せい酸さん入りの毒チョコ──とびきりビターなヤツさ。カップを渡わたす直前、そいつを沈しずめておくんだ。スプーンでかき混まぜりゃ、普ふ通つうより早く毒が溶とけ出して……」


　自分は毒に触ふれることなく、何も知らない相手だけが死ぬ。そして警けい察さつが駆かけつける頃ころには、溶け出した毒が両方のカップから見つかる──という寸すん法ぽうだ。


「僕はそのことを事前に知った……。だから凶器を失敬して、先に溶かしておいたんだ」


　にこりと笑って、背後の少女を振り向く。


「どうだい、見たろ、見事な証しよう拠こ隠いん滅めつ。ブツは春まで出てこなかったよ」


　しかし、少女の反はん応のうは真冬の外気よりも冷え切っていた。


「あきれたおばかさん……」


　少女は見るからにうんざりしていた。嘲あざ笑わらうのを通り越こして笑えなくなっている。視界に入れるのも不愉快、という目つきで誓護をにらんでいた。


「え……あれ？　何で怒おこってるの？」


「言わなきゃわからない？　本当の本当に、反へ吐どが出るようなおばかさんね。トーフの角に頭をぶつけて死ぬ方法でも考えたらどう？」


　少女はしばらく誓護を罵ののしっていたが、いつまでそうしていてもラチが明かないと悟さとり、心底軽けい蔑べつした表ひよう情じようで左手の指輪にキスをした。


「……見せてあげるわ」


　ちょっと泣きそうになっている誓護の前で、再ふたたび記き憶おくの残ざん滓しが像ぞうを結ぶ──







Episode 10







　映像はひどく乱みだれて不鮮明だった。


　砂すな嵐あらしふうのノイズが混まじり、半はん透とう明めいのゴーストが入る。まるでアンテナの壊こわれたテレビ。激はげしい雑ざつ音おんが邪じや魔まして、声もほとんど聞き取れない。


　それでも、おぼろげに背景が見えてくる。


　暗い。照明の落ちた室内だ。天てん井じようが高い。整然と並ならべられた長なが椅い子す。十じゆう字じ架かと立像。観かん音のん開きの重じゆう厚こうな扉とびら……。どうやら礼れい拝はい堂どうらしい。時じ刻こくは夜だろう。


　中央に男女が立っている。


　いや、はっきりと男女とは言い切れない。人相も服ふく装そうも判はん然ぜんとはしない。


　大きい方は誓護と大差ない体たい格かくで、小さい方は小こ柄がらな女じよ性せいか、あるいは瘦やせた少年くらい。スカートのようなものをはいている。エプロンかも知れない。


　二人は口こう論ろんの最中らしい。男（？）が大げさな身み振ぶりで何事か訴うつたえている。懇こん願がんと言ってもいい卑ひ屈くつな態たい度どだ。しかし、女（？）はまったく取り合わず、冷れい淡たんに背せを向けている。まったく振り向こうともしない。明めい確かくな拒きよ絶ぜつの意い志し。


　男はさらに熱っぽく説得を続けたが、甲か斐いがないとわかると、急に大人しくなった。


　あきらめたのではない。


　爛らん々らんと目を光らせ、じりじりと女に近付いて行く。その両手が鉤かぎ爪づめのように開かれる。さらに忍しのび寄よる。もう一足飛びに詰つめられる距きよ離り……。


　女は気付かない。


　沈ちん黙もく。


　ふと、女が耳をうごめかせた。違い和わ感を覚えたらしい。怪け訝げんそうに背はい後ごを振り向く──


　その刹せつ那な、男は女の首に飛びかかった。


　力ちから任まかせに絞しめ上げる。女が抵てい抗こうすると、恐おそるべき膂りよ力りよくで壁かべに叩たたきつけ、即そく座ざに引っぺがし、今度は床ゆかに叩きつけた。情なさけ容よう赦しやのない攻こう撃げきだ。完全に理り性せいのタガが飛んでいる。女の体がもしも粘ねん土どでできていたら、きっと平べったくなっていただろう。


　女は見事に後頭部を強打した。角度がきつい。間違いなく致ち命めい傷しようを負った。


　それでも、男は止まらなかった。ぐったりとした女の上にまたがり、さらに首を絞める。


　それから数秒──いや、もっとか。


　突とつ然ぜん、男は動きを止めた。あわてた様子で飛びのき、女を揺ゆさぶる。


　女は動かない。息をしている気配もない。


　男は仰あお向むけに引っくり返った。尻しりをずって下がる姿が情けない。そのまま、もつれる足で礼拝堂を逃にげ出そうとして……途と中ちゆうで立ち止まった。


　冷静さを取り戻もどしたのだろう。逃げても仕方ないと判はん断だんしたか。礼拝堂をすみずみまで眺ながめ、状じよう況きようを目で確かく認にんする。しばしの黙もつ考こう。やがて、男は行動を開始した。


　女の足をつかみ、引きずって長椅子のあいだに隠かくす。それから入口の前に立ち、聞き耳を立て、ひと気がないのを確認してから、再び女を引きずり出し、肩かたに担かついだ。


　再さい度ど、廊ろう下かの様子を確認。男は慎しん重ちように、しかし迅じん速そくに、礼拝堂を出て行った。


　罪ざい人にんの去り行く一部始終を、十字架の救世主が見つめていた。







Episode 18







「……あー」


　と言ったきり、誓護はしばらく日本語を忘わすれた。


　胸むねの悪くなる映えい像ぞうだった。だが、問題はそんなことではない……。


　男の背せ格かつ好こうに見覚えがある。だが、もちろん、そんなことも問題ではない……。


「あのさ、今すっごいことに気付いたんだけど」


「何よ」


　少女はさもうるさそうに返事をした。こちらを見向きもしない。


「僕ぼくってさ、もしかして…………すっごいマヌケじゃない？」


「もしかなんてしなくても、今も昔もこれからも未来永えい劫ごうすっごくおまぬけよ」


　少女は冷たかった。いや、もともと冷たかったわけだが、氷点がマイナス四〇℃になったくらいの違ちがいはある。その不ふ機き嫌げんは疲ひ弊へいのせいばかりではないだろう。


「問われてもいない罪を教誨師グリモアリスに告白するなんて、おばかの極きわみだわ」


　言葉のナイフがザックリと胸をえぐる。だが、確たしかに少女の言う通りだ。少女が探さがしていたのは誓護の両親を死に至いたらしめた毒殺事じ件けんではなく、こちらの絞殺事件の犯はん人にん……。勝手に早とちりして、地じ獄ごくの使いに自ら罪を暴ばく露ろしてしまうとは。


　少女はよほど腹はらに据すえかねたらしく、しばらくぶちぶちと独ひとり言を言っていた。


「ばかみたい……。このアコニットともあろう者が何て体ていたらく……。凍結充塡ストレージまで使ったのに……。これじゃ、私までおまぬけな子じゃない……」


「あのー、お取り込み中すみませんけど、僕はどうなる──」


　終わりまで言うことはできなかった。


　バチッ、という音とともに少女の眉み間けんから火花が飛ぶ。比ひ喩ゆじゃなく、火花が。それは一種の放電現げん象しようだったらしく、誓護の前まえ髪がみが焦こげ、きな臭くさいにおいが漂ただよった。


「いいこと、愚おろかでおまぬけな人間……。アコニットは考え事をしているの。その薄うす汚ぎたない口を今すぐつぐまないと、私自身の手で塞ふさぐわよ……？」


　明らかに八つ当たりだ。ぞっとするほど酷こく薄はくな笑えみを浮うかべている。


「貴方あなたがどうなるか、ですって？　ふん、面めん倒どうだから今すぐ極ア刑ダ囚ムの烙らく印いんを……」


　少女の黒い手て袋ぶくろがひたいに迫せまる。ぬめりとした生地の質しつ感かんが恐きよう怖ふを一いつ層そう駆かり立てる。さすがにこれまでかと覚かく悟ごしたとき、


「ふふふ……」


　少女は唐とう突とつに笑い出した。意味ありげな流し目。それから、こんなことを言った。


「何だったら、貴方のおまぬけを見み逃のがしてあげてもいいわよ？」


「────え？」


「聞こえなかったのかしら？　無む罪ざい放ほう免めんにしてあげると言ったのよ」


　誓護は皮肉っぽく笑い返した。


「当然、何か条じよう件けんがあるんだろ？」


「察しがいいわね……。そういうところは嫌きらいじゃないわ」


　少女は自分の胸むなもとに手を当て、くるりと回り、歌うように言った。


「貴方はこのアコニットと賭かけをするの」


「賭け？」


「私の下げ僕ぼくとなり、私に代わって罪人を見つけ出すのよ」


　誓護はあんぐりと大口を開けた。『はあ？』と確かめたい気分だった。


「夜明けまでに教誨師グリモアリスの務つとめを果たせたら、毒殺の罪は見なかったことに、告白は聞かなかったことにしてあげる。どう、悪くない話でしょう……？」


「いや、最悪だね」


　ぴたり、と少女の動きが止まった。瞳ひとみだけでこちらを見る。


「何ですって……？」


「だって、話がうますぎるじゃないか。僕は親殺しの罪人──その事実は変わらない。追われる者の僕に、追う者の君が便べん宜ぎをはかってくれる理由がわからない」


「……私が貴方に好意を持った、というのは理由にならない？」


「チチチ、冗じよう談だんを言っちゃいけない。僕は女の子に好かれたためしがないんだ」


「この世で一番悲しい告白ね」


「グス……ッ、やっぱそうですよね？」


「……ふん、いちいち理由が必要だなんて、面めん倒どうな下僕」


「とっくに奴ど隷れい扱あつかい!?」


　少女は扇おうぎを唇くちびるに当て、考えるような間を取った。


「……そうねぇ、強しいて言うなら暇ひまつぶし、かしら。愚おろかな人間が我わが身可愛かわいさに必死になって奔ほん走そうするなんて、実に滑こつ稽けいな見せ物でしょう？」


「何とまあ、悪あく趣しゆ味みな……」


「努力や苦労なんてものは、このアコニットには相応ふさわしくないの。こんな汚きたならしい建物の中、残滓条痕フラグメントを求めてうろつき回るなんてごめんよ……」


　まるでお嬢じようさまのようなことを言う。実じつ際さい、深しん窓そうのご令嬢なのかも知れないが。


「どう？　これで満足？」


「オッケー。その話、のった」


　拍ひよう子し抜ぬけしたらしい。少女はぽかんとして、次にイライラと扇を握にぎりしめた。


「……文もん句くを並ならべたわりに、ずいぶんあっさり承しよう諾だくするのね」


「当然。だって、もとから僕には選せん択たくの余よ地ちがないんだぜ？」


　うますぎるかどうかなんて問題じゃない。誓護にはもはや申し開きの方法もないし、いのりを盾たてに取られでもしたら、どのみち従したがうしかないのだ。


　少女がキリッと唇を嚙かむ。剣けん呑のんな空気が漂ただよい、バチバチと放電現象が生じた。


「まさか貴方……このアコニットを試ためしたの……？」


「や、ちょッ、ストップ！　素す直なおな疑ぎ問もんをぶつけただけですよ!?」


　もちろん、試したのだ。腹はらを探さぐったと言ってもいい。


　人間人間とバカにしているが、この少女の思考は人間と大して変わらない。それも、決して老成した人間の思考ではなく、もっと幼おさないということもわかった。誓護が受けた感じでは、自分とさほど変わらない年代の少女──。いや、ひね者じみてきた自分に比くらべたら、少女の方がよほどストレートで、わかりやすい人じん格かくだ。


　それだけわかれば、推すい測そくできる。交こう渉しようできる。利用できる。


　コントロール、できる。


「……人間はどれもこれも吐はき気を催もよおさせる存そん在ざいだけど」言葉通り、少女は吐き捨すてるように言った。「貴方は特に嫌きらいなタイプだわ」


　誓護は苦く笑しようした。「好きって言ったり嫌いって言ったり……」


「好きなんて言った覚えはないわ。嫌いじゃないと言ったのよ」


「はは、むきになっちゃって──うわちッ!?」


「……気が変わったわ。そのへらず口を今すぐ消し炭ずみにしてあげる」


「熱ッ、熱い!?　ちょっとお嬢じようさん落ち着いて！」


　いきなりコントロール不ふ能のうの窮きゆう地ち。ぼっ、ぼっ、と連続的に咲さく炎ほのおの花にあぶられ、誓護の髪かみとか肌はだとか制せい服ふくとか、あちこちから煙けむりが上がった。


「と、とにかく主しゆ従じゆう関係成立だろ？　はい乾かん杯ぱい！　はい握あく手しゆ！」


「…………ふん」


　差し出された手を一いつ瞥べつしただけで、少女は握手には応おうじなかった。


　その代わり、自分の右手から蛇へびの指輪を引き抜き、誓護の手に押おしつけた。


「────!?」


　少女が指輪を手放した瞬しゆん間かん、彼女が垂たれ流していた妖よう気き──黒いもやのような、陽炎かげろうのような、おどろおどろしい気配が消えた。まるで誰かが吹ふき消したみたいに！


　それと同時に、モノクロだった壁かべが、床ゆかが、照明が、次々に色しき彩さいを取り戻もどした。風の音やガラスのきしみが戻ってきて、逆ぎやく説せつ的に、それまでどれほど静せい寂じやくだったのかを知る。


　やがて修しゆう道どう院いんが完全に色と音とを取り戻したとき、誓護の目の前にはごく普ふ通つうの（ちょっと態度がよろしくない程てい度どの）女の子が立っていた。


　忌いま忌ましそうに顔を背そむけ、目を合わせようとしないのも、あの猛もう然ぜんたる妖気がなければ、小こ娘むすめがむくれているようにしか見えない。


　こうして不ふ吉きつさと不気味さを取り除のぞいて見ると、本当にきれいな少女だった。


　髪はあたかも銀糸のようで、さらさらとしなやかに肩かたにこぼれ、わずかな灯あかりでもまばゆく輝かがやいている。瞳ひとみは相変わらずルビー色だったが、今は鮮せん血けつよりも宝ほう石せきの印象が強く、単たん純じゆんに美しいと思えた。肌は真しん珠じゆのようにつやつやと光り、プリンのようにぷるぷるだ。誓護の肩までしかない身長も、突つけば折れそうな手足も、いかにも頼たよりなく、か弱くさえ見える。


　貴き金きん属ぞくの絢けん爛らんなきらめきと、野に咲く小花の可か憐れんさ。


　相反する両りよう極きよくの美が見事に融ゆう合ごうしている。正直、こんな状じよう況きようじゃなかったら、お茶の一杯ぱいでもご一いつ緒しよ願いたいところだ。


「……何よ。おばかさんがおばか面づらさげちゃって」


「いや、何か普通になったなーって」


「……存在系コーデツクが変わったから」


「コーデック？　どういう意味？」


　少女はひどく言いにくそうにした。しかし、結局は言った。


「……魔力ちからが弱まったのよ」


「ふーん。でも、素直にきれいだなーって思えるよ。人間の女の子みたいってえッ!?」


「人間風ふ情ぜいがナメた口をきくからよ」バチバチ。


「くっそ、何かっちゃあバチバチバチバチ……」


　焼けた手首にふうふうと息を吹きかける。力が弱まっても、放電攻こう撃げきは可か能のうらしい。


「で、このリングは？」


「……〝プルフリッヒの振ふり子〟」


「振り子って……リングじゃん」


「愚ぐ図ず愚図言ってないで、左手の薬指にはめなさい」


「薬指？　うわぁ、何かドキドキしない？」


　ガツン、と右みぎ頰ほおに衝しよう撃げきが走った。殴られたのだ。しかもグーで。


「先にそのにやけ面を整形してあげるわ……。少しは見られるようになってよ……？」
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「すみませんでした！　ただ今はめます！」


　自分にはサイズが小さいと思ったのだが、二匹ひきの蛇がうねうねと蠢うごめいて直径を広げ、誓護の薬指にぴったりはまるサイズになった。……ちょっと気味が悪い。


　ぎょっとする誓護を見て、少女は少し溜りゆう飲いんを下げたようだ。心持ち機き嫌げんを直し、


「誇ほこりなさい、人間。このアコニットはねぇ、教誨師グリモアリスの中でも特に力ある存そん在ざい──冥めい府ふに名立たる麗れい王おう六りつ花かの筆ひつ頭とう、アネモネの血族なの。とびきり難むずかしく、高度な事例ばかりを担たん当とうするのよ。私の眷けん属ぞくとなれたのは人間の身に余あまる栄えい誉よだわ」


「へー。よくわかんないけど、偉えらいんだ？」


「…………」


　少女は誓護に殺気をぶつけた。が、ここで誓護を責せめるのはお門かど違ちがいだと気付いたらしく、扇おうぎをわしわしっと握にぎりしめただけで、文もん句くは言わなかった。


「それで、このリングを何に使うの？」


「……一度しか言わないわよ？」


　少女はそう前置きして、語り出した。
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　いいこと、人間？


　私たち教誨師グリモアリスには、遡及編纂デフラグメント能があるの。


　簡かん単たんに言えば、『過か去こを視みる』能力よ。その指輪を大切に持ってなさい。それが貴方のような愚おろかな人間にも遡及編纂デフラグメントの力を与あたえてくれるから。


　この世はつくりもの、かりそめの幻げん想そうよ。


　でも、それはでたらめに存在してるわけじゃない。物理法ほう則そくと更こう新しん履り歴れき、原げん因いんと結果、ルールとリアリティにのっとって形作られている。それぞれの空間には蓄たくわえられた記き憶おく、言い換かえるなら履歴があり、状じよう態たいがよければ過去を復ふく元げんすることができるの。


（ちょっと待った。空間の記憶だって？）


　……そうよ。器物や、建物や、土地が抱いだく〈思い出〉のようなものね。過去に起こった事件の残ざん滓し。言うなれば、過去の残ざん影えい。


　それが残滓条痕フラグメント。時間という名の書物の断だん章しよう。


　たとえば、ペンが床ゆかに転がってたとするじゃない？


　そのペンは誰だれかに転がされたからそこに落ちてる。誰かが持ち込こんだから室内にある。指し紋もんから持ち主がわかるし、インクの成分や残量にも意味があるかも知れない。──こうした記憶の断だん片ぺんを、器物や場所が抱かかえてるわ。


　教誨師グリモアリスは断片化された記憶の残滓を収しゆう集しゆうし、修しゆう復ふくし、編へん纂さんする。


　そして一冊さつの書物を編あむように、過去の出来事を再さい現げんするのよ。


（へー、それが本当なら、すっごい力だな）


　……そんな特とく異いでもないわ。人間どもの中にだって、ごくまれに、この知覚能を持って生まれる者がいるくらいだもの。


（人間にも!?）


　いるのよ、残滓条痕フラグメントを認にん識しきできる人間。死者の生前の姿すがたを視ることができる者。そういった連中は霊れい能のう者しやとか、超ちよう能のう力りよく者しやと呼よばれるわ。


　……ふん、そんなことはどうでもいいのよ。


　とにかく、教誨師グリモアリスは『過去を視る』ことで罪ざい人にんの罪を立りつ証しようできる。


　ただし、これは万ばん能のうの力じゃない。


　理り屈くつを聞けばわかるでしょう？　空間がとどめておけるのは強い記憶だけ。その器物や建物に影えい響きようを与えるような、大きな事じ件けんに限かぎられるわ。壁かべの大きな傷きず──それは記憶。染しみついた血けつ痕こん──それも記憶。いつまでも残るものは鮮せん明めいな記憶。でも、日々の暮くらしのように、頻ひん繁ぱんに更新されていくものは残りにくいの。それらはかすれ、編纂しようとしても、不ふ明めい瞭りようで曖あい昧まいな像ぞうしか結ばない。大事件でさえ、歳さい月げつとともに風化していく。先の例で言えば、壁の傷も床の血痕も、建物が風化してしまっては復元が難しくなる……。


（それじゃ、大昔のことは捜そう査さできないの？）


　ええ……。でも、古い記憶が不意に蘇よみがえるように、残滓条痕フラグメントが活かつ性せい化かすることがある。


　思い出に強く関かかわった事物──〈鍵かぎ〉を差し込んだときよ。


　殺人事件なら殺人者。使われた凶きよう器き。あるいは犯はん行こう時じ刻こく。……そういった個こ々この状じよう況きようが事件の瞬しゆん間かんに似にれば似るほど記憶は鮮明になる。人殺しが犯行現げん場ばで亡ぼう霊れいを視るってのがあるじゃない？　あれは残滓条痕フラグメントを励れい起きするからでしょうね。


（じゃ、犯行現場に犯人を連れ込めば、さっきの映えい像ぞうもハッキリするんだな？）


　たぶんね……。


（質しつ問もん。このリングがあれば、僕も君みたいにビリビリ放電できるの？）


　おばかさん……。雷霆いかずちは私が生まれ持った〈胤性霊威フイグメント〉。〝振ふり子〟に依い存ぞんして存在するわけじゃないわ。


（わからないな。フィグメントって？）


　……教誨師グリモアリスは血と血けつ統とうに支し配はいされる。血は私たちに異能の力を与えてくれるの。その形態と効こう果かはさまざま……まぼろしを見せる幻げん惑わくや、時空を歪ゆがめる神かみ隠かくし、人間の神経を傷つけたり、心をのぞく、なんてのもあるわ。


　私の一族は触ふれるものをすべからく死に至いたらしめる猛もう毒どく──〈地じ獄ごくの雷霆〉を支配するの。この異能はアネモネの血に刻きざまれたもので、〝振り子〟によってもたらされる機能じゃない。当然、〝振り子〟を持ったところで、貴方あなたなんかが使えるようにはならないのよ。


（へー、残念だな。使えるようになれば、心強いと思ったんだけど）


　……最後にもう一つだけ言っておくわ。


　教誨師グリモアリスはねぇ、収しゆう集しゆうした残滓条痕フラグメントを最大の証しよう拠ことするの。人間どもの証言も、自白も、物証も、動かぬ過去に比くらべたらオマケみたいなもの。


　罪を犯おかしたと断定するに足る決定的な〈過去〉を根拠に、罪人を責せめ、烙らく印いんを押す──


　それこそが、あの世とこの世の交信規約プロトコル。


　私がこうして口にしたことを、そのおばか極きわまりない脳のうみそに刻みつけておきなさい。


　貴方もまた、今夜は教誨師グリモアリスなのだから……。
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「オッケー、大体わかった」


　誓護は軽く言った。ゲームのルールを説明された程てい度どの返事だった。


　少女は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。


「軽い男……。本当にわかってるの？」


「要するに、このリングで過か去この記録映像を再生できるってことだろ？」


「……そうだけど」


「で、僕は夜明けまでに、さっきの事件の犯人を吊つるし上げればいい」


「……まあね」


「確かく認にんしときたいんだけど。さっきの映像が改かい竄ざんされたもの、なんてことは」


「……ないわね。それは冥めい府ふの廷てい吏りにも不ふ可か能のうだもの。また、あの一ひと幕まくが演えん技ぎだった可か能のう性せいもない。あの光景は実じつ際さいにあったことで、そして必ず、大たい罪ざいに結びついてるわ」


「つまり、犯人は男で、女を殺した？」


「おばかさん……。そうとも限らないじゃない？」


　少女は難むずかしい顔をして、自分自身に言い聞かせるように言った。


「あれだけ像が乱みだれてるのよ。断言できることなんて何もないわ。犯人は体たい格かくのいい女かも知れない、殺されたのは小こ柄がらな男かも知れない……。あれは大昔のことかも知れない、ごく最近のことかも知れない……」


「犯人がこの修しゆう道どう院いんにいるのは間ま違ちがいないの？」


　少女は細いあごを引き、うなずいて見せた。


「記憶が活性化してるもの。あの塵ゴミみたいな残滓条痕フラグメントでも、ドラセナが寄よ越こした断片よりははるかにマシになったのよ。おばかな罪人がノコノコやってきてる証拠だわ」


　竜舌蘭ドラセナって何のこと？　と思ったが、考え事をしている様子だったので、邪じや魔まはしない。


「……こんなケースは初めてよ。殺人の現げん場ばで、しかも罪人がすぐ側そばにいるってのに」


「まあ、愚ぐ痴ちっても仕方ないさ。夜明けまでに捜さがし出すよ」


「あら……」少女は意地悪く笑った。「ずいぶんと自信たっぷりね？」


「まあね。犯人がこのメンツの中にいるんだとしたら」


　誓護は当然という口調で断だん言げんした。「絶ぜつ対たいに見つかるさ。良くも悪くも」


「罪人の目星がついてるの？」


「そういうわけじゃないけど……」


　ふと、とある疑ぎ問もんが浮うかび上がった。


「そう言えば、君の名前はアコニットでいいの？」


　ギロリ、と紅あかい瞳ひとみがこちらを向く。


「……薄うす汚ぎたない人間のくせに、このアコニットを呼よび捨すて？」


「だ、ダメですか？」


「ふん……。まあ、好きにすればいいわ。命が惜おしくないのならね……？」


「じゃ、アコニット」


「…………」


「これからどうすればいいかな？　そのフラグメントとやらを探して、修道院の中をあちこち回ってみる？」


「……くないの？」


「え？」


　少女を振ふり向いて、ぎょっとした。射い殺ころすような視し線せんが誓護を貫つらぬいていた。


「さっきからおかしいのよ、貴方あなたの態たい度ど……。ヘラヘラしちゃって」


「な、何だよ。そんな、にらむことないだろ」


「貴方、私が怖こわくないの？　それとも、このアコニットを甘あまく見ているのかしら？　私はねぇ、貴方をバラバラにしてやることだってできるのよ……？」


　少女の周囲に黒い稲いな妻ずまが飛び交かった。バチバチと火花が飛び散る。


「うあ!?　ちょっとやめて!?　バラバラにできるとか、信しん憑ぴよう性せいを争う気ないしさ!?」


「…………」バチバチ。


「別に侮あなどってるとかじゃなくて！　怖がってないつもりもないし！」


　妖よう気きが消えて凄すごみが減へった、というのは事実だが、ややこしくなるので口にはしない。


「とりあえず今は仲間だろ？　ビビる必要なんてないじゃんか」


「仲間ですって……？」


「や、利害が一いつ致ちしてて、そっちがどんなつもりかわかってるってくらいだけど」


「……ふん、本当にわかってるのかしら？」嘲あざ笑あらう。「貴方も見たはずよ。私はあの女を容よう赦しやなく攻こう撃げきしたわ。つまり、私はそういう存そん在ざいで、決して人間とは相あい容いれないのよ」


「君が姫沙さんを怪け我がさせたことなら、そりゃ、まだ怖いし、しばらく夢ゆめに見そうだし、僕ぼくは君のことを怒おこってるよ」


「ほら見なさい……」


「でも、あれは姫沙さんにも非ひがあった。君に実体があったら、怪我じゃ済すまなかった」


「……ふん。もし私に実体があったら、あんな隙すきは見せなかったわ」


「あー、はいはい、ＯＫＯＫ──だからにらむなってば！　火遊びもやめて！」


　少女をなだめ、落ち着かせる。不ふ吉きつなバチバチを引っ込めてもらってから、誓護は苦く笑しよう混まじりに続けた。


「君が姫沙さんを傷きずつけたこと、認みとめはしないけど、僕は理り解かいできる」


「…………」


「よくわかんないけど、異い文ぶん化か間かん摩ま擦さつみたいなものかなって。相手がどんなつもりかわからないからさ、必要以上に怖がって、攻こう撃げきして……悲ひ劇げきが起きるんだ」


「……それが私を畏おそれない理由？　全然関係ないじゃない」


「あるよ。とりあえず、今の君には僕を即そく殺さつするつもりはないだろ？」


　笑いかける。少女はムスッとして、そっぽを向いた。


「……理り詰づめね。嫌きらいだわ」


「どんとこい。女の子に嫌われるのは慣なれっこだ」


　自分の言葉に自分で傷つき、思わず涙なみだぐんでしまう。それでも悲しみに負けず、前向きに歩き出そうとしたとき、


「……そっちは、何て言うの？」


　ほとんど聞き取れないくらいの小声で、少女がぼそぼそとつぶやいた。


「…………はい？」


「つくづく、血の巡めぐりの悪い男ねぇ……」


　苦虫を思い切り嚙かみ潰つぶしたような、ものすごいしかめっ面つらをする。


「私はまだ貴方の名前を聞いてない、と言ったのよ」


「あー」


　誓護は了りよう解かいした。ニッと笑って名を告げる。


「誓護。誓ちかい、護まもる、で誓護」


「……ダサい名前。ぴったりね」


「な──ッ!?」


　打ちのめされる誓護をよそに、少女はスタスタと歩き出した。数歩進んで立ち止まる。腹はら立だたしそうに髪かみをかき上げ、肩かた越ごしに振り向いた。


「……本っ当に使えないわね。モタモタしないでよ。アコニットは気が短いの」


　その表ひよう情じようは、嫌けん悪おでも侮ぶ蔑べつでも嘲ちよう笑しようでも警けい戒かいでもなく──


「行くわよ、誓護」


　何の作さく為いも気負いもない、アコニットの素すの顔だった。


　微笑ほほえみかけられたわけでもないのに、誓護は見とれた。


「お、おう！」


　あわてて追いかける。不思議と、追いつくのは簡かん単たんだった。
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　バルコニーから廊ろう下かに戻もどってすぐ、誓護は違い和わ感に気付いた。


　いつの間にか蛍けい光こう灯とうがチカチカと明めい滅めつしている。


　いや、それだけじゃない。蛍光灯の光が黄ばんでいる。カーテンはくすんだ赤、壁かべの張はり紙はオレンジ、ガラスの花か瓶びんは緑色。


「あ、色が……。音も……？」


　そうだった。アコニットの妖気消滅に気を取られ、ほとんど意い識しきしなかったが、彼女が指輪を外した瞬間から、色しき彩さいと音声が修しゆう道どう院いん内に戻っていたのだ。


　だとしたら。


　誓護は弾はじかれたように向きを変え、アコニットとは逆ぎやくの方向へ駆かけ出した。


「誓護？　どこ行くの!?」


　背はい後ごでアコニットが叫さけぶ。説明している暇ひまはない。まさかとは思うが、万が一のことがある。この閉へい鎖さされた空間、限げん定ていされた状じよう況きようで、殺さつ人じん犯はんがどう出るかなんて見当もつかない。


　時間の凍とう結けつはとっくに解とけていた。話し込こんでいる場合じゃなかったのに……。


　気が急せく。いのりが殺人犯と一いつ緒しよだなんて考えたくもない。ついでに言えば、姫沙の怪我も気になる。誓護は一足飛びに階かい段だんを駆け下り、手すりをつかんで踊おどり場をターン、宙ちゆうを飛んで残りの段をショートカット、玄げん関かんホールへと疾しつ走そう──


　しようと、したのだが。


『待ちなさい！』


「うわ!?」


　耳元でがなり立てられたような衝しよう撃げき。たまらずバランスを崩くずし、廊ろう下かの床ゆかに転がった。


　指輪が焼けるように熱い。指から耳へ、一直線に言葉が流れ込んだような感じだった。


　朦もう朧ろうとする頭を振ふって、どうにか上体を起こす。見上げると、階段の踊り場で超ちようフキゲンに腕うで組ぐみしているアコニットと目が合った。


「下げ僕ぼくが主人を置いて行くなんて、どういう了りよう見けん……？」


「知るか！　今それどころじゃないんだよ！」


「妹のことなら、平気よ」


「────」


「らしくないわね……。貴方は狡こう猾かつで計算高い人間でしょう？　罪ざい人にんもまた、狡猾で計算高い人間よ。状じよう況きようのわからない今、貴方の妹に危き害がいを加える意味がどこにあるの」


「あ……、そうか」


「おばかさん……そんなこともわからないなんて、先が思いやられるわ」


「……ごめん」


　誓護はうなだれた。アコニットの言う通りだ。


　しみじみと自覚する。いのりは自分のアキレス腱けんだ。誓護がアコニットに与くみしたことを知れば、罪人はいのりを狙ねらってくるかも知れない。そんなとき、毎度こんなふうに取り乱みだしていては、いのりを護ることなんてとてもできないだろう。


　冷静になれ。計算を働かせろ。お前は桃もも原はらの次期当主。駆け引きなんてお手の物だろう？


　凶きよう悪あくな殺人犯が目の前にいるなら、それを騙だまし、欺あざむき、裏うらをかいて捕つかまえろ。


　アコニットは手すりに軽く手を触ふれながら、一段一段、ゆっくりと下りてきた。


　誓護もゆっくりと立ち上がり、アコニットの到とう着ちやくを待つ。


　それから、悠ゆう然ぜんたる少女に歩調を合わせ、礼れい拝はい堂どうの入口、玄関ホールへ向かった。


　加か賀が見みの姿すがたがある。まだ警けい戒かいしているのか、周囲の様子をうかがっている。


　その加賀見がこちらに気付き、おやと片かた眉まゆを上げた。視し線せんは誓護の背後、アコニットに注がれている。誓護は軽く会え釈しやくだけして、加賀見の前を横切り、礼拝堂に入った。


　消毒薬のにおいが鼻び腔こうを刺さした。


　姫沙はちゃんと手当てを受けていた。救急箱が持ち出され、ガーゼと包帯で止血されている。処しよ置ちを施ほどこしたのはシスター森もりで、腕うでまくりして、いそがしく手を動かしていた。


　礼拝堂を見回す。やがて、ある一点に目がとまり、誓護はほーっと安あん堵どした。


　いのりは無事だった。真白に抱だきかかえられ、じっとこちらを眺ながめている。


「いのり？」


　無事は無事だったが、様子が違ちがった。怖こわがっているのか、近付いてこない。まるで知らないお兄さんを見るような目だ。誓護は初対面のときのことを思い出した。


　最愛の妹にそんな態たい度どを取られては、誓護の心はズタズタにならざるを得ない。膝ひざを抱かかえてめそめそしたいところだったが、残念ながら、今はそんな場合ではなかった。


「そろってるわね……ふふふ」


　扇おうぎを開き、顔を隠かくす。アコニットは一同を脅おどかすように、ことさら悪ぶって言った。


「聞きなさい、愚おろかな人間ども……。宴うたげの趣しゆ旨しを説明するわ」


「……どういうことだ、桃原の坊ぼつちゃんよ。何でそいつと一緒にいる？」


　加賀見が一同を代表して言った。目つきの悪い男が、ドスのきいた声で、頭半分ほど高い位置からそう言うと、脊せき髄ずい反はん射しやで『ごめんなさい』と謝あやまりたくなる。


　言葉に詰つまる誓護の代わりに、アコニットが答えた。


「この人間はねぇ、私の下げ僕ぼく……操あやつり人形となったのよ」


　扇の羽が誓護の鼻先をくすぐった。ものすごくくすぐったい。


「ふふふ、面おも白しろい趣しゆ向こうでしょう？　この人間が罪人の罪を暴あばくのよ。穢けがらわしき人間の罪が、同じ人間の手で暴かれる……あらあら、何て素す敵てきなめぐり合わせかしら」


　加賀見が舌した打うちした。勝手にしろ、とでも言いたげに横を向く。


　姫沙がこちらを見た。『本当か？』とたずねる目だった。真白も同じ疑ぎ問もんを感じているらしい。固かた唾ずをのんで誓護の返事を待っている。誓護はうなずいた。


「この修道院で、事じ件けんが起きたんです。たぶん、それは殺人事件で」


　殺人と聞いた途と端たん、空気が変わった。


「この中の誰だれかが、人を殺したんです」


　刹せつ那なの一いち瞥べつ。互たがいに互いの顔を盗ぬすみ見て、何かを探さぐり合う。


「皆みなさんを疑うたがいたくは、ない。でも、身に覚えがあるなら、申し出てくれませんか」


　誓護は真心を込めてそう言った。


　が、案の定、誰からもリアクションがなかった。


　加賀見は相変わらずこちらを見ようともしないし、姫沙は親の仇かたきを見るような目でにらんでいるし、シスター森はほとんど感かん情じようをのぞかせず、真白はいのりを抱えてオロオロしていて、いのりは小首を傾かしげて兄を見つめるばかりだった。


　この中の一人が、赦ゆるされざる殺人者。


　誓護は嘆たん息そくした。


　やりきれない、と思った。


　自首を期待した自分も。噓うそをついている犯はん人にんも。そして、この皮肉な状じよう況きようも。


「……わかりました。残念だけど」


　決意を込めて宣せん言げんする。


「暴きます」




　Chapter 3　【最後の晩ばん餐さん】









Episode 07







　黒土に雪が降おりて、とてもきれいでした。


　お砂さ糖とうをふったチョコレートケーキみたいでした。


　その下には死体が眠ねむっているのよ、とシスターは言いました。





　可愛かわいい可愛い娘むすめさんの、それはそれはきれいな死体が。







Episode 22







　礼れい拝はい堂どうはがらんとしていた。人数が減へり、本来の静けさを取り戻もどしている。かつて殺人が行われた現げん場ばだと思うと、静せい寂じやくの中に死者のうめきを聞いてしまいそうだ。


　誓せい護ごは長なが椅い子すに腰こしを下ろし、考え込んでいた。一方、先ほどまで集合していた〈容よう疑ぎ者しや〉たちは、ほぼ全員が礼拝堂を離はなれ、修しゆう道どう院いん内の思い思いの場所に散っていた。


　アコニットが自由な移い動どうを認みとめたのだ。どうせ修道院は相も変わらず外界から隔かく離りされている。玄げん関かん、すべての窓まど、バルコニー、修道女宿しゆく舎しやへの渡わたり廊ろう下かは霧きりの障しよう壁へきによって遮しや断だんされ、通行できない。ここは今や、はっきりと陸の孤こ島とうだ。


　加か賀が見みは鋭するどい一いち瞥べつをくれただけで、何も言わずに出て行った。シスター森もりは姫き沙さに肩かたを貸かし、二階の来客用寝しん室しつへと案内した。真ま白しろもその手伝いをするとかで、救急箱を携たずさえて二人の後を追った。姫沙は青アザの浮ういたひたいをさらに真っ青にして、ふらふらしながら出て行った。……怪け我がのせいで血が足りないのだろう。


　携けい帯たい電話を見ると、液えき晶しようの表ひよう示じは一八時一〇分過すぎ。普ふ段だんなら、いのりのために夕食の支し度たくをしている時間だ。


「あのさ、頼たのみがあるんだけど」


　傍かたわらのアコニットに声をかける。アコニットは長椅子の背せもたれに腰かけて、指先でナイフをもてあそんでいた。姫沙が持ち込んだナイフ。先ほど自身が刺さされたものだ。


「事じ件けんの捜そう査さ、僕ぼくのやり方でやらせてくれないか」


　アコニットはひょいとナイフを放ほうり投げた。憎にく々にくしげに狙ねらいをつけ、黒い稲いな妻ずまを放つ。ナイフは雷らい撃げきを受け、見事に黒コゲになり、モロモロと崩くずれ去った。


　ぎょっとする。金きん属ぞくの塊かたまりがそんなふうになるなんて、信じられない光景だ。


「……貴方あなたのやり方って？」


「えっ？　あ、うん。フラグメントを収しゆう集しゆうするってさ、言ってみれば覗のぞき見だろ。あまり趣しゆ味みのいい行動じゃないと思うんだ」


「そんなことを言ってる余よ裕ゆうが……」


　アコニットは文もん句くを言いかけたが、途と中ちゆうでやめ、挑ちよう戦せん的にたずねた。


「だから、何だって言うの？」


「だから、過か去こを視みるのは必要最さい低てい限げんにとどめたい」


「……どういうこと？」


「容よう疑ぎ者しやはしぼれてるんだから、まずは直ちよく接せつ会って、話をして、事じ件けんの糸口をつかもうと思う。そうして目星をつけた後、その人に関係のある過去を集中的に探さがす」


　一理あると思ったのか、アコニットは扇おうぎを唇くちびるに当て、考え込んだ。


「……ふん。まあ、好きにすればいいわ。これはもう私の案件じゃない。明日の夜明けまでは、貴方の領りよう分ぶんなんだから」


「へー。君、思ったより融ゆう通ずうがきくじゃん」


　ズバン、と稲妻が炸さく裂れつし、熱風が誓護のひたいをなでる。


「言ったはずよ。私を支し配はいするのは私だけ。私の法規ルールは私が決めるわ」


「えーと……君、やっぱ融通きかない！」


　プスプスと煙けむりを上げながら、非ひ難なんの意味を込こめて、誓護はアコニットを指差した。
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　アコニットは取り合わず、ぴょんと長椅子を下り、スタスタと歩き出した。


「あれ、どこ行くの？　ちょ……、おいってば！」


「……うるさいわねぇ。どこに行こうと、私の勝手でしょう」


　アコニットは足を止めた。自分のブーツのつま先に視し線せんを落とし、


「……貴方が人間と話すなら、私は邪じや魔まだわ」


「あ、ごめん。気を遣つかってくれたのか。ありがとう」


「ふん……」


「あのさ、だったら──」


　誓護はこうべを巡めぐらせ、背はい後ごを見み遣やった。


　内ない陣じんの手前、一段だん高いステージの奥おく、説教に使うテーブルに目を向ける。


「気遣いついでに、一つ頼たのまれてくれない？」


　誓護が見ていたのは、テーブルの陰かげからちょこんと飛び出た、栗くり色いろの髪かみの毛だった。







Episode 24







　単身礼拝堂を出て、誓護は手始めに二階に向かった。


　礼拝堂を挟はさんでバルコニーの対面、東側の区画には小部屋が並ならんでいる。来客を泊とめるための寝室が四部屋に、談話室、院長の執しつ務む室しつ、資し料りよう室などだ。


　薄うす暗ぐらい廊下を横切り、誓護の足はそちらに向かう。ちょうど寝室の並びに差しかかったとき、そのうちの一室から修道女が飛び出してきた。


　真白だった。真白は前も見ていなかったので、誓護と鉢はち合あわせ、肩かたにぶつかった。


　誓護は息をのんだ。真白の目は充じゆう血けつして真っ赤だった。


「誓ちゃま……」


「あれ、どうかし──」


「すみません！」


　わきをすり抜ぬけて行く。引き止める暇ひまもない。


　一いつ瞬しゆん、追いかけるべきか悩なやんだ。


　この修しゆう道どう院いんには殺人者がまぎれ込んでいる。一人にしても平気だろうか。


　真白は泣いていた。


　記き憶おくを掘ほり返してみるのだが、真白の泣き顔は記憶の貯ちよ蔵ぞう庫こに保ほ管かんされていない。


「大だい丈じよう夫ぶ。あの子はわたくしが」


　振ふり向くと、シスター森が戸口のところに立っていた。室内にいたらしい。シスター森は相変わらず落ち着いた雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、真白の後を追いかけて行った。


　本当に『大丈夫』なのか、と誓護は自問する。シスター森は本当に『大丈夫』なのか。


　もちろん、答えは出なかった。誓護が置かれたこの状じよう況きようの、もっとも忌いま忌ましいところは、殺人者が何を考え、どう行動するか、まったくわからないというところだ。


　彼（彼女？）はどうするだろう？　アコニットを実力で排はい除じよしようとするだろうか。最後まで知らん振りを通すだろうか。それとも──キレて全員を殺そうとするだろうか。


　誓護はかぶりを振り、不ふ吉きつな考えを追い出した。それから、開きっぱなしのドアをノックして、姫沙の寝しん室しつに入った。


　寝室は掃そう除じが行き届とどいていて清せい潔けつだった。広さは一二畳じようほど。亡ぼう父ふがリフォームさせたため、建けん設せつ当時の面おも影かげはなく、リゾートホテルのような内ない装そうだ。照明は明るく、設せつ備びもホテル並なみで、ユニットバスにエアコン完備。趣おもむきがない、と言ってしまえばそれまでだが。


　二台あるベッドの片方に、姫沙が横になっていた。


　眼鏡めがねのフレームがちょっと歪ゆがんでいる。幸い、レンズは無事だ。ひたいにはガーゼが当てられ、腕うでは包帯でぐるぐる巻まき。血を洗あらい流したためか、メイクも落ちていた。


　姫沙の素す肌はだは思ったより疲つかれていた。さすがに中学生には見えない。ハリが衰おとろえ、血色もあまりよくない。過か労ろうの二字が誓護の頭に浮うかぶ。


　そして、ギラギラと殺人光線を照しよう射しやする、二つの瞳ひとみ。


「……そんな、にらまないでくださいよ。取って食いやしませんて」


　もちろん、そんな言葉くらいで姫沙の緊きん張ちようはほどけない。


「……貴き様さま、あの怪かい物ぶつ娘むすめとグルになったのだろう」


「まあ、グルって言うか……下僕って言うか……」


「ならば、警けい戒かいするのは当然だ」


　なるほど、理り屈くつだ。誓護はやれやれとため息をついた。尋じん問もんどころではない。


「だが」


　んん、と姫沙はわざとらしくせき払ばらいした。さっと目をそらし、


「その……あ」


「あ？」


「あ、あああ」


「あああ？」


「あああ、あありがと……」


「え？」


　軽く確たしかめただけなのに、姫沙は烈れつ火かのごとく怒おこり出した。


「れ、礼を言ったのだ！　その耳は節ふし穴あなか！　これだからボンボンは嫌いやなんだ！」


「ボンボン関係ない！　耳節穴いろいろ違ちがう！」


　別にこっちまでぎこちなくなる必要はないのだが、相手が妙みようにぎくしゃくしていると、こちらまでぎくしゃくしてしまうのが対人コミュニケーションの不思議なところだ。


「な、何ですか、やぶからぼーに……。警戒するとか言っといて」


「け、警戒と礼を言うのは別の文脈だろう」


「そ、それはまあ、そうかも知れませんけど」


「……あの怪物娘に、私が殺されそうになったとき」


　ちら、と横目で誓護を見る。


「君は、わ……、私をかばってくれただろう」


「あー、あれ……」


　やっと意味がわかってくる。アコニットを『やめろ！』と制せいした行動だ。


「あれは僕の意い志しじゃなくて……その、自動的にああなったって言うか。勝手に口から言葉が出ちゃって、後はその場の流れ。お礼を言われることじゃないです」


「何だ、頼たよりにならん男だな。この腐くされボンボンめ」


「人じん格かく否ひ定てい!?」


「だが、それでも」姫沙は笑っていた。「私が感かん謝しやする気持ちに、変わりはない」


　姫沙のそんな笑え顔がおを見たのは初めてだった。いや、失礼な話だが、そんなふうに笑えるとは思っていなかった。誓護は照れくさいのを隠かくそうと意地悪を言った。


「じゃ、叔お父じさんに口利きいてくれる？　はよ一〇〇億よこせって」


「そっ……それとこれとは話が別だ！」


「何だ、頼りにならん女だな。この小型ＯＬめ！」


　にらみ合う。ぷっ、と二人同時に噴ふき出し、今度は笑い合った。


　緊張が少しほぐれる。誓護は頃ころ合あいを見て、気になっていたことを訊きいた。


「さっき、真白さんと何を話してたの？」


　途と端たんに姫沙の表ひよう情じようが硬かたくなる。しまったと思ったが、今さら引っ込こみがつかない。


「真白さん、泣いてましたよ」


　姫沙は皮肉っぽく唇くちびるをねじ曲げた。


「……なに、女同士の話さ」


「教えてくださいよ。僕は夜明けまでに殺さつ人じん犯はんを特定しなくちゃ──」


「おっと」姫沙は包帯まみれの手を挙げ、誓護を制した。「死しに神がみだか、あの世の刑けい事じ捜そう査さ官かんだか知らんがね、そこに首を突つっ込むのは野や暮ぼというものだよ」


「や、しかしですね……」


「黙だまれ。少しは女心を察しろ。だから貴様は非ひモテの腐れボンボンだと言うんだ」


「な──ッ!?」


　ガラスのハートをズタボロにされながら考える。ここで姫沙の機き嫌げんを損そこねることに何の意味があるのだろう。後で記き憶おくの残ざん滓し──フラグメントを拾えるかも知れないのだし。無理に深追いすることもない。そんなことより、今はほかにたずねたいことがある。


「あのナイフ。一体、誰だれを刺さすためのものだったんです？」


　不意打ちは確かに効こう果かがあった。姫沙は目をみはり、そして視し線せんを泳がせた。


「……ああ、あれか。護身用に持ち歩いていただけだよ」


「条じよう例れい違い反はんですよ」


「では逆ぎやくに問うがね、桃もも原はらの次期当主殿どの」


　姫沙は誓護をにらみつけた。


「殺人者を相手に、君は丸まる腰ごしで立ち向かうのか？」


「────！」


　今度は誓護が瞠どう目もくした。何だ？　それはどういう意味だ？


　重大なヒントのような気がする反面、ただの比ひ喩ゆのような気もした。確かめたい。もっとも効果的な方法で。下手に深追いすれば逃にげられる。どうやって……？


　しかし、誓護が策さくを練り上げるより早く、


「……白しら雪ゆき姫ひめというのは、悲しい話だと思わないか？」


　姫沙は出し抜ぬけにそんなことを言った。


　悪戯いたずらっぽく笑っている。意味ありげだ。誓護は頭を切り替かえ、会話にのった。


「えーと……本当はハッピーじゃないグリム童話、とかそういう話？」


「いや、それは知らんが……。私が言っているのは、お妃きさきのことだよ」


「お妃。……魔ま女じよ？」


「そうだ。自分の娘むすめを殺そうとする」


「そ、そんなグロい話だったのか!?」


「もっとグロいぞ。娘の臓ぞう物もつを食べようとするくらいだからな」


　誓護は思いっきり引いた。が、姫沙はむしろ共感するような口ぶりで続けた。


「わからんという顔だな。だが、想そう像ぞうしてもみろ。器量を自じ慢まんに生きてきた女が、年々老いていく自分を鏡かがみに映うつし、どんな想おもいを抱いだいたか……。一方、我わが子は年ごとに美しく、華はなやいでいくのだ。それは狂くるおしいほどの嫉しつ妬とだろうよ」


「姫沙さんはどっちかって言うと、育たないことに悩なやんだクチ？」


「う、うるさいこのバカ！　バカボンボン！」


　ベッドから脚あしが飛び出し、誓護の頭に激はげしいキックの雨を降ふらせる。


　姫沙はぜえぜえと肩かたで息を整えた。怪け我が人にんが無む茶ちゃをするからだ。


「……鏡というのは、何の寓ぐう意いなのだろうな？」


「いてて……え、寓意なの？」


「鏡は普ふ通つう、しゃべらないだろう」


　なるほど、と思う。しゃべらないものをしゃべらせたのは、何かの比ひ喩ゆというわけだ。


「まあ、真実を映すという特とく質しつを擬ぎ人じん化かしただけかも知れないし……」


「……王様かも知れない？」


　姫沙は答えなかった。


「でも、仮かりに王様だとして、夫の『娘の方が可愛かわいい』発言で妻つまが子殺しってのは……」


　姫沙は寂さびしげに笑った。普ふ段だん、真夏の太陽みたいにギラギラと容よう赦しやのない瞳ひとみに、春の木こ漏もれ日のような、穏おだやかな光が宿る。


「君は恋こいをしたことがないのだな」


「な!?　なな何をおっしゃる。僕ぼくはこう見えて、がが学園美男子ランキングの……」


「違ちがう違う。私が言っているのは男女交こう際さいのことじゃない」


　姫沙は苦く笑しようした。その苦笑は、半分ほどを自じ嘲ちようで固めた、痛いた々いたしい笑顔だった。


「片かた想おもいでいいんだ。たとえ片想いでも、本当に恋をするとだね、相手が何より価か値ちあるものに感じられる。ひどいぞ。この世の価値あるもの全すべてとつり合うんだよ。この人を手に入れるためなら、何を差し出してもいいと思ってしまうんだ。もちろん、理り屈くつじゃわかってる。相手も同じ人間、つまらない部分もあれば、嫌けん悪おすべき部分もある。だが、感かん情じようの前に理屈は無力なものさ。相手はいつしか、自分にとっての世界そのものとなる。その人に拒きよ絶ぜつされることは、この世の全てに否ひ定ていされることなんだ」


　姫沙は珍めずらしく饒じよう舌ぜつだった。ぶちまけるように、とうとうと語る。


「自分は何の価値もない人間だと思わされる。その痛みを君は知らんと言ったのだよ」


「……姫沙さんは、そういう恋をしてるんだ？」


「だ、誰もそんなことは言ってない！」


「じゃあさ、姫沙さんは」


　誓護は爆ばく弾だんを投下するような気分で、その質しつ問もんをぶつけた。


「恋のためなら、人を殺す？」


　そんな質問にも、姫沙は予想以上に冷静だった。「そうだな……」と首をひねり、それから、やはり寂しげに笑って、答えを言った。


「きっと、殺すな」







Episode 25







　扉とびらを閉しめて、ため息をついた。


　あまりに素す直なおな言葉だった。それゆえに──姫沙を疑うたがっていいものか、わからなくなった。もしも姫沙が殺人者なら、あんなふうに言いきれるものだろうか？


（相手がこの世の全て、か……）


　苦笑が浮うかぶ。思わず、誓護は一人ごちた。


「恋とはちょっと違うけど、僕にもわかるよ、その気持ち」


　いのりを護まもる。それが自分の全てだ。


　いのりをおびやかす者が現あらわれたら、自分も罪つみを犯おかすことを厭いとわないだろう。


「桃原の若わかさま」


　ふと、廊ろう下かの向こうから声をかけられた。


「罪人探さがしは進んでいますか？」


　談話室の前でシスター森がにこにこ笑っていた。小さく手を振ふっている。真白を追いかけて行ったはずだが、今は一人だ。


　誓護はそちらに向かいながら、返事をした。


「いえ、それが情なさけないことにあんまり」


「そうですか。まあ、懺ざん悔げなんて、なかなかできることじゃありませんしねえ」


　シスター森は相も変わらず穏やかだ。誓護ははっとした。


「院長。もしかして、前にも〈教きよう誨かい師し〉に遭そう遇ぐうしたことがあるんじゃ……」


「まあ、おかしなことをおっしゃるのね。どうして？」


「だって、すごく落ち着いてるから」


「ふふ、聖せい書しよに書かれていることを信じるなら、大たい抵ていのことは驚おどろくには値あたいしませんよ」


「あー、なるほどね……」


　そういう考え方もアリか。『考え方』ではなく『かわし方』かも知れないが。


「あ、そうだ、マスターキー」


「はい？」


「僕は罪人を探して、今夜一いつ杯ぱい、修しゆう道どう院いんの中をウロウロしなくちゃならないんです。もちろん、入っちゃいけない場所にも入ります。マスターキーを貸かしてもらえませんか」


　シスター森は弱りきった顔をした。


「実は……、わたくしも困こまっているんです。院長室の鍵が開かなくて」


「じゃ、まさか」


「はい……。マスターキー、寮りようの守しゆ衛えい室しつなんです」


　女子寮の方か。そちらへと続く廊下はセグメントの障しよう壁へきがふさいでいる。


　仕方ない。いざとなればアコニットにどうにかしてもらおう。鍵のことはひとまず横に置いて、誓護は訊きこうと思っていたことをたずねた。


「過か去こ、ここで殺人事じ件けんが起こったことはありませんか。被ひ害がい者しやは、たぶん女の子で」


「女の子」不思議そうに繰くり返す。「修道女ですか？」


「いや、それはわからないんですけど」


　シスターは頰ほおに手を当て、おっとりと首を傾かしげた。


「さあ……。少なくとも、わたくしが院長になってからは、そういうことは……」


　二年前までは別の修道女が院長だった。事件は院長交代前……いや、事件が起きたことを知らないだけ、という可か能のう性せいもある。


　誓護は内心でうんざりした。発覚した罪ならば、既すでに警けい察さつ沙ざ汰たになっているはずだ。過か去こ、この修道院で殺人事件が起きたなんて話は聞かない。殺人が疑うたがわれたのも五年前の一件だけ。つまり、シスター森が何も知らなくても、それは道理というものだ。


「じゃ、別の質問」


「はい。何でも訊いてください」


「お言葉に甘あまえますよ？　ちょっと訊きにくいことなんですけど、アコニット──さっきの女の子に言ったこと、あれは本当なんですか。その、貴女あなたが昔」


「あら、信じられませんか？」


「ええ、まあ。僕らをかばって言ったことじゃないかって」


「さて……」


　目を閉とじる。ふふ、と含ふくみ笑い。それから、まるで謎なぞをかけるように、


「本当と言えば本当のことですが、でたらめと言えばまったくのでたらめです」


「あれ……？　ここキリスト教の聖せい堂どうなのに、何か禅ぜん寺でらにいるみたいな……？」


「若さま、あまり女の過去を突つつくものではありませんよ？」


「や、それはそうでしょうけど……でもそうしないとこっちが危あぶないって言うか」


「わたくしの罪は『みみっちい』のだそうです。確たしかに、あの子が探しているのは殺さつ人じん犯はん……淫いん欲よくの罪とはそれほど関係がありませんものねえ」


　かわされた。しかも理り詰づめで。翻ほん弄ろうされて、誓護は赤面した。


「シスター森って、君きみ影かげさんに雰ふん囲い気きが似にてますね」


「君影……？」


「すっごく綺き麗れいな女の子です。ここにきてすぐ、お堂で会ったんですが──」


　誓護は愕がく然ぜんとした。


　今の今まで存そん在ざいを忘わすれていたが、あの美しい少女はどうしたのだろう。確たしか、この修道院に宿を借りたと言っていたが……？


　ふわっと甘あまったるい香かおりが鼻先をかすめる。


　はっと我われに返ると、文字通り目と鼻の先にシスター森の瞳ひとみがあった。


　黒こく檀たんのように黒い瞳だ。吸すい込こまれそうな魅み力りよくがある。あるいは魔ま力りよくか。体の芯しんの部分を握にぎられたような気がした。一いつ瞬しゆん、キスされるんじゃないかと思った。あらぬ妄もう想そうを抱いだかせるほど、人ひと並なみ外はずれた吸きゆう引いん力りよくだ。誓護は朦もう朧ろうとした。


「その子と、どんなところが似にてますか？」


「……ちょっととぼけたところとか。よく見ると、顔立ちまで」


「それは、わたくしも『すっごく綺麗』ということですか？」


「それは、ロリコンなだけじゃなく熟じゆく女じよ趣しゆ味みということですか？」


　冷れい淡たんな声が割わり込むと同時、誓護は飛び上がった。


「まっ」声が裏うら返がえる。「真白さん……っ!?」


「まあ、ひどい。熟女はないわよ、真白」


　シスター森が唇くちびるをとがらせる。真白は無む視しして、


「誓ちゃまがそんなに守しゆ備び範はん囲いの広い方だったなんて……。真白はびっくりです」


「い、いつの間に……？」


「ずっといました。こんなときだと言うのにお盛さかんなことで。本当に頼たのもしいですね」


　真白が背はい後ごを示しめす。談話室のドアが開いていた。会話を立ち聞きしていたらしい。


「その……真白さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　おずおずと訊く。真白は『何が？』とでも言いたげに、にっこり笑った。まぶたはまだ少し腫はれぼったいが、既に涙なみだはない。


　誓護はほっとして、それから声を潜ひそめて訊いた。


「さっき、姫沙さんと何を話してたの？」


　真白は詰まった。シスター森の方をうかがう。シスター森は何も言わず、じっと成り行きを見守っているだけだ。結局、真白はちろっと舌したを出して、こう言った。


「それは女同士の秘ひ密みつです」


「それ、姫沙さんにも言われたよ。……あ、じゃあ、アコニットになら言える？」


「誓ちゃま……」真白は肩かたを落とし、深々と嘆たん息そくした。「お可哀かわい相そうに……。そんなこともおわかりにならないのに、モテろというのが酷こくですよね」


「ついに憐あわれむところまで……!?」


「誓ちゃまこそ、大丈夫なんですか？」


「え、僕？」


「あの女の子、その……人間じゃないんでしょう？」


「あー、うん、そうみたいだけど」


「脅おどされてるんですか？」


　脅されているも同然だが、まさか肯こう定ていするわけにもいかない。脅されていることを認めれば、その背景をも説明しなければならなくなる。


「いや、僕の意い志しだよ。捕つかまってない殺人犯がいるんなら、吊つるし上げないとさ」


「ご立りつ派ぱです、誓ちゃま。でも……」


　真白の笑顔は不意に曇くもり、瞳が心細そうに揺ゆれた。


「真白は、やっぱり怖こわくて……。これから、どうなっちゃうのかなって……」


　シスター森がそっと真白の肩かたに手を置く。真白は迷まようような素そ振ぶりを見せた後、


「誓ちゃま、こんな話をご存ぞん知じですか？」


　ひどく真しん剣けんな面おも持もちで、こんなことを言い出した。


「真っ白な雪の下には、死体が眠ねむってるんですよ」
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　この修しゆう道どう院いんに住まうのは、修道女ばかりではないのです。





　その昔、一人の娘むすめが修道院に入りました。雪のように白い肌はだをして、血のように紅あかい頰ほおをして、黒檀のように黒い髪かみをした、それはそれは美しい娘でした。


　娘は神しん経けいを患わずらっていました。


　俗ぞく世せで魔ま女じよの嫉しつ妬とを買い、毒を盛もられたのです。娘の全身を犯おかした猛もう毒どくは、四し肢しはもちろん、眼めと脳のうをも蝕むしばみました。娘は光を失い、ろくに起き上がることもできず、そして新たな記き憶おくをとどめおくこともできませんでした。


　修道女が寝しん室しつを訪おとずれるたび、娘はぼんやりとつぶやくのです。


「貴女あなたは誰だれ？　私はどうしてここにいるの？」


　いつでもまっさらな雪のように、娘の記憶は真っ白なのでした。


　それから、娘は決まってこう言うのです。


　会いたい、と。私の王子さまに会わせて、と。そればかりを、何度も何度も。


　しかし、それは叶かなわぬ望みでした。なぜなら、娘をこの修道院に幽ゆう閉へいするよう指し示じした人物こそ、娘の言う『王子さま』だったのです。


　修道女たちは娘の境きよう遇ぐうを憐あわれみ、真心をこめて看かん護ごにあたりました。


　そして、その年の冬のこと。


「あの人はどこ？　どうして会いにきてくれないの？」


「きっと、ご多た忙ぼうでいらっしゃるのです」


「私、どうして動けないのかしら。ねえ、どうしてなの？　何も見えないわ」


　それは何度も繰くり返された問いかけでした。


　修道女はつらくなり、娘の慰なぐさめになればと、その日に限かぎって噓うそをつきました。


「貴女さまのお体は、ここではない、別のところにあるのです」


　そのとき、決して開かれることのなかった娘の目が、カッと見開かれました。


「どこ？　私の体はどこにあるの？」


　修道女は驚おどろき、しどろもどろでごまかして、そそくさと部屋を後にしました。


　ところがこの記憶だけは、決して、娘の脳から消え失うせることはなかったのです。


　その日から、娘は同じことばかりを繰り返すようになりました。


「私の体はどこ？」「早く探さがして。早く返して頂ちよう戴だい。私の体」「ああ、呪のろわしい。体があれば、今すぐにでもあの人のもとへ飛んで行くのに」


　これには修道女たちも困こまり果てました。


　それから間もなく、初雪が降ふったある朝、娘はこつ然と姿すがたを消しました。


　修道女たちは行方ゆくえ知れずの娘を探さがしましたが、見つけることはできませんでした。


　外は酷こつ寒かんの世界です。娘は寒さで命を落とし、遺い骸がいは雪に埋うもれてしまっただろう、と修道女たちは話し合いました。娘は死んだものとされ、捜そう索さくは打ち切られました。結局、最後の最後まで、娘の『王子さま』は姿を見せませんでした。


　そして、娘の葬そう儀ぎが執とり行われた晩ばん、修道女のもとをたずねる者がありました。


　コツコツと、戸を叩たたく音が響ひびきます。


　扉とびらを開けて現あらわれたのは、雪のように白い肌はだをして、血のように紅あかい頰ほおをして、黒こく檀たんのように黒い髪かみをした──あの娘でした。


　娘は微笑ほほえんで言いました。


「私の体はどこ？」


　修道女は自分の心しん臓ぞうが凍こおりつくような悲鳴をあげました。


　娘の体が薄うす絹ぎぬのように透すけていて、そしてひんやりと冷たかったからです。





　この修道院に棲すまうのは、修道女だけではありません。


　雪のように白い肌をして、血のように紅い頰をして、黒檀のように黒い髪をした、それはそれは美しい娘が。


　夜ごと己おのれの体を求めて。


　今も彷徨さまよっているのです──
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　廊ろう下かを歩きながら、誓護は真白が語った〈怪かい談だん〉について考えていた。


　どうして、娘は亡ぼう霊れいにならなければならなかったのだろう？


（それは、たぶん……）


　たぶん、娘はあまりにも急に亡なくなったのだ。失しつ踪そうしたと語り継つぎたくなるほどに。


　最初から最後まで、修道女たちにはどうすることもできなかった。娘を癒いやすことも。望みを叶かなえてやることも。それどころか、日々繰り返される質しつ問もんをかわすことさえ。そうして欺あざむき、噓を重ねてしまった罪つみの意い識しき──。娘の死で、それは永えい遠えんに拭ぬぐい去れない傷きず痕あととなって残る。だから、修道女たちの中で娘はいつまでも死なない。天に召めされることもなく、今も生き続けている。苦く苦しい、痛いたましい罪の記き憶おく。


　しかし、本当にそれだけだろうか？


　真白の言葉を思い出す。


『本当のことなんですよ。深夜、廊下をうろうろしてる若い女の姿を、実じつ際さいにシスターが目もく撃げきしてるんです。何人も、ですよ？』


『先せん輩ぱいが言ってたんです。食事中に急に苦しくなって、振り向いたら、食堂の入口で見知らぬ少女が笑っていた……って』


『この前は、水差しの水を飲んで眠ねむったら、寝ねているあいだに苦しくなって、目が覚めたらお腹なかの上にきれいな娘さんがのっていたそうです』


『以前、院長も言ってました。おかしなことばかり起こるって。五年前、旦だん那なさまと奥おくさまがここで亡なくなってから……』


　幻げん覚かく。そう考えるのが普ふ通つうだ。だとしたら、幻覚作用のある毒でも飲まされたのだろうか。それとも、実じつ際さいに──この建物に何かが棲みついている？


　バカなことを、と思う反面、廊下の闇やみがじわりと濃こくなったようにも思うのだった。


　それにしても、思わぬ時間を食ってしまった。時じ刻こくは既すでに一九時を回っている。


　さすがに小こ腹ばらがすいてきた。自分という人間はわりと頑がん丈じようで、図太くできているらしい。こんなときでも腹はらが減へり、食しよく欲よくがわく。


　漠ばく然ぜんと、これが最後の食事になるかも知れないな、と思った。


（そっか。そうだよな……）


　アコニットとの賭かけに負ければ、誓護は地じ獄ごく行き……そういう約束だ。


　だとしたら、死ぬ前にどうしてもしておきたいことがある。


　誓護は階かい段だんを下り、食堂に向かった。


　途と中ちゆうの廊下にコンソメのいい香かおりが漂ただよっていた。ぐー、と腹の虫が鳴る。


　果たして、厨ちゆう房ぼうには先客がいた。


「加賀見さん。ここにいたんですか」


「……ほかにどこ行けって言うんだ？」


　加賀見はぼそりとつぶやいた。相変わらず愛あい想そはないが、無む視しされなかっただけマシというものだ。誓護はおっかなびっくり食堂に入った。


　加賀見はエビの背せわたを取っていた。さすがに手早い。となりのガスコンロではスープが煮にえ、ソースの鍋なべが弱火で温められていた。


　どうやら、こんな状じよう況きようにもかかわらず、加賀見は自分の仕事をしていたらしかった。


「……えーと、加賀見さん」


「何だ」


「こちらの修しゆう道どう院いん、初めてですか？」


「いや」


「いつ頃ごろから？」


「去年だ。その後、春、夏と、何度か呼よばれた」


「それは、どういった経けい緯いで」


「……まるで取調べだな」


「そのつもりです」


「ふん……。知り合いが営えい業ぎようをかけてくれたんだ」


「それはなぜ。なぜ、この修道院だったんです？」


「理由なんかない──」


　加賀見は精せい悍かんな顔を上げ、浅黒い頰に皮肉めいた笑えみを刻きざんだ。


「と言っても、信じねえよな？」


「……信じる努力はしますよ」


「じゃ、言うぜ。女子修道院ってものに興きよう味みがあった」


「それは……まあ、同じ男として、理り解かいできなくもない……」


「婉えん曲きよく的だな。はっきり言えよ」


「以前は、近所の──フレンチのシェフがきてくれました」


「知ってるよ。何せ、俺おれが口くち利ききを頼たのんだのもそこのオヤジだ」


「！」


　誓護の内側に警けい報ほうが鳴り響ひびいた。


　これは果たして偶ぐう然ぜんか？　こんな偶然があるのか？


　今日、誓護は叔お父じと決着をつけるためにこの修道院にやってきた。


　叔父は不ふ在ざいで、その代わり、叔父によく似にた男が目の前にいる。


　その男は、これまで誰が出入りしていたのかを知っていた。


　偶然、シェフと知り合いだったのか？


　偶然、この修道院を紹しよう介かいされたのか？


（いや……違ちがう）


　順じゆん序じよが逆ぎやくだ。加賀見の目的はこの修道院で、そのためにシェフに近付き、調ちよう理り師しとして潜もぐり込こんだのだ。そう考えた方が自然だ。


　だが──


　だとしたら、その理由がわからない。


「貴方あなたは、一体……何者なんです？」


「馬ば鹿かなことを訊くヤツだ。ただの流れのコックだよ」


　噓うそだ。が、加賀見の言う通りだった。こんなマヌケな質しつ問もんもほかにない。仮かりに加賀見が何者かであったとして、その秘ひ密みつをあっさり口にするわけがない。


　誓護は加賀見の手元を盗ぬすみ見た。


　当たり前だが、厨ちゆう房ぼうには包ほう丁ちようがある。果物ナイフから出で刃ば包丁まで、ひとそろいだ。


　不気味な光こう沢たくにぞくりとする。


　思わず食堂の中を見回してしまう。──ふと、誓護の視し線せんがそれにぶち当たった。


　テーブルの向こうの端はしに、ぽつんと置き去りにされている物体がある。マグカップだ。何であんな、すみっこに……？


　誓護は興きよう味みを惹ひかれ、カップの方に近付いた。


　カップの中には飲みさしのホットチョコレートが入っていた。とっくにホットではなくなり、冷えて分ぶん離りしてしまっている。底の方はどす黒く、血のように粘ねばる。


「あの、加賀見さん。これ……」


「……ああ。今、片かた付づける」


「これ、いのりに？」


　加賀見はひどくぶっきらぼうに、「だったら何だ？」と答えた。


　誓護は呆ぼう然ぜんとした。正直なところ、軽いショックを受けていた。


　いのりは人見知りだ。聞き分けはいいが、ひどく臆おく病びようで、扱あつかいにくいところがある。兄の自分ですら、ときどき持て余あます。他人にとっては手のかかる子こ供どもだろう。


　一方、加賀見は無ぶ愛あい想そうだ。こんな仏ぶつ頂ちよう面づらでは子供の受けも悪いだろうし、請うけ負ってもいいが、子供のご機き嫌げんを取るなんて不ふ可か能のうなタイプだ。


　それでも──いや、それなのに。


「あの……、ありがとうございます」


「何がだ」


　誓護はカップを流し台に置きながら、にこっと笑いかけた。


「いのり、大好きなんですよ、ホットチョコレート」


　加賀見は仕込みの手を止めず、やはりぶっきらぼうにつぶやいた。


「……俺は厨房を任まかされたんだ。礼を言われることじゃない」


　不覚にも胸むねをつかれた。この男は信しん頼らいできるんじゃないか、と思った。


　かえって言いやすい気がした。加賀見が持ち場を放ほう棄きしていないのを知り、少々後ろめたい気持ちになっていたが、誓護は思い切って自分の意い志しを告げた。


「すみません、加賀見さん。ちょっと理由があって……せっかくきてもらったのに、しかもこんな状じよう況きようでアレなんですけど、いのりの夕食は僕に作らせて欲ほしいんです」


「…………」


　ようやく、加賀見は手を止めた。まじまじと誓護を観察する。コイツは何を言い出したんだ、と確たしかめる視し線せんだ。やがて、肩かたをすくめて言った。


「好きにすればいいさ。俺には口出しする権けん利りはない。が──」


　どん、と包丁をまな板の上に置く。その音だけで誓護は縮ちぢみ上がった。


「俺も一度は厨房を預あずかった身だ。『ちょっと』なんて理由なら、機き嫌げんも悪くなる」


　熱のこもった言葉。加賀見は腕うで組ぐみをして、凄すごむように誓護を見下ろしている。


　その行動に加賀見の本音が透すけて見えた。


　ここを訪おとずれた理由はどうあれ、加賀見は調理師としてのプライドを持っている。言い換かえるなら、加賀見は真しん剣けんに料理に打ち込んできたということだろう。ここに潜もぐり込むために料理を始めたわけじゃない……。それがわかっただけでも収しゆう穫かくだ。


　加賀見が本気なら、誓護も本気で答えたいと思った。


「……これが最後になるかも知れないから」


　誓護の言葉を聞いて、加賀見の眉まゆがぴくりと動いた。


「ひょっとしたら、僕はもう、いのりの側そばにいてやれないかも知れない。だから今夜は、僕の作ったものを食べて欲ほしい」


　加賀見はのそりと立ち位置をずれて、コンロを一つ空けてくれた。


「……火やけ傷どしても知らんぞ」


「冗じよう談だん。僕の腕前はプロ級ですよ」


　誓護はただちに上着を脱ぬいで、シャツの袖そでをまくった。







Episode 28







　アコニットはイライラしていた。


　冷え冷えとした礼れい拝はい堂どうの奥おく。壇だん上じようのテーブルに足をそろえて腰こしかけている。閉とじた扇おうぎを唇くちびるに当て、左右のブーツをぷらぷらと揺ゆらしながら、虚こ空くうをにらむ。


「このアコニットともあろう者が、どうして下げ僕ぼくの言うことを聞かなくちゃならないのかしら。これじゃ、あべこべじゃない。あのおばか下僕……」


　優ゆう美びな曲線を描えがく唇。そこからこぼれ出るのは誓護への愚ぐ痴ちだ。しかし、アコニットがムカムカしている理由はそれだけじゃなかった。


　ちらり、と紅あかい瞳ひとみを横に向ける。


　その瞬しゆん間かん、視界のすみで小さな生き物が飛び跳はねた。


　ささっと長なが椅い子すの向こうに隠かくれる。はみ出した茶色の髪かみがしっぽのようだ。


「ふん……」


　アコニットは再ふたたび正面に視線を戻もどした。


　しばらくすると、小さな生き物はそろーっと片かた目めだけを出して、こちらの様子をうかがい始めた。アコニットは舌した打うちした。それで見えていないつもりか。


　くっとそちらを向くと、再びぎくっとして、長椅子の陰かげに引っ込んでしまう。


　そんなことが、かれこれ一時間以上も続いている。


　ああ、そのおどおどした態たい度ど。挑ちよう発はつしているかのような動き。獲え物ものに手ごろなサイズ。アコニットが猫ねこ科の動物なら、とっくに猫パンチをお見み舞まいしているところだ。実じつ際さい、性せい格かく的に猫科に近いアコニットは、攻こう撃げきしたくて尻しりのあたりがムズムズしていた。


　紅くれないと銀の前髪が帯電し、パチパチと静電気が弾はじける。


「おーい、アコニット」


　きわどいところで邪じや魔まが入った。


　礼拝堂の扉とびらが開き、一時雇やといの下僕、桃原誓護が入ってきた。


　なぜか上着を脱ぬぎ、シャツの袖そでをまくり、エプロンを腰こしに巻まいていた。


「まだここにいたの。寒くなかった？」


「…………」


「何すねてんだよ──って熱アチ!?　ちょッ、これ、焦こげてない!?」


　誓護はばふばふとエプロンを叩たたいて火を消した。


　周囲をきょろきょろと見回し、腫はれ物に触さわるような口調で、おずおずと訊きく。


「えーと、それでアコニットさま。僕がお願いしたマイリトルシスターは……？」


　返事をするのも億おつ劫くうだ。アコニットは視線だけで位置を教えてやった。


「あ～、そこかぁ……」


　妹を見つけた途と端たん、誓護の表ひよう情じようはゆるゆるとゆるんだ。アコニットはムカっとした。誓護の容よう姿しは人間にしては整った方だ。だが、始終ああしてにやけていれば、お世せ辞じにも格かつ好こういいとは思えない。なまじ容姿が秀ひいでている分だけ、あのヘラヘラふにゃふにゃな態度がバカに見える。シスコンの度合いも尋じん常じようじゃない。人間の習しゆう性せいや嗜し好こうにはさほど明るくないアコニットだが、誓護が異い性せいに好かれるタイプじゃないということは容よう易いに推すい察さつできた。


「アコニット、君も下りてこいよ」


　アコニットの失礼な思考など知るよしもなく、誓護は手て招まねきした。馴なれ馴れしい。おまけに無む防ぼう備びだ。こちらをまったく恐おそれていないように見える。いちいち腹はら立だたしい。


「……何か用？」


「晩ばんゴハン、一いつ緒しよにどうかなと思って」


「おばかさん……。教誨師グリモアリスが人間の食物を摂せつ取しゆすると思う？」


「見た目は人間そっくりだろ。食って食えないことはない！」


　アコニットは黙だまった。腹の立つことを言われたと思うのだが、不思議と腹が立たなかった。それが腹立たしかったので、とりあえず「ふん……」と言っておく。


「さあ、いのりもおいで。食堂に行こう。いのりの好きなビーフシチュー作ったんだ。煮込みが甘あまいだろって？　チチチ、お兄さまをナメちゃいけない。圧あつ力りよく鍋なべを借りたから──」


　誓護の言葉が宙ちゆうに浮うく。


　いのりは長椅子の陰に潜ひそんだまま、まったく出てくる気配がなかった。怯おびえの走ったような眼めで、じっと兄を観察している。はっきりと警けい戒かいしていた。


「……あれ、ダメ？」


　たらり、と誓護のこめかみを冷や汗あせが伝う。それは最愛の妹に嫌きらわれてしまったかも知れないという、まさに世界最大の恐きよう怖ふによる冷や汗だった。


「そっ、そうだね、ここの方が落ち着くかもね！　待ってて！　今、持ってくるから！」


　信じたくない、信じたくない、とブツブツ繰くり返しつつ、誓護は礼拝堂を飛び出して行った。アコニットにタンカを切ったときとはまるで違ちがう、情なさけない姿すがただった。


「…………」


　いのりは逃にげ去る兄を無表情で見送った。小さな頭がくるりとこちらを向く。ぱち、と交こう錯さくする視し線せん。いのりはびくっとして、また長椅子の陰に逃げ込んだ。


　この兄妹きようだいを見ていると、なぜだか無む性しように腹が立つ。


　アコニットは理由もなくムカムカとして、無む意い識しきのうちに床ゆかを焦こがしてしまった。







Episode 29







　誓護はステンレス製せいのワゴンを押おして、礼れい拝はい堂どうに戻った。


　胸むねがドキドキする。甘あま酸ずっぱい期待などではなく、恐怖と不安でドキドキだ。


　この五年というもの、ずっと一緒だった最愛の妹──いのりに思いっきり拒きよ絶ぜつされているような気がする。


　杞き憂ゆうだ、杞憂。思いすごしに決まってる。


　アコニットを怖こわがるのは当然だ。いのりにとっては狂きよう犬けんみたいなものだから。しかし、狂犬と一緒にいるというだけで、この兄まで怖がるなんて……。それとも、あっさり狂犬の手下になった兄を軽けい蔑べつしているのか。失望したのか。嫌きらいになったのか。


　事実を確たしかめるのが怖いので、いのりの方を見ることができない。誓護は鼻歌を歌いながら、表面上は平静を装って食しよく卓たくをセッティングした。


　丸テーブルと椅子を引き寄よせ、数台の電気ストーブを近くに集める。粗そ末まつなテーブルもクロスを広げれば立りつ派ぱな食卓だ。パンのバスケットと食器を並ならべ、サラダボウルにシチューの鍋、加賀見が持たせてくれたフリッターの皿を置く。


　度数ゼロのシャンパンふう飲料の栓せんを抜ぬき、満を持して手を差しのべる。


「さあ、いのり！　こっちにおいで！」


　キラキラと輝かがやく笑え顔がおはしかし、次の瞬間にもろくも砕くだけ散った。


　いのりは長椅子の陰に引きこもったまま、じっと兄を眺ながめていた。動く気配もない。


「……や、やっぱダメ？　僕、嫌われた？　嫌われちゃった!?」


　そーっと一歩踏ふみ出すと、いのりはささっと二歩逃げた。


「そんな……っ。いのり、噓うそだろ……!?　頼たのむッ噓だと言ってくれ！」


　必死の形相で訴うつたえる。捨すてられた男が往おう来らいで土ど下げ座ざする光景に近い。みっともなくも人じん格かく崩ほう壊かい寸すん前ぜんのところを、横から美声がさえぎった。


「いい加か減げんにしなさいよ……」


　アコニットだ。目に見えてイライラムカムカしている。


　誓護は最初、自分が叱しかられているのかと思った。情けない男ね、と説教されるのかと。


　ところが、アコニットの視線はいのりに向けられていた。


「貴女あなたが畏おそれるべきはこのアコニットでしょう？　それが何？　毒にも薬にもならないような、ヘタレ人間一匹ぴきを怖がって。みっともないったらないわ。誇ほこりはないの？」


「よせよ、アコニット。いのりはまだ一〇歳にもなってないんだ」


「ふん……。生まれて一〇年も経たつ頃ころには、私にはもう淑しゆく女じよの自覚があったわよ」


　虫の居い所どころでも悪いのか、アコニットは今まで以上に不ふ機き嫌げんだ。


　まるで童話に出てくる魔ま女じよのように、底意地の悪そうな笑みを浮かべる。


「いいこと、人間の娘むすめ。貴女の兄はこのアコニットと賭かけをしたの。賭けに負けたら、地じ獄ごくに行くのよ。そこで永えい劫ごうの責せめ苦を受ける……。貴女とは二度と会えないかも──」


「よせって！」


　思わず、本気で怒ど鳴なってしまった。


　真しん紅くの双そう眸ぼうが誓護をとらえた。また焦こがされるかと思ったが、アコニットは「ふん……」と鼻であしらっただけで、攻こう撃げきはしなかった。


　ふと、何かやわらかいものがわき腹ばらに触ふれた。見下ろすと、ふわふわ揺ゆれる栗くり色いろの髪かみ。不安げに誓護を映うつす大きな瞳ひとみ。きゅ、と小さな手が誓護のエプロンを握にぎりしめていた。


　いのりは上うわ目め遣づかいで誓護を見ていた。『本当？』と訊きいているのだ。


「噓！　噓だよ大噓！　全然大だい丈じよう夫ぶだから！　ほら、ゴハンにしよう？」


「…………」こく。


　誓護はほっと胸をなで下ろした。それどころか、小こ躍おどりしたい気分だった。別に嫌われたわけじゃなかったのだ。いやー、よかったよかった。


　そっと椅い子すを引き、いのりを座すわらせる。


　それから、壇だん上じようで黙だまりこくるもう一人にも声をかけた。


「アコニット、君もこいよ」


「…………」


「皿も用意しちゃったよー」


「…………」


「あー、ひょっとして食べたことない？」


　ぴく、とアコニットの白い耳が反はん応のうした。


「そっか、わかるよー。初めて食べるものって怖いよな」


「……怖いですって？　ふん、このアコニットが？」


　小こ馬ば鹿かにしたような顔で振ふり向く。


　口には出さないが、誓護はこう思った。


　オマエ、本当は扱あつかいやすいだろ。


　こうして無事、三人で食卓を囲むことになった。


　自分で淑女と言うだけあって、アコニットはお行ぎよう儀ぎがよかった。人間のテーブルマナーにも精せい通つうしているらしく、食器の使い方も作法にのっとっている。


　ただし──


「どう？　お口に合う？」


「…………ふん」


「態たい度ど悪ッ！」


　──だったが。


　それでも、手を止めないところを見ると、料理はそれなりに気に入ったらしい。ときどき無関心の仮か面めんがはがれ、もの珍めずらしそうにする。そんな姿すがたを誓護に見られるたび、腹はら立だたしげに罵ののしり、雷らい電でんを生じ、そしていのりを怯おびえさせていた。


　皿がひと通りカラになり、食後の満たされた空気が漂ただよい出す頃ころ、誓護はワゴンからクーラーボックスを引っ張ぱり出した。


「実はデザートもあるんだ」


　クーラーボックスの中には、大量の保ほ冷れい剤ざいとガラスの器うつわ、そしてアイスクリームが放ほうり込こんであった。ひと抱かかえもあるバレル型の箱だ。


　ひんやりとしたガラスの器を食卓に置き、バレルのフタを開けた途と端たん、


「うわっ」


　目の前に、にゅっと銀色の物体が突つき出された。


　銀色の物体には紅あかいラインが入っていて、とても目立つ。ふんわりフローラル系けいの香かおりが立ちのぼり、ぽーっと酔よいそうになる。


　アコニットの頭だった。地じ獄ごくのアコニットともあろう者が、アイスクリームの容よう器きに頭を突き出して、興きよう味み津しん々しんに見つめているのだった。


　どうやら、ほのかに漂うバニラの香りにつられたらしい。


「……これ」


「はい」


「何なの？」


「何って……アイスクリームです、姫ひめ」


「ぁあ、これが……」


　予よ備び知ち識しきはあるらしい。


「こうすりゃわかる？」


　スプーンですくい取り、ガラスの器に盛もりつけてみる。


「……ふん、最初からそうしてればいいのよ」


　アコニットは忌いま忌ましそうに爪つめでガラスを弾はじいた。きん、といい音が鳴る。


「……言っておくけど、私は知っていたわよ。作り方や材料、効こう能のうだって言えるわよ」


「いや、別に、その発言の信しん憑ぴよう性せいをいちいち疑うたがったりはしませんが」


　効能って何だよ。誓護は笑いをこらえて盛りつけ作業を続けた。アコニットは不満げだったが、むきになるのもバカらしいと思ったらしく、黙だまりこくっていた。


「で、仕上げに──イチゴのソースでございます」


　誓護はちょっと得意げに、紅い液えき体たいをとろりと垂たらした。


「ジャムで作ったんだ。ほら、こうすると君の髪とおそろいだろ？」


　アコニットは自じ嘲ちよう気味に唇くちびるを歪ゆがめた。


「つまり、このお菓か子しも血まみれってわけ？」


「────」


　言葉に詰つまる。見み透すかされたような気がした。からかっていても、軽口を叩たたいていても、腹はらの底には恐おそれる気持ちが確たしかにあった。人間じゃない存そん在ざいとして、アコニットを恐れていた。その恐れを言い当てられたような気がして、戸と惑まどった。


　そして、罪ざい悪あく感を覚えた。


　妙みような話だった。罪つみの意識を覚える理由など、どこにもないはずなのに。


「……正直、最初はそんなふうに思ったけどさ」


　誓護はアコニットの髪かみを見つめ、そのまぶしさに目を細め、笑ってうなずいた。


「今見ると、けっこうおいしそうだよ？」


　面食らったらしい。アコニットは紅い眼めを見開き、ぱか、と小さく唇を開けた。


　それから、ますます不ふ機き嫌げんになって、そっぽを向いた。


「……やめて、そのヘラヘラ顔。胸むねがムカつくわ」


「はは、きっつ……」


「モタモタしないで。……早く頂ちよう戴だい」


「──かしこまりました」


　給きゆう仕じの喜びを感じながら、スプーンを添そえて器を差し出す。


　アコニットのとなりでは、いのりがスプーンを握にぎりしめ、眼で『食べていい？』とおうかがいを立てていた。


　夜が更ふけていく。


　ひんやりとした甘あまさを舌したの上で転がしながら、誓護はふと考えた。


　明日の今頃、自分はどこでどうしているのだろう？


　左手の薬指がかすかにうずく。


　金と銀の二匹ひきの蛇へびが、ルビーとサファイアの瞳ひとみで誓護を見つめていた。


　これから呑のみ込む哀あわれな獲え物ものを、じっくり品定めするように。




　Chapter 4　【罪つみは露ろ見けんす】
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　一階の食堂は、ちょっと妙みようなことになっていた。


　大きなテーブル。真っ白なテーブルクロス。燭しよく台だいにはろうそくが立てられ、可愛かわいらしい火があたたかなディナーを演えん出しゆつしている。


　卓たく上じようには色とりどりの皿。コース料理ではないものの、それに匹ひつ敵てきするバラエティ。ホームパーティふうの賑にぎやかさだ。メニューも変化に富とみ、西洋風から中ちゆう華か、中近東の家庭料理まで幅はば広ひろい。


　その食卓を、表ひよう情じようも体たい格かくも立場も性せい格かくもバラバラな四人が囲んでいる。


　皮肉めいた薄うす笑わらいの姫き沙さ、暗く沈しずみがちな真ま白しろ、場を和なごませようとふんわり微笑ほほえむシスター森もり、そして、むっつりと不ふ機き嫌げんな加か賀が見み。


　こんな状じよう況きようでも、加賀見はきっちりと自分の仕事をこなした。結果、美お味いしそうな香かおりにつられ、女じよ性せい三人がふらふらと集まってきたのだった。




[image: ]


「ふん、滑こつ稽けいだな」


　三人の視し線せんが集中する。視線の中心には姫沙がいた。


「わけのわからないことが起こり、危き険けんな怪かい物ぶつ娘むすめが現あらわれ、外の世界とは見事に切り離はなされた。だというのに、我われ々われは普ふ段だん通りに食事を摂とっている」


　姫沙は上品な手つきでスープをすくい、ひと口飲んで、ほう、という顔をした。


「……食事に関して言えば、普段よりもずいぶんと上等だが」


　加賀見に艶つやっぽい流し目を送る。


　別に色いろ仕じ掛かけを試みているのではなく、目元が知らないうちに上気していて、何となく正面から見ることができないので、自おのずとそうなってしまうのだ。


「……滑稽なのは、そこじゃないだろう」


　加賀見はそちらを見ようともせず、愛あい想そのかけらもない声こわ音ねで言った。


「あの黒い……妙な娘のセリフを信じるなら、ここにいる誰だれかが殺さつ人じん犯はんってことになる。誰がそうかもわからねえのに、同じ食卓で飯を食う──それが滑稽なんだろ？」


「う、うむ、それもそうだな……」


　姫沙はもじもじとうつむいた。スプーンでスープを混まぜ混ぜしつつ、「コイツは違ちがうコイツは違うコイツは違う……」と小さく独ひとり言を言う。


　しばらくは、かすかな食器の音だけが食堂に響ひびいた。


　じりじりとろうそくの火にあぶられるような沈ちん黙もく。


　その焦しよう燥そう混じりの沈黙を破やぶったのは、真白だった。


「あの子、一体何者なんでしょう。教きよう誨かい師し、とか言ってましたけど」


「ふん……」姫沙が鼻で笑う。「何者か、なんて問いに大した意味はないよ。問題はあの怪物娘が何を目的としていて、我々をどうするつもりか……だ」


「……誓せいちゃまは、もうすっかりあの子の味方みたいですけど」


「あの腑ふ抜ぬけめ。アイツときたら、まったくモテないらしいからな。ちょっと綺き麗れいな娘に言い寄よられたら、簡かん単たんにたぶらかされるんだ」


「姫沙さん、それは違います」


　真白は聞き捨ずてならない、という様子で口を挟はさんだ。


「誓ちゃまは常じよう軌きを逸いつしたシスコン野や郎ろうだからおモテにならないんです。普ふ通つうの女の子になんか最初から興きよう味みはありません」


「む、それもそうか。まあ、見るからにイカレきったペド野郎だからな」


「しかもシスコンです。最低の人種です」


「……泣くぞ、アイツ」


　次し第だいにエスカレートする非ひ難なんに、加賀見は同情のこもったため息をついた。


「だが、真ま面じ目めな話」


　姫沙は片かた頰ほおだけで皮肉っぽく笑った。


「もし、ここにいる四人……つまり大人が結けつ託たくすれば、未成年の一人や二人、どうとでもなるとは思わないかね？」


「ほう……」加賀見が面おも白しろそうに問い返す。「できるか？」


「できるさ。怪物娘のセリフじゃないが、我々は皆みな、どいつもこいつもプンプン臭におうよ。まっとうな生き方はしてこなかった……そんなふうに、ね」


　姫沙はゆっくりと、舐なめ回すように一同を見回した。


「本当なら、誰も警けい察さつには関かかわりたくない……違うかね？」


　誰も否ひ定ていしなかった。身じろぎすらしなかった。


「……なら、やるか？」加賀見が無表情で訊きく。


「さて……」


　それは君たち次第だ、というふうに一同を見る姫沙。


「ふん……。ま、私はお断ことわりだがね」


　姫沙は肩かたをすくめ、それから真白に憎ぞう悪おの視線を向けた。


「私は確たしかに悪あく党とうだが、人を殺した人間とは組めないからな」


　真白も負けてはいない。激はげしい憎悪の視線を返す。


「誰のことをおっしゃってるのかわかりませんが、真白もその点は同感です。人殺しは絶ぜつ対たいに許ゆるせませんから」


　二人の視線が空中で激しく火花を散らした。憎悪が憎悪を反はん復ぷくし、怒ど気きをはらんで膨ふくれ上がる。殴なぐり合いにまで発はつ展てんしそうな、そんな空気の中、


「ああ、そう言えば」


　ふと、それまで黙だまっていたシスター森が思い出したように言った。


「あのお嬢じようさん、いつの間にか床を歩くようになりましたわね？」


　一同が振ふり向く。


　どの顔にも同じ疑ぎ問もんが浮うかんでいる。それは一体どういう意味なのか？


　シスター森の発言をそれぞれに受け取り、咀そ嚼しやくし、そして。


　ほぼ同時に、全員が同じ結けつ論ろんに達した。
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　ひょっとしたら最後になるかも知れないディナーが終わり──


　誓せい護ごは後あと片かた付づけを済すませ、使い終わったワゴンを食堂に戻もどした。食堂はささやかな宴うたげの最中で、姫沙、真白、シスター森が加賀見の料理に舌した鼓つづみを打っていた。


　適てき当とうに愛あい想そをふりまいただけで、寝しん室しつの一つへ。


　自分といのりにあてがわれた部屋だ。昼間のうちに荷物が届とどいている。カバンの中から洗せん顔がんセットとタオルを取り出し、誓護は妹に手て渡わたした。


「さあ、いのり。寝ねる前に、歯は磨みがき」


　夕食のときから、いのりは誓護にくっついて離はなれない。誓護も妹を愛いとしく思うので、したいようにさせておいたが、一ひと晩ばん中じゆうそうしているわけにもいかなかった。


　いのりは歯ブラシを受け取ったものの、なかなか離れなかった。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。ここで見てるから。磨いておいで」


　優やさしく諭さとすと、何度も振り返りながら、とぼとぼと洗面台の方へ向かう。


　その一部始終を見届け、アコニットが吐はき捨てるように言った。


「ビクビクの次はベッタリ？　しつけが行き届いてるわね」


　そう言った煉れん獄ごくの淑しゆく女じよは、テレビの上に腰こしかけていた。


「そりゃ君が脅おどかしたからだろ。つうか、君のしつけはどうなってんの？」


　アコニットは耳も貸かさず、


「そろそろ一一時……五時間も使った計算よ」


「言われなくてもわかってるよ」


「あらそう。それで、有ゆう意い義ぎな五時間を経へて、罪ざい人にんの目星はついたのかしら？」


「はは、イヤミがお上手で……」


　誓護は苦く笑しようし、携けい帯たい電話を引っ張ぱり出した。


　確かに時じ刻こくは二三時を回っていた。普ふ段だんなら、翌よく日じつの予習をしながら、悪友と冗じよう談だんメールを応おう酬しゆうしている時間帯だ。セグメントの障しよう壁へきには電波をシャットアウトする性せい質しつでもあるのか、相変わらず圏けん外がいなので、メールは入らない。


　もどかしい反面、気楽だった。もしここでメールが届くようなら、張り詰つめていた気持ちが切れてしまったかも知れない。泣きついて助けを求めたくなったかも……。


「……あの子、どうするつもり？　この部屋で一人ぼっちにするの？」


　誓護はどさ、とベッドに腰こしを投げ出した。ちょうど、それを考えていたところだった。


「ねえ、アコニットさん」


「何よ」


「君、子こ守もりの経けい験けんは？」


　ひく、とアコニットの頰ほおが引きつった。


「…………本気？」


「本気も本気。大おお真ま面じ目め。この状じよう況きようで、僕ぼくが一番信用できるのは君だ」


　いのりを人ひと質じちに取られたら、誓護は何もできなくなる。誰が罪人かわからない以上、真白や姫沙に預あずけることもできない。


「……ふん、面白いことを言うわね」


　アコニットの唇くちびるが侮ぶ蔑べつ的に歪ゆがんだ。


「私は人間とは相あい容いれない……。私が見せたいくつかの力も、貴方あなたには不ふ可か解かい極きわまりないはずだわ。そんな私が信じられるですって？　どうかしてるんじゃない？」


「ほら、それだよ。僕が君を信用する理由」


　くすりと笑いが漏もれてしまう。アコニットはむっとして眉み間けんにしわを寄よせた。


「……わからないわ」


「君ほどじゃないけど、人間にも不可解な力があるのさ。人それを直感と言う！」


　サムズアップ。キメたつもりだったが、アコニットはそっぽを向いてしまった。


「あれ、無む視し？　うわぁ……アコニットさん、ガン無視？」


「……私は視みてたのよ。〝振ふり子〟を通して」


　誓護を監かん視ししていたということだろう。そんなこともできるのか、と誓護は感心した。まじまじと蛇へびの指輪を見る。隠かくしカメラや通信機のたぐいは見当たらない。


「今だって、貴方は人間どもと楽しげに話してた……それは疑うたがってないから」


「違うよ。信用できないからこそ、こんなときでも社交的にふるまえる。人間の生せい存ぞん本ほん能のうさ。お互たがいに刺し激げきしないように気を遣つかってるだけ」


「……あの人間どもと話してみて、疑いが薄うすれたんじゃないの？」


「疑いたくないとは思ったよ。みんな、いい人だから。善ぜん人にんじゃないかも知れないけど、悪人じゃない。あんなふうに人を殺してしまうなんて、信じたくないと思った。でも」


　誓護は苦笑した。それから、投げやりに言った。


「現げん実じつには一人、殺人者がまぎれ込こんでる」


「おばかさん……。同じ人間を疑って、このアコニットを信じるの？」


「あれ、疑って欲ほしいの？」


　アコニットはムスっとした。それから、足をぷらぷらさせ、どこか遠くを見つめた。


「人間って、面めん倒どうくさいのね。疑ったり、騙だましたり……気を遣ったり」


「そんなの、君たちだって同じだろ」


「……どういう意味？」


「にらむなって。君を見てるとさ、人間と同じだなーって思うよ。戸と惑まどったり、怒おこったり──そりゃそうだよな。この世って、君たちがバケツの中で見てる夢ゆめなんだし」


「……違ちがうわ。人界はあくまでも人間どもの夢……。私たちの夢じゃない」


「────」


「でも、貴方の言うことも、わかる。私たちだって、裏うら切ぎられることは、ある……」


　視線を落とし、じっと床ゆかをにらむ。


　何か、触ふれてはいけないものが、白い肌はだのすぐ下にまで浮うかび上がっているように見えた。誓護の胸むねを不思議な罪ざい悪あく感が刺さす。本当は彼女のそんな姿すがたを見ること自体、誓じ護ぶんには許されていないんじゃないかと思った。


「……そっか。で、子守りの経験は？」


「あるわけないじゃない……。私は高こう貴きなるアネモネの出なのよ。そもそも、子こ供どもなんて……キライなのよ。面倒だもの。わがままだし。うるさいし。服を汚よごすし」


「何だと!?　いのりは人見知りだけど、素す直なおだし、大人しいし、お上品なんだよっ」


「うるさいわねぇ……。大体、私と二人きりじゃ、あの子は怯おびえるじゃない」


「そのことなら、きっと大丈夫」


　そのとき、ボイラーの給湯が止まった。


　歯は磨みがきは終わったらしい。歯ブラシをヘアブラシに持ち替かえて、いのりがバスルームから出てくる。一いつ瞬しゆん、アコニットを見て立ちすくんだが、いのりはきゅむっと目をつむり、両手を前に突つき出して、たたたっと兄のもとへ走ってきた。


　誓護はブラシを受け取り、いのりを膝ひざのあいだに座すわらせた。


　リボンを解ほどき、髪かみをすいてやる。誓護の手つきは慣なれている。当たり前だ。五年間、ずっとこうして妹の髪をすいてきたのだ。


　しん、と心が凍こごえた。もう、こうして髪をすいてやることもできなくなるのか？


「いのり……あのね。僕、やらなきゃならない仕事があるんだ」


　誓護は不ふ吉きつな予感を振ふり払はらうように、力強く言った。


「その仕事を今こん晩ばん中じゆうに終わらせないとね、いのりと離はなれ離ばなれになっちゃうかも知れない」


　いのりは弾はじかれたように振り返った。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。きっと成し遂とげてみせる。そうしたらまた、ずっと一いつ緒しよだ」


「…………っ」


「だから、僕が仕事を終えるまで、この部屋で待っててくれる？　眠ねむってていいんだよ。明日の朝、いのりが目を醒さます頃ころには、僕も戻もどってくるからね」


　ぽろり、といのりの眼めから涙なみだがこぼれた。あうあう、と誓護に向かって手を伸のばす。


「はは、何泣いてんの。心配しなくても、寂さびしくないよ～。こっちのお姉ちゃんが一緒にいてくれるから。ちょっと怖こわくてわりと短気でかなり気き難むずかしいけど、きっといのりを護まもってくれる。怖くて短気で気難しいけどね！」


　アコニットのひたいに青あお筋すじが立つ。パチパチと火花が生じ、空気が焦こげた。


　いのりはぽろぽろと泣きながら、兄の側そばを離れ、旅行カバンに取りついた。自分のポシェットを引っ張ぱり出し、中から名めい刺し大のカードを探さぐり出して、誓護に突き出す。


「え？　これ……持って行けって？」


　こく、といのりはうなずく。お守り代わり、ということだろうか？


「これ……幼よう稚ち園えんのときの？　まだ持ってたんだ……」


　それは四年前、いのりがクレヨンで描かいた〈お絵かき〉だった。テーマは『将しよう来らいの夢ゆめ』。特に力作だというので、教きよう諭ゆが好意で写真に撮とり、カードに刷すってくれた物だ。


　驚おどろくほど精せい密みつに描えがかれた教会。白いヴェール、白いドレスの花はな嫁よめ。寄より添そう花はな婿むこ。幸せそうな新しん郎ろう新しん婦ぷは同じ茶色の髪をしている。


「いのりはお嫁さんになりたかったんだよね」


「…………」こく。


「あ、今も？」


「…………」こく。


「前から思ってたんだけどさ。実はこの新郎、僕だったり──なんてことは」


「…………」こく。


「おいおいアコニット、聞いたかよ～？　モテる男はつらいぜ～」


　だらしなくゆるむ。アコニットは心底付き合いきれない、という顔をしたが、誓護はそんなことはおかまいなしで、いのりの頭をいい子いい子した。


「よーしよし、一〇年経たったら結けつ婚こんしような！」


「…………」こくこく。


「できるわけないじゃない……。兄妹きようだいで」


「ちょっとアコニットさんッ!?　少女の夢ゆめを壊こわさないでくださるッ!?」


「……言っとくけど、少女こどもに手を出したら、即そく座ざに烙らく印いんを押おすわよ？」


「せんわッ！　どんな目で僕を見てるんだ！」


「いやらしい目で妹を見てるのは貴方あなたでしょお……」


「見てない！　見てないぞー、いのり～。お兄ちゃんはそんな……ッ」


　いのりは兄の胸むねに飛び込み、強くひたいを押しつけた。


　小さな指を真っ赤にして誓護の上着を握にぎりしめている。


「いのり……」


　鼻の奥おくがツンとした。不覚にも、誓護は泣いてしまいそうになっていた。


　抱だきしめる。ふわっと腕うでになじむぬくもり。やわらかさ。その甘あまい香かおり。肌はだと肌が溶とけ合うような一体感。綿わたのように軽い、地球より重い存そん在ざい。


　しみじみと自覚する。この子は自分のアキレス腱けんだ。唯ゆい一いつの弱点。絶ぜつ対たいの弱み。


　そして妹にとっても、自分はこの世にたった一人の家族。


　切れてはいけない生命線。


　絶対に、死ぬことは許ゆるされない。


　そのことを痛いたいくらいに思い知らされる。痛みは決意に、決意は覚かく悟ごに変わる。


　そして覚悟は、不安を蹴け飛とばす勇気へと。


「大丈夫。いのりに黙だまって、勝手にいなくなったりしないよ」


　何が最後のディナーだ。最後にしてたまるか。


　しんみりしてる場合じゃない。小こ狡ずるく立ち回り、罪ざい人にんと呼よばれる者をいぶり出せ。


「明日の朝、ちゃんとここに戻もどってくるから。そうしたら、一緒に家に帰ろう」


　いのりは目に一いつ杯ぱい涙なみだを溜ためて、


「…………」


　こくり、と小さくうなずいたのだった。
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　いのりを残し、寝しん室しつを出る。


「それじゃ、いのりのこと、よろしく頼たのむよ」


「……ふん」


　アコニットは不満げに眉まゆを歪ゆがめた。舌した打うちでもしそうなしかめっ面つらだ。


「……貴方が不始末をやらかさないか、〝振ふり子〟を通して視みてるわよ。おばかなことをやらないよう、せいぜい気をつけるのね」


「そっちこそ、いのりに変なことするなよな」


「貴方と一緒にしないでよ……」


「してない！　僕したことない！」


「……とりあえず、ここで〝振り子〟を使ってみたら？」


　どうでもよさそうに言う。が、本当にどうでもいいことなら、アコニットは言わないだろう。ひょっとしたら、少しは心配してくれているのかも知れない。


　誓護はほんの一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした。


　断ことわる理由は思いつかない。むしろ推すい奨しようされるべき行動だった。


「オッケー、練習も兼かねてやってみるよ。……あー、でも」


　アコニットの後ろ、寝室のドアに目が行く。扉とびら一枚まいを隔へだてて、その向こうにはいのりがいた。盗ぬすみ見、もしくは盗み聞きでもしていて、ショッキングな──教育的配はい慮りよを欠いた情じよう景けいが再さい生せいされてしまったら、やはり問題だ。


「過か保ほ護ごねぇ……。わかったわよ」


　アコニットはため息をついた。億おつ劫くうそうに扇おうぎを開き、ぶんっと横よこ薙なぎにする。刹せつ那な、黒い渦うずの障しよう壁へきが床ゆかから天てん井じように伸のび、廊ろう下かの一角を占せん拠きよした。


　いくぶん狭せまいながらも、例の『ないしょ話』ドームができあがる。廊下は一時的に通行止めになってしまったが、その分、いのりの安全も確かく保ほされたと言える。


　ためらう理由がなくなってしまったので、誓護は大人しく左手を持ち上げた。その薬指には、アコニットから預あずかった蛇へびの指輪が輝かがやいている。


「これにキスすればいいの？」


「そう……。そして、意い識しきをしぼるのよ。耳を澄すまし、目を凝こらすの。無理に記き憶おくを呼び覚まそうとする必要はないわ。落ち着いて、彼らの呼びかけに応こたえて……」


　誓護は言われるまま意識を集中した。まったくの手て探さぐりだが、とにかく耳を澄まし、目を凝らしてみる。失敗はできない。そう、絶対に失敗してはいけない。


　そっと指輪に口をつけると、早くも外界に変化があった。


　ぼうー、と揺ゆらめく影かげが浮うかび上がる。初めもやもやと不定形だった影は、次し第だいにその色を濃こくし、輪りん郭かくをくっきりとさせていく。


　特に力む必要はなかった。ちょっと意識がぼんやりするが、ぐったり疲つかれるほどでもない。思考力もそれほど低下していない。思っていたよりも楽な作業だ。


　うっすら見え始めたのは、こことまったく同じ廊下だった。時じ刻こくは夕ゆう暮ぐれどきか。窓まどの向こうはほとんど夜。ただ、遠くに見える街まち並なみがまだオレンジ色に染そまっている。


　一瞬、上う手まくいったのかと思った。頭に思い描えがいたものを呼び出せたのかと。


　誓護が再生したかったのは、先ほどの姫沙と真白の会話だった。この廊下は四つの寝室に面しているので、運がよければ二人の会話が拾えるのではと思ったのだが……。


（あれ、この光景──）


　慄然とした。この光景は知っている。見覚えが、ある……。


　セピア色の記憶。心の奥深くに沈しずめた思い出。敢あえて回想を禁きんじた、大切な過か去こ──


　誓護の疑ぎ念ねんを肯こう定ていするかのように、目の前を横切った人影があった。


　利発そうな少年が、憂ゆう鬱うつそうな表ひよう情じようで廊下を歩いている。


（やめろ……やめてくれ！）


　必死に映えい像ぞうをかき消そうとする。ほかのことを考え、別のところを見て、自ら意識をかき乱みだそうとするのだが、消そうとすればするほど、誓護は目の前の情じよう景けいに取り込まれていった。


「これは……貴方ね」


　アコニットが少年の顔をのぞき込こみ、言った。


　そして、誓護がもっとも恐おそれていたことが現げん実じつとなる。







Episode 05







　利発そうな少年が、憂鬱そうな表情で廊下を歩いている。


　寂せき寥りようを感じさせる暗い廊下だ。窓ガラスから漂ただよう冷気に身をすくめ、早足に行き過すぎようとして、その少年──一二歳の誓護は足を止めた。


「あ……」


　小さな女の子がこちらを見ていた。カーテンにくるまって、ぽつねんと立っている。人形みたいだと思ったのは、美しかったからと言うより、生気が感じられなかったからだ。


　衣装も人形じみていた。母親の趣しゆ味みだけで着せたようなふわふわのワンピース。その上から、フリルのたっぷりとした、エプロンふうのスモックを着ている。


　こうして向かい合うのは二年ぶりだったが、誓護は妹の名前を覚えていた。


「いのりちゃん、何してるの？」


　いのりはじっと誓護を眺ながめていた。返事はない。


「僕ぼくがわかる？　わかんないかな？　最後に会ったときは二歳だったもんね」


　やはり答えない。興きよう味みのない動物を見るような、感情の見えない無表情。


「うわぁ、どうしよう……。すごく拒きよ絶ぜつされてるっぽい……。いのりちゃん、ひょっとして、僕のこと嫌きらい……だったりする？」


　反応があった。ゆっくりと、小さくかぶりを振ふる。


「はは……。うん、って言われたら立ち直れないとこだったよ。仮かりにも兄妹きようだいだしね」


　半分だけとは言え、血をわけた兄妹だ。


　と、そのとき──


「あの人は猫ねこ舌じたなのよ！　こんな熱いのはダメよ！」


　突とつ然ぜん、階下からヒステリックな怒ど鳴なり声が聞こえてきた。


「もういいわ！　後はあたしがやるから！」


　キンキンと頭に響ひびく嫌いやな声だ。思い出したくもない。


　一階の食堂で騒さわいでいるらしい。ここまで聞こえてくるのだから、間近で聞かされた方はたまったものじゃないだろう。誓護は手伝いのシスターに同情した。


　いのりが縮ちぢこまり、カーテンの中に隠かくれてしまう。


　過か剰じような反はん応のう。気になる仕草だった。何となく立ち去りがたくなっていると、


「ほんっと、使えない！　だからちゃんとした料理人を雇やとえって言ったのに……」


　ブツブツ言う声とともに、ハイヒールの靴くつ音おとが近付いてきた。


　一瞬、その場を逃にげ出してしまいたい衝しよう動どうに駆かられた。


　が、踏ふみとどまる。それは敵てき前ぜん逃とう亡ぼうみたいで気に入らない。誓護は親に口答えもしない少年だったが、どうして僕が逃げなくちゃならないんだ、と思うくらいには反はん抗こう期きだった。


「やっほー。お久ひさしぶり、誓護さん」


　目ざとくこちらを見つけ、馴なれ馴れしく声をかけてくる。


　母は両手に一つずつ、湯気の立つマグカップを持っていた。相変わらず『歩く宝ほう石せき屋や』で、夕ゆう闇やみの中、彼女の周辺だけがギラギラと不ふ潔けつな明るさを保たもっている。胸むねが悪くなるほどに強きよう烈れつな香こう水すいの匂におい。誓護は何となく食虫植物をイメージした。


「……こんにちは、有ゆ希きさん」


「あーら。お母さまとは呼よんでくれないの？」


「……すみません、お母さま」


　言うまでもなく、誓護はこの母が嫌いだった。二年前に事実上の別べつ居きよが始まり、正直言ってほっとした。これで彼女が昼間から男を引き込もうと、一日中パチンコ屋に入り浸びたろうと、今以上には嫌わずに済すむと思ったから。だが、それは甘あまい見通しだったようだ。会うたびに嫌けん悪おの情じようが募つのる。何から何までカンに障さわる女だった。


　だが、それも今日までだ。父との離り婚こんが成立すれば、二度と顔を合わせないで済む。


「ま、いいけどぉ。ママは寛かん大だいだから、許ゆるしてあげる」


「どうも……」


「それにしても、年々可愛かわいくなるわね～」


　有希はちろりと唇くちびるを舐なめた。


「うふん、ママがいろいろ教えてあげようかしら？」


　すっと背はい後ごから体を押しつけてくる。触しよく手しゆにからめとられるようなおぞましさ。襟えりのあたりに生温かい息がかかり、首くび筋すじにびっしりと鳥とり肌はだが立った。


「や、やめてください……っ」


　上ずった声で抵てい抗こうする。力ちから尽ずくで跳はねのけるほどの勇気は、当時の誓護にはまだない。


「い、いのりちゃんが、見てますよ！」


「あら……アンタ、いたの」


　いのりは必死に身を縮め、すみっこで小さくなっていた。


「……ふん、ちっともなつかないのよね～。可愛くなーい」


　唾だ棄きするような言葉。その直後、有希はこう言った。


「何でこんなの産んじゃったかなあ……」


　一七歳の誓護なら、間ま違ちがいなくこぶしを叩たたき込んでいた。


　だが、一二歳になったばかりの誓護は、まだ心がかよわかったのだ。


　大人は間違わないものだと心のどこかで信じていたし、両親は立りつ派ぱな人間だと、そうあって欲ほしいと、あれほど裏うら切ぎられても、まだ心のどこかで期待していた。


　その気持ちを踏ふみにじられ、めちゃくちゃにされ、ゴミ箱に投げ捨すてられた。


「陰いん気きな子……。ほらほら、笑ってみなさいよ。ばぁーか」


　いのりが反はん応のうを返さないのを見ると、有希は大きな舌した打うちをした。すぐに興味を失くしたらしく、たるんだ尻しりを振り振り、バルコニーの方へと歩いて行った。


　誓護は震ふるえた。傷きずついた、などという段だん階かいはロケット推すい進しんで過ぎてしまった。


　生まれて初めて、明確な憎にくしみを覚えた。人間というものが他人をここまで憎めるものなのだと、初めて知った。誰だれかを殺したいと思ったのも初めてだった。


　階段の手すりにひたいを預あずけ、はあはあと荒あらい息を吐はく。己おのれの感情を持て余あまし、どうしていいかわからない。全身をどす黒い血が回る。それも初めての経けい験けんだった。


　数分ほどもそうしていただろうか。ふと、脚あしにやわらかい布ぬのが触ふれ、我われに返った。


　ふわりとしたスモックだ。人形のような少女が下から誓護の様子をうかがっている。


「……だい」


「え……」


「じょうぶ……？」


　刺さされたように肋ろつ骨こつが痛いたんだ。胸むねが潰つぶれそう、というのはこの感覚か。


　誓護は自分を恥はじた。僕は何をヘコんでる。僕が傷きずついたような顔をしていて、いいはずがない。だって、本当に踏みにじられたのは、この子の方じゃないか……。


「うん。ありがとう」


　やっとのことで笑え顔がおをつくる。誓護はその場にかがみ、少女に目め線せんを合わせた。


「何か、あべこべだね。僕がしっかりしなくちゃいけないのに……」


　頭をなでようと手を挙げると、いのりはびくっとして身を引いた。


　衝しよう撃げきだった。この少女がどんな扱あつかいを受けているか、一いつ瞬しゆんで理り解かいできた。


　それでも内心の動どう揺ようを隠かくし、笑顔を崩くずさずに、ゆっくりゆっくり手を伸のばす。


「……ごめん、脅おどかしちゃった？」


　そっと、壊こわしちゃいけない美び術じゆつ品ひんに触れるよりもそっと、いのりに触れた。


　パサついた髪かみ。首くび筋すじにはあせもができている。頰ほおの黄色は汚よごれじゃなくて内出血だ。


　実母の愛情を受けられず、カーテンにしがみついているしかない──この幼おさない妹が憐あわれで、愛いとしかった。


　温度を確たしかめるように、優やさしく二回、頭をなでた。


「いのりちゃんはいい子だなぁ……」


　もう二回。いのりの頰に、ほんのりと赤みが差す。


　いのりは目を閉とじ、気持ちよさそうに息をついた。小さな体から力が抜ぬける。


　誓護は声を上げて泣きたくなった。


　こんな小さな女の子が、どんな痛みを背せ負おって生きてきたんだろう？


　僕が『顔を合わせないで済すむ』と喜んだ人と、どんなふうに暮くらしてきたんだろう？


　ふと、いのりがふるっと震ふるえた。


「寒い？　ここ、冷えるもんね。シスターたちのところに行こう──」


　いのりの手を取ろうとして、そのことに気付く。


　紅葉もみじのような手が、小さなスプーンを握にぎりしめていた。


　柄えの装そう飾しよくに見覚えがある。食堂で使っているものだ。持ってきてしまったのか。


「あ、おままごとしてたんだ？」


　ふるふる、と首を左右に振ふる。


「チョコレート」


「うん」


「げんきになる……」


「うん」


「おくすり」


「……うん？」


　いのりはスモックのポケットから親指大の塊かたまりを取り出した。


　そっと渡わたしてくれる。硬かたい。銀紙に包まれている。どうやらチョコレートらしいが、市し販はん品ひんじゃない。形も飾かざり気がなく、職しよく人にんの手によるものとは思えなかった。


「……たべちゃ、だめなの。パパのだから」


「父さんの？」


　父は酒を飲むが、若わかい女じよ性せいに好みを合わせ、甘いものも苦としない。確かにチョコレートは嫌きらいじゃないが……子こ供どもに食べさせないほどケチでもない。


「でも、ママにも」


「うん」


「げんきになってほしい……」


「あ、有希さんのか」


　一二歳の誓護も今と変わらず聡さとかった。


　だから、もう違い和わ感に気付いている。


　あの人が持ち込んだ、チョコレート。


　──父さんに、食べさせる？


「いのりちゃん……。このチョコ」


　やめろ、その先は……。一七歳の誓護は心の中で叫さけんだ。その甲か斐いもなく、一二歳の誓護は確かめてしまう。当然だ。これは過か去こ、既すでに起こってしまったことなのだから。


「そのスプーンで……溶とかしたの？」


「うん。ひとつ」


「なに」ひくっと、喉のどが変な音を立てる。「何に、溶かしたの……？」


「あのね、おてつだいしたの」


「うん……偉えらいね。誰のお手伝い……？」


　いのりはちょっぴり胸むねを張はって、得意げに言った。


「おだいどころ」


　目の前が真っ暗になった。


　ホットチョコレート。離り婚こん。別べつ居きよ。慰い謝しや料りよう。浮うわ気き。断だん続ぞく的な思考が浮うかんでは消えていく。協議。昼間から男を。加速する思考に言語が追いつかない。元気になる。スプーン。ママにも。スモック。おくすり……。


　おてつだい。


　ずしん、と手の中のチョコレートが重くなる。


　錯さつ覚かくだ。そんなのはわかってる。銀紙から黒々とした妖よう気きが溶け出して見える。それも錯覚だ。まとわりつくような恐きよう怖ふ。それだけが現げん実じつのもの。


　まさか。


　いや、間ま違ちがいない。


　あれから何分経たった？　三分……いや、五分か？　殺すつもりで用意した劇げき薬やくを、殺すつもりで飲ませたのなら、それは致ち命めい的な時間の経けい過かだ。


　先ほどとは違う理由で、誓護は震えた。指先から血の気が失うせる。


「そのスプーン、……舐なめた？」


「ううん。おくすりだから」


「……いのりちゃんは偉いね。優しいし、お行ぎよう儀ぎがいいね」


　髪をなでる。いのりは嬉うれしそうに笑った。


「でも、このチョコのこと、誰にも言っちゃいけないよ」


「…………？」どうして、と問うように小首を傾かしげる。


「いいことをしたときはね、そのことを言っちゃいけないんだ。言いふらすより、黙だまってる方がもっといいことなんだよ。神様はちゃーんと見てるからね」


　いのりは誓護を疑うたがおうともせず、素す直なおにうなずいた。


　健けな気げな姿すがただった。


　誓護はたまらなくなり、涙なみだをこらえ、少女を抱だきしめた。


　この先──このいたいけな少女を護まもれる人間がいるとしたら、それは自分だけだ。


　叔お父じが失しつ踪そうしているため、父の身内は既すでに遠とお縁えんばかり。仮かりに親族がいたとしても、心からは信しん頼らいできないのが桃もも原はらの一族だ。父は優すぐれた経けい営えい者しやだったが、敬けい愛あいされる素そ質しつには欠けていた。父亡なき後、グループ全体がガタガタになるのは目に見えている。さまざまな欲よく望ぼうと軋あつ轢れきからいのりを護り、損そん得とく抜ぬきで愛し育むことができるのは……。


　この世にただ一人、僕だけなんだ。


　ごく短時間で、誓護は覚かく悟ごを決めた。


　いのりの手から慎しん重ちようにスプーンを取り上げ、駆かけ出す。まずは階かい段だんへ。急ぎ厨ちゆう房ぼうの状じよう況きようを見み極きわめ、隠かくすべきは隠し、矛む盾じゆんが生じないようにしなくてはならない。





　このときから、兄の孤こ独どくな戦いが始まった。







Episode 34







　映えい像ぞうは次し第だいにもやがかったようになり、薄うすれ、やがて見えなくなった。


　ただ、カーテンに染しみついていた五年前の汚よごれ──毒を含ふくんだチョコレートの染みが、名な残ごりを惜おしむように、いつまでも青い燐りん光こうを放っていた。


　誓護は床ゆかに這はいつくばり、はあはあと荒あらい息を吐はいていた。


　過か去この再さい生せいをやめさせようと念をしぼり、精せい神しんを磨ま耗もうしたのだ。それは念力でテレビのチャンネルを変えるようなもので、要するに、まったく効こう果かがなかった。


「……ずっと、不思議だったのよ」


　アコニットは抑よく揚ようのない声で、独ひとり言のように言った。


「貴方あなたは、人間にしては頭が回る方だった。理り不ふ尽じんな状況にもすぐに順じゆん応のうした。冷静に、冷れい徹てつに計算していた。その貴方が……なぜ残滓条痕フラグメントの収しゆう集しゆうを急がなかったのか」


　誓護はまだ息を整えている。


「だって、おかしいでしょう？　貴方は『覗のぞき見は趣しゆ味みが悪い』なんて言ったけど、モラルを持ち出す余よ裕ゆうなんてなかったはず……。あのとき、貴方はまだ遡及編纂デフラグメントの仕方を知らなかった。それがどんなもので、どれだけ時間がかかり、どれだけ手間なのかを、まったく。何も知らないくせに、試ためしてみようともしなかったわ。それは貴方という人間の傾けい向こうから外れてた……らしくなかった」


　返事ができない。いや、その必要がない。何もかもアコニットの言う通りだから。


「誓護。貴方は怖おそれてたのね」


「…………」


「残滓条痕フラグメントを集める過か程ていで、この事実が露ろ見けんしてしまうことを。つまり、貴方の両親を死に至いたらしめたのが、貴方じゃなく──」


「言うな！」


　叫さけんでしまう。無む駄だなことだと知りながら。


　ふ、ふ、とかすれた笑い声が漏もれた。誓護は脱だつ力りよくし、仰あお向むけに転がった。


「はは……悪いことってのは、上う手まくいかないもんだなぁ……」


　ぼんやりと天てん井じようを眺ながめる。疲つかれたような顔に、むしろ晴れ晴れとした笑えみがあった。


「騙だまし通すつもりだったのにさ。君の言う通り、僕はおばかさんだ。バカもバカ、大バカだよ。チョコを溶とかした厨房とか、有希さんの寝しん室しつがマズイってのは意い識しきしてたのに……一番肝かん心じんなシーンがどの場所で起きたのか、すっぽり抜け落ちてたんだもんな……」


「……〝振ふり子〟の完全な統とう制せいは私たち煉れん獄ごくの使徒でも難むずかしいわ。まして、にわか使徒の貴方では……深しん層そうに強く刻きざまれた記き憶おくを嫌いやでも呼よび覚ましてしまう」


「あれ、慰なぐさめてくれてるの？」


「……コケにしてるのよ」


　誓護は寝ね転ころがったまま、目だけでアコニットを見上げた。


「さすがにもう、誤ご魔ま化かせない……かな？」


　アコニットは答えない。答える必要もない。


「……そうだよ。君が思ってる通り」


　ため息とともに吐き出す。


「いのりが、毒を混まぜちゃったんだ」


　言葉は反はん響きようすらしなかった。セグメントの障しよう壁へきに吸すい込こまれ、すぐに静せい寂じやくが還かえる。


「どう考えても過か失しつだよ。それに、子こ供どものしたことだ。ありのままを警けい察さつに言っても、何のおとがめもなく、いのりが責せめを負うことはなかった。むしろ、僕ぼくが余よ計けいなことをしたせいで、秘ひ密みつという十じゆう字じ架かをいのりに背せ負おわせちゃったのかも知れない。でも──」


　うつ伏ぶせになり、冷たい床にこぶしを叩たたきつける。


「いのりはまだ四歳だったんだぜ？　あんなちっちゃな子にさ、この先ずっと殺人者として生きて行けだなんて、酷こくだろ！」


「……子供の記憶はあやふやなものよ」


「いのりが覚えてなくたって、周りは忘わすれない。いのりもいつか気付く。そして、きっと苦しむ。そんなの、僕は絶ぜつ対たいに許ゆるせない。……認みとめられない」


　てのひらの肉が裂さけるほど、こぶしを握にぎる。


「だから、僕は決めたんだ。この事実を誰にも知らせない。想そう像ぞうすらさせない。生しよう涯がい、死ぬまで隠し通してやる。万一露見しそうになったときは、僕が全てを引き受ける。こんなものを背負うのは僕だけで十分──いのりには絶対、背負わせない」


「ふん……。妹の罪つみをかぶって、身代わりになるですって？」


　アコニットは鼻で笑った。いや、むしろ怒おこっているらしい。扇おうぎを振ふり回し、いつになく大おお仰ぎような動きで、ひと息にまくしたてる。


「煉れん獄ごくをナメてるんじゃない？　地獄という言葉の意味を本当にわかってる？　そこは永えい遠えんの牢ろう獄ごくよ。見み渡わたす限かぎりの人じん外がい境きよう──灼しやく熱ねつの海や、酸さんの泉いずみや、剣けん山ざんの荒こう野やが続く異い形ぎようの世界。全すべてが嗜虐の遊ゆう戯ぎに都合よく、亡もう者じやを苦しめるためだけに造つくられた歪ゆがんだ環かん境きようなのよ。硫い黄おうの大気は吸すい込むだけで肺を焼き、酸の雨は浴びるだけで肌はだをただれさせる。渇かわきを癒いやすものはなく、飢うえを満たすものは同じ人間の肉しかない。罪人どもは互たがいの腐ふ肉にくをあさり、あばら骨ぼねをしゃぶり、臓ぞう物もつを引きずって過すごすのよ。いつまでもいつまでも──気の遠くなるような時間をね。人じん格かくが壊こわれるまでに、貴方は百ひやく万まん遍べんも後こう悔かいするわ」


　聞いているうちにおかしくなり、誓護はくすくすと笑い出した。


「何よ……ふざけてるの？」


「案外バカだな、アコニット」


「なん──」ムカッ。「何ですってぇ……？」


「逆ぎやくだよ、逆。全部、逆。そんな恐ろしい場所だからこそ」


　顔を上げ、穏おだやかに微笑ほほえむ。


「いのりを絶ぜつ対たい、行かせないんだろ」


　こつん、と黒い扇が床を叩く。アコニットが取り落としたのだ。


　紅あかい瞳ひとみが呆ぼう然ぜんと誓護を見下ろしていた。信じられないものを見たように。唇くちびるがかすかに開き、何事かを言おうとしたが、言葉にはならなかった。


「僕は百万遍も感かん謝しやするよ。どんな責せめ苦を受けるときも。いや、痛いたみが烈はげしいときにこそ。この痛みがいのりを襲おそわなくてよかった、ってね」


「……貴方、イカレてるわ」


「これがイカレるってことなら、むしろ大だい歓かん迎げい」


「いい加か減げんにして！」


　ついに、アコニットは声を荒あららげた。どん、と足を踏ふみ鳴らし、


「私が聞きたいのはそんなことじゃない！　どうしてそこまで執しゆう着ちやくできるのか、それを」


「あー、はいはい、ＯＫＯＫ。君が理り解かいしないなら僕は何度でも言うよ」


　やれやれとため息をつき、それから口を開く。


　嚙かんで含ふくめるようにゆっくりと。


「あの日、あのとき、僕は生しよう涯がいいのりを護まもると決めたんだ。その決定は、相手が神さまだろうと、悪あく魔まだろうと、教きよう誨かい師しだろうと──絶対に、覆くつがえらない」


　アコニットは絶ぜつ句くした。気け圧おされているのか、何も言えない。ただ、まだ納なつ得とくはしていないらしく、もどかしそうに唇を嚙み、顔を歪ゆがめていた。


　誓護は身を起こし、その場にあぐらを組んだ。ちょっとおどけた口ぶりで、


「さて、では真相を踏ふまえた上で尋たずねたい。君はどうする、アコニット？」


「────」


「君は全てを知った。それでどうする。この問題をどう裁さばくんだ？」


　アコニットは忌いま忌ましそうに奥おく歯ばを嚙んだ。


「どうもこうもないわ。こうなった以上、貴方あなたとの契けい約やくは破は棄き──」


「おっと！　そりゃないぜアコニットさん。アンタ、はっきり言ったじゃないか」


　眉をひそめる。「……どういう意味？　私が何を」


「夜明けまでに教誨師の務つとめを果たせたら、毒殺の罪を見なかったことに、告白は聞かなかったことにする──だろ？　君は、誰の罪とは言わなかった」


「……だから、うなずいたって言うの？」


　返事の代わりに、にやりと笑って見せる。


　アコニットは、それはそれは苦々しげな渋じゆう面めんをつくった。


「……やっぱり私、貴方が嫌きらいだわ。人間にしては利口すぎるもの」


「僕のことなんか嫌ってくれてかまわない。でも」


　誓護は床に両手をつき、土ど下げ座ざの姿し勢せいで懇こん願がんした。


「頼たのむ……」


　すがりつく想おもいで見つめる。視し線せんの力比くらべ。ほとんどにらみ合いに近い。


「……ふん。頼む、ですって？」


　そんな誓護の視線を一いつ蹴しゆうし、アコニットは嘲あざ笑わらった。


「下げ僕ぼくが主人を言いなりにしようなんてナマイキだわ。そういうナマイキなことは」


　すっと、横に視線を外し──


「務めを果たしてから言うのね」


　その言葉の意味を理解するのに、数秒かかった。


「あ……」


「……ふん」


「ああ……」


「……何よ」


「ありがとう！」


　誓護は飛び起き、アコニットに駆かけ寄よった。そのまま手を握にぎりしめ──いや、もはや体を抱だきしめたいと思ったのだが、バチッと黒い稲いな妻ずまが進路をふさぎ、それは叶かなわなかった。


　ビリッバリッと激げき烈れつなしびれが脳のう髄ずいを貫つらぬく。指先から輪切りにされるような痛みとともに、両りよう腕うでから煙けむりが上がった。あわてて床ゆかを転がり、消火する。


「何すんだよ!?」


「このアコニットに向かって、ばかって言ったでしょう。その分よ」


　アコニットは腕を組み、『フン！』という感じで、そっぽを向いた。


「……ったく。その放ほう火か癖ぐせがなけりゃ、ちょっとは可愛いんぎゃあああ!?」


「おばかさん……浮うかれるのはまだ早いんじゃない？」


　アコニットは扇を開き、横目でこちらを見た。


「わかってるんでしょうねぇ……？　私は私の言葉を守っただけ。貴方の言い分ももっともだと思ったから、賭かけを続けると言っただけ」


　出で逢あった直後に見せたような、怖ろしげな笑みを浮かべる。


「愚図でのろまでおばかさんの貴方は、ちっとも捜そう査さを進めてない……あら、もう夜明けまで七時間もないわよ？　日が昇のぼるまでに罪ざい人にんを見つけ出せなかったら、そのときは」


　ふっと、アコニットが笑みを消した。


「貴方の代わりに、あの子が行くのよ」


　じっと確たしかめるような眼まな差ざし。その瞳を誓護は美しいと思った。


　地じ獄ごくの業ごう火かがこんな色なら、奈な落らくの暮らしも悪くない。


　誓護はいつも通りの軽い笑顔を浮かべ、心の底からこう言った。


「そのときは、僕も行くさ」







Episode 35







　アコニットは寝しん室しつに戻もどり、約束通り、いのりの番をしていた。


　いのりは大人しかった。先ほどの『兄の諭さとし』が効きいたのか、単にそれどころじゃないのか、アコニットにもさほど怯おびえず、ベッドのすみっこでさめざめと泣いていた。そのうちに泣き疲つかれてしまったらしく、栗り鼠すのように丸まって眠ねむってしまった。


　アコニットはもう一台のベッドの上で膝ひざを抱かかえて座すわっていた。いのりと同じようにすみっこに陣じん取どり、ブツブツとつぶやいている。


「愚おろかな人間……。おばかだわ。おばかの極きわみ」


　誓護の監かん視しなどそっちのけで、もの思いに耽ふける。


　疑ぎ問もんは尽つきない。特に、誓護の言動がまるで理り解かいできなかった。


　誓護は妹を護まもると言った。


　自分がそう決めたのだと。その決定は絶対で、決して覆くつがえらないのだと。


　それがアコニットにはわからない。そして、腹はら立だたしい。


　妹だから？　血がつながってるから？　血って何？　命を懸かけるほどの絆きずななの？


　たまたま同じ家に生まれただけ。


　あの兄妹きようだいは母親が違ちがう。一いつ緒しよに過ごした時間も短い。


　それでもなお、一二歳の誓護は即そく断だんした。一生のあいだ、妹を護ると。


　同どう情じよう、だったのか。


　わからない。


　わかっていることはただ一つ。


　成長した誓護にはいささかの迷まよいもない。妹を護ること、それが彼の至し上じよう命題であり、彼の正せい義ぎだ。その一点で、彼は完全に思考停止している。


　もし、『生まれ』によって絆の強さが決まるなら──


　いや、生まれに限かぎらなくていい。


　ともにいた時間。親愛の情。触ふれ合った気持ち。そういったもので決まるなら。


（なぜ、私は……）





　このアコニットは、裏うら切ぎられなければならなかったのだろう？





　胸むねが痛いたむ。鉄の杭くいを押おし込まれたように。この感じは嫌きらいだ。きゅきゅ、と軋きしむ胸きよう骨こつ。凍こごえるように冷たい。たまらなくなる。ぽっかりあいた穴あなを風が吹ふき抜ぬけているのに、埋める方法がわからない。自分がひどく無力で、つまらない存そん在ざいに思えてくる。だから嫌だ。こんなのはらしくない。アコニットじゃない。私はそうじゃない。私は……。


　ふっ、と照明が消えた。


　アコニットはきつく目をつむっていたが、それでも明るさの変化に気付き、はっとして目を開けた。


「ふん……。何事？」


　停電だ。


　電力の供きよう給きゆうが断たたれると、当然ながら電化製せい品ひんが動きを止める。空間を支し配はいしていたわずかな物音──冷れい蔵ぞう庫こや空調の音がすべて止まり、息苦しいほどの静けさが襲おそってきた。


　自分の鼓こ動どうを耳元に聞きながら、アコニットは思いを巡めぐらせた。ひょっとして、セグメントの障しよう壁へきが送電線まで分ぶん断だんしてしまったのか。


　誓護はどうしたかしら、と考える。


　闇やみの中でオロオロしてるんじゃないかしら。人間は臆おく病びようで、おまぬけだから。


「……私は、怖こわくないわ」


　わざわざ声に出して言う。


「このアコニットは動じもしない。全然平気よ、ほら……」


　アコニットはずかずかと歩き出した。机つくえとかベッドとか照明とか、あちこちぶつかりながら、優ゆう雅がさのかけらもない動きで、あわただしくドアの方へと向かう。


　外の様子を確たしかめるべく、そっとドアを開ける。


　やはり、完全に停電らしい。照明は落ち、非ひ常じよう灯とうだけがついている。廊ろう下かはひっそりと静かで、まるで物音がしなかった。


　ふと、廊下の突つき当たりに目が吸すい寄よせられた。


　闇の中に、ぬぼー、と白いものが浮うかんでいた。


　白い服だ。ゆったりとしたロングのスカート。ふわりふわりと揺ゆれている。


　アコニットはぎくりとした。


「…………残滓条痕フラグメント？」


　人ひと影かげはうっすらと透すけていた。向こう側の壁かべが見える。淡あわい燐りん光こうを放ち、周囲を光の粒りゆう子しが舞まっている。何とも幻げん想そう的で、そして不気味な光景だ。


　亡ぼう霊れいが存在しないと知っていれば、怖くないかと言えばそんなことはない。


　存在しないはずのものが見えてしまう恐きよう怖ふは、むしろ大きい。


「誓護…………そこにいるの？」


　過か去この残ざん滓しが再さい生せいされているのなら、当然、そうなる。そうじゃないとおかしい。


　だが、闇の中から答えはなかった。耳に痛いほどの静せい寂じやくがアコニットを包む。


　白い女は相変わらずゆらゆらと、音もなく揺れていた。人相ははっきりしない。そのくせ、微笑ほほえんでいるのがわかる。真っ赤な唇くちびるが裂さけ、ちろちろと舌したがのぞく。


「ふん……、脅かしてるつもり？　下げ僕ぼくのくせに返事もないなんて、どういう了見──」


　一歩そちらへ踏ふみ出した瞬しゆん間かん。


　ずぶり、と生々しい感かん触しよくとともに。


　板いた状じようの鋭えい利りな金きん属ぞくが、背はい後ごからアコニットの腹はらを貫かん通つうした。


「────」


　とっさには声も出せない。


「……………………あ、ら？」


　刃は物ものだ。衣服をたやすく切り裂さき、やわらかい肉をかきわけ、臓ぞう腑ふを貫つらぬいた刃物の一いち撃げき。


　ぶしゅう、とまるで袋ふくろに穴があいたように、血が染み出した。


　根こそぎ力を持っていかれる。


　全身が硬こう直ちよくした。足ががくがくと痙けい攣れんし、まともに立っていられない。


　アコニットは自分の迂う闊かつさを呪のろった。


　注意が足りなかった。思し慮りよも足りなかった。


　遠くの白い影かげに気を取られ、すぐ近くの黒い影を見落としていた。


「に……、人間……？」


　今このとき、アコニットの背後には、黒く、重く、生なま臭ぐさい生き物が存そん在ざいしていた。


　反はん射しや的に帯電する。パッ、パッ、とひらめく小さな火花。銀の髪かみを黒い電流が伝い、眉み間けんのあたりに集まってくるが、しかし炸さく裂れつするには至いたらない。静電気のように力なく、稲いな妻ずまが四方に逃にげていくのを、アコニットはどうすることもできなかった。


　ずっ、と刃物が引き抜ぬかれた。その反動でバランスを崩くずし、膝ひざをつく。どしゃどしゃと惜おしげもなくぶちまけられる血けつ液えき。取り落とした扇おうぎが血だまりに沈む。


「…………く」


　誰だれ──？


　アコニットは必死に振ふり向き、闇に目をこらした。


　襲しゆう撃げき者しやの人相は判はん然ぜんとしない。黒いシルエット。不気味なほど大きく感じる。


　幕まくを下ろすように、視し界かいが急速に閉とじていく。本ほん能のうが全力で叫さけんでいる。目を閉とじるな。動きを止めるな。そうしたが最後、お前の存在は消しよう滅めつする！


　しかし、その叫さけびに応おうじるだけの余よ力りよくがない。


　襲撃者が刃物を振りかぶった。アコニットの頸けい動どう脈みやくを狙ねらっているらしい。


「う……、せ……」


　思わず唇からこぼれた言葉は、長い歳さい月げつをともに過すごした者の名ではなく、知り合って間もない、愚おろかで、ちっぽけで、妹のためなら地じ獄ごくも恐おそれない──


「誓、護……」


　──『おばか』な人間のものだった。




　Chapter 5　【反転】









Episode 02







「ねえ。その退たい屈くつな風景を、飽あきもせずに眺ながめてるのはなぜだい？」
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　自分でもはっきりわかるほど、アコニットは重じゆう傷しようだった。


　常じよう識しき的に考えて致ち命めい傷しよう。軽く見積もっても致命傷。残り時間がどれだけかの違ちがいだ。


　思考力が鈍にぶり、何もわからなくなる。そのまま消し飛びかけたアコニットの意い識しきは──


「……あ」


　不意に出しゆつ現げんした少女の気配で、風の吹ふき戻もどしのように戻ってきた。


　いのりだ。いのりが開けっ放しのドアの前で、怯おびえきって棒ぼう立だちになっている。


　目が醒さめたのか。何て間の悪い……。アコニットは歯ぎしりしたい気分だった。


　襲撃者がそちらに手を伸のばし、捕つかまえようとする。とっさにその足を払はらうと、力んだ拍ひよう子しに腹はらから血があふれた。人間と同じ、赤い血液。


　敵てきは床ゆかに叩たたきつけられ、いのりの方へと転がった。


　体が一〇倍も重い。それでも気力を振りしぼり、アコニットは壁かべ伝づたいに立ち上がった。


　いのりを寝しん室しつへ……いや、それはだめだ。傷きずついたアコニットよりも襲撃者の方が素す早ばやい。そして、襲撃者はいのりよりも敏びん捷しようなのだ。鍵かぎをかける前に刃は物ものが届とどく。


「こっちへ……早く！」


　我われながら滑こつ稽けいだった。自分は相当に怖おそろしい形相をしていたはずだ。私は地じ獄ごくのアコニット。人間の子こ供どもなど、泣いて逃にげ出すに違いない。


　ところが、いのりはきゅっと目をつむって、素す直なおにこちらへと駆かけてきた。


（……おかしな兄妹きようだい）


　地獄の使いを恐れないとは。──信じるとは。


　襲撃者が飛び起きる。間かん一いつ髪ぱつ、いのりが相手の指をすり抜ぬけた。


「下がって。私の後ろへ……」


　いのりを背せ中なかに隠かくす。いのりが怯えるたび、誓せい護ごがよくこうしていた。


　襲撃者は悔くやしそうに舌した打うちした。だが、してやったり、と思う余よ裕ゆうはアコニットにはない。萎なえそうになる膝ひざを励はげまし、襲撃者をにらみつけるので精せい一いつ杯ぱいだ。


　鉄の味が口の中一杯に広がった。


　上がってくる胃い液えきにも血が混まじっているらしい。胃に穴あなをあけられたか？


　唇くちびるの端はしに血けつ泡ぽうが溜たまる。傷は肺はいにまで届いている？


（誓護……。答えなさい、誓護……）


　左手の指輪を意識し、強く呼よびかける。


（聞こえないの？　まったく……本当に使えない……）


　誓護が使えないのではなく、能のう力りよくが使えないのだ。


　指輪を通してメッセージを送りたいのに、指輪はうんともすんとも言わない。アコニットの体力は既すでに限げん界かいに達し、魔ま力りよくのたぐいが一いつ切さい使えなくなっている。


　扇おうぎが手元にあれば、闇やみの障しよう壁へきを呼び出せる。


　深手を負っていなければ、地獄の雷霆いかずちを召しよう喚かんできた。


　二つの〝振ふり子〟がそろっていれば、人間の攻こう撃げきなど当たる道理もない。


　だが今は、乙女おとめのかよわき肉体がひとつきりだ。


（ふふふ……おばかさん……）


　ここまで追い詰つめられてしまうと、逆ぎやくに愉ゆ快かいになってくる。何よりおかしいのは、こんなひどい状じよう況きようにもかかわらず、


（おばかさんだわ──アコニット）


　まったく逃にげようとしない、自分自身だった。
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「ふふ……。お互たがい、残念ねぇ……？」


　笑い声に反はん応のうし、襲しゆう撃げき者しやはあわてて飛びのいた。姿し勢せいを低くする。どうやら、アコニットが放つ稲いな妻ずまを警けい戒かいしたらしい。アコニットは苦く笑しようした。愚おろかな人間……。もしも稲妻を呼び出せるのなら、そんな防ぼう御ぎよ姿勢には何の意味もない。


「私は……ねぇ、煉れん獄ごくに名だたる……アネモネの血族……」


　胸きよう中ちゆうで己おのれに言う。震ふるえるのをやめなさい、私の唇。さもないと、嚙かみ千切るわよ。


「故ゆえに、このアコニットは……ひとたび交かわした契けい約やくを……決して違たがえない」


　人間とは相あい容いれないとか、護ご衛えいなんてグリモアリスの役目じゃないとか、そんなことは関係がなかった。深手を負っていることも、魔力に頼たよれないことも、何の言い訳わけにもならない。話はもっとシンプルだ。ただ単たん純じゆんに、ひとたび身み柄がらを任まかされた以上──


（絶対に、護まもり抜く！）


　アコニットは顔を上げた。くっと背せ筋すじを伸のばし、仁に王おう立だちになる。


　武ぶ器きはない。盾たてもない。腕わん力りよくもない。体力もない。


　それでも、まだ意識がある。


　意識は告げている。務つとめを果たせ。契けい約やくを履り行こうせよ。誓ちかいのままに。護るべき者を。


　それが、お前の法規ルールだと。


（ぁあ……、そういうこと……）


　襲撃者が油ゆ断だんなく刃やいばを構かまえ、こちらににじり寄よってくる。その接せつ近きんをなす術すべもなく見守りながら、アコニットはかすかに笑った。


　完全に、とはいかないが、少しなら、わかった。


　誓護もまた、自分と同じなのだ。


　自分を支し配はいし、自分の法規ルールで生きている。


　だが、すべては遅おそかったのかも知れない。


　気力だけで立ち続けるには、アコニットの傷きずは深すぎた。目がかすみ、平へい衡こう感覚が失われる。倒れているのか、立っているのか、それすらわからない。もともと暗かった視し界かいがますます暗くなる。墨すみで塗ぬり潰つぶされるように、アコニットの視界は闇に沈んだ。


　待って、と思った。待ちなさい。それは困こまる。私は護ると決めたのに……。


　襲撃者の気配がどんどん近付く。冷たい殺気と、熱い呼こ吸きゆう。だが──そこまでだ。


　自分の結末すらわからないまま、何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱで、今度こそ意い識しきが途と切ぎれた。


　背はい後ごの少女はどうなるのだろう？


　それだけが、気がかりだった。







Episode 36







　キィ、と木戸が鳴き、誓護は背後を振り返った。


　数メートル後ろで、半開きだったドアがゆっくりと閉しまった。完全には閉まりきらず、カチカチと金具が鳴る。亡ぼう霊れいの仕し業わざ……というわけでもないだろう。単に、誓護の動きが空気の流れを生み出しただけだ。


　誓護は肩かたをすくめ、再ふたたび歩き出した。


　いくらも行かないうちに、足を止める。


　背後から、ヒタ、ヒタという足音が聞こえてきた。


　全身が耳になったような錯さつ覚かく。


　……いや、これは足音じゃない。溶とけた雪が樋といからしたたり、雫しずくがテラスを打つ音だ。


　どっと力が抜ぬけた。冷や汗あせをぬぐった途と端たん、ぶるりと身み震ぶるいがくる。真夏の熱帯夜ならともかく、真冬の凍こごえる廊ろう下かでは、たかが冷や汗が相当にきつい。


「ビビってるなぁ、僕ぼく」苦く笑しようが漏もれる。「ったく、真ま白しろさんが妙みようなこと言うから……」


　真白が語った怪かい談だん（と言うか物語）を思い出す。非ひ業ごうの死を遂とげた少女が、己の肉体をあきらめきれずに、今も修しゆう道どう院いんの中を徘はい徊かいしている……という、ベタな怪談だ。


　ベタだろうと何だろうと、気味が悪いことには変わりない。ひと気のない廊下を歩いていれば、背後の曲がり角から誰かがこちらを見ているような気がするし、足もとに注意しながら階かい段だんを下りれば、天てん井じようから誰かがぶら下がっているような気がする。窓まどの向こうにはこちらをのぞく目があり、半開きのドアからはひそひそ話す声が漏もれてくる。


　亡霊を視みた者は、大おお勢ぜいいるらしい。


　誓護は今日まで亡霊の存そん在ざいを信じなかった。が、超ちよう常じよう現げん象しようすべてを頭から否ひ定ていしていたわけではない。科学的には、火にかけたやかんが凍こおりつく確かく率りつはゼロじゃないし、火種もなしに人体が燃もえ上がる確率もゼロじゃない。つまり、あり得るわけで、そんな現象が我わが身に降ふりかかったらどうなるか……という空想は、やはり恐きよう怖ふを呼よび起こす。


　まして、グリモアリスなどという理り不ふ尽じんな存在とかかわりを持ってしまい、地じ獄ごくが実在するとさんざん脅おどされた後だ。こうなると、亡霊だって何か理り屈くつ──考こう証しようとも言う──をつけて出てきそうな、そんな気持ちになる。


　亡霊はとても美しい、と聞く。


（……ちょっとだけ、視てみたい気もするよな）


　などと不ふ埒らちなことを考えた罰ばちが当たったのか。


　ふっと、ろうそくの火を吹ふき消すように、唐とう突とつに暗くら闇やみが襲おそってきた。


　床ゆかの段だん差さに蹴けつまずき、受け身も間に合わず、ひじとひたいを強打する。


「ててて……。何だよ……停電？」


　最初に考えたのは、いのりとアコニットのことだった。


　いのりは暗いところが平気……と言うか、むしろ好む傾けい向こうがあるので問題ない。アコニットも煉れん獄ごくの使者を自じ称しようするくらいだから、暗闇なんて平気だろう。


　それよりも、問題はそれ以外のメンツだ。パニックを起こさなければいいが……。


　猜さい疑ぎ心しんから殺し合い、なんて展てん開かいはゴメンだ。これからフラグメント収しゆう集しゆうの予定だったが、今はほかの面々と合流した方がよさそうだ。


　進しん路ろ変へん更こう。非ひ常じよう灯とうのあかりを頼たよりに、食堂へと向かう。


　途と中ちゆう、廊ろう下かの壁かべに懐かい中ちゆう電灯がかかっているのを見つけた。表面にはサビが浮うき、ほこりまみれ。『非常用』とペンで書かれている。作動するとは思えなかったが、スイッチを入れると、意外にも点灯した。電池も電球も生きていたようだ。


　そのオンボロな懐中電灯を使って、食堂の中を照らす。


「あれ？　みんな、いないのか……」


　ひとまず、テーブルには誰もついていない。無人のように見える。


　いないものは仕方がない。きびすを返そうとして──思い直した。


　ついでに、過か去こを視てみよう。


　上う手まくすれば、皆みながどこへ行ったのか、わかるかも知れない。


　誓護は呼吸を整え、蛇へびの指輪にキスをした。すると……。


「────？」


　おぼろげながら、虚こ空くうに映えい像ぞうが生じた。映うつりの悪いテレビのような、不安定な画像だ。もやがかったようで判はん然ぜんとしない人物の姿すがた……この不ふ明めい瞭りようさには既き視し感を覚える。アコニットが二度目に見せてくれた、〈絞こう殺さつ〉の映像にそっくりだ。


　暗がりの中、ぼやけた人影が厨ちゆう房ぼうに立っている。


　手には道具を持っている。板いた状じようの金きん属ぞく。刃は物ものだ。包丁……いや、もう少し大きいか？


（くそっ、もっと鮮せん明めいにならないのか？）


　もどかしい。しかし、誓護があせるほどに映像は揺ゆらぎ、ますますぼやけ、やがて別の映像と重なり、最後には違ちがうチャンネルに切り替わってしまった。


　ところが、そちらの光景もまた、誓護を大いに動どう揺ようさせたのだ。







Episode 33







　そちらの映像でも、食堂は暗かった。


　廊下の暗がりから、ひょこっと首が飛び出す。真白だ。


「……姫き沙ささん？　加か賀が見みさん？」


　戸と惑まどったような声。


「あら、皆さん……。もうお開きですか……？」


　がたん、と不意にテーブルの脚あしが揺れた。


　真白の肩かたが跳はね上がる。修しゆう道どう服ふくのスカートがめくれ、白タイツの膝ひざが丸見えになった。


　テーブルは断だん続ぞく的にガタガタ言っている。真白は次し第だいに落ち着きを取り戻もどし、おっかなびっくり身をかがめ、そーっとテーブルの下をのぞいた。


「うぎっ!?」


　二つの光るものがこちらをにらんでいた。ばっちり目が合う。人間の眼がん球きゆうだ。真白は腰こしを抜ぬかしかけたが、すぐに正気に戻り、あわてて蛍けい光こう灯とうのスイッチを入れた。


　テーブルの下にいたのは姫沙だった。さるぐつわを嚙かまされ、しゃべれない。しきりに首を振ふって、身ぶりで何事かを告げようとしている。真白は首をひねり、とにかく姫沙を救出しようと、テーブルに一歩近付いた──その瞬しゆん間かん。


　再ふたたび蛍光灯が消え、一瞬、完全な闇やみが訪おとずれた。


　ぼぐっ、と鈍にぶい音とともに、強きよう烈れつな一いち撃げきが真白の背せ中なかにめり込む。


　真白の足から力が抜け、目玉がくるっと引っくり返った。


　あっけなく気き絶ぜつし、マグロのように床ゆかに転がる真白。


　姫沙が絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようで顔を背そむける。


　ぬーっと大きな腕うでが闇の中から現あらわれ、真白の首くび筋すじをつかみ上げた。







Episode 38







　誓護は立ちすくんだ。


　いや、動どう揺ようしてる暇ひまなんてない。それはわかってる。急げ。急いで思考をまとめ上げろ。


　今の映像は、いつのものだ？


　それほど前のことじゃない。と言うより──


　つい、さっきのこと？


　バッと懐中電灯を振り回し、背はい後ごを探さぐる。誰だれもいない。誓護は身み構がまえ、壁かべを背負った。


　ゆっくりと、慎しん重ちように光を動かす。


　テーブルの上には料理の皿。飲みかけのワインがグラスに少し。ぽつんと残ったひとかけのパン。丸められたナプキン……。まるで、今このときも、誰かが食事をしているかのようだ。過去再さい生せいの余よ韻いんか、それぞれがかすかに燐りん光こうを放っている。


　懐中電灯は少しずつ照らす位置を変える。テーブルの陰かげに、椅い子すの後ろに、窓まどの側そばに、くずかごの向こうに、今にも真白や姫沙の死し骸がいが浮うかび上がりそうな、そんな予感。


　突とつ然ぜん、んー、んー、という低い音が鼓こ膜まくに届とどいた。


　誓護は腰のポケットを押おさえた。携けい帯たい電話のバイブレーション？


　──否いな、手で確たしかめるまでもなく、そこに振しん動どうはない。


　音はまだ続いている。誓護はゆっくりと光を向けた。厨房のカウンターが照らし出される。音はそちらから聞こえてくる。足を向ける。一歩ずつ、進む。


　やがて……。


　厨房の奥おくの奥……。


　勝手口へと続くドアの向こうに……。


「…………姫沙さん」


　水道管にくくりつけられた、姫沙がいた。


　一人じゃない。真白と二人、ビニールひもで背中合わせに縛しばりつけられている。さるぐつわはハンドタオル。手足を拘こう束そくされ、立ち上がることもできないらしい。


　二人は白目をむいて──いることもなく、瞳どう孔こうが開いて──いることもなかった。


　むーむーとかまびすしい。ゆさゆさと体を揺すり、『ほどけ！』とアピールしている。


　生きている。


　ほっとしたその瞬間、誓護の回路が直結した。


　二人をこうした犯はん人にんは、まだ二人を殺してはいない。従したがって今、死体の始末などしてない。


　では、今このとき。


　犯人は、どこで何をしている？


　その刹せつ那な、はるか遠くに人間の声のようなものを聞いた。


　それが撃げき針しんだった。誓護は撃発された弾だん丸がんのように走り出した。


（落ち着け。大だい丈じよう夫ぶだ。心配ない）


　そう、大丈夫だ。アコニットがついている。黒い稲いな妻ずまを自じ在ざいに操あやつり、絶ぜつ対たいの障しよう壁へきを生み出せる彼女は、滅めつ多たなことじゃやられない。やられるはずがない。


　玄げん関かんホールまで到とう達たつしたとき、今度ははっきりと、階上で大きな物音がした。


　いのり！　アコニット！


　叫さけびたかった。それは狂くるおしいほどの衝しよう動どうだった。だが、もし何らかの理由でアコニットが追い詰つめられ、今も戦っているのなら、叫んだところで大した意味はない。アコニットが苦戦するほどの相手なら……奇き襲しゆう、一択たく。ほかに手はない！


　靴くつを脱ぬぎ、足音を殺して、すべるように階かい段だんを駆かけ上がる。


　二階に到達。階段に体を残したまま、手すりの陰かげから首を突つき出す。


（アコニット……!?）


　二階の廊ろう下かでは、アコニットと何者かが対たい峙じしていた。


　襲撃者の手には金きん属ぞく的な光こう沢たくを放つ物体が握にぎられている。ナイフ……いや、包丁だ。対するアコニットは空から手てで、しかもふらふらと姿し勢せいが安定しない。


　いのり──いのりはどこだ？


　姿が見えない。しかし、確かめている余よ裕ゆうはない。誓護は息を詰つめ、俊しゆん敏びんに、しかしほとんど音を立てずに、手すりの陰から躍おどり出て、襲撃者に襲おそいかかった。


　すんなりと背後を取る。ぐっと膝ひざを胸むねに引きつけ、一拍ぱく。


　敵てきの腎じん臓ぞうの裏うらあたりを、かかとで思い切り踏ふみ抜いた。







Episode 02







　赤茶けた大地の上を、灼しやく熱ねつの大気が吹ふき抜ける。


　見み渡わたす限かぎりの荒こう野やと砂さ漠ばく。熱ねつ砂さの大地のただ中に、巨きよ大だいな樹じゆ木もくがそそり立つ。


　樹高五〇〇メートルにも達しようかという常じよう識しき外れの大樹だ。幹みきは巨大な塔とう、梢こずえは一つの島のようで、葉は熱帯の森のように生おい茂しげっている。葉から蒸じよう散さんする水が雲をつくり、ときに雨を降ふらす。枯かれたような風景の中、この大樹の周りだけがみずみずしい。


　その大樹にへばりつくようにして、空中に都市が建てられていた。白はく亜あの建物が立ち並ならぶ、瀟しよう洒しやな市街だ。都市は迷めい宮きゆうのように入り組んでいるが、決して雑ざつ然ぜんとはしていない。小船の形のゴンドラがゆったりと空中を行き交かうさまは、さながら水の都の趣きだ。


　まるで神話の世界のような、理り不ふ尽じんな光景。


　だが、決して豊ゆたかな光景ではない。生き物と言えば人間と同じ姿すがたのグリモアリスと、わずか数種類の鳥、そして鉢はち植うえの花くらいしか目につかない。


　その神話的な街の一角、大おお枝えだの一つに、石のデッキが組まれていた。公園のようだが、浮ふ遊ゆうゴンドラの発着場を兼かねていて、『空の波は止と場ば』と言った風ふ情ぜいだ。


　そのデッキの手すりにもたれ、ひと組の男女が談だん笑しようしていた。


　人間で言えば一五、六歳くらいの少女と、それより五歳ほど年上の青年だった。二人はともに花のように美しく、面おも立だちもどことなく似に通かよっていた。


「人界ではね、オンラインゲームってのが流は行やってるんだよ」


　青年が語る話を、少女は目を輝かがやかせ、熱心に聞き入っている。少女は話の内ない容ようよりも、青年の言葉そのものに飢うえていた。


「この前、原始的な情じよう報ほう端たん末まつのことを話したろ。電話線で構こう築ちくされた通つう信しん網もうのことも。そのインフラを駆く使ししてだね、地理的に遠く離はなれた人間同士が一いつ緒しよに遊ぶんだ」


「ふーん。何をして遊ぶの？」


「何でも。戦争でも、探たん索さくでも、結けつ婚こんでも。自分の分身を仮か想そう世界に送り込んで、好きなように暮くらせるものもあるよ。言ってみれば、もう一つの世界だね」


「それって……人界そのものじゃない」


「そうなんだよ。それで面おも白しろいと思って、いろいろと調べてみた」


「そんなこと言って、遊んでたんじゃない？」


「実はその通り！」


　青年は楽しげに武ぶ勇ゆう伝でんを語った。それはおとぎの国の見聞録のようで、面白かった。少女はあれこれと空想を膨ふくらませ、想そう像ぞう上の竜りゆうや森や草花にうっとりした。


「人間は何のためにそんな世界を造つくったの？　やっぱり〈選えり分け〉のため？」


「違ちがうよ。人間はただ、楽しむために造ったんだ。普ふ段だんと違う世界、違う環かん境きよう、違う人々と遊ぶためにね。ワクワクするだろ、そういうのって」


「……人間はおばかさんだわ」


　少女はふわりと跳とんで、手すりの上に座すわった。


「そんなものを造らなくたって、人間の世界はあんなにも綺き麗れいなのに」


　視し線せんを市街の外へと投げる。荒こう涼りようたる赤い土くれの海が地平線まで続いている。


「……人間の世界の方が綺麗」


「そうだね」


「この世の風景は退たい屈くつ。どこまで行っても砂すなばかり」


　青年は少女のとなりに座り、ぐいっと肩かたを抱だき寄よせた。


「ねえ。その退屈な風景を、飽あきもせずに眺ながめてるのはなぜだい？」


「……飽き飽きしてるわよ」


「だって、僕ぼくがここに戻もどってくるとさ、いつも君が待ってるじゃないか。いと畏かしこきアネモネのお姫ひめさまが、一人の供ともも連れず、庶しよ民みんのような普段着で」


　少女はムスッとして、そっぽを向いた。


「クリソピルムは意地悪だわ」


　青年はほがらかに笑い飛ばした。少女の背せ中なかをぽんぽん叩たたき、解かい放ほうする。


　あ……、と物足りない顔で手を伸のばしてしまう。そんな自分がひどく無様に思えて、少女はあわてて手を引っ込める。


　上うわ目め遣づかいに見上げると、青年は手すりの上に立ち、吹き上がる風に目を細めていた。


「確たしかに退屈な眺めだけど、僕は案外気に入ってるんだ。この世界は嫌きらいじゃない。それどころか、綺麗だと思うこともあるよ。だってここには──」


　笑え顔がおで振ふり向く。


「アコニットがいるからね」


　少女はほんのりと頰ほおを染そめた。うつむき、長い前まえ髪がみで顔を隠かくす。それから少しだけ勇気を出して、絶ぜつ対たいに聞こえないくらいの声量で、「……私も」とささやいた。


　相手はとても聡そう明めいだ。聞き取れたはずはないのに、少女の言葉を理解して笑った。そして、理解しておきながら、わざわざ顔を近付けて、意地悪くこう言うのだ。


「聞こえないよ？」


「……ばか」


　少女は心から思う。この青年が好き。ずっと一緒にいたい。そうすれば、この寒々しい地表にも我が慢まんできる。人間の汚きたない部分ばかりを見せられる、あの呪のろわしい役目も。


　この穏おだやかな日々が永えい遠えんに続くこと。それだけを願っていた。本当に、それだけを。


　優やさしげな微笑ほほえみを、もっと。もっと笑って欲ほしい。笑いかけて欲しい。


（クリソピルム……私の……たった一人の……）


　風景がぼやける。何もかもが白い霧きりの向こうに消える。待って……、と追いすがる声は届とどかない。それはちょうど、あの日に還かえれないのと同じことだ。


　だが、その代わり──


　うっすらと、別の景色が目に飛び込んできた。


「お目覚めですか、姫？」


　優しげな笑顔がアコニットをのぞき込んでいた。
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「う……」


　アコニットがかすかに身じろぎ、うめき声を漏もらす。しどけない寝ね姿すがたそのままに、うめき声まで無む防ぼう備びだ。すっきりと耳に心ここ地ちよい、可愛かわいらしいつぶやきだった。


　長いまつ毛がゆっくりと上がり、その下から宝ほう石せきめいた紅あかい瞳ひとみが現あらわれる。


「お目覚めですか、姫？」


　誓護はおどけて、アコニットのほっぺたをぷにっと押した。


「らしくないな～。だらしなく伸びてたぜ～？」


　紅い瞳の視線が泳ぐ。失礼なことをされたのに、アコニットは怒おこらなかった。


「あれ、ちょっと……アコニットさん？　焦しよう点てん合ってないけど、大丈夫？」


　こきゅ、と細い喉のどが上下した。天てん井じようを見つめたまま、


「……夢ゆめを、見ていたわ」


「どんな？」


「…………」


　アコニットは二度まばたきをして、それからぼんやりと横を向いた。そして、自分の右手が誓護の左手をしっかりと握にぎりしめていることに気付くと、


「……何、触さわってるのよ」


　眉み間けんに切り傷きずのようなしわを刻きざんだ。誓護はあわてた。


「何って、覚えてないの？　君がつかんできたんだろ。『振り子、振り子』って」


　ビリッと復ふつ活かつの放電現げん象しよう。誓護は手の表面を焼かれ、声にならない悲鳴をあげた。


「それは〝振り子〟を寄よ越こせと言ったのよ。……たぶん」


「って、覚えてないの!?　覚えてないのに折せつ檻かんしたの!?」


「お黙だまり。もう一発食らいたいの……？」


「めっそうもない！」


　誓護にも言い分はある。手をつないでいるあいだ、アコニットはぐんぐん快かい復ふくした。見る間に傷がふさがり、血色もよくなった。それゆえに放っておいたのだが……。


　そこは誓護といのりの寝しん室しつだった。アコニットが寝ねかされているのはベッドの上。誓護は同じベッドに腰こしかけ、ずっとアコニットの手を握っていた。


「それより、さ」ちろり、とアコニットの全身を眺ながめ、「……大だい丈じよう夫ぶ？」


「……平気よ。もう快復したわ」


「だって、しぼんでるぜ？」


　アコニットがはっとして自分の手を見る。ちんまりと小さく、指も短い。手て袋ぶくろがだぶだぶで、脱ぬげそうになっていた。いや、手だけじゃない。全身が縮ちぢんでいる！


　ほとんどいのりと同サイズだ。アコニットはじろりと誓護をにらみ、


「……変なこと、してないでしょうね？」


「してないよ!?　いいから、まずは身体そつちの心配をしろよ。戻もどるの？」


「……こんなの、時制調律アライメントが狂っただけよ」


　再ふたたび誓護の左手をつかみ、目を閉とじて何やら念じる。


　もやっと黒い霧きりが出たかと思うと、アコニットの身体からだはするすると成長し、もとの大きさに戻った。下着がずれたのか、服を引っ張ぱって微び調ちよう整せいする。


「……今、『残念』とか思ったでしょう？」


「思ってませんそんなコト！　つうか聞け。桃もも原はら誓護くんは決してロリコンじゃないっ」


「ふん……」


　横になったままサイドテーブルの時計を見る。表ひよう示じは午前三時。かれこれ二時間以上、正体もなく眠ねむりこけていた計算になる。気位の高いアコニットは自じ尊そん心しんをいたく傷きずつけられたらしい。腹はらいせなのか、苦々しげに憎にくまれ口を叩たたいた。


「……愚おろかな人間。この隙すきに私を始末しようとは思わなかったの？」


　ぎくりとする。誓護はばつが悪くなって、うつむいた。


「……ゴメン。正直、考えた」


　アコニットは暗い目をして、薄うす笑わらいを浮うかべた。『やっぱりね』という顔だ。


「でも、無理だった」


「……無理？」


「うん、無理。全然、無理。だって君は──」


　そっと体を倒たおして、自分の後ろを見せる。背はい後ごのベッドでいのりが丸くなっていた。誓護の上着をかけられ、くーくーと小さな寝息を立てている。


「ありがとな、いのりを護まもってくれて」


「……勘かん違ちがいもはなはだしいわ。私は冥めい府ふから遣つかわされたのよ。罪ざい人にんを探さぐり当てるためにね。教誨師グリモアリスが、どうして人間の子こ供どもなんか」


「ほら見ろよ、アコニット～。この天使の寝顔……。なー、可愛いだろ～？　ああ、何て清らかな──うあっち!?　ちょ、やめろよ！　いのりが起きちゃうだろ！」


「ふん……」バチバチ。


「あんま無理するなよ、こっぴどくやられたんだし。傷の具合はどう？　痛いたむ？」


　その途と端たん、アコニットはびくっと硬こう直ちよくした。腹がかすかに痙けい攣れんする。痛みがぶり返したのかと思ったが、どうも違ちがうらしい。


「ふ、ふふ……、何もかも狙ねらい通り……。思った通りだったわ」


　乾かわいた笑い声が漏もれる。アコニットは腹を揺ゆすって笑っていた。


「私は獲え物ものを誘さそい出したのよ。自らを餌えさとしてね……」


　何かに憑つかれたかのように、勢いきおい込んで語り出す。


「ご覧らんなさい、誓護。この汚きたならしい建物を。ここは檻おり……退たい路ろを封ふうじた迷めい宮きゆうよ。こうして、愚おろかな人間を檻の中に閉じ込めておくとね、獲物は勝手にしっぽを出すの。ある者は私を殺そうとし、ある者は同どう胞ほうに罪をなすりつけようとし、そしてある者は疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられ、居い合あわせた連中を皆みな殺ごろしにしようとするわ」


「……もういいよ、アコニット」


「踊おどらされてるとも知らず……ふふふ、人間ってどうしてこうも愚かなのかしら？　もちろん、恐きよう怖ふに駆られた人間がどんなあやまちを犯おかそうと、このアコニットには何の関係もない……。責せき任にんもない。だって、私が自らの手で人間を殺したわけじゃない……」


「……もういいって」


「だから、私は──」


　誓護はアコニットの腕うでをつかんだ。アコニットが驚おどろいた目で誓護を見る。


「もう大丈夫だから。だから、もう怖こわがらなくていいよ」


　雪のように白い肌はだに見る見る血がのぼり、憤ふん怒ぬの形相になった。


「……怖がる、ですって？　このアコニットが？　人間ごときを怖おそれるですって？」


　誓護は返事をしない。ただ、じっと目の前の少女を見つめる。


「何を言ってるの、誓護。あきれたおばかさん……。そんなおばかな誤ご解かいもないわよ。今は、ただ、ちょっと……ケガをしたから、少し、狼ろう狽ばいしてるかも知れないけど」


「いや、君は最初から怖がってたよ」


　静かな言葉。誓護は穏おだやかに言葉をつむぐ。


「思い出せよ。君の言う通り、この修道院は隔かく離りされてた。誰だれも、逃にげられっこなかった。なのに君は『罪人を逃がさない』なんて理由をつけて、時間を止めた」


「…………」


「僕もね、ずっと不思議だったんだよ。君がどうしてそんなことをしたのか」


　その理由を考えてみた。そうして、たどり着いた結けつ論ろんが──


「怖れ、だと言いたいの……？」


　誓護はやはり返事をしなかった。


　アコニットは唇くちびるを歪ゆがめた。あざけりの色がありありと浮かぶ。


「おばかさん……。考えたらわかるじゃない。人間の攻こう撃げきは私には当たらないのよ？」


「君、動物園に行ったことある？」


「ど……？」意味がわからず、むっとする。「……何を言ってるの」


「檻おりの中にさ、ワニとかライオンとか入ってるんだけど。連中がこっちに突とつ進しんしてくるとね、頭じゃ絶ぜつ対たいに安全だとわかってても、やっぱ怖いんだ」


「──だからって」


「大体さぁ」


　誓護はアコニットの腕を持ち上げ、ぎゅうぅ～っと、きつく握にぎった。


　アコニットの肌は見た目通りしっとりとして、やわらかかった。ほっそりとした手首に指が食い込み、手の形にへこみが生じる。


「……何の真ま似ね。放して」


「ほらね？　今の君には実体がある」


「！」


　アコニットは強ごう引いんに腕を振ふりほどき、シーツをずって、壁かべ際ぎわに下がった。それから、自分の胸むねを抱だきしめるようにして、誓護に警けい戒かいの目を向けた。


「……いつ、気付いたの。……私が、手て傷きずを負わされたから？」


「違う違う。すぐだよ、超ちようすぐ。君がリングを外した瞬しゆん間かんから」
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「────」


「驚くとこじゃないだろ。あのときから、君は物をすり抜ぬけなくなったし、空も飛ばなかったし、一いつ緒しよにゴハンも食べた。まあ、見た感じからして違うしね」


　アコニットはおし黙だまった。屈くつ辱じよくを受けたような表ひよう情じようだ。


「要するに、リングが二つあって初めて、君は超人でいられる。片かた方ほうを外した今、君には実体があり、時間を操あやつることもできず、包丁で刺さされたら傷を負う。つまり」


　誓護は優やさしく、いたわりをこめて言った。


「怖いに決まってるさ。刺された後じゃ、特にね」


　アコニットは舌した打うちした。淑しゆく女じよらしからぬ行こう為いだが、今の誓護には微笑ほほえましく見える。


「……醜みにくいヘラヘラ顔。胸が悪くなるから見せないでって言ったでしょう」


「醜い!?　おまッ、この……こんな絶世の美少年をつかまえて!?」


「何を愚ぐ図ず愚図してるのよ。もうすぐ夜明けよ。私にかまってる場合？」


「大丈夫、まだ三時間以上あるよ。それに、急がなくても──ほら」


　今度はドアの方を示しめす。開かい放ほうしたクロゼットの中に、一人の男が押おし込められていた。


　加賀見だ。後ろ手に拘こう束そくされ、ぐったりと前のめりに座すわり込んでいる。意い識しきはない。


　アコニットが帯電する。


「ストップ！　アコニットさん、ストーップ！」


　即そく座ざに焼き殺そうとするじゃじゃ馬をどうどうとなだめ、クロゼットから引き離はなす。


　それから加賀見を一いち瞥べつし、誓護はため息をついた。


「……何か、ショックだな。加賀見さんは信じられると思ってたから。僕ぼく、人間を見る目にはちょっと自信あったんだぜ？」


「じゃあ、誰なら納なつ得とくしたのよ」


「うむ、それを訊きかれると困こまるのだが」


　とにかく、アコニットに闇やみ討うちをかけたのは加賀見だった。凶きよう器きは厨ちゆう房ぼうにあった包丁。姫沙と真白も、やはり加賀見にやられたらしい。


　自ら教きよう誨かい師し排はい除じよに動いた以上、〈罪ざい人にん〉も加賀見で決着しそうな気配だった。アコニットが襲おそわれたのは冷や汗あせものだったが、悪いことばかりでもない。こうして加賀見を捕ほ縛ばくし、当面の脅きよう威いが去った今、安心してフラグメント収しゆう集しゆうに専せん念ねんできる。


「後は証しよう拠ことなるフラグメントか……」誓護はあごに手をやった。「どうする？　闇雲に探さがし回るより、加賀見さんを拷ごう問もんして聞き出しちゃった方が早い？」


　何が気に食わないのか、アコニットはムスッと黙だまりこくっている。


　突とつ然ぜん、右手で誓護の左手をつかみ、ぐいっと引き寄よせて、そこにキスをした。


「わ──」


　アコニットの唇くちびるは熱く、綿わた菓が子しのようなやわらかさだった。思わずドキドキッとしてしまう誓護の眼がん前ぜんで、ぽぅー、とフラグメントふうの映えい像ぞうが浮うかび上がる。アコニットはその映像を眺ながめ、不満げに肩かたをすくめた。


「頭を打ったようね。この男は、まだ二時間ほど目覚めないわ」


「まあ、投げ飛ばしたし……。あ、ひょっとして未来を視みたの？　予知もできるんだ？」


「……うるさいわねぇ。見ての通りよ。原理は違ちがうけれど」


「後学のために訊きくけど、どう違うの」


「過か去こと未来はまったく別のものよ。過去は確かく定ていされた事実の集積。未来はあくまでも確かく率りつ上の予よ測そくに過すぎない……」


「へえ……。ちなみに、僕にもできる？　未来予知」


「その〝振ふり子〟では無理よ。右手は未来を、左手は過去を視るの」


「でも、君はこっちのリングで未来を視たじゃないか」


「……私たちと人間は鏡映うつしの存そん在ざいよ。〝振り子〟の意味も逆ぎやく転てんするわ」


　つまり、誓護が持っている方の指輪はもともと未来を視るためのもので、誓護が使用する限かぎりにおいて過去を再さい生せいできるらしい。


「ふん……不思議なものね。人間にとっては、過去を視ることが未来を視ることなのよ」


　一いつ瞬しゆん、アコニットの横顔から険けんが消えた。凪なぎのように穏おだやかになる。


　誓護は見とれた。怒おこっていたり、馬ば鹿かにしていたり、激はげしく怒っていたり、脅おどかしていたり、めちゃくちゃ怒っていたりする姿すがたも綺き麗れいだけれど、これは特別……。


「……何よ？」


「な、何でもない。じゃ、君も起きたことだし、僕はフラグメントを探さがしに行くよ」


「あ……」


　怪け我がのせいで気がゆるんでいたのか、アコニットは最悪の失しつ態たいを犯おかした。立ち上がった誓護に向けて、置いてきぼりを食った仔こ犬いぬのような眼めを見せてしまったのだ。


　誓護はにやりとして、


「おや～、アコニットちゃん、まだ怖こわいのかな──って熱い!?　怖いじゃなく熱い!?」


「つまらないことを言うからよ」バチバチ。「……ほかの人間どもはどうしたの？」


「ああ……女じよ性せい陣じんなら、三人とも隣となりの部屋にいるよ」


　そうだ、と大事なことを思い出す。


「そのことなんだけど。姫沙さんと真白さん、相当まいっちゃってるみたいなんだ。二人だけでも、修道院の外に出してあげられないかな？」


「……何ですって？」


「いや、ほら、それも手だと思わない？　活かつ性せい化かとかいうのを逆さか手てに取ってさ。二人を逃にがして、もし過去の映りが悪くなるようなら、どっちかが罪人ってことになるだろ？　映りが悪くならないなら、ほぼ加賀見さんで決まりってことでさ」


　警けい察さつなど第三者の介かい入にゆうを避さけたいなら、二人を逃がした後で、再ふたたび壁かべを作ればいい。


　アコニットはむっつりと黙だまり込こんだ。鼻の付け根にしわが寄よっている。『そんな面めん倒どうなこと、ごめんよ』とすげなく断ことわられる……かと思いきや、


「……〝エンメルトの利り剣けん〟はどこ？」


「エン……何だって？」


「扇おうぎよ、扇。相変わらず血の巡めぐりの悪い男ね」


「あー、はいはい、ただいま……」


　そう言えば、血で汚よごれていたので洗あらったのだ。バスルームに行き、干ほしてあったのを持ってくる。黒い羽がまだ生なま乾がわきで、ちょっと気持ち悪い。


　アコニットは心底嫌いやそうに羽をいじったが、文もん句くは言わなかった。黙って窓まどに向かい、強固なガラスめがけ、扇を当てる。


　渦うず巻まく霧きりの障しよう壁へきは、その一いち撃げきであっけなく砕くだけ散──らなかった。


　砕けるどころか、窓はやはりびくともしない。扇はガチンと跳はね返されてしまった。


「こんな……!?」


　アコニットが愕がく然ぜんとする。ただごとじゃないらしい。


「……あ、ひょっとして壊こわれた？　水洗いはまずかった？」


「いいえ。〝エンメルトの利剣〟は言うなればただの指し示じ棒ぼう。壊れるとか、壊れないとか、そういう次元の存在じゃないし……その気になれば、貴方あなたにだって使えるもの」


「じゃ、何がどうなってんの？」


「待って……考え、させて……」


「何を考える必要があるんだ。教えてくれよ！」


　バチッと空気が焦こげる。ケガの影えい響きようか、ずいぶん小さな火花だったが、そのぶんコントロールが甘あまく、見事に誓護の鼻っ柱を直撃した。思わず涙なみだがにじむ。


「何すんだ、この──」


「考え事を・してるときは・どうしろと・言ったかしら……？」


「や、あのっ、調子にのってました！　すみませんでした！」


　銀ぎん髪ぱつが静電気で逆立っている。触さわらぬ神に何とやらだ。


　考えを整理するためか、アコニットはブツブツと独ひとり言を言った。


「どういうことかしら……。この扇で作った分節乖離セグメントは、この扇でしか壊せない……。逆に、この扇でなら、どんな条じよう件けん下かでも壊せるはず……」


「じゃ、その扇で作ったものじゃない、とか」


　銀色の頭がくるりと向き直る。彼女には似につかわしくない、気の抜ぬけた表ひよう情じよう。


「……私の、認証コードじゃない？」


　まじまじと穴あなのあくほど誓護を見つめる。


「誓護……。貴方って本当に」


「おばかさん？」


「人間にしては利口だわ」


「素す直なおに誉ほめられると気味が悪いんぎゃあああ!?」


「そう……そうね。簡かん単たんなこと」


　アコニットのこめかみに冷や汗あせが光る。


「このアコニットのほかにも、教誨師グリモアリスが訪れてるのよ」


「なん──」


　誓護はごくりと喉のどを鳴らし、おそるおそる訊きいた。


「……そういうことって、よくあるの？」


　アコニットは扇を唇くちびるに当てた『考えるポーズ』で、じっと宙ちゆうをにらんだ。


「教誨師グリモアリスは単身赴任ソリテイアが原げん則そく……。同一案あん件けんに重ちよう複ふくすることはないわ」


「じゃ、事件が複ふく数すうなら、かぶることもある」


「理り屈くつだけど……。戦時下ならともかく、こんなぬるま湯の社会情じよう勢せいで……？」


「現げん代だい日本だぞ？　未み解かい決けつの殺人事件がかぶることくらい、ザラにあるって！」


「でも、だとしたら、一体誰を狙ねらってきたと言うの？」


「……いのりを、捕つかまえにきた、とか？」


　アコニットは否ひ定ていしなかった。つまり、その可か能のう性せいは、否定できない……。


「マジかよ!?」誓護は頭を抱かかえた。軽くパニックを起こす。「うわぁ、どうしよう!?　まじー、まじーっ。相手は地じ獄ごくの使いだぜ？　どうやったら逃にげられんだよ!?」


　誓護はアコニットの肩かたをつかみ、揺ゆさぶった。


「なあ、本当に罰ばつを受けなくちゃならないのか？　だって、あれは過か失しつだろ？　殺意があったわけじゃない。それに、小さな子こ供どもがやったことじゃないか！」


「……言ったでしょう。結果が全すべてなの。意図はどうあれ、二人の人間が死んだのよ」


　何も言えなくなる。アコニットは視し線せんをそらし、うつむいた。


「それに、咎とがを認にん定ていするのは死者どもよ。殺された側が決めることだわ。これは私の感じだけれど……あの子の母親が、あの子を赦ゆるすかしら……？」


「──くそっ！　死んでまでも忌いま忌ましい女だ！」


　怒いかりで全身が煮にえたぎった。死んで改心、とか、娘むすめへの愛情に目覚めて、とか、そんな奇き跡せきを信じるくらいなら超ちよう常じよう現象を信じる。墓はかを暴あばいて遺い骸がいをもう一度殺したい。


　とにかく考えろ。何か方法はないのか。何か、追つい及きゆうをかわす妙みよう案あんは。


　アコニットとの賭かけに勝ち、見み逃のがしてもらった暁あかつきには、この建物を解体するか、リフォームするつもりだった。そうすれば、フラグメントの収しゆう集しゆうは困こん難なんになるという話だし。だが、当然ながら、そんなことが今すぐにできるはずもない。だとしたら……。


「…………あ！」


　そうだ。その手があった。


「なあ、アコニット。フラグメントを消すことって、できる？」


「……できるわ。改かい竄ざんは無理だけど、消去は比ひ較かく的簡単よ」


　鋭するどい視線が威い嚇かくするような強さで誓護に突つき刺ささった。


「言っておくけど、教誨師グリモアリスがそれをやったら大たい罪ざいよ。貴方の考えていることは」


「違ちがう違う！　そうじゃなくて！」


「何を……」紅あかい瞳ひとみが光る。「ぁあ、そういうこと……」


「そうだよ。それができるんならさ、ひょっとして……」


　あのぼやけた映えい像ぞうは、教きよう誨かい師しの仕し業わざなんじゃないのか？


「でも、そんな、まさか……」


　アコニットは口をつぐんだ。例によって扇おうぎを口元に寄よせる。


　もしも教誨師の仕業なら、あの不自然に早い劣れつ化かも説明がつく。見事に人相が判はん然ぜんとしない、作さく為い的な乱みだれも。だが──だとしたら何のために？


「とにかく可能性はあるんだろ。おっし、僕としては教誨師の仕業であることを願うね！」


「……どうして？」


「取り引きができるからさ。しっぽをつかんじまえば、交こう渉しようの余よ地ちはある」


　早さつ速そく、身み支じ度たくを始める。と言っても、錆さびた懐かい中ちゆう電灯をベルトに差し、冷え込み対たい策さくのコートを羽は織おるだけだ。


　アコニットはかなりためらってから、思い切ったように口を開いた。


「……待って。私も行くわ」


「え──？」


「聞こえなかったの？　私も手伝うと言ったのよ」


　ぽかんとする誓護に、アコニットは言い訳わけがましく言った。


「このアコニットの担たん当とう案件に土足で踏ふみ込んできたのよ？　とっちめてやりたいじゃない。それに…………貴方は、二時間もの時を無む駄だにしたわ」


　後半は聞き取れないほどの小声だった。


　しかし、せっかくの殊しゆ勝しような申し出を、誓護はにべもなく、


「いや、だめだ」


「……何ですって？　どうしてよ！」


「手伝ってもらったら、君との賭かけは僕の負けになる」


　啞あ然ぜんとする。直後、アコニットは珍めずらしく気色ばんだ。


「そんなことを言ってる場合？　相手の意図も目的もわからないのよ？　教誨師グリモアリスは人間にどうこうできる相手じゃないわ！」


「そこまでは僕も同意見」


「だから二人で手分けして、少しでも早く残滓条痕フラグメントを集めないと──」


「うん。だからそっちはさ、君には無理だろ」


「……どういう意味？　このアコニットをばかにしているの？」


　ふー、とため息をつく。


「無理するなよ。理由はわかんないけど、君──フラグメントが怖こわいんだろ？」


　アコニットは瞠どう目もくした。かなりの動どう揺よう。思わず扇を取り落としそうになる。


「何を……言っているの？」


「わかるよ。君には『過か去こを視みる』なんていうすごい力があった。そんな力があるのに、君はその力を使おうともせず、僕らを脅かして、罪ざい人にんに自白させようとした。それが失敗すると、今度は僕を使って代わりにフラグメントを集めさせた」


「…………」


「面めん倒どうだったから？　暇ひまつぶしに？」かぶりを振ふる。「それが真実だとしても、もっとスマートなやり方があったよ。僕ならもっと上う手まくやってのける自信がある」


　絶ぜつ句くするアコニット。一方、誓護は淡たん々たんと続けた。


「最初は人間にやらせたい理由があるのかと思ったんだけど。……ほら、フラグメントを再さい生せいしたとき、君はすごく疲ひ弊へいしてたろ。だから、何か魂たましいっぽいものを消しよう費ひしちゃうーとか、人間がやらないとこの世を傷きずつけてしまうーとか、そんな感じの理由かなって。でも」


　ふっと笑う。


「おかしいんだよ、それだと。教誨師ってのは罪人を探さがすための存そん在ざいなんだろ。便べん利りな道具を持ってて、怖おそろしい力を持ってて。なのに、主たる業ぎよう務むのフラグメント収しゆう集しゆうが難むずかしくてどうするよ。だとしたら、君が僕なんかを『下げ僕ぼく』にしなけりゃならなかった理由──実体化のリスクを負ってまで他人に代行させなきゃならなかった理由──そりゃ当然」


　誓護は身をかがめた。アコニットに目の高さを合わせ、紅い双そう眸ぼうをのぞき込む。


「フラグメントなんか視たくない、だよな？」


　無言で唇くちびるを嚙かむアコニット。


「一種の拒きよ絶ぜつ反はん応のう──普ふ通つうに考えて、心ト的ラ外ウ傷マってとこ？」


「……おばかな妄もう想そうだわ。私は教誨師グリモアリスなのよ。冥めい府ふに名立たるアネモネの血族……。その私が、遡及編纂デフラグメントを怖れるですって？　くだらないことを」


「あーもう、強がるのはやめろよ！」


　ほっそりとした腕うでをつかむ。その腕はかすかに震ふるえていた。それでも、アコニットは無む駄だな努力をやめない。むしろ必死になって、卒そつ倒とうしそうな顔色で続ける。


「あるわけ……ないじゃない……そんなことが……」


「鏡見ろ、鏡。そんなツラで噓うそがつけるか。体だってまだ本調子じゃないくせに」


　アコニットを握にぎる手に力を込める。まるで言い聞かせるように、


「弱みを見せたら、つけ込まれる。それはカンペキこの世の真実だけど。いつでもそうとは限かぎらないだろ。僕ぼくが打算だけで生きてると思うなよ」


「だって……っ」瞳が揺ゆれる。「私は、人間とは、相あい容いれない……」


「まだそんなこと……」やれやれ、という苦く笑しよう。「あのさ、僕らはお互たがいに弱みを握り合ったんだ。それは信しん頼らいと同じことだろ？」


「────！」


「君がそんなに隠かくしたい秘ひ密みつなら、僕にとっては最高の、そして最後の切カりー札ドだ。だから」


　にこっと笑いかける。


「君が僕を裏うら切ぎらない限かぎり、僕は君を裏切らないよ」


　その言葉は、まるで魔ま法ほうのような効こう果かをもたらした。


　くしゃ、とアコニットの表ひよう情じようが崩くずれる。ひどく苦しげな、そして激はげしい怒いかりの表情。


　ひょっとしたら、泣きそうになっていたのかも知れない。


　アコニットはそっぽを向いた。長い銀ぎん髪ぱつがさらりとかかり、瞳を隠す。


「……貴方あなたは、ひねくれてるわ」


「知ってるよ」


「歪ゆがんでるわ」


「ちょっとはね」


「そんなだから、女にモテないのよ」


「な──ッ!?　き、貴き様さま、言ってはならぬことを……っ」


　こつん、とアコニットは誓護の肩かたにひたいをぶつけた。


　意外に高い体温が伝わってくる。細い肩が小こ刻きざみに揺れていた。


「ふふふ……滑こつ稽けいでしょう？　残滓条痕フラグメントを怖がる教誨師グリモアリスなんて、笑い話にもならないわ。まるで魚が水を怖がるようなものよ」


「別に、おかしくなんかないよ」


「ふん……見え透すいたことを言うと殺すわよ？」


「やめてくれ。大体、そんなこと言ったらさ、僕だって相当おかしいぜ。自分から進んで地じ獄ごくに行こうってんだから。生存本ほん能のうがないんだよ。生き物としては欠けつ陥かん商品だ」


「……へったくそな慰なぐさめ。反へ吐どが出るわ」


「お褒ほめにあずかりまして」


　そっとアコニットの肩に手を回そうとしたところ、手の甲こうを思いっきり引っぱたかれた。そこまで露ろ骨こつに拒きよ絶ぜつされると、ちょっと傷きずついてしまう誓護である。


　腫はれ上がりそうな手を振り振り、


「むやみに突つっつきたくないけどさ。一つだけ、訊きいてもいい？」


「……何よ」


「君のフラグメント恐きよう怖ふ症しようは、君が誰だれかに裏うら切ぎられたことと、関係がある？」


　長い長い沈ちん黙もくの後、アコニットはこっくりとうなずいた。


「そっか……。それを聞いちゃった以上、僕は絶対、下げ僕ぼくの務つとめを果たさなきゃな？」


「────！」


　誓護はそっと立ち上がり、眠ねむり込んでいる妹に近ちか寄よった。


　いのりは誓護の上着にくるまったまま、すやすやと寝入っていた。指の背せでそっと頰ほおをなでると、くすぐったそうに小鼻をぴくぴくさせる。


　その寝顔を見ているだけで、一〇倍も強きよう靭じんで、一〇倍も屈強で、一〇倍も堅けん固ごな肉体を手に入れたような気分になる。


　そうとも。この子を護まもるためなら、一〇倍でも一〇〇倍でも強くなってやる。


　誓護はいのりを見つめたまま、背はい後ごのアコニットに言った。


「なあ、例のセグメントとかいう壁かべで、この部屋を囲えない？」


「……理由もなしに、ほかの教誨師グリモアリスの妨ぼう害がいはできないわ」


「理由ならあるよ。加賀見さんの逃とう走そう防ぼう止し」


「────」


「君を襲しゆう撃げきしたんだしね。おまけに罪ざい人にん候こう補ほ。逃にがさないようにしないと」


「……ふん」にやりとする。「そういうことなら、仕方ないわね」


　アコニットは扇おうぎを開き、口元を隠して言った。


「言っておくけど、分節乖離セグメントの向こうに私の声は届とどかないわよ」


「上等。後は一人で何とかするさ」


　視し線せんを交かわす。


「いのりを頼たのむぜ？」


「下僕のくせに命令しないで」


「そう、それ。その憎にくまれ口がアコニットさんらしいですよ？」


　こんなときだと言うのに、誓護の口から笑いが漏もれた。アコニットは相変わらず不ふ機き嫌げんそうだったが、それでもほんの少しだけ、唇くちびるの両りよう端はしがゆるんでいた。


　最後にもう一度だけいのりを見つめ、そして寝しん室しつを後にする。


　先ほどの停電は加賀見の仕し業わざだったが、シスター森もりがブレーカーを復ふつ旧きゆうさせてくれたので、廊ろう下かには既すでに薄うす暗ぐらい照明が戻もどっていた。ただし、きっちり断だん熱ねつされた寝室とは異ことなり、廊下の暖だん房ぼうは相変わらず不十分。朝方の冷気が浸しん透とうし、息も凍こおるような寒さだ。その冷え冷えとした空気を左右にかきわけるようにして、誓護は目的の場所へと走り出した。


　拾いたいフラグメントは、必ずそこにある。







Episode 11







　やはり、ぼやけた映えい像ぞうだった。


　人相のわからない人ひと影かげが、厨ちゆう房ぼうで刃は物ものを動かしている。


　例によって、あたりは暗い。乱みだれた映像と同様、音声も判はん然ぜんとはしない。耳に栓せんをされたようなもどかしさ。それでも、耳栓が殺しきれない音が伝わってくる。


　音は、女のすすり泣きだった。


　影はすすり泣きながら、刃物をしきりに動かしているのだ。


　何かを切っている。


　連続的な音。


　ぞりぞりぞりぞり……。


　のこぎりを引く音。


　刃物は──のこぎりだ。


　厨房にのこぎりとは妙みような組み合わせだ。吐はき気を誘さそう違い和わ感。


　影は一心不ふ乱らんに作業を続ける。


　流し台の上には大きな縦たて長ながの物体。


　影は自分よりも大きな物体を解かい体たいしている。


　黒々とした塊かたまり。ところどころ赤い。肉の断だん面めん。


　マグロの半身かとも思われたそれは──





　つまり、人間だった。







Episode 10







　身の毛もよだつ、とはまさにこのことだ。


　誓護は吐き気をこらえるのに必死だった。口の中が酸すっぱい。とっくに胃を通つう過かしたはずのビーフシチューが上がってくる。ビーフ。赤身。肉の塊──。そんな連想でも吐き気が助長され、めまいがする。内ない臓ぞうが裏うら返がえしに口から飛び出しそうだ。


　グロテスクな映像も衝しよう撃げきだったが、それ以上に、自分の思考に衝撃を受けていた。


　僕は……いや、僕たちは、とんでもない思い違ちがいをしていたんじゃないか。


　逆ぎやく。逆だ。そう、逆。全部、逆。


　話はあべこべだったのだ。怖おそろしい地じ獄ごくの使いは怖こわがりの少女で、殺人を告白した自分は実は殺人者ではなく、女を襲おそったはずの罪ざい人にんはとっくに解体されていた。


　誓護の推すい理りが真実の的を射い貫ぬいているのなら。


　本当の〈罪人〉とはつまり──





　そのとき、カタン、と椅い子すが揺ゆれた。





　一いつ瞬しゆんだが、確たしかに心臓が止まった。数秒も止まっていたかも知れない。その遅おくれを取り戻もどそうとしてか、今度は通つう常じようの三倍速で鼓こ動どうを刻きざむ。バクバクと暴あばれる拍はく動どうで息ができず、石せき像ぞうのように立ち尽つくす。暴走する血けつ液えきで五体がバラバラになりそうだ。


「あら。また邪じや魔まをしてしまったかしら？」


　一人の少女がテーブルについていた。


　誓護の焦しよう点てんは定まらない。目に飛び込こんでくるのは輪郭じゃなく、色しき彩さいばかりだ。


　初めに目についたのは、雪の白、血の紅くれない、黒こく檀たんの黒。


　それは白い肌はだであり、紅あかい頰ほおであり、黒い髪かみだった。


　真っ白なワンピース。赤い表紙の本。


　真白の〈怪かい談だん〉に出てくる亡ぼう霊れいにそっくりな、見目麗うるわしく、たおやかな少女。


　とっさにその指を見る。少女の両手の薬指には。


　二匹ひきの蛇へびがからみ合う、金銀の指輪が。


「いい夜ね、桃原誓護くん」


　──存そん在ざいしなかった。


「君きみ、影かげ、さん……？」声がかすれる。「どうして、ここに……？」


　少女はかすかに微笑ほほえみ、小首を傾かしげた。


「どうして？　おかしなことを訊きくのね」


　闇やみの深しん淵えんのような瞳ひとみが、磨みがき上げられた鏡のように誓護を映うつす。


「明白なことよ。約束通り、貴方あなたに会いにきたのだわ」




　Chapter 6　【鏡よ、鏡】









Episode 09







　それは雪のように白く、血のように紅あかい、とても美お味いしそうな林りん檎ごでした。


　これを見た者は、誰もが手に取って食べたいと思うのですが、ひと口食べたが最後、その者は死なねばならなかったのです。




（白しら雪ゆき姫ひめより）









Episode 41







「僕に……会いに？」


　言葉が舌したにからみ、上う手まくしゃべれない。


　少女は悪戯いたずらっぽく笑って、


「というのは冗じよう談だん。目が醒さめてしまったから、水を飲みにきたの」


　この修しゆう道どう院いんにいたのか。今の今まで、まったく気付かなかった。


　少女は昼間会ったときと同じ服ふく装そうをしていた。白いワンピース。決して寝ね巻まきには見えない。表ひよう情じようはハツラツとして、深夜だというのにくたびれたところがない。


　不自然だ。何かがおかしい。


　そもそも、彼女がいたことに、なぜ今の今まで気付かなかったのだろう？


　食堂の照明はついている。そこに座すわっていたのなら、入った瞬しゆん間かんに気付いたはずだ。


　それに──


　もし修道院の中にいたのなら、どうして今まで姿すがたを見せなかった？


　どこにいたんだ？　寝しん室しつか？　なぜ会わなかった？


「……どうしてたんです、今まで」


「まあ、おかしな質しつ問もん。別に、普ふ通つうにしていたわ。部屋で本を読んだり、ほかの人とおしゃべりしたり、食堂でご相しよう伴ばんにあずかったり……。それがどうかしたの？」


　誓せい護ごの疑ぎ問もんなどおかまいなしで、少女はにこやかに言った。


「ちょうどよかったわ。話し相手が欲ほしかったの。少し、おしゃべりしましょうよ」


「……まあ、少しなら」


　怪あやしい。不ふ審しんだ。信じられない。


「お茶を淹いれましょう。ポットのお湯は温かいかしら？」


　厨ちゆう房ぼうのカウンターに向かい、湯のみとポット、お茶のセットを引っ張ぱり出す。慣なれた手つきで緑茶を淹れる。その後ろ姿はあまりに無む防ぼう備びだ。


　……襲おそってみるか？


　もし、この少女が教きよう誨かい師しなら、黙だまって倒たおされるはずがない。


（いや……無謀だ）


　それはあまりにリスキーだ。アコニットの攻こう撃げき能のう力りよくを思い出せ。もしも〈当たり〉だったら、こっちが即そく座ざにやられてしまう。そもそも、こっちの意図に勘かん付づかれていたらどうする。向こうがわざと抵てい抗こうしなければ、話はますますややこしくなるぞ。


　結けつ論ろん。その案は却きやつ下かだ。


　その瞬しゆん間かん、少女が含ふくみ笑いを漏もらした。


「試ためしてみてもよかったのに」


「────！」


「きっと私は抵抗しなかったわ。それとも、このカラダではご不満？」


　少女が振ふり返り、湯のみを持って戻もどってくる。そのあいだ中、誓護の目は少女のつつましやかな胸むねでも、ほっそりとした腰こしでもなく、指先に吸すい寄よせられていた。


「さっきから、そこばかり見るのね」


「……すみません」


「普ふ通つう、男性は別のところに目がいくものだと思ったけれど」




[image: ]


「そう……ですね」


「上の空？　ずいぶん余よ裕ゆうがないのね」


「ええ、まあ……ちょっと」


「何なのかしら。おかしな人」


　少女はくすくすと上品に笑った。それから、漆しつ黒こくの瞳ひとみを妖あやしく輝かがやかせ、


「そんなに、これの行方ゆくえが気になるのかしら？」


　パッとこちらに手の甲こうを向ける。いつの間にか、その指と指とのあいだには──


「────っ！」


　きらきらときらめく、二つの指輪が挟はさみ込まれていた。


　ぶわ、と真下から突とつ風ぷうが吹ふく。少女の髪かみが、服が、風にあおられて大きく広がった。


　猛もう烈れつな風ふう圧あつにテーブルごと弾はじき飛ばされ、誓護は真後ろに転がった。驚おどろきはしたものの、反はん射しや的に床ゆかを蹴けって反転、片かた膝ひざをついて身み構がまえる。せっかく淹れたお茶は湯のみごと吹き飛び、湯のみは床に当たって無む惨ざんに砕くだけ散った。


　両りよう腕うでで顔面をかばいながら薄うす目めを開ける。荒あれ狂くるう暴ぼう風ふうの中心に、神こう々ごうしいほどのオーラを背し負よって、花のように美しい少女が立っていた。


　アコニットとは対照的に、少女の妖よう気きは白かった。白。穢けがれなき白。その真っ白な気流はしかし、底冷えがするほどに怖おそろしく、まがまがしい。それは燃もえ尽つきた灰はいの白さであり、漂ひよう白はくされた骸がい骨こつの白さだった。


　少女は赤い背表紙の本をかざした。ページがひとりでにめくれ、開いた紙面から白い光があふれ出る。それはやがて空中で黒く変色し、渦うずをなして周辺に漂ただよい始めた。


　どろりとまとわりつくような濃のう霧むの障しよう壁へき──セグメントだ。


　もはや、疑うたがいようもない。


　これが幻げん覚かくでないのなら。


　こんなことができる存そん在ざいとは、つまり。


「ええ、そう」少女は首しゆ肯こうする。「煉れん獄ごくより遣つかわされし教誨の使徒──グリモアリス」


　とっさに、誓護は自分の指輪を右手で覆おおった。


「あら。あの子を呼よんでも無む駄だだわ」


　なぜ……、とは問うまでもない。ほかならぬアコニット自身が言っていた。


「そう、分節乖離セグメントは絶ぜつ対たいの生いけ垣がき。振り子の蔓つるも切れてしまうの」


「……らしいね」


　どうする──？


　誓護は自問した。周囲はセグメントの檻おり、逃にげ場はない。アコニットに助けを求めることもできず、身動きもとれず、切れるカードもない。こんな状じよう況きようでどうやって……。


「取り引き？　取り引きとは、何なのかしら？」


「────!?」


「そう、私と取り引きをしたいのね。それはなぜ？」


　次々と先回りされる。誓護は戦せん慄りつした。


　少女は意味ありげに誓護を見つめている。漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが誓護をとらえて放さない。違い和わ感が疑ぎ惑わくに、疑惑が確かく信しんに変わる。


「まさか……」


「そう、明白なことね。私は人間の心が読めるのよ」


　心を？　読むことができる、だって？


（──まずい！）


　その意味を理り解かいした瞬しゆん間かん、誓護の全身からどっと冷や汗あせが噴ふき出した。


　それが本当なら、何もかもバレる。妹を護まもるどころの話じゃなくなる！


　妨ぼう害がい……そう、妨害だ。思考を読まれなければ問題ない。


　相手はどうやって探さぐっている？　読どく心しん術じゆつ？　コールドリーディング？


　誓護の思考を読み、少女はゆっくりとかぶりを振る。


「いいえ、違ちがうわ。これは習得した技ぎ術じゆつではなく、後天的に獲かく得とくした特とく質しつでもない。もっと本能的な……そう、ＥＳＰのようなものと考えて頂ちよう戴だい」


　そんなバカな。信じられない。強くそう思う一方で、全力で対たい策さくを練る自分がいた。それこそ本能的に危き険けんを察知している。教きよう誨かい師しにこの世の常じよう識しきは通用しない。アコニットの稲いな妻ずまがそうであるように、連中の異い能のうは人じん智ちを超こえている！


　絶対にバレないようにしなくては。あのことが、決して伝わらないように。


　少女は気の毒そうに微笑ほほえみ、同どう情じようのこもった声こわ音ねで言った。


「心配しないで。『あのこと』が何を意味するのかはわからないけれど、伝わるのは表ひよう層そう思考のみよ。そう、言葉という輪郭かたちを持った思考だけ」


　それはいいことを聞いた。誓護はとっさに計算した。計算と言っても駆かけ引きではなく、文字通りの計算問題だ。昨日の昼間、授じゆ業ぎようでやったばかりの積分方ほう程てい式しきを暗算する。


「あら、利口ね」


　少女はにっこりした。


「そう、言語思考しなければ伝わらないの。複ふく雑ざつな計算式を思い浮かべるのは精せい神しん遮しや蔽へいの定石だわ。筋すじのいい人間……あの子が気に入るだけのことはあるわね」


　あの子。アコニットのことか？


「ふふ、もう計算が止まっているわよ」


「く……っ」


　いのりのことは間違っても考えるな。もっと思考を遠くへ飛ばせ。もっと遠くへ！


「そんなに構かまえないで頂戴。別に貴方あなたをどうこうしようというつもりはないの」


　頭の中で〝大声の〟計算を続けながら、誓護はつぶやくように言った。


「……じゃ、一体何の用なんです？」


　少女は目をみはった。


「まあ、驚おどろいた。もう遮蔽しながら会話ができるの？　こんなに素す早ばやく順じゆん応のうしてしまうなんて、素す敵てきだわ。人間にしておくのがもったいないくらい」


「……そりゃどうも」


「あら、貴方が女の子に誉ほめられるなんて、滅めつ多たにないことなのね？」


「…………」自じ己こ嫌けん悪お。


「今のは思考を読んだのではないわよ。ふふ、明白なこと」


「ちょ……ッ、傷きずつくんですけど!?」


　思わず突つっ込こんでしまう。集中が乱みだれる。あわてて計算をやり直す。


　少女は愉ゆ快かいそうに笑った。誓護を追い詰つめて喜んでいる。そういうところは、アコニットに似にていなくもない。だが、アコニットは虚きよ勢せいを張はっていただけで、本当は弱く、もろく、壊こわれやすい少女だった。一方、この少女には恐きよう怖ふも気負いもない。当然だ。人間など歯し牙がにもかけない──それが教誨師とやらのスタンダードだろう。逆ぎやくの立場なら……つまり、連中のような力があったなら、誓護だって人間なんか恐おそれない。


　この圧あつ倒とう的な存そん在ざい、人間をはるか超ちよう越えつした存在が、僕ぼくに一体何の用だ？


「手をお出しなさい。貴方に重要なヒントをあげるわ」


　少女は誓護に握にぎりこぶしを差し出した。何かを握りしめているようだ。おそるおそる手を出すと、少女は小さな物体を誓護のてのひらに落とした。


　硬かたい。少女のぬくもりが残っているが、基き本ほん的にはひんやりした感かん触しよくだ。板のような、棒ぼうのような形けい状じよう。一部がギザギザしている。これは……鍵かぎだ。


　でも、どこの？


「明白なことよ。貴方なら、答えを聞かずともわかるのではなくて？」


　暗算を続けながら、断だん片ぺん的なイメージのみで思考する。


　施せ錠じようされている場所。どこだ。地下室。いや、あれは簡かん単たんな南なん京きん錠じようだった。これは民家で使われるようなピン・タンブラー錠の鍵。だとすると……？


　パッとひらめいた情じよう景けいがある。閉とざされた扉とびら。あそこか。


「わかったようね。そう、その場所よ」


「……院長室」


「正解」


　少女は嬉うれしそうに本を叩たたいた。拍はく手しゆのつもりらしい。


「行ってご覧らんなさい。その場所で、貴方はとても大切な手がかりを得るでしょう」


「……なぜ、協力してくれる？」


「さあ……あら、条じよう件けん？　そんなものはないわ。だって、この案件が解決してくれれば、私はそれでいいのだもの。私は不ふ真ま面じ目めなあの子とは違うわ」


　背せを向け、立ち去ろうとして、思い出したように振ふり返る。


「ああそう、最後に訊ききたいことがあるのだけれど」


「……何です？」


「なぜ、そんなに必死になって心を隠かくすの？」


「……女じよ性せいを見て、何を考えてるかなんて、悟さとられたくないですよ、年とし頃ごろの男としては」


「もっともね。明白なこと」


　わかったようにうなずき、きびすを返す。


「それじゃ、ごきげんよう、桃もも原はら誓護くん」


　白いワンピースがふわりと揺ゆれ、ほのかに生花の香かおりが漂ただよった。その一いつ瞬しゆん──


「スプーン、とは何のことかしら？」


　スモック。いのり。チョコレート。


　あっ、と思ったときにはもう遅おそい。決定的な単語を三つも言語化してしまっていた。おまけに画が像ぞうつき。カーテンにくるまってこちらを見ていた、幼おさなき日の妹の姿すがたまで！


　少女は狡こう猾かつな狐きつねのように目を細めた。霧きりの障しよう壁へきを本で破は壊かいし、悠ゆう然ぜんと立ち去る。


　誓護はしばし放心した。


　やられた……。


　室温は一〇℃を下回っているだろうに、嫌いやな汗あせがわきの下ににじむ。


　少女の小さな背せ中なかが食堂を出て、廊ろう下かを歩いて行く。誓護の目には、今にもいのりを地じ獄ごく送りにしようとしているように見えた。


　どうしていいか、わからない。


　指輪を片かた方ほうだけでも奪うばえれば、教きよう誨かい師しは実体化する。取っ組み合いの勝負なら、華きや奢しやな少女一人、どうとでもなるだろう。しかし、こちらの思考を読まれてしまう上、実体があるのかないのかわからないのでは、指輪を奪うところまでいけるかどうか……。


　それに、教誨師を攻こう撃げきすることが本当に有ゆう効こうなのか。あの世から応おう援えんがきたり、しないのか。あの世の警けい官かんに追い回されるのだとしたら、抵てい抗こうする意味がない。


　後ろ姿はどんどん遠ざかる。ほんの数秒のあいだに、数時間分の葛かつ藤とうを体験した。


　そうしてしぼり出した結けつ論ろんは、うんざりするほど退たい屈くつで、至し極ごくまっとうだった。


　わざわざ命の危き険けんを冒おかして、蛇へびが出そうな藪やぶを突つくより、今は相手の言いなりになる方が一〇〇〇倍も利口だ。まずは相手の意図を理り解かいするところから始めよう。


　誓護は嘆たん息そくした。相手の思おも惑わく通りに動くのが、これほど気き障ざわりなものだとは。


　根の生えたような足を無理やり動かし、誓護は真っ暗な階かい段だんを駆かけ上がった。







Episode 43







　寝しん室しつにはどんよりと重苦しい空気が垂たれ込めていた。


　姫き沙さにあてがわれた部屋だ。両りよう腕うでに包帯を巻まいた姫沙と、腰こしに氷ひよう囊のうを当てた真ま白しろが、お互たがいにそっぽを向いて座すわっている。二人ともまだ口の周りが赤い。きつく嚙かまされたさるぐつわのせいで、すっかりあざになっていた。


「……正直、信じられんな」


　一〇数分ぶりで、姫沙が口を開いた。ただし、八つ当たりのようにとげとげしい。


「君ならともかく、あのコック……加か賀が見み氏と言ったか。彼があんな思い切った行動に出るとは。思し慮りよ深い男だと思ったのだが」


　裏うら切ぎられて傷きずついたような、そんな雰ふん囲い気きが言葉ににじむ。


　加賀見と一対一になれば、その段階で姫沙の敗北が決まっていた。小こ柄がらな姫沙は大柄な加賀見に手もなくひねられ、縛しばり上げられてしまった。


「姫沙さんったら、だらしなく鼻の下を伸のばしてたんじゃないですか？」


　真白は辛しん辣らつだった。嫌みたっぷりに追い討うちをかける。


「姫沙さんの大好きな方にそっくりですものね。もっとも、顔が似にてるだけでなびくなんて、そんなの泥どろ棒ぼう猫ねこでもやりませんけど」


　刹せつ那なの一いち瞥べつ。視し線せんがスパーク。二人は同時に『ふんっ』と背せを向けた。


　また、数分の沈ちん黙もくが流れる。


　ややあって、今度は真白が口を開いた。


「……遅おそいですね、シスター森もり」


「ふむ……そろそろ、小一時間になるな」


　本人の言葉を信じるなら、シスター森は手て洗あらいに立ったはずだが……。


　突とつ然ぜん、真白の顔色が変わった。何か思い当たることでもあるのか、あわてて腰を浮うかす。


「ちょっと、捜さがしに行ってきます！」


「何だと？　いや待て、それでは君まで単たん独どく行動になる！」


「だって、放っておけません！　もし……」


　真白はひどく青ざめていた。その表ひよう情じようはとても演えん技ぎで作ったものには見えない。真白は心底から心配しているらしい。真白とはまったく水が合わない姫沙だったが、さすがに反論する気力をそがれてしまった。


「……わかったよ。それなら、私も行こう」


「いえ、姫沙さんは怪け我が人にんですから。無理しないでください」


「しかし……」


「廊下には亡ぼう霊れいがウロウロしてますよ？　姫沙さんが見たとかいう亡霊ですよ？」


「む……」


「もう、さっきのアレは地下まで聞こえましたよ。すっごい悲鳴でしたものね～」


「うるさいっ、意地悪を言うな！」


　真白は『べー』と舌したを出し、


「仕返しです。さっき、ちょっと泣かされちゃったので」


　いい気味です、と言い残し、真白はさっさと出て行った。


「あ……」


　置いてきぼりにされ、ぽつんとする姫沙。


　真白が出て行ってしまうと、室内は本当に静かだった。安あん眠みんできるように、という配慮なのだろう。十分な防ぼう音おんが施ほどこされているため、風の音もどこか遠い。


　眼鏡めがねのブリッジを押おさえ、硬かたい笑え顔がおで不ふ敵てきに笑う。


「ふん……バカめ。確たしかに廊下は怖こわいがな」


　パチン、と水道管がラップ音を立て、姫沙の小さな体がベッドの上で大きく跳はねた。


「ひ……」涙なみだ声ごえで言う。「独ひとりも、怖いぞ……っ」


　ふと、そのとき。


　ヒタ、ヒタ、ヒタ……。


　と、かすかな足音が響ひびいてきた。廊下を誰だれかが歩いている。


　聞きたくないのに耳を澄すましてしまう矛む盾じゆん。音はやけに軽い。たぶん、女の足音だ。


　ヒタ、ヒタ……ヒタ。


　足音が止まる。


　よりにもよって、このドアの前で。


　三秒ほど遅おくれて、姫沙はびくっと震ふるえた。傍はた目めには間ま抜ぬけな光景だが、本人は今すぐ泣き叫さけびたくてたまらずにいる。既すでにじんわり涙が浮いていた。


　布ふ団とんを頭からかぶりたい。かぶって耳を塞ふさぎたい。そう思うのに、目はドアに釘くぎ付づけのまま、微び動どうだにしない。できない。目がそらせない！


　不自然な沈ちん黙もくが続く。足音の主は既に通り過すぎたのだろうか？　それとも──息を殺して、こちらの様子をうかがっているのだろうか？


　姫沙の控ひかえめな胸むねが大きく脈打った。体が心しん臓ぞうに振ふり回される。


　やがて。


　ぎぎぃぃぃ、とドアが開いた。


　その段だん階かいで、姫沙はもう失神寸すん前ぜんだった。従したがって、ぬーっと黒い手が室内に差し入れられたときには、もちろん喉のどが張はり裂さけそうなほど絶ぜつ叫きようした。







Episode 12







　院長室は質しつ素そだった。


　スチール製せいの事じ務む机づくえにキャスター付きの椅い子す。粗そ末まつなＰＣラックには、いかにも旧きゆう世せ代だいふうの古ぼけたＰＣと、日焼けしたブラウン管モニター。ぐるりと部屋を囲む本ほん棚だなは安物、蔵ぞう書しよも古本。来客用のソファだけが、少しばかり上等な本ほん革かわ張ばりだ。


　今、夕ゆう陽ひの差し込む窓まど辺べに一人の修しゆう道どう女じよが立っていた。


　背はい後ごでノックの音がする。修道女は振り向かず、「どうぞ」と気のない返事をした。


　ドアが開く。


　遠えん慮りよがちに入ってきたのは──真白だ。


「失礼します、シスター森。ご出発の支し度たくは……？」


「大だい丈じよう夫ぶ。もう済すんだわ」


　はあ～、とため息をつく。それから、誰に言うともなくつぶやいた。


「主のおぼし召めしとは言え、こんなに早く、ねえ……。もっといろいろ、たくさんのことを教わりたかったのに……」


　真白はもじもじとするばかりで、返事をしない。何と答えていいのかわからなかったのだろう。いくつかの慰なぐさめ、見み舞まいの言葉を吟ぎん味みした後で、結局はこう言った。


「皆みなさんは、もうお車の方に行かれましたけど」


「ええ……。わたくしももう行きます」


　そうは言ったものの、修道女は窓まど際ぎわを離はなれなかった。


　ぼんやりと窓まど越ごしの風景に見入っている。修道服が残照を浴び、オレンジに染そまる。


「そう言えば、もう明日なのね」


「え……？」


「桃原のご夫ふ妻さいが天に召めされた日よ。わたくしは昨日のことのように覚えています」


　真白はうつむいた。下した唇くちびるに歯が食い込こむ。


「貴女あなた一人で大丈夫かしら？　桃原の若わかさまがいらっしゃるのよ」


「大丈夫です。ここにくる前、坊ぼつちゃまとはけっこう仲がよかったんですよ？」


「ああ、そうだったわねえ……。じゃあ、毎年たくさんの寄き付ふをくださる方よ──なんてことも、とっくに承しよう知ちしているわね」


「はい。それはもう」


「以前ご縁えんのあった方とは言え、粗そ相そうのないようにお願いしますよ。何事かあったら、本部に叱しかられちゃいますからね」


「はい、わかりました」


　修道女は思いを振り切るように深しん呼こ吸きゆうした。


　その場で身をかがめ、足もとのボストンバッグを抱かかえ上げる。


「じゃあ、確たしかにお任まかせしましたよ。わたくしも翌よく日じつには戻もどります。夜間はあちらの教会にいますから、何かあったら連れん絡らくをちょうだい」


「はい。シスター森も、道中お気をつけて」


　ボストンバッグを肩かたに提さげ、真白を振り向いた修道女は──


「じゃあ、行ってくるわね」


　ふっくらとふくよかな、五〇代も終わり際ぎわの女じよ性せいだった。







Episode 42







　目にしたものが信じられず、誓護はカカシのように立ち尽くした。


　何だ、今のは？


　どういうことだ？


　僕はどこで間ま違ちがった？


　だって、可か能のうなのか？　そんなことが、本当に？


　だったら、あれは一体何者……？


　それは──つまり──たぶん──偽にせ者もの。そう、偽者だ。


　すると、どうなる？


　さあ、考えろ。もっと早く。もっと先まで。もうわかりかけている。断だん片ぺん的な映えい像ぞうが次々とフラッシュバック。首を絞しめられる女じよ性せい。死体を背せ負おい、運び出す男。そして、厨ちゆう房ぼうで解かい体たいされる肉……その先だ。その先はどうなる。肉は処しよ分ぶんされる。当たり前だ、そのために解体したんだ。なら、どう処分される。きっと、薄うす暗ぐらく、狭せまい──


　あたかも稲いな光びかりがひらめくように、それは誓護の脳のう裏りに突とつ如じよとして生じた。


　そうだ……。そういうことなんだ……。


　誓護は震ふるえながら歩き出した。足は勝手にサイクルを速め、駆かけ足になり、やがて全力疾しつ走そうとなって、暗い廊下を切り裂さいていく。どこに向かっているのか、はっきりとは理解できないまま、しかし直感がそうさせるのか、少しも迷まよわずに走り続ける。


　気がつくと、ぽっかり口を開けた暗くら闇やみの前に立っていた。


　ひんやりと冷たい風が漂ただよってくる。地の底から染しみ出すような、湿しめった空気が。


　地下室へと下りる階段。その前に誓護は立っていた。


　呼こ吸きゆうを整え、もう一度思考を整理する。誓護の推すい理りが正しければ──正しいはずだ──この事じ件けんの最後のピースは、この下に存そん在ざいしなければならない。


　目を閉とじ、深しん呼こ吸きゆう。意を決して踏ふみ出そうとしたとき。


「────？」


　ふっ、と誰かの吐と息いきが誓護の襟えり足あしをなでた。


　それが何を意味するのか、理解する暇ひまもなかった。


　がーん、と後頭部から眼がん球きゆうに抜ぬける痛いたみ。足もとの床ゆかに血の花が咲さく。ドバッ、バシャッ、と景気よく。飛沫しぶきが飛んで、制せい服ふくのすそが濡ぬれた。


　おいおい、と思った。


　おいおい……、これは死ぬんじゃないか？


　だって、めまいがするぞ。目の前が真っ暗だぞ。前後不覚……だぞ？


　天地が引っくり返る。まっ逆さかさまの浮ふ遊ゆう感。ごち、とひたいを強打して、それからガタガタと体が揺ゆれた。そのまま落ちて、落ちて、落ちて──


　巨きよ人じんの大あごに咀そ嚼しやくされるような感覚を最後に、誓護は意い識しきを失った。







Episode 23







　二人の女が言い争っている。


　映像が鮮せん明めいになるにつれ、言い争いの方も聞き取れるようになっていく。


「……何度も言わせるな」


「お言葉ですけど、それはこちらの台詞せりふです」


「私は足取りを調べたんだ。間違いなくこの修しゆう道どう院いんを訪おとずれている」


「……ですから、お帰りになられたと」


「噓うそをつけ！」


「噓なんて……。一体、何が言いたいんですか？」


「ふん、わからないのか？」


　間を置く。そちらは姫沙だ。姫沙が鬼おにのような形相で、こう言った。


「君が殺したんだろう、と言っているのだよ。人殺し！」


「ひ……!?」


　しゃっくりのような音。真白だ。真白は顔を真っ赤にして、叫さけんだ。


「人を殺したのはそっちでしょう！　旦だん那なさまを──奥おくさまも！」


「な……!?」


　思わぬ反はん撃げきだったのか、姫沙は鼻白み、こちらもしゃっくりのようになる。


「あれはただの心中だ！　先代が奥方を引き止めようと」


「旦那さまはそんなことしません！」


「なぜ言い切れる！」


「旦那さまは、もう奥さまに未練なんてありませんでした！」


「なるほど」姫沙は侮ぶ蔑べつの目を向けた。「泥どろ棒ぼう猫ねこにはそれがわかるわけだ？」


「ど──」


　真白は絶ぜつ句くした。次の瞬しゆん間かん、猛たけ々だけしい怒いかりの炎ほのおが瞳ひとみに燃もえ上がった。


「私は泥棒じゃない！　私は旦那さまの、恋こい──」


「黙だまれ！　離り婚こんの引き金になったのは貴き様さまだろうが！　よくもぬけぬけと……よくも恥はじもせず、あの兄妹きようだいの前に顔を出せたものだな！」


　真白は言葉に詰つまった。


　ただでさえ痛いたいところを容よう赦しやのない一いち撃げきに貫つらぬかれた……そんな顔だった。


　姫沙はここぞとばかりにたたみかけた。


「さすが、色ボケの金持ちじじいにしつけられただけのことはある。父親が死んだら、お次はその息子に取り入ろうというのだからな。まったく恐おそれ入るよ！」


　真白は怒ど鳴なり返そうと息を吸すい込こんだ。その途と端たん、ぽろ、と涙なみだがこぼれてしまった。涙が出てしまったせいで、言葉はすとんと引っ込んでしまう。


　真白は口を押おさえ、弾はじかれたように部屋を飛び出して行った。







Episode 44







　寝しん室しつのドアがゆっくりと開く。


　ドアの向こうは黒い霧きりで遮しや断だんされている。その障しよう壁へきをすり抜けて、にゅっと黒い手て袋ぶくろが突つき出された。それからブーツの足が、ふわりとしたスカートが、銀と紅くれないの髪かみが、次々と障壁をすり抜け、アコニットが室内に戻もどってきた。


　顔色がよくない。傷きずはほとんど癒いえているのに、呼こ吸きゆうが荒あらく、冷や汗あせがびっしょりだ。


　アコニットは用心深く室内を見回した。


　いのりはまだベッドで眠ねむっている。加賀見も然しかり、クロゼットから動いていない。アコニットはほっとため息をつき、それからムスッとして、テレビの上に腰こしを下ろした。


（いいこと、誓護。これは力を貸かしたのでも、借りを返したのでもないわよ……）


　たった今、アコニットは姫沙の部屋でフラグメントを回かい収しゆうした。


　別に誓護のためにしたことじゃない。ただ単たん純じゆんに、アコニットもまた、真白と姫沙が何を言い争っていたのか気になっただけだ。だから確たしかめた。それだけのこと。


　アコニットは足を組んで座すわった。重ねた膝ひざの上に頰ほお杖づえをつき、考え込む。


　姫沙は真白を人殺しだと決めつけた。


　それがわからない。なぜ、決めつける。いや、それ以前に──


　誰を殺したというのだろう？


　問い詰つめようにも、肝かん心じんの姫沙はアコニットを見るや気き絶ぜつしてしまったので、アコニットの疑ぎ問もんは宙ちゆうぶらりんのままだ。


　だが、まったく想そう像ぞうもつかない、というわけでもない。


　アコニットにはもう予想がついている。


　ただ、それを証しよう明めいできるほどには、過か去この残ざん滓しが集まっていない。いや、もしかしたら、その過去は二度と復ふく元げんできないかも知れない。最初の〈絞こう殺さつ〉映えい像ぞうと同じように、はっきりとした像を結ばない可か能のう性せいは──大いに、ある。


（ふん……厄やつ介かいなこと）


　アコニットはイライラしてテレビを蹴けった。


（誓護とも連れん絡らくが取れないし……。何をやってるのかしら、あのおばか下げ僕ぼく）


　姫沙の寝室から戻る途と中ちゆう、アコニットは指輪を通して誓護に呼よびかけてみた。


　しかし、誓護からは一いつ切さいの応おう答とうがなかった。会話もできず、監かん視しもできず、〝振ふり子〟が今現げん在ざいどこにあるのかもわからない。完全に連絡が断たたれてしまっていた。


　彼の身に、何かあったのだろうか？


　まさか──グリモアリスの手に落ちた？


「……落ち着きなさい、アコニット」


　アコニットは無む意い識しきのうちにつぶやいた。


「人間一人がどうなったところで、貴女あなたには関係がない……そうでしょう？」


　ふふん、とせせら笑う。


「彼との契けい約やく？　そんなものは破は棄きされるだけよ。対象が死んだら──」はっとして、そしてむっとする。「死んでないわよ。滅めつ多たなことを言わないで！」


　独ひとり言に独り言で反はん論ろんしてしまい、アコニットはちょっと赤面した。


「ばかみたい……。ぁあ、そうよ、〝振り子〟だわ。あれがなくなったら、私はとても困こまるもの。心配するのも当然よ。やむを得ないことよ」


　一人納なつ得とくし、うんうんとうなずく。喉のどに引っかかっていたものが取れたような気がして、少し安心する。よかった、これで安心して心配できる。


（……全然、よくないじゃない）


　自分でもわけがわからなくなり、アコニットは渋じゆう面めんになった。眉み間けんのあたりでパチパチと電流が弾ける。トラウマの元げん凶きよう、フラグメントを視みたせいで胸むねも悪い。


　ふと、自分で自分が可お笑かしくなった。


　戸と惑まどったり、怒おこったり。疑うたがったり。誰だれかの身を案じたり。


　そんなのはまるで──人間と同じじゃないか。


「ふん……このアコニットが？　人間と同じですって？　冗じよう談だんじゃないわ」


　愚おろかな人間とグリモアリスが同じであるはずがない。


　──愚かな？


　果たして、そうだろうか？


　確かに、人間は輪りん廻ねのルールも人界のシステムも理り解かいしてはいない。欲よく望ぼうのままにふるまい、無む益えきな争いを繰くり返し、無む為いな遊ゆう興きように耽ふけっている。


　だからと言って、それが愚かさの証しよう明めいなのか。


　誓護のことを考える。


　彼は輪廻のことを知る前から、妹のために命を投げ出していた。人間にとっては『たった一つきりの』命を投げ出すこともいとわず、永えい遠えんの責せめ苦を笑って受け入れると言った。そんな向こう見ずは愚かさの証明だと思う。一方で、その愚かしさはどこか高こう潔けつなのだ。なぜだか、彼を愚ぐ者しやと断だんじることには抵てい抗こうがあった。


　そもそも、誓護は頭が回る。前世は名のある賢けん者じやだったのかも知れない。


　上役はもちろん、親しい者にも秘ひ密みつにしていたことを、彼はあっさりと見み抜ぬいてしまった。人界、冥めい府ふを通して、誓護は唯ゆい一いつ、アコニットの秘密を知る者となった。


　フラグメントを恐きよう怖ふするグリモアリス──それは絶対の秘密だった。


　高所恐怖症のパイロット。スピード恐怖症のレーサー。血けつ液えき恐怖症の外げ科か医い……。そんなものはどれも笑い話だ。いや、笑われるだけならまだいい。この秘密が公おおやけになれば、アコニットは教きよう誨かい師しの任にんを解とかれてしまうだろう。蔑さげすみと、憐あわれみ、そしてある種の失望とともに。そうなれば、アネモネの雷らい名めいも地に堕おちる。


　この先も教誨師として生きるなら、誰に明かすこともできない秘密。いのりの過か失しつが誓護にとってそうであるように、永えい遠えんに隠かくし通さなければならない種類の秘密だ。


　恥ずべきことなのだと、ずっと思い込んでいた。


　だが、誓護は笑わなかった。


　蔑むことも、憐れむこともしなかった。


　ただ、拙つたない慰なぐさめを言ってくれた。僕ぼくもそうだよ、と。


　胸むねの真ん中がもわもわする。くすぐられるような、不思議な高こう揚よう。


（何よ、この感じ……イライラするわね）


　ずいぶん長いあいだ、忘わすれていた。この感覚。この懐なつかしいぬくもり。それは『嬉うれしい』という感かん情じようなのだと、ようやく気付く。


（許ゆるせないわ。愚かな人間のくせに、アコニットを……こんな気分にさせるなんて）


　鳥が飛べなくなるとき。馬が走れなくなるとき。音楽家が聴ちよう力りよくを失うとき。詩人が言葉を忘わすれるとき。その喪そう失しつに怖おそれを抱いだかないはずがない。苦しまないはずがない。


　誓護の言葉は、ほんの少しだけ、その苦しみをやわらげてくれる。


　アコニットは絶ぜつ対たいに認みとめないが、誓護がくれた言葉は、この先何度も記き憶おくの箱から引っ張ぱり出して慈いつくしむことになりそうな、そんな言葉なのだった。


　人界がたとえ偽いつわりの世界だとしても。この世にたった一人、アコニットの弱みを知り、受け入れてくれる者がいる。それは何と大きな慰めだろう。そしてアコニットもまた、誓護の絶対の弱みを握にぎっているのだ。


　それは信しん頼らいと同じこと。誓護はそう言った。そんな皮肉めいた言い方で、彼は不器用に伝えてくれたのだ。完かん璧ぺきな存そん在ざいじゃないからこそ、僕は君を信頼するよ、と。


　少なくとも誓護の前では、もう秘密を守ろうと気を張らなくて済すむ。


　きゅ、とドレスの胸むな元もとを握りしめる。きつく、きつく。まるで戒いましめるように。


　これ以上、気持ちが浮うわつかないように。


「……わかってるの、誓護？」声に出してつぶやく。「こんなことは許されない。糾きゆう弾だんされるべきことなのよ。貴方あなたみたいな、愚かで、おまぬけな人間なんかが──」


　このアコニットに、心配をかけるなんて。


　そんなこともわからないようなら、やはり誓護は愚か者だ。どうしようもないおばかさんだ。アコニットはそう結けつ論ろんし、腹はら立だちまぎれに放電した。


　と、その静電気の乱らん舞ぶにつられたように、クロゼットの加賀見が身じろぎした。何度か頭を振ふり振り、ひどく重たげに身を起こす。


　──意い識しきが戻もどったのだ。


　アコニットは扇おうぎを握りしめた。冷たい水を胃い袋ぶくろに流し込まれたような気分だ。先ほど味わったアイスクリームと同じ冷たさだったが、先ほど味わった多幸感はない。


　ふさがったはずの傷きず口ぐちがうずく。肉の裂さける感じや、血管を切せつ断だんされる痛いたみを思い出す。


（いい加か減げんにして……。これ以上、醜しゆう態たいをさらすと言うの？）


　己おのれを叱しつ咤たする。恥はじを知りなさい、アコニット。人間ごときを相手に畏い縮しゆくする必要なんてないわ。アネモネの名に傷をつけるつもり？


　アコニットは扇を開き、口元を隠した。それだけのことで、少しだけ不安が消える。


「気分はいかが？　愚かで、礼れい儀ぎ知らずの、野や蛮ばんな人間」


「……生きてやがったか。バケモノめ」


　ずどん、と制せい御ぎよできない稲いな妻ずまが空を裂さき、床ゆかや天てん井じようを黒く焦こがした。


　いのりが飛び起きる。いのりは何だかわからないままに、誓護の上着を頭からかぶり、亀かめのようになって、あわあわとベッドのすみっこに避ひ難なんした。


　加賀見は顔色も変えなかったが、軽くのけぞった。明らかに圧あつ倒とうされている。


　アコニットは平静を装よそおって言った。


「……そうよ。私は異い界かいの怪かい物ぶつ。ひよわな人間を殺すくらい、わけないわ」


「なら、さっさとそうしろよ？」


　からかうような薄うす笑わらい。加賀見は強気だ。もう腹はらをくくったらしい。


「……貴方に訊ききたいことがあるの」


「話すと思うか？」


「あら、話してくれないの？」


「────」


　加賀見は拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。アコニットの言葉には既すでに険けわしさがない。


「まあ、聞きなさいよ、愚かな人間……。アコニットは疑ぎ問もんに思ってるのよ。……いえ、不安に思ってる、と言うべきかしら」


　じっと、加賀見を見つめる。


「ひょっとして……私と貴方は、大きな誤ご解かいをしてるんじゃない？」


「……誤解？」


　怪け訝げんそうに繰くり返す。それから、露ろ骨こつなあざけりの表ひよう情じよう。


「何だ。話せばわかる、とでも言うつもりか？」


「ねえ、貴方……」


　アコニットはテレビを下り、ゆったりと位置を変え、いのりのベッドに腰こしかけた。


　いのりは誓護の上着から頭だけを出して、アコニットの方をうかがっていた。アコニットの手が伸のびてくると、一度は上着の中に隠れたが、しばらくするとまた、そろーっと顔をのぞかせた。不思議そうにアコニットを見上げる。


　アコニットの長い指が、そっといのりのあごをなでさする。ゆっくりと、いとおしむように。いのりは気付いてないが、喉のど笛ぶえが今にも握りつぶされそうだ。


　優やさしげな指使いとは裏うら腹はらに、アコニットは油ゆ断だんなく加賀見を見み据すえている。一方、加賀見は息を詰つめて、アコニットといのりを交こう互ごに見ていた。意図がわからず、緊きん張ちようを強しいられている様子だ。あるいは、何かを恐れている……？


　アコニットはある種の確かく信しんとともに、こう問いかけた。


「貴方──この子の命が惜おしくない？」







Episode 45







　睡すい眠みん不足も手伝って、目覚めたときにはけっこうな時間が経たっていた。


　朦もう朧ろうとする意識と、あちこち痛む全身とを無理やりに働かせ、携けい帯たい電話で時じ刻こくを確かく認にん。既すでに午前六時を一五分も回っていた。実にきわどい……。もうすぐ夜明けじゃないか。


　誓護は床ゆかに転がったまま、しばらくうんうんうなっていた。


　体も痛むが、何より頭だ。ずーんと重たく、骨が三倍に膨ふくらんでいる気がする。指先で傷きずの具合を確たしかめてみて、妙みような異い物ぶつ感に気付いた。


（あれ……？　この手て触ざわり……）


　何と、頭に包帯がまかれていた。誰かが応おう急きゆう処しよ置ちをしてくれたのだ。殴なぐった本人だろうか。殴っておいて治ち療りようするというのもわけがわからない。


　幸い陥かん没ぼつしている感じはないが、その代わりコブになっていた。この痛みと重さは、たぶん軽い脳のう震しん盪とうだ。柔じゆう道どうの稽けい古こで一度やったことがある。数日は顔はむくみ、腫はれ上がることだろう。せっかくの美男子が台なしだ。


　誓護は壁かべ際ぎわまで這はい、壁をよじ登るようにして身を起こした。


　ごつり、と背せ中なかに当たるのは鉄の扉とびらだ。たぶん、入口。異い様ようなほど手触りが硬かたく、びくともしない。一方、室内の空気は湿しめっていてやわらかく、修しゆう道どう院いんの廊ろう下かよりむしろ暖あたたかいくらい。独どく特とくの臭しゆう気きがさっきから鼻を刺さしている。


　携帯電話のフラップを開き、液えき晶しようの弱い光で照らしてみた。


　思った通り、そこは──


「……地下室か」


　昨日の夕方、真白に連れられて入った、あの食料庫だった。階かい段だんを滑すべり落ちた誓護を、殴った犯はん人にんはそのままここに運び込こんだらしい。


　扉とびらを押おしてみる。がきん、と頑がん固こな手て応ごたえ。外から施せ錠じようされているようだ。


「だめか……。おっと、ラッキー♪」


　とある事実に気付き、カラ元気でおどけてみた。


「さっすが誓護くんはついてるぜ。日ひ頃ごろの行いがいいもんな～。ほーら、その証しよう拠こに」


　左手を目の高さに上げると、それは液晶の光に照らされ、キラリと光った。


「……ここに、コイツが残ってる」


　アコニットから借り受けた指輪だ。プルフリッヒの振ふり子、と彼女は呼よんでいた。


　それが、まだ左手の薬指に残っている。それとも、意図的に『残された』のか？


　いや、今は罠わなの可か能のう性せいなど考えない。誓護は指輪をさすり、呼びかけた。


「アコニット？　おーい、アコニットさーん？　返事してくれー。アイスあげるからー」
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　腹立ちまぎれの稲いな妻ずまが走り、突とつ破ぱ口こうが開く……という展てん開かいを期待したのだが、残念ながら、思い通りにはならなかった。


　まったく音もない。なしのつぶて。


　まさか、アコニットの身に何か……？


　痛いたむ頭を左右に振ふる。いや、それはない。一度は人間相手に遅おくれを取ったアコニットだが、今は完全に臨りん戦せん態たい勢せいで、教きよう誨かい師しが存そん在ざいすることも知っている。油ゆ断だんはないはずだ。何だか知らないが、あの世に名立たる名家の出身だとか、そんなことを言ってたし。


　いのりは無事だろうか。あの白い教誨師と遭そう遇ぐうしてないか。地じ獄ごくに……連れ去られてはいないか。いや、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫に決まってる。いのりはきっと無事だ。そう信じろ。そうでなければ──心配で、胸むねがつぶれてしまう。


　状じよう況きようはうんざりするほど絶ぜつ望ぼう的だ。漬つけ物ものくさい暗がりに一人きり。アコニットとは分断され、閉とじ込められている。だが、僕はまだ生きている。喜べ、桃もも原はら誓護。まだチャンスが残っているぞ。いのりを護まもる、わずかなチャンスが。


　誓護はもう一度、指輪に視し線せんを落とした。


　からみ合う二匹ひきの蛇は、サファイアとルビーの瞳ひとみで、もの言いたげに誓護を見つめていた。


「……言われなくてもわかってるよ、畜ちく生しよう」


　投げやりっぽく笑う。


「とりあえず、ここで過か去こを再さい生せいしろってんだろ？」


　誓護は指輪にキスをした。


　祈いのり、念じる。


　そして、意外な事実を知る。







Episode 04







　古くなった蛍けい光こう灯とうから、どろりとした光が降ふりそそぐ。


　暗くら闇やみを溶とかすように現あらわれた情じよう景けいもまた、同じようにどろりとしていた。


　男女がぴったりとくっついて、お互たがいの唇くちびるを貪むさぼっている。ねっとりとからむ唾だ液えき。舌したを奪うばい合うような、濃のう厚こうな接せつ吻ぷんだ。


　糸をひいて二人が離はなれる。


　その刹せつ那な、誓護は目をむいた。塊かたまりのような息が喉のどに詰つまる。


　二人の人相には見覚えがあった。叔お父じの鏡きよう哉やと、継母ままははの有ゆ希きだ。


　有希がくすくす笑い出し、叔父はぶすっとした。


「……何か、可お笑かしいですか？」


「だって、その顔……。別人としてるみたい」


「慣なれてください。この先は長い付き合いになるのですから」


　叔父はしきりに誓護の方を──つまり入口の方をうかがっていた。


「臆おく病びようね～。心配しなくても、三時を過すぎるまでは誰もこないわよ」


「ふざけないでください。一体、誰のせいだと……」


　鼻の穴あなを膨ふくらませ、腹はら立だたしげにうごめかせる。


「肝かん心じんのブツを忘わすれるなんて、何を考えているのか……。あれがただの一つでも警けい察さつの目に留とまってみなさい。私たちは一発で破は滅めつですよ」


「わ、わかってるわよ。大丈夫だってば。すぐに見つかるわ」


「貴女あなたの娘むすめがいじったのではないでしょうね？」


「それは……」有希はあわてて言い添そえた。「だ、大丈夫よ！　ちゃんと誤ご魔ま化かしといたわ。あの子バカだから、絶対に気付かないわよっ」


　叔父は舌打ちした。唾だ棄きしなかったのが奇き跡せきのような、苦りきった表ひよう情じようだ。


「ああん、もぉ、そんなに怒おこらないで……ね？」


　有希は熟じゆくしきった胸をすりつけた。むき出しのふとももを叔父の足の間に差し入れ、艶なまめかしく腰こしをくねらせる。


　ほんの一いつ瞬しゆん、叔父の口元に隠かくしきれない嫌けん悪おがにじんだ。


　有希はまったく気付いた様子もなく、くねくね動作を続けている。


　叔父は苦く笑しようしつつ、セカンドバッグの中からビニール袋ぶくろを取り出した。中に小さな塊がいくつか入っている。誓護ははっとした。銀紙に包まれた……チョコレート！


「……どうぞ。コイツは簡かん単たんには溶けません。しっかり溶かしてくださいね」


「絶対に大丈夫よ～。あの糞くそオヤジは死ぬほど用心深いんだから。絶対、私が口をつけた方を取るわ。渡わたす前に溶かしとく」


「……そんな用心深い男に、本当に飲ませられますか？」


「それも大丈夫。バカみたいにロマンチストだから。自分に酔よってるのよ」


　有希は濁にごった眼めを少女のようにキラキラさせ、笑いながらチョコレートをもてあそぶ。


「うふふ、すごーい。ねえ、これって簡単に手に入るものなの？」


「……ま、私には簡単、といったところです。ツテがありますから」


「ふふん、それも本業で培つちかった人脈ってわけ？」


「まあ、そうです」


「ねえ、家の方はどうなってるの。私が失くし……じゃない、忘れたチョコは」


「ぬかりありません。そちらには姫沙を向かわせ──いてっ！」


　女の付け爪づめが男の肉に食い込んでいた。ちぎれそうなほどつねり上げている。


　歯をむき出しにする。叔父の取り澄すました顔に、野や卑ひで獰どう猛もうな本ほん性しようがのぞいた。


「何をする！」


「だって……」


　有希はすねて見せた。叔お父じは一転、相好を崩くずし、有希の肩かたに手を回した。耳たぶに息がかかるくらいの距きよ離りから、甘あまったるくささやく。


「可愛かわいい人だ……あんな小娘に嫉しつ妬としているのですか。何度も言ったでしょう。私たちは親子のようなもので、決して男女ではないと」


「だって貴方あなた、いつもあの子を側そばに置いてるじゃない」


「仁じん義ぎですよ、渡世の仁義」


　べろり、と有希の首くび筋すじに舌を這はわせる。


「身よりのないガキを拾ってやったようなものです。まあ、彼女もそれを恩おん義ぎに感じて、イロイロと尽つくしてくれますが──あいででで！」


「ほーら、やっぱり尽くさせてるんでしょぉ……？」


「やれやれ……。知ってるでしょう？　私は悪い女にしか勃たたないのです」


「あら奇き遇ぐうねぇ？　私も悪い男じゃないと濡ぬれてこないの」


　二人は再ふたたび接吻を交かわした。先ほどよりもいくぶん軽い。有希は食いついていくような求め方だったが、叔父の方は素そっ気なく、あしらうような口付けだった。


「続きはいずれ……。そのときはたっぷりと可愛がって差し上げますよ」


「あ～ん、待ってよぉ～」


「馬鹿な……。一いつ緒しよのところを見られたらどうするのです」


　冷れい淡たんとも言える口調だ。ところが、有希はますます燃もえたらしく、ますます甘えた声を出して、叔父の腕うでにしがみついた。恋こい人びと気取りの上うわ目め遣づかい。


「上う手まくいったら、詐さ欺ぎ師しなんてもうやめね？」


「いえ、より大きな詐欺をやるのです。桃原の総そう帥すいなんて、詐欺の親玉でしょう？」


　叔父はちょん、と有希の頰ほおに口付けた。有希にとっては、その奇き襲しゆうがもっとも効こう果かを上げたらしい。年とし甲が斐いもなく頰を染そめ、ぽーっと熱ねつっぽい眼めで叔父を見送る。


「では失礼。次に会うときは『桃原鏡哉』ということで、よろしく」


「う、うん……。バイバイ、鏡哉さん」


　有希がひらひらと手を振ふる。叔父は振り向きもせずに出て行った。







Episode 46







　肩がわななき、震ふるえが止まらなかった。


　誓護は右手で自分の肩をつかんだ。指が食い込む。かまうものか。握にぎりつぶすほどに強く。もっと強く。強く握り、煮にえたぎる激げき情じようをやり過すごす。


　それでも、呼こ吸きゆうができるようになるまで、ずいぶん時間がかかった。


　はああああああ、としぼり出すようなため息。


　両手で顔を覆おおう。手はそのまま上に流れ、髪かみをつかむ。膝ひざを引き寄よせ、背せ中なかを丸める。誓護は貝のようになって、じっと考えがまとまるのを待った。


　おぼろげに輪りん郭かくをなした思考は、一瞬で理路整然たる理り屈くつに変わり、ほとんど真実になってしまった。今ならほとんどのことを説明できると思う。誰が、何をしたのか。


　そういうことだったのか。


　そんな……そんな、簡かん単たんなことだったのか。


　なぜ、こんな手に引っかかった？


　グループの重じゆう鎮ちんどもは何をやっていた？


（……いや、これも逆ぎやく……かな。全部、逆だ）


　単たん純じゆんな手だからこそ、上手くいったのだ。


　親族的結びつきの弱い一族。親族の少ない父親の代。その弱みを見事に突つかれた。


　結局のところ、桃原には国家ほどの防ぼう備びも知ち性せいもない。各社の重役連中は古老の言いなり。上意下達が是ぜとされ、忠ちゆう実じつな社員ほど上からの情じよう報ほうを疑うたがわない。精せい査さなど、望むべくもない。誓護自身、最初の調査報ほう告こくを聞いた後では、もう疑わなかった。


　全員に思い込みがあった。巨きよ大だいな企き業ぎようグループを相手に、そんな幼よう稚ちな詐欺を仕し掛かける奴やつがいるはずがないと。特に役員連中は夢ゆめにも思わなかっただろう。


　父母の死後、叔父がひょっこり現あらわれたとき、その身辺調査を二つの調査会社が担たん当とうした──察するに、そのどちらもが敵てきの手の内にあったのだ。


　叔父は古参の重鎮たちにも認みとめられて、誓護の後見人となった──つまり、桃原の重鎮の中にも裏うら切ぎり者がいたというわけだ。


　構こう図ずはこうだ。


　あるところに悪い詐欺師がいました。詐欺師はお金持ちの奥おくさまをたらし込み、仲良くなりました。詐欺師は奥さまを利用し、財ざい産さんを丸ごといただいてしまおうと考えたのです。


　ところで、お金持ちの旦だん那なさまには弟がいました。この弟は独立独歩の人で、しきたりばかりの家を嫌きらい、先代と大喧げん嘩かのすえ出しゆつ奔ぽんしてしまったワンパク坊ぼう主ず。西せい欧おうや中近東をふらふらしているという噂うわさはありましたが、行方ゆくえはようとして知れませんでした。


　しめしめ、これを利用しない手はないぞ、と詐欺師は考えます。そして自分の顔を変え、まんまとこの弟君に成りすましたのです……。


　誓護はもう一度ため息をついた。


　もういい。もう十分だ。


　いよいよ──確たしかめるときがきた。


　ゆっくりと顔を上げる。


　目の前には、どこまでも深い闇やみが横たわっている。


　闇の中には吊つるされた死し骸がいのような、ハムやらベーコンやらソーセージやら。


　そしてあたかも棺かん桶おけのような、大小の樽たる。


　誓護はゆらりと立ち上がった。


　一歩ずつ、踏ふみしめるように前に進む。


　ほんの数歩の距きよ離りが永えい遠えんに感じた。背せ中なかに冷たい雫しずくを垂たらされたような、そんな戦せん慄りつ。


　やがて、一ひと際きわ大きな樽の前に立つ。ほとんど直感的に、その樽を選んでいた。


　震える指でフタを取っ払ぱらう。中は真っ白で、それこそ雪原のような風ふ情ぜいだ。


　素す手ででかき回す。ゆっくりと。粉雪をすくい取るように。


　塩の手て触ざわりはむしろざらめ雪に近い。手の動きは次し第だいに速く、雑ざつになる。誓護はほとんど泳ぐような勢いきおいで、塩を床ゆかにぶちまけていった。


　そして。


　意外なほどあっさりと、最後のピースが埋うまる。


「ふふ……ふふふ……ふふふ……」


　笑いたくなんか、ない。なのに笑いが漏もれる。漏れて止まらない。


「はは、人が悪いな……」


　雪のように真っ白な塩の下に──


「……お久ひさしぶりです、叔父さん」


　男の頭が漬つけ込こまれていた。


　変わり果てた、と言うほどでもない。首から下を失い、ミイラのようにしなびていることをのぞけば。ずいぶん人相は変わっているが、間ま違ちがいなく『叔父』のものだった。


「とうとう……見つかっちゃった」


　ふと、しゃがれた声が闇の中にこだました。


　目の前のミイラがしゃべったわけではなかった。声は樽よりもさらに向こう、入口とは反対側の壁かべ際ぎわから響ひびいてきた。


　それが誰だれかは、もうわかっている。


「……貴女あなただったんですね」


　誓護はひどく絶ぜつ望ぼう的な気分で、深い暗闇に光を当てた。




　Chapter 7　【かくてアダムの死を禁きんず】









Episode 49







　七人の罪つみびとがいたのです。


　一人は雪の中に。


　二人は墓はかの中に。


　そして、四人は檻おりの中に。







Episode 47







　闇の中から現あらわれたのは、誓せい護ごのよく知る人物だった。


　陰いん鬱うつに翳かげる、うつむき加か減げんの表ひよう情じよう。伏ふし目がちに、誓護にたずねる。


「ご存ぞん知じ……だったんですか？」


「信じたくはなかったけど」


「……どうして、私だと？」


「シスター森もりが偽にせ者ものだった」


「────」


「さっき、院長室で知ったんだ。それで、わかった。院長の入れ替かわりを秘ひ匿とくできた人物──今夜ここに居い合あわせた人の中で、院長を院長として扱あつかえた人物は、貴女しかいない」


「そう、ですか。院長が偽者だって、バレて。ふふ……心配してたことが……現げん実じつに」


　弱々しく笑って、さらにたずねる。


「いつから、疑うたがってらしたんですか？」


「初めから。貴女がこの修しゆう道どう院いんに入りたいと言ったときから」


　反はん応のうを見る。真ま白しろは素す直なおに納なつ得とくしそうな雰ふん囲い気きだった。誓護は苦く笑しようして付け加えた。


「なーんて、噓うそだけどね。本当はもっと後。……もうわかったと思うけど、僕ぼくは過か去この出来事を再さい生せいすることができる。今夜だけね。その力を使って、厨ちゆう房ぼうで視みたんだ」


　真白が目を閉とじる。誓護は油ゆ断だんなく真白を観察しながら、続けた。


「女の人が、男の死体を解かい体たいしてた」


「…………」


「ずっとね、死んだのは女の人だと思ってた。僕たちは」


「…………」


「女の人が殺される映えい像ぞうを視みたから。いや、殺されかけた映像、かな。……あれは作さく為い的に切り取られた映像だったんだな。信じられないことだけど、女の人は死んでなくて……あの後、どこかで立場が逆ぎやく転てんして、男が殺された。男は解体されて、そして……」


　ぐるりと見回し、肩かたをすくめる。


「まさか、こんなところにほったらかしだったとはね」


「……地下室ここの管理って、新参者の仕事なんです。お漬つけ物も、燻くん製せいも。だから……。それに、ほかには……隠かくせる場所が見つからなくて」


「悪あく趣しゆ味みだね。おまけに豪ごう胆たんだ」


「本当は、昨夜、埋うめるはずでした。院長や、先せん輩ぱいたちが、いないうちに……」


　真白は嘆たん息そくした。残念そうに。深々と。


「もう、それだけなんですよ。本当に、それだけ。何度もばれそうになって、そのたびに亡ぼう霊れいにかこつけてごまかして……。本当に、それが最後の……」


「……あのとき、何があったの？　どうして叔お父じさんは貴女あなたを殺そうと？」


　見当はついている。だが、確たしかめなければならない。場合によっては、真白も誓護の敵てきになるからだ。つまり、真白が五年前の真実を知っている場合には……。


　真白はどこか遠くに視し線せんを投げて、


「春まで、あとどのくらいでしょうか。雪が融とけるまで……」


　と、突とつ然ぜんそんなことを言い出した。怪け訝げんに思う誓護に、いきなり爆ばく弾だんを投下する。


「ねえ、誓ちゃま。雪融けを待って、拾いにいらした銀のチョコレート」


「────!?」


「あの中に、毒は入っていましたか？」


　誓護はあんぐりと大口を開けた。


「何で、真白さんが……そのことを……」


　まさか。


　いや、それしかない。


「真白さん、……拾った、の？」


　真白は寂さびしげに笑っている。


　間ま違ちがいない。拾って、そして、すり替かえたのだ。


　誓護が春に処しよ分ぶんしたのはただのチョコレートで。


　本物の毒入りチョコレートは、真白の切カりー札ドになったのか。


「旦だん那なさまが亡なくなって、すぐです。信じられなくて……信じたくなくて……真白も、こちらの修しゆう道どう院いんをたずねました。お休みをいただいて」


「うん……覚えてる……」


「そして偶ぐう然ぜん、見つけたんです。雪の下から顔を出していた……あの封ふう筒とうを」


　何たる偶然。皮肉なめぐり合わせだ。やはり、悪いことはできない……。


「離り婚こん届とどけと書かれていたでしょう？　それを見てピンときました。あれは旦那さまの無理心中なんかじゃない……。誰かが、旦那さまを亡き者にしようとしたんだって」


　真白の声から次し第だいに抑よく揚ようが消えていく。


　代わってにじみ出るのは、殺意。


「お二人が死んで、誰が得をしましたか？」


「……叔父さんか」


　正せい確かくには、その偽者。今や漬つけ物ものまみれの屍しかばねをさらす、哀あわれな詐さ欺ぎ師しだ。


　毒入りチョコレートをチラつかせ、問い詰めたのか。そして、何とか懐かい柔じゆうしようとする相手の言葉をはねつけたがために、真白は殺されかけた……？


「そ、か。姫き沙ささんは……」


　誓護に叔父の不ふ在ざいを伝えるためじゃなく、


「叔父さんが行方ゆくえ不明になったから……捜さがしにきたんだな。ここへ」


　叔父の足取りを追い、殺人者がいることを覚かく悟ごの上で、探さぐりにきたのか。


　姫沙は『社長は先月から海外出しゆつ張ちよう』だと言っていた。行方不明の事実をひた隠しにしていた姫沙は、自らここを訪おとずれるしかなかった。殺人者との対決に備そなえ、武ぶ器きまで携たずさえて……。


「鏡きよう哉やさまだけじゃありません」


　真白はまるで爬は虫ちゆう類るいのような、無感動な目を誓護に向けた。


「貴方あなたにも、動機があったんです。誓ちゃま……」


　その通りだ。自分は両親を憎にくんでいた。まして、証しよう拠こを隠したのも誓護。真白はそのことを知っている。誰が拾いにくるのか、それを確かく認にんするため、封筒を雪の中に戻もどしたのだから。


　真白は数年来、胸きよう中ちゆうで温めていたに違ちがいない問いを、ついに発した。


「誓ちゃまが、旦那さまを殺したんですか？」


　誓護は躊ちゆう躇ちよした。返答に悩なやむ。肯こう定てい──それとも否ひ定ていか。


「うん」誓護はニッと笑い、「……って言ったら、どうする？」


　真白の答えは明めい快かいだった。


「死んでください」


　背はい後ごの樽たるを後ろ手に探る。やがて正面に回された手には金きん属ぞく製せいの手て斧おのが握にぎられていた。本来は氷を砕くだくための道具だが、氷の代わりに誓護の頭をかち割わろうという、笑えない話。


　笑えない話だったのに、誓護は笑い出した。


　真白はぽかんとし、次にひるみ、それから怒おこった。


「……真白は本気なんです！」


「ごめん。だってさ、傷きずの手当てしといて、『死ね』はないだろ？」


　自分の頭、包帯で巻まかれた頭を示しめす。真白は鼻白んだ。


「本当のところを教えてよ。真白さん、僕を殺したいの？」


「……殺します」


「そうしたいの？」


「…………殺すんです！」


「真白さん、いのりのために、歌を歌ってくれたよね」


「…………」


「真白さんが洗せん濯たくしてくれたときは、何かいい匂においがしたよ」


「…………っ」


「僕らにとっては、真白さんはお姉ねえ──」


「やめて！」


　ぽろぽろと涙なみだを流しつつ、真白は叫さけんだ。


「真白だって……お二人のことは、大好きでした。分ぶん不ふ相そう応おうですけど、姉きよ弟う妹だいみたいに、思ってました……。でも、それ以上に！」


　両手で手斧を構かまえ、床ゆかを踏みしめる。


「旦那さまを、愛していたんです」


　誓護は無む意い識しきのうちに眉をひそめていた。


「……あんな男を？」


「そんなふうに言わないでください！　貴方の、たった一人のお父さまなんですよ？」


「父親だって？　父親の情じようなんかアイツにはなかったよ。血も涙もないんだ」


「お立場が、あったんです！　旦那様は、とても、お優やさしい方でした……。世間で言われてるような、冷血漢なんかじゃ、なかった……」


　誓護は口をつぐんだ。哀あわれだと思った。あの男が優しいのは若わかい娘むすめに対してだけだ。そんなこともわからないのか。


　それとも、真白の言う通り、愛すべき父だったのだろうか。不器用で愛あい情じよう表ひよう現げんが下手くそなだけで、本当は家族を愛していたのだろうか。猟色の悪あく癖へきも、最初の妻を失った哀かなしみを忘わすれられず、心から愛せる後ご妻さいを探さがし続けていただけだったのか。


　今となっては確たしかめようもないが、そうあって欲ほしいと思った。そうでなければ──目の前の真白があまりにも哀れだ。カタキを取ろうと人を殺あやめ、解かい体たいし、そして今まさに誓護の頭をかち割わろうとしている、この世間知らずの娘が。


　真白がじりじりと間合いを詰つめてくる。


　生まれて初めて見る殺人者の瞳ひとみは、ぞっとするほど落ち着いていて、そして凄すごみがあった。誓護が妙みような動きを見せたら、即そく座ざに攻こう撃げきする覚かく悟ごだ。そういう面つら構がまえだ。うすら寒いものを背中に感じる。果たして、取り押おさえることができるだろうか？


　ナイフや包丁ならまだしも、手斧はヘッドが重い分だけ対たい処しよに困こまる。一度スピードに乗ってしまうと、簡かん単たんには止まってくれない。こっちは足はふらつくし、頭は痛いたむし、全身がだるい。正直、立っているのもツライほどなのだ。


　真白が一歩、踏ふみ出す。やむなく誓護は半歩退しりぞく。真白がさらに踏み出す。やむなく誓護はさらに退く……。そんなことを数回繰くり返したとき、引けた腰こしが硬かたいものに触ふれた。


　扉とびらだった。


　比ひ喩ゆじゃなく微び動どうだにしない、不自然な硬さ。もうこれ以上は一ミリだって下がれそうにない。要するに、絶ぜつ体たい絶命。無む慈じ悲ひで、残ざん酷こくな、絶対の壁かべ──


　いや、待て。


　見落としているぞ、桃もも原はら誓護。お前は重要なことを見落としている。


　真白がここにいる。


　真白がここにいるということは。


　一体誰が、この部屋の鍵かぎをかけたんだ？


（そう……か……。そういう……ことか！）


　これはただの密みつ室しつじゃない。背せ中なかの感かん触しよくが告げている。これは……セグメントの密室！


　考えろ。手はある。落ち着け。知ち恵えをしぼれ。冷静に、冷徹に計算しろ。


　誓護はゆっくりと計算を始めた。思い描えがくのはｘｙ平面、求めるのは曲線がつくる面積だ。そうしながら、大だい脳のうの半分で別のことを考える。


　脱だつ出しゆつするには、どうすればいい？


　簡単なことだ。閉とざされた扉を開放すればいい。


　セグメントの障しよう壁へきを破やぶるには、どうすればいい？


　これも簡単だ。障壁を生み出した、エン何とかの利り剣けんとかいうアイテム──おそらくはあの赤い本──で扉に触れればいい。


　できるか？


　……否いな、どう考えても不ふ可か能のうだ。


　強大な力を持った存そん在ざい、しかも実体のない相手から、武ぶ器きにも等しい道具を奪うばい取り、無理やり扉に押しつけるだって？　目の前には凶きよう器きを構かまえた殺人者が迫せまっていて、体はほとんど言うことを聞かず、おまけに敵てきにはこちらの思おも惑わくが筒つつ抜ぬけだってのに？


　無理だ。そんなこと、できるわけが……。


　──いや。


　いや、できる。桃原誓護には、それができる！


　誓護はいつしか暗算することを忘れ、いのりのことを思い浮かべた。最愛の妹の姿すがたを。そろそろとポケットをまさぐり、無む防ぼう備びなほど素す直なおに、右手に握にぎりしめたものを意い識しきする。


　真白の凶器はもう数歩の距離まで迫っている。だが、恐おそれるには値あたいしない。


　これさえあれば、形けい勢せいを逆ぎやく転てんできる。


　さあ、もっと近ちか寄よれ。もっとだ。もっと側そばにこい。切り札はまだこちらの手の内にあるんだ。そのことを思い知らせてやるぞ。


　真白がさらに一歩を詰め、手て斧おのを握り直したその瞬しゆん間かん、


「下がって、真白」


　可か憐れんな少女の声とともに、ぬっ、と人ひと影かげが現あらわれた。それも誓護の頭上、扉の天てん井じよう付近から。誓護に覆おおいかぶさるような格かつ好こうで、少女の上半身が扉に生えている。


　少女は逆さかさまに誓護をのぞき込こみ、上品に笑った。


「言ったはずだわ。私には人間の心が読めるのよ」


　しまった。誓護は胸きよう中ちゆうでうめく。しまった。監かん視しされていた……。


　少女が空中でゆっくりと反転し、扉から下半身を引っこ抜ぬく。それからふわりと向きを変え、誓護に向かって白い腕うでを伸のばした。


「その手に何を隠かくしているのかしら？　見せて頂ちよう戴だい」


「や、やめろ……っ」身をよじり、右手を体の後ろに隠す。


「やめないわ」


　冷れい酷こくに告げる声。少女の右手が誓護の右手をつかんだ。細い骨こつ格かくからは想そう像ぞうもできないほど握あく力りよくが強い。誓護の手首が握りつぶされ、血管が悲鳴をあげる。


　今だ、と思った。その言葉だけは、演えん技ぎや計算に紛まぎれさせることができなかった。


　右手のものを奪うばわれると同時、少女の腕に飛びついた。指先が赤い背せ表びよう紙しの本に触れる。確かくたる手ごたえ。考えている余よ裕ゆうはない。だから、もぎ取った勢いきおいそのままに、身をひねり、腰こしを起点に跳はね上げた。柔じゆう道どうで言えば体落としに近い体勢だ。そのまま、もろともに突つっ込むような格好で、扉に向かって跳ちよう躍やくした。


　があん、と鉄の扉が音を立て、表面が波打つように揺ゆれた。その大げさな揺れ具合が、目もく論ろみの成功を告げている。


　障壁、消失。


　しかし──力任まかせに押してみても、扉はガチャンと鳴るだけで、開かれることはなかった。セグメントで封ふうじられていたばかりでなく、きっちり施せ錠じようもされていたのだ。


　立ち尽くす誓護の腹ふく部ぶを、猛もう烈れつな衝しよう撃げきが真下から襲おそった。


　体が浮き上がる。かと思えば、すさまじい膂りよ力りよくにねじ伏ふせられて、今度は床ゆかに叩たたきつけられた。五センチもバウンド。続いて少女の妖よう気きが爆ばく風ふうと化し、誓護を吹ふき飛ばす。誓護は途と中ちゆうの樽たるを巻まき込みながら、盛せい大だいな音を立てて床を転がり、壁に激げき突とつして止まった。


　げほっ、ごほっ、と咳せき込む誓護。一方、少女はひどく不ふ可か解かいそうな様子で、己おのれの手の中のものを見つめていた。


　それは一枚まいの紙切れだった。名めい刺し大の厚あつ紙がみ。カードだ。印いん刷さつされているのは子こ供どもが描かいた絵。チャペルを背にして並ならんだ、新しん郎ろう新しん婦ぷの幸せな笑え顔がお──


「何かしら、これは。こんなものが、どうして切り札……」


　はっとする。さすがに聡さとい。


「まさか……あの思考は欺ぎ瞞まん……狂きよう言げん、だと言うの？」


　嫌いやみの一つも言ってやりたいところだったが、痛いたみがひどく、かなわない。代わりに、できる限かぎりの嫌みな顔で笑ってやった。


「そんな……あり得ないことだわ。あの極きよく限げん状じよう況きようで、この私を釣つり出すために表ひよう層そう思考を操そう作さしたと言うの？　演技で？　計算で？　だって、あの思考で、どうして……」


　少女はらしくもなく狼ろう狽ばいし、ムカデか毒どく蛙がえるでも見るような目で誓護を見た。


「どうして、私が真白を守ると、わかる……!?」


　仮かりに、誓護が本当に爆き発りふ物だのようなものを持っていたとして。


　放置しても真白が負ふ傷しようするだけだ。教きよう誨かい師しが人間の命を守るために、誓護を妨ぼう害がいするなどという確かく証しようはない。むしろ、そんなふうに考える方がおかしい……。


　誓護は痛む腹はらをさすりながら、やっとのことで言葉を返した。


「……貴女あなた自身が言ったことさ。この案あん件けんが解決してくれれば、それでいい、ってね」


「ええ……覚えているわ」


「だったら、簡かん単たんなことだよ。貴女は院長室の鍵かぎをくれた……僕ぼくがここにくるよう仕向けた。貴女と真白さんが共きよう犯はんで、貴女が僕たちを閉とじ込めたのなら──どんなカラクリかは知らないけど──真白さんが僕を殺すまで、貴女の『案件』は『解決』しないんだ」


「だから当然、私は真白を守る……。こんな紙くずをもぎ取るために、自みずからの存在系コーデツクまで更こう新しんして……。なるほど、その一いつ瞬しゆんをとらえれば、確実に私に触れることができるわ。貴方は、そこまで計算して……？」


　漆しつ黒こくの瞳ひとみが闇やみの中できらめき、畏い怖ふと敵意とをにじませる。


「怖おそろしい人間。──でも、残念だったわね？」


　少女はすぐに落ち着きを取り戻もどし、例の穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべた。戸と惑まどっている真白に近寄り、そっと肩かたに手をかける。


「そこまでは見事だったけれど、貴方は依い然ぜん、袋ふくろの鼠ねずみだわ。たとえ分節乖離セグメントを破は壊かいしたところで、ここは完全なる密みつ室しつよ。脱だつ出しゆつの手しゆ段だんなんて存在しない。それとも、生身の私になら勝てると踏ふんだのかしら。どちらにしても、貴方は真白の餌え食じき──」


「く、ふ……ふふ……はは」


　少女が動きを止めた。笑みを消し、じっと誓護を見み据すえる。誓護には思考を読むなんていう便利な力はないが、相手の考えていることは手に取るようにわかった。


　この男は何を笑っている？　ただの虚きよ勢せいか。それとも……一体、何を企たくらんだ？


「逃げ道はないって？　勝ち目もないって？」


「…………」


「百も承しよう知ちなんだよ、そんなことは」


「────!?」


「僕の狙ねらいはただ一つ」


　天を示しめし、会心の笑みを刻きざむ。


「逃げ道がないなら──開けりゃいい」


　少女の双そう眸ぼうが驚きよう愕がくに見開かれた。


　そう。セグメントの檻おりが解とかれれば。


　声が届とどくのだ。誓護が一夜限りの契けい約やくを交かわした、とびきり美しく、恐ろしい存そん在ざいに！


　憎にく々にくしげな舌した打うちとともに、少女は飛び退のき、壁かべの向こうに姿すがたを消した。


　刹せつ那な、どごーん、という轟ごう音おんが響ひびき、分厚い天てん井じようが崩ほう落らくした。瓦が礫れきは空中でモロモロと崩くずれ、黒っぽい灰はいになって消えていく。この不自然な崩壊現げん象しよう、誰だれの仕し業わざか一目瞭りよう然ぜんだ。


　その隙すきを逃のがさず、誓護は棒ぼう立だちの真白に組みついた。たやすく手て斧おのを奪うばい取り、腕うでをねじり上げる。急に動いたせいで頭がガンガンと痛いたみ、視し界かいに星が散った。鼻血が出そうだ。


　立ち込める煙けむりが晴れる頃ころ、コツ、コツ、と頭上で足音が響ひびいた。足音は真上で止まり、大きな亀き裂れつのあいだから銀細工のような少女が顔を出す。


「職しよく務む怠たい慢まんよ、誓護」


　ひどく冷れい淡たんに。そして憤ふん然ぜんとして。


「卑いやしい下げ僕ぼくの分ぶん際ざいで、ご主人さまにご足労願うなんてね」


「はは……そりゃどうも、申し訳わけありませんでした、姫」


　直後、アコニットはふわりと虚こ空くうに身を躍おどらせた。


　誓護はぎょっとして手を伸のばした。案の定、アコニットはバランスを崩くずし、誓護と真白を下敷きにして着地した。どすん、と予想外に重たげな音がする。


「ててて……何やってんだよ!?」


　怒ど鳴なるだけでも頭ず蓋がいに響ひびく。たぶん、今ので傷きず口ぐちが開いた。


「ふん……お、思ったより、高いじゃない」


　今さらビビってるのが丸わかりな表ひよう情じようで吐はき捨すて、真白を尻しりの下に敷しいたまま、アコニットは誓護に右手を突つき出した。


「……何？」ぽむ、とお手をする。


　ぺちっと誓護の手をはたき、きりきりとまなじりをつり上げるアコニット。


「寝ねぼけないで。〝振ふり子〟を返せと言ったのよ」


「あ、じゃあ……？」


「そうよ、貴方あなたの役目はもうおしまい。……賭かけは貴方の勝ちよ、誓護」


　うっすら微笑ほほえんでくれた気がしたのは、目の錯さつ覚かくだろうか。


　アコニットは指輪を受け取り、右手の薬指にはめた。その途と端たん、目に見えて活力が戻もどる。生気が甦よみがえり、肌はだの色いろ艶つやが増まし、あふれんばかりの妖よう気きがたぎる。


　本来の力を取り戻したアコニットは、誓護と真白を片かた手てに一人ずつつかみ、跳ちよう躍やくした。天井の亀裂をくぐり、軽々と地上に浮ふ上じようする。


　亀裂の上は礼れい拝はい堂どうだった。誓護は床ゆかの上に投げ出され、しこたま尻を打ちつけた。


　稲いな妻ずまの衝しよう撃げきで長なが椅い子すが乱れ、床には大おお穴あながあき、タイルや木材の破は片へんが四散している。散らかり放題、といった風ふ情ぜいの礼拝堂で、見知った顔が誓護を待ち受けていた。


　姫沙も、加か賀が見みもいる。無理やりここに集められたのか、何が起こっているのかわからない様子で、呆ぼう然ぜんと誓護を見下ろしている。そして、二人の後ろには──


「いのり！」


　痛みも忘わすれて跳はね起きる。倒たおれた椅子の向こう側、加賀見のすぐ後ろだ！


　ちょうどよく手斧を持っている。誓護はとっさに手斧を構かまえて、駆かけ出そうとした。


「いのりから離はなれろ、この……」


「待ちなさい、誓護！」


　落雷が前進を阻はばむ。足を止める誓護の前に、アコニットがふわっと降おり立った。


「紹しよう介かいするわ。貴方の叔お父じよ」


「────」ゆっくりと、手斧を下ろす。「桃原……鏡哉？」


　加賀見は黙だまっていたが、アコニットがこっくりとうなずいた。


「だとしても、その人は君といのりを！」


「そう、このアコニットに刃やいばを向けた。……貴方たち兄妹きようだいを、得体の知れない怪かい物ぶつの魔ま手しゆから救い出そうとしてね」


　一いつ瞬しゆんの混こん乱らん。しかし、すぐに答えが出る。


　そうか、それも逆ぎやくだ。加賀見はいのりを害そうとしたのではなく──


　救出しようと、していたのか。人ひと質じちに取られ、誓護が脅おどされているのだと考えて。


　真白と姫沙を拘束したのも、誰だれが殺人犯かわからなかったから……。


「ふふふ、涙なみだのご対面？　そんなくだらないことは後にして。本題に入るわよ」


　アコニットは扇おうぎを開き、指先で羽をもてあそびながら、上じよう機き嫌げんで言った。


「罪ざい人にんは、もうそこにいるのだから」


　いのりも含ふくめ、一同の視線が真白に集中する。


「……どういうことだ」


　いち早く我われに返り、姫沙が真白につかみかかった。


「貴き様さま、何をするつもりだった!?　いや──」苦しげに言い直す。「何を、したんだ？」


　修しゆう道どう服ふくが引き裂さかれそうなほど乱らん暴ぼうに揺ゆさぶる。姫沙の小さなこぶしに静脈が浮き出て、今にも破は裂れつしそうだ。誓護は見かねて、二人のあいだに割わって入った。


「よせよ！　正当防ぼう衛えいだ」


　その一言で姫沙は察した。血走った目で真白を見上げる。


「……やはり、この女がこっ、……殺したのか？」


「先に手を出したのは野や郎ろうの方だ。真白さんが責せめられることじゃない」


「黙だまれ、貴様に何が──」


「わかるさ！　この目で視みたんだ！」


「な、に……？」


「ひどいやり方だったよ。女じよ性せいの首を絞しめて、壁かべに叩たたきつけて。鬼き畜ちくも鬼畜、あれが人間のやることかと思ったね。言わせてもらうけど、姫沙さん、あいつは死んで当然の男だと思うよ。五年前あいつが何をしたのか、それを知った後じゃ、特にね」


　姫沙の両手から力が抜ぬける。誓護はその手を引きはがし、真白を解かい放ほうした。


「……そうか。すべて、露ろ見けんしたのか。そしてもう……あの人は」


　ぽろり、ぽろり、と涙があふれる。


　姫沙はうずくまり、その場に泣き崩くずれた。嗚お咽えつが漏もれる。他人に弱みを見せたがらない、強がりの姫沙が、人目もはばからずに泣いていた。


　誓護はやりきれない気分になった。あんな腐くさりきった犯はん罪ざい者しやでも、死ねば涙を流してくれる女じよ性せいがいる。逆に言えば、そんな誰かがいたにもかかわらず、あんな生き方しかできなかったことが許ゆるせない。それはひどく納なつ得とくのいかない、やるせない怠たい慢まんだと思った。


「……すみません」


　誰にともなく、真白がつぶやく。


「姫沙さんの言う通りです。真白は……どのツラ下げて……」


　疲つかれきったような横顔に、ひとすじ、涙が伝い落ちた。


「……まだ聞いてなかったね。真白さん、どうしてアイツを殺したことを隠かくしたの？」


　真白がぼんやりと誓護を見る。


「だって正当防衛だろ。真白さん、あんな目に遭あわされて、ほとんど殺されたも同然で。罪に問われなかったかも知れないのに、何で警けい察さつに届とどけなかったんだよ。あんなふうに死体をバラバラにして、隠すなんて……死体損そん壊かいに、死体遺い棄きまでつくじゃないか」


　答えに詰まる真白の代わりに、アコニットがつぶやいた。


「……正当防衛じゃないからよ」


　思わず振り向いてしまう。アコニットはため息をつき、肩かたをすくめた。


「すべては逆だったのよ、誓護。最初の残滓条痕フラグメントを思い返してみなさい。被ひ害がい者しやの人相は、誰と判はん別べつできないほどに乱みだれていたわ。それはなぜ？」


　決まってる。後からやってくる教誨師アコニツトに、真白だと悟さとられないため──


　いや、違ちがう？


　そうだ、違う。話は逆だ。あれは──


　真白じゃないと、悟られないため？


「そうか……あれは……計画的な殺人なんだ……」


　人間なら間違いなく死んでしまうほどの攻こう撃げきを加えられた、あの女性。叩きつけられ、首を絞められたあの女性は真白じゃない。おそらく、あれは真白と共きよう謀ぼうした教きよう誨かい師し……。真白は初めから殺すつもりで男を呼よび出し、殺すつもりで闇やみに身を潜ひそめていたのだ。


「ご名答。さすがはアネモネのアコニット」


　不意に、女性の声が割り込んだ。


　いつの間に現あらわれたのか。それとも、初めからそこにいたのか。


　内ない陣じんの前、最前列の長なが椅い子すに、一人の女性が腰こしかけていた。悠ゆう然ぜんと立ち上がる。こちらを振ふり向いたその姿すがたは、シスター森と呼ばれていた、あの女性のものだった。


「ええ、そうです、桃原の若わかさま。全部わたくしの入れ知ぢ恵えですわ」


「……貴女あなたは、誰なんです？」


　答えはわかっていたのに、訊きいてしまった。


　訊くまでもなく、思うだけでよかったのに。


　不意につま先から煙けむりのようなものが立ちのぼったかと思うと、次の瞬間には白い炎ほのおが燃もえ上がり、一瞬にして修しゆう道どう女じよをのみ込んでしまった。


　ぼぼぼ、と表面が燃え尽つき、修道女の姿が変わる。


「……君きみ影かげさん」


　もう一人の教誨師。先ほど誓護をいたぶった、あの黒くろ髪かみの少女だ。


「それは私の名前ではないわ。真白がとっさにつぶやいただけの、偽いつわりの名前」


　誓護は例によって積分の暗算を始めた。今さらだろうが何だろうが、誓護は最後までベストを尽くしたいタイプだ。


「自じ己こ紹しよう介かいの必要はないでしょうね。貴女は私を知っているもの」


　少女の視し線せんは誓護を通り越こし、アコニットを見つめていた。


「お久ひさしぶりね、アコニット。麗れい王おう六りつ花かのお姫ひめさま」


「ふん……〝振ふり子〟で時を早め、仮かりの肉体を老化させたのね」


「ええ、そう。真白を手助けしたくて。森女史の名めい義ぎとプロフィルを借りたのよ」


「あさましいこと。貴女らしい、くっだらない手口ね──鈴すず蘭らん」


　知ち己き？


　誓護は少なからず驚おどろいた。世界中でどれだけの『大罪』が教誨師の『案あん件けん』となるのかはわからないが、それらをすべてフォローするための人員なら、けっこうな数だ。


　だとしたら、これは稀け有うな状じよう況きようなんじゃないか？


　単なる偶ぐう然ぜんか。いや、それとも何者かの作さく為い……？


「そうそう、お話の途と中ちゆうだったわね」


　教誨師の少女──アコニットは鈴蘭と呼んだ──は誓護に向き直った。


「真白は食べてしまったの。私という、甘あまい甘～い毒入り林りん檎ご。だって、真白は確かく信しんを持ったのだもの。愛する人を殺したのは、貴方あなたの叔お父じと、その秘ひ書しよと、そして貴方だとね。復ふく讐しゆうを遂とげるためには、一人殺しただけで捕つかまるわけにはいかなかった……」


　誓護は暗算を繰くり返しながら、脳のうのすみっこで会話を聞く。


「だから、私の手引きのもと、完全犯罪を成し遂とげようと工く夫ふうしたの」


「手引き……だって？」


「ええ、そう。私が方法を教えてあげたのよ。私は人間の知り得ないことを知ることができる。愚おろかな人間どもの目から罪を隠すなんて、造ぞう作さもないことだもの」


「そうやって……殺人を犯させたのか。フラグメントも、劣化させて……」


「そうよ。もうしばらく、ほかの教誨師グリモアリスには大人しくしていて欲ほしかったから」


　ぶつん、と不ふ快かいな音が脳の奥おくで響ひびく。頭の中の問題集が真っ二つに裂さけた。


「……貴女も教誨師なんだろ、アコニットと同じ」


「もちろん。明白なことだわ」


「だったら、何でそんな、誘ゆう惑わくするような真ま似ねをする！」


　鈴蘭はしれっとして、こう答えた。


「烙らく印いんを押おしたかったから」


「────!?」


「聞こえなかったかしら。私は一人でも多くの人間に烙印を押したかったの」


　くすくすと笑いながら、鈴蘭は楽しげに続ける。まるでティータイムの談だん笑しようのように。


「そのためには完全犯罪を成立させるのが一番だわ。貴方は知っているかしら？　大罪を犯せし者、人界の法にて裁さばかれざるとき、私たち教誨師グリモアリスは訪おとずれる──。だったら、裁かれない罪ざい人にんをこさえてあげればいい。理り屈くつでしょう？」


　誓護は絶ぜつ句くした。何だって？　それはどういう理屈だ？　一人でも多くの人間を地じ獄ごくに堕おとしたかったから？　そんな理由で、完全犯罪を実行させるのか？


　そんなのはまるで、検けん挙きよ数すうを稼かせぐために犯罪をそそのかす不良警官じゃないか。


　いや待て。それよりも。


　裁かれない罪人、とはどういう意味だ？


　完全犯罪を成立させれば、教きよう誨かい師しが訪れる、だって？


　だったら──


　僕があの罪を隠かくしたから。


　いのりは生しよう涯がい、教誨師の影かげに怯おびえなくちゃならなくなったのか？


「つまり、利害の一いつ致ちだわ。私の手ほどきによって、罪人は少なくとも現げん世せでの平安を得る。私は烙印を押す。ね、素す敵てきな相利共生でしょう？」


　鈴蘭は楽しげに続けている。誓護の頭は最愛の妹のことで一いつ杯ぱいで、何も答えることができなかった。だが……。





「……ふざけないで」





　言葉を失くす誓護に代わって、口を開いた者がいた。


「戯ざれ言ごとはたくさんよ、鈴蘭。ひどく耳みみ障ざわり……カンに障る……」


　紅あかい瞳ひとみがらんらんと燃もえていた。黒い火の粉が飛び散り、周囲の空気が焦こげる。


　鈴蘭はくすりと笑い、挑ちよう発はつ的に言った。


「ふざけてなんかいないわ。罪人を煉れん獄ごくに招しよう待たいするのは私たちの役目でしょう？」


「誘さそい込むのは役目じゃないわ！」


「あら、人聞きの悪い……。罪人とは本ほん質しつだわ。放っておいてもいずれは罪を犯すもの。私はそのときを早めているだけ。おとり捜そう査さと何ら変わらない……」


「暴ぼう論ろんよ、それは」


「真白だって、ねえ？　私がやり方を教えてあげた途と端たん、迷まよわずあの男を殺したわ。私が現あらわれなかったとしても、遅おそかれ早かれ、殺人を犯していたのよ」


　ぎり、とアコニットが奥おく歯ばを嚙かむ。


「人界への過か干かん渉しようは罪よ。明白な掟おきて破やぶり……」


「不思議なことを言うのね、アコニット。塵ゴミみたいな法規ルールには支し配はいされない──それは貴女あなたの言葉じゃなかったかしら」


「……支配されないわ。貴女あなたのヘリクツになんて、絶対に」


　鈴蘭は困こまった顔をした。聞き分けの悪い子こ供どもを諭さとすような調子になる。


「ねえ、アコニット。貴女は一体どうしてしまったの。明白なことよ。人間なんて愚かでくだらないもの。幻げん想そうにすぎない現うつし世で、真実の生を見つめようともせず、輪りん廻ねという虚むなしいお遊びにうつつを抜ぬかす、堕だ落らくした存そん在ざいよ。貴女ならわかるでしょう？」


　アコニットは口をつぐんだ。


　たった今、鈴蘭が言ったこと。それはアコニットの持論でもあったはずだ。愚かな人間、薄うす汚ぎたない、おばかな存在。何度もそう繰り返していた。


　しかし、アコニットはかぶりを振ふった。一語一語、選ぶように言葉をつむぐ。


「……それは、違ちがうわ。鈴蘭」


「あら。どう違うと言うの？」


「人間たちもまた、現し世という現げん実じつを生きてるの。現し世に生きる者にとっては、それこそが真実の生──いえ、有ゆう限げんの時間に縛しばられた現し世だからこそ、つむがれる絆きずなもあるわ。その絆のために命を投げ出せる者もいる……。来世があろうと、なかろうと、人間の生の価か値ちは私たちと大差ない。……ひょっとしたら、私たちよりも」


　アコニットは顔を上げた。きっ、と鈴蘭をにらみつけ、言い放つ。


「人間の生は人間のものだわ。私たちが玩具おもちやにしていいものじゃない！」


　昂こう然ぜんと気高い横顔。誓護は胸むねが熱くなった。


　一方、鈴蘭は露ろ骨こつに落らく胆たんした。手にした本をひたいに押し当て、天を仰あおぐ。


「ああ、アコニット……。鈴蘭は失望したわ。貴女がそんなヌルイことを言い出すなんて……とても残念よ。貴女だけは、私と同じ高みにいると信じていたのに」


「ふん……貴女と一いつ緒しよですって？　反へ吐どが出るわ」


「まあ、お下品。可哀かわい相そうなアコニット。貴女もまた、すっかり人間の毒が回ってしまったのね。あの愚かなクリソピルムのよう──」


　ずばんっ、と雷らい電でんが生じる。アコニットの足もとから四方八方に稲いな妻ずまが走り、大音量で空気を引き裂さき、壁かべをひと息に駆かけ上がり、内ない陣じんが一いつ瞬しゆんで燃もえ上がった。電流は天てん井じようにまで達し、群ぐん青じようの空がぽっかりとのぞいた。


　アコニットはバチバチと帯電しながら、本来透とう明めいな声をどす黒くして言った。


「その名前を出さないでって、言ったでしょう……？」


「あら怖こわい。ふふ……激げきしやすいのは相変わらず」


「憐あわれなのは貴女よ、下げ衆すな鈴蘭。その穢けがれた舌したを引っこ抜ぬいてあげる」


「貴女らしい正せい義ぎ感ね。でも、いかなる正せい当とう性せいをもって？　私には何の罪もない。教誨師グリモアリスは人間にささやくことを禁じられてはいないのよ」


　勝ち誇ったように見下ろす。くすくすという含み笑いが嫌みだ。


「残滓条痕フラグメント毀き損そんで訴える？　残念だけど、それも無理ね。壁を磨き、床ゆかを磨き──そうして実行したのは真白だもの。それに、私の手元には完全な更メ新モ履リ歴ーがある。これを提出すれば、私は罪には問われないわ」


「……つくづくおばかさんね、鈴蘭」


　アコニットはあきれ顔であしらった。


「そんな塵ゴミみたいな法規ルールで、このアコニットは縛しばれないわ！」


　次の瞬間、アコニットは問答無用で稲妻を放った。


　稲妻はもちろん電気の速度。発生した瞬間に着ちゃく弾だんしている。誓護は舌をまいた。アコニットから生じたものだと理り解かいするのに数瞬を要した。


　空間が黒い稲妻でケーキのように切り分けられる。電流は枝えだ分わかれ、からまり合いながら、鈴蘭を焼き尽つくそうと降ふりそそぐ。迎むかえ撃うつ鈴蘭は赤い背せ表びよう紙しの本を高く掲かかげていた。妖よう気きの霧きりが障しよう壁へきとなり、雷らい撃げきを床へとアースする。


「いのり！」


　周囲は耳をつんざく落雷の集中豪ごう雨う。当然、声は届とどかない。誓護はボロボロの体に鞭むちを打ち、這はうようにして妹のもとに駆けつけた。まさかとは思うが、戦せん闘とうに流れ弾だまはつきものだ。自らを盾たてにして、最愛の妹を火の粉から護まもる。呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていたほかの人間たちも、巻まき添ぞえを恐おそれて床に伏ふせ、小さく縮ちぢこまった。


　やがて、雷撃の弾雨に競せり負け、鈴蘭の守りの要かなめ、赤い本が後方に弾はじかれた。


　濃霧の障壁が弾け飛び、ほんの一瞬、鈴蘭の姿すがたがあらわになる。


　とらえた──と思った瞬間、鈴蘭の姿がふっと消えた。


　特大の稲妻が虚こ空くうを焦こがす。鈴蘭を貫かん通つうし、床を粉ふん砕さいした。


　もうもうと立ち込める黒い灰はい。しばらくして、その燃えかすとほこりの霧が晴れてみると、鈴蘭は何事もなかったかのように、悠ゆう然ぜんと立っていた。


　ただし、体が半はん透とう明めいだ。輪りん郭かくがおぼろげで、向こう側が透すけて見える。


「まあ、危あぶない。あやうく大おお怪け我がをしてしまうところ」


　チッ、とアコニットはお行ぎよう儀ぎ悪く舌した打うちした。


「……みじめな鈴蘭。しっぽを巻まいて逃にげると言うの？」


「ええ、もちろん。アネモネのお姫ひめさまが相手では分が悪いもの。疫やく病びよう神がみは退たい散さんするわ。烙らく印いんは貴女あなたが押しておいて頂ちよう戴だい」


　鈴蘭の周辺が白くもやがかったようになる。


「ごきげんよう。また会いましょう、花はな烏う頭ずの君」


　白い妖よう気きが噴ふき上がり、火か焰えんとなって焼き尽つくす。飛び散った火花の最後のひとひらが燃え尽きたとき、そこにはもう誰だれの姿もなかった。


　鈴蘭が去っても、アコニットはしばらく臨りん戦せん態たい勢せいを崩さなかった。


　全身に鎖くさりのような電流がまとわりつき、ズビッ、ズバッ、とものものしい音を立てている。よほど腹はらを立てているらしい。『憤ふん懣まんやる方ない』という立ち姿だ。


　その電流がおさまると、今度は黒い妖気がごうごうとうなりを上げた。


　ぎろり、と人間一同を睥へい睨げいする。


　何に似にているかと言えば、火焰を背せ負おった不動明王だ。ひとにらみされただけでひれ伏ふしたくなる威い圧あつ感を身にまといつつ、アコニットはふわりと浮うき上がり、宙ちゆうに腰こしかけた。


　心持ち背をそらし、だらりと足をたらす。怠たい惰だな猫ねこのようにだらけた姿し勢せい。だが、不思議と品がある。やや高いところに浮いているので、威い厳げんはいや増まし、余よ計けいに圧あつ倒とうされた。


「罪ざい人にん」


　その威圧感に不ふ釣つり合いなほど細く、可愛かわいらしい声で、アコニットは真白を呼よんだ。


　真白はちらっと誓護を見たが、何も言わず、助けを請こうこともしなかった。


　震ふるえる足で立ち上がる。ぐずつくことはせず、気き丈じようにアコニットの前に出た。


「貴女は罪を犯したわ。謀ぼう略りやくによって一人の人間を殺し、さらに一人……誓護をも殺そうとした。屍しかばねを壊こわして死者を辱はずかしめ、罪を永えい遠えんに隠いん蔽ぺいしようとした」


　真白は黙だまってうなずいた。何一つ、言い逃のがれはしない。


　アコニットはじっと口をつぐみ、それからため息をつき、重々しく告げた。


「故ゆえに、教誨師グリモアリスは有ゆう罪ざいを宣せん告こくす」


　真白はかすかに微笑ほほえんだ。皮肉めいた、弱々しい笑み。


「それが、地じ獄ごくの沙さ汰た、ですか？」


「……そうよ」


「それじゃ、今すぐ地獄に案内してください。死しに神がみさん」


「……そんな野や暮ぼはしないわ」


　アコニットが扇おうぎを閉とじる。その黒い羽がメラメラと燃もえ上がった。黒い炎ほのお。その熱気は誓護のところまで伝わり、扇の骨ほねがあぶられてきしんだ。


　アコニットは熱せられた扇を真白のひたいに押おしつけた。


　ジュッ、と肉の焼ける音がする。真白が苦しみ、小さく悲鳴をあげた。


　真白のひたいには何の傷きず痕あとも残っていないように見えた。その代わり、何か妖よう気きのような、ゆらゆらと不気味に揺ゆらぐ翳かげがあった。物理的な傷痕とは違ちがうものの、そこには確たしかに、罪ざい人にんの『烙印』が押されたようだ。


　真白はひたいに触ふれながら、むしろサバサバとした表ひよう情じようで言った。


「これで私、死んで地獄に行くんですね？」


「おばかさん……。死とはどういうことかわかってる？　輪りん廻ねの輪から解とき放たれ、真の現うつし世に還かえることよ。それは永遠の安息……。故に罪人は死を許ゆるされず、煉れん獄ごくで永えい劫ごうの苦しみを味わうの。……死など、貴女には許されないわ」


　かくて罪人の死を禁きんず──


「だから、私はこう告げるだけ」詩を吟ぎんずるように。「vive,ウイウエ memorメモル mortisモルテイス」


　アコニットはいたわるように優やさしく、そっと真白の頰ほおをなでた。


「烙印とともに生きなさい。迎むかえの馬車を楽しみに」


　それだけ言うと、アコニットは黒い炎にまぎれて消えてしまった。


　後にはぼんやりと立ち尽つくす真白が残された。誓護も、姫沙も、鏡哉も、あまりにあっけない幕まく切ぎれに、言葉もなく立ち尽くすだけ。


　罪人は死なず、ただ陰いん鬱うつな未来を約束されただけで、放置された。





　こうして、世にも不ふ可か思し議ぎな事じ件けんは、夜明けとともに幕を下ろしたのだ。







Episode 48







　天てん井じようや壁かべに大穴があいたため、礼れい拝はい堂どうは冷気が吹ふき込こみ、肌はだ寒ざむかった。


　にもかかわらず、誰も礼拝堂を去らない。雷らい撃げきを免まぬがれ、どうにか生き残ったストーブをかき集め、燃もえ残った飾かざり幕を毛もう布ふ代わりに暖だんをとる。


　誓護のとなりには真白が座すわっていた。少し離はなれたところには〝本物の〟叔お父じが憮ぶ然ぜんとして足を組んでいる。さらに離れたところには姫沙が、一人だけ別の方を向いて放心していた。すっかり抜ぬけ殻がらのようになっている。ちょうど彼女の視し線せんの先に、地下室に通じる亀き裂れつがあるのだが、死体の場所を教えないのは誓護なりの情なさけのつもりだ。


　一体、この夜の出来事は何だったのか。


　誰もが消化不良のまま、考えあぐねて黙だまりこくっている。


　ただ一人、いのりだけはすうすうと寝ね息いきを立てていた。誓護のシャツをしっかと握にぎり、胸むねに顔を埋うずめ、全身でもたれかかっている。疲つかれと、怖おそれと、そして再さい会かいの安あん堵どと。緊きん張ちようの糸が切れてしまったせいか、気き絶ぜつするような寝入り方だった。


　いのりがこうして無事である以上、あの白い教きよう誨かい師しには勝ったということだろう。張はり詰つめていたものが切れ、誓護もまた睡すい魔まに襲おそわれていた。あの緊張感の中、夜通し走り回ったのだから当然だ。いのりの体温が心ここ地ちよく、体がぼうっとする。このまま眠ねむってしまえたら、どんなに気持ちいいだろうと思った。


　だが、まだ眠るわけにはいかない。


　誓護はようやく考えをまとめ、となりの真白に呼よびかけた。


「真白さん。この先、どうする？」


　わざと砕けた調子で言う。せめて表面だけでも、昨日までの二人のように。


「真白さんが自首したいって言うなら、僕ぼくは止めないよ。でも、そうしないって言うなら、僕らはここで見たこと、知ったことを全部忘わすれる。もちろん、ここの修しゆう理り費ひも桃原で持つ。何なら、建て替かえてもいいしね」


　チクリと罪ざい悪あく感が胸を刺さした。これは真白のためを思って言っていることじゃない。今回の事件が公おおやけになると、五年前の事件まで蒸むし返されかねない、という計算がある。


　考えてみれば、残ざん酷こくな申し出だった。真白から罪を償つぐなう機会を奪うばい、日ひ陰かげで生きていけと言うに等しいのだから。


　真白はじっと考え込んでいた。嚙かみしめるように、じっと。


　やがて、ぐるっと礼拝堂を見回し、ぽつりと言った。


「……今日は片かた付づけで忙いそがしくなりそうですね、これだけめちゃくちゃだと」


　それから、にっこりとして、


「そのどさくさにまぎれて、あれを埋めることにします」


「……いいの？」


「はい。あの子にも言われましたから。烙らく印いんとともに生きるようにと」


　早さつ速そく片付けを始めるつもりか、真白は立ち上がった。力なく微笑ほほえんで、


「雪の下には死体が埋まっている──あの伝説の通りになりますね」


「はは、伝説じゃ、きれいな女の子の死体だけどね」


　軽口にまぎらせ、励はげますように笑い飛ばす。それから、誓護はこう言葉を継ついだ。


「知ってる？　あの伝説、そんな昔にできたものじゃないんだよ」


「え……？」


　真白が怪け訝げんそうに振ふり向く。誓護は微笑み、種明かしをした。


「ここに幽ゆう閉へいされてたのは、親おや父じの前ぜん妻さい。つまり、僕の実は母はだから」


「！」


　真白はぽかんとした。そして、理由のわからない涙なみだをこぼした。


　真白は吹ふっ切れたように涙を拭ぬぐい、出口へと向かった。出がけ、一度だけ姫沙を振り返ったが、墓ぼ標ひようのような姫沙の背せ中なかに何も言わず──あるいは言えず──黙って出て行った。


　誓護は真白を見送ると、今度は叔お父じに向き直った。


「加賀見さ──あ、いや」親しみを込めて言い直す。「叔父さん」


　叔父はぶすっとふてくされた。


「オジサンはやめろ。……傷きずつく」


「じゃ、鏡哉さん」


　叔父は照れくさそうに、日焼けした頰ほおをゆるめた。


「……その名で呼よばれるのは、ずいぶん久ひさしぶりだな」


「訊きいてもいいですか」


「ああ。今さら隠かくすこともない」


「ゆうべも訊いたけど。何でわざわざ偽ぎ名めいで潜もぐり込んでたの、ここに」


　叔父は黙だまった。答えないのではなく、答えを整理しているようだった。


　ややあって、ぼそぼそと語り出す。


「何か妙みようなことになってたろ、桃原の家……。兄あに貴きが死んで、俺おれのニセモノが幅はばを利きかせてた。こんな家、もう俺にゃ関係ねえとも思ったが……」


「僕といのりのこと？」


「……別に、同どう情じようしたわけじゃないぜ。ただ、俺が家を飛び出したせいで、いらん面めん倒どうを押しつけられてるのかと思ったら……な。少し、気になった」


　それはたぶん、『少し』じゃない。叔父は『ずいぶん』気にしてくれたのだ。


「正面から怒ど鳴なり込んでも偽にせ者ものにゃ会えない……どころか、俺が消される可か能のう性せいもあった。だもんで、どうせならこのウデを生かすやり方はねえかと、智ち慧えをしぼったのさ」


「……オッケー。概おおむね、わかりました」


　誓護は大おお仰ぎようにうなずいた。いのりの髪かみをそっと指ですく。


「じゃ、今のお答えを踏ふまえた上で、お願いがあるんですが」


「何だ」


「僕といのりの後見人になってくれませんか」


　叔父は目を丸くした。あきれたように誓護を見下ろす。


　誓護が本気だとわかると、今度は眉み間けんにしわを寄よせ、にらんだ。


「……俺はビジネスに関しては素人しろうとだ」


「それでも。貴方あなたが後ろで支ささえてくれれば、僕もいのりも心強い。これは、アコニットを刺そうとするより、よっぽど嬉うれしい助力です。──て言うか」


　ぷっと噴ふき出す。


「噓うそをついてもダメですよ。貴方は桃原の英才教育を受けてるし、経けい歴れきだって見事なものだ。貴方の留りゆう学がく先さき、ＭＩＴの経けい営えい学がくコースだったそうですね」


「……筒つつ抜ぬけか」


「叔父──つまり偽者のことですが──が僕の後見人に決まるとき、いろいろ調べてますからね。あの詐さ欺ぎ師しが騙かたっていたのは、貴方の経歴なんでしょう？」


「日本のやり方は知らん。大体、偽者の偽者なんざ上う手まくいくわけが」


「その点は大だい丈じよう夫ぶ。最近は欧おう米べい流がもてはやされてます。それに」


　誓護は悪戯いたずらっぽく、枯かれた背せ中なかに大声で呼びかけた。


「偽者をよく知る、実じつ務む経験豊ゆたかな女じよ性せいがサポートしてくれるし……ね、姫沙さん？」


　突とつ然ぜん話を振られ、姫沙はびくっとして振り返った。


　ついに糾きゆう弾だんされるときがきたのかと、びくびくしている様子だった。誓護の言葉は聞こえていたらしく、今さらのように意味を吟ぎん味みし、そして啞あ然ぜんとした。


　疑うたがわしげに誓護を見る。誓護はじっと目をそらさない。どうやら聞き間ま違ちがいじゃないとわかり、かくん、と姫沙のあごが外れた。


「わ、わ、わ……」ごくりと唾つばを飲む。「……私は、詐欺師の一味だぞ？」


「だからこそ、です。そのことがバレると、いろんな人に迷めい惑わくがかかる。誰が貴女たちの味方だったのか知りたいし、そいつらを罠わなにもかけたい。勝手にいなくなられちゃ困こまります。ま、どうせ行くところもないんだろうけどね？」


　姫沙は切れ長の目をさらに鋭するどくして、じっと誓護をにらんだ。


「……正気の沙さ汰たとは思えんな」


「そりゃ、だって、正気じゃないし。こんな経験をした後だぜ？」


「……あきれ返る」


「どうぞご自由に」


「ふん……この……バカボンボンが……」


「あれ、姫沙さん泣いてる？」


「な、泣いてない！　調子に乗るな！」


　小石をつかみ、投げる真ま似ねをする。しかし、小石が誓護を打つことはなかった。


　姫沙は小石を取り落とし、両手で顔面を覆おおった。


　それきり、もう泣き止まなかった。


　誓護はそっといのりを引き離はなし、長なが椅い子すの上に寝ねかせた。


　目を覚まさないよう一本一本、優やさしく指をほどく。


「鏡哉さん、いのりをお願いします。冷えないように」


「……どこへ行く？」


「ちょっとね、友達に挨あい拶さつしたいんだ」


　叔父に最愛の妹を任まかせ、誓護はすすけた廊ろう下かを渡わたり、二階へと向かった。


　階かい段だんをのろのろと上がって、南向きのバルコニーに出る。


　朝の冷気が心ここ地ちよい。肌はだを切り裂さくような風も、今はただすがすがしく感じた。


　そして、そこに。


「……挨拶もなしにいなくなっちゃうほど、薄はく情じようじゃないとは思ってたよ」


　暁あかつきの太陽に照らされ、銀と紅くれないがキラキラとまばゆく光っている。髪が風に泳ぐさまは水面に銀ぎん鱗りんが跳はねるよう。ちらりと見える首くび筋すじはため息が出るほど透とう明めいな白。うるさそうに振ふり向いた瞳ひとみは、真しん紅くにきらめき、宝ほう石せきのように美しい。


　手すりの上にアコニットが腰こしかけていた。毒入りのホットチョコレートが置かれた場所に。まるで自分は毒だぞ、と強がって言い張はるかのように。


　小鳥のさえずりを思わせる声で、毒づく。


「……ふん、本当に血の巡めぐりの悪い男ね。いつまで待たせるのよ。凍こごえちゃうじゃない」


「あれ、待ってたの？」


　返事の代わりにビリッと放電。誓護のすぐ鼻先だ。誓護はあわてて話題を変えた。


「それにしてもアコニットさん、ひどい格かつ好こうですよ？」


　優ゆう美びだった黒いドレスは血で汚よごれてしまい、見る影かげもない。


「貴方だって。髪がチリチリよ。服もボロボロ。顔もボコボコ」


「その大半は君という危き険けんな放ほう火か魔まの仕し業わざなんだけぎゃあああ！」


　結局、火だるまになる。


　笑ってしまう。まったく──最後までこれかよ？


　誓護は手すりにひじをのせ、アコニットを見上げた。


「どうするの、これから。よかったら、お茶でも一いつ緒しよにどう？」


「……私の役目は終わったわ。私は人界を離れ、自分の世界に還かえるだけ」


「そっか、残念。もっといろいろ、聞きたいこともあったけど」


　アコニットは退たい屈くつそうに足をぷらぷらさせ、こんなことを言った。


「痕跡こんせき……消して行くこともできるわ」


「痕跡？」


「私が存そん在ざいした、すべての痕跡」ちらり、と横目で誓護を見る。「その場合は、……関かかわった人間の記き憶おくも、すべて消し去ることになるけど」


　じっと誓護の返事を待つ。私はどっちでもいいのよ、と言いたげに。


　誓護は内心で苦く笑しようした。素す直なおじゃないな。


「いいよ。こっちはこっちで何とかするから」


「……建物も直るのよ？」


「何言ってんだ。わざと壊こわしてくれたくせに」


「辻つじ褄つま合わせが大変よ？　警けい察さつもくるわよ？」


「上う手まくやるさ。この桃原誓護くんは、地獄の使いをも騙だました男だぜ？」


「ふん……自信家ね。反へ吐どが出るわ」


「お褒ほめにあずかり光栄です、姫ひめ」


「ふん……」


「ゆうべは、ありがとな。いろいろ」


「ふん……」


「さっきのも、嬉しかったよ。君が味方してくれたみたいで」


「…………ふん」


　ふと、アコニットが足のぷらぷらをやめた。


　背せ中なかを丸め、自分の膝ひざに視し線せんを落とす。
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　しばらくして、まるで独ひとり言のようなつぶやきが聞こえた。


「……アイスクリーム」


「ん？」


「悪くなかったわ。ソースがね」


「そう？　じゃ、いつかまた、ごちそうするよ。今度は手作りのアイスクリームをさ」


「おばかさん……。願い下げよ、人間の手料理なんて」


　ふわりと浮うき上がり、手すりの上に立つ。


　舞ぶ踊ようのように優ゆう雅がな動き。その場でくるりとターンを決める。スカートが風をはらんでふくらみ、その下のフリルがひらひらと揺ゆれた。


　銀と紅の髪かみが風になびき、隠かくれていたアコニットの顔があらわになる。


　誓護を見下ろすその顔は、うっすらと優しく微笑ほほえんでいた。


　ゆらゆらと妖気が立ちのぼり、アコニットの姿すがたを覆い隠していく。


　別れのときが近いのだと、誓護は悟さとった。


　心が残る。自分でも驚おどろく。


　たった一晩ばん、一緒にいただけなのに。


　痛いたい思いも、怖こわい思いも、たくさん押おしつけられたのに。


　この美しく、怖ろしい、でも本当はとても弱い、異い世せ界かいの少女──猛もう毒どくを持つ花のような、この不思議な少女を、連れ帰りたいとさえ思っている。


「……貴方あなたは」


　アコニットは誓護を見つめ、つぶやいた。


「絶ぜつ対たいに、あの子を裏うら切ぎらないで」


　誓護はうなずいた。力強く。でも、軽かろやかな笑顔で。


「誓ちかうよ」


　アコニットは満足げに微笑み、そんな自分に腹はらを立てて顔をしかめ、最後はちょっとだけ寂さびしそうに、「……じゃあね」とつぶやいた。


「うん──」


　誓護はいくばくかの願いを込こめて、右手を差し出した。


「じゃあ、また」


　そして、アコニットは見えなくなった。


　お愛あい想そ程てい度どに触ふれた、指先の感かん触しよくだけを残して。


　誓護は自分のてのひらを眺ながめ、考えた。


　わからないことは、いくらもある。


　地じ獄ごくのこと。この世のこと。罪つみのこと。結局のところ、何一つ解かい決けつしてはいない。何もかもが不ふ確たしかで、曖あい昧まいで、とりとめがなかった。


　それでも、確かなものは、ちゃんとここにある。


「……バレてるよ、いのり～」


　声をかけられ、それはあわてた仕草をする。


　誓護の背はい後ごでこそこそ動く生き物がいた。そーっとガラス戸越ごしにこっちをうかがい、おそるおそるの視線を送っている。見ちゃいけないものを見ちゃった？


　誓護は安心させるように笑顔を見せ、大きく両りよう腕うでを広げて見せた。


　妹のきれいな顔一いつ杯ぱいに微笑ほほえみの花が咲さく。


　ぱっと飛び出してきて、ぎゅっとしがみつく。ぴったりとまとわりつく、確かなぬくもり。誓護は妹の頭をひとしきりなでて、そうして──


「さあ、帰ろう！」





　かくて兄妹きようだいは手に手をつなぎ、仲良く家路についたのでした。






　あとがき







　物事には順序というものがあり、それは逆ぎやく転てんすることがありません。殺人事件は誰だれかが人を殺したから殺人事件なのであり、殺人者は人を殺したから殺人者と呼ばれるのです。


　ですが、僕ぼくらは時として原因と結果を取とり違ちがえてしまうことがあります。


　たとえば、サボっている（原因）ので本が出せない（結果）ように見える海かい冬とうレイジも、本当は本が出せない（原因）ので、まあ、見ようによってはサボっているように見えないこともない（結果）のです──のっけから言いい訳わけ!?





　初はじめての方には初めまして。


　おなじみの方にはジワリ顔向けできなくなりつつあります、海冬レイジです。





　前作の終了からちょうど一年。ずいぶん、あいだがあいてしまいました。


　決して遊んでいたからではありません。ましてや、ハンターになって恐きよう竜りゆうを狩かっていたからとか、戦せん国ごく時じ代だいでバサラ者になっていたからでは、ないのです。そんなわけないじゃないですか。ハンターはお猿さるやヤドカリも狩りますし、戦国時代にはバサラ者だけじゃなくロボや若わか妻づまもいるのです。失礼しちゃいますね、まったくもう……オマエがまったくもォォォ!?


　……やっ、あのっ、違うんですよ？　遊んでいたから書けなかったんじゃありません。それは順序が逆ぎやくというものです。頑がん張ばっても書けなかったので、仕し方かたなく、やむを得えず、イヤイヤ遊んでいたのです。よーし、とりあえず腹ふつ筋きん一〇〇〇回！（罰ばつ）


　正しよう直じき、もう終わったかと思いました。


　ボツとシメキリ破やぶりを繰くり返かえし、自信と名のつくものは書けない自信まで失うしない、身も心もフトコロ具ぐ合あいもズタボロだった僕……。書き手としてはかなり最悪の状態でした。


　しかし、明あけない夜はなく、出口のないトンネルはなく、終わらない悪あく夢むはありません。


　ふさぎ込んで家に引きこもり、まるでミノムシのような生活を送る僕に、ある日、担たん当とうさんがこう言ったのです。





「頭あたま丸まるめて編集部にこい。編集長にガツンと言ってもらう」





　出しゆつ版ぱん業ぎようはヤ○ザの世界、とは噂うわさに聞いていましたが、それは本当だったのです（編集長と書いて『くみちょう』と読みます）。しかし、そんな安あん易いな脅おどしに屈くつする僕ではありません。僕は担当さんの言葉を鼻はなで笑って、すぐさま仕事に取りかかりました。


　……び、ビビったわけじゃないんだからねっ。


（実じつ際さいには僕がワビ入れに行くどころか、担当さんが北ほつ海かい道どうくんだりまで励はげましにきてくれました。忙いそがしい時じ期きに日帰り出しゆつ張ちようで。ますます頭が上がらない……）





　そんなこんなで、この本を書いていたのは夏の終わり頃ごろでした。


　実は、原稿そのものは九月の時点でほぼ完成していました。ですが、そこから出版に至いたるまでの道のりは決けつして平へい坦たんではありませんでした。主に作者の精せい神しん面めんで、長い迷めい走そうの日ひ々びが待ち受けていたのです。


「つうかコレ……本当に面おも白しろいの？」


　などと立ち止まって悩なやみ出すともう止まりません。海冬レイジが飼かっている弱よわ気きの虫むしは手のつけられない暴あばれん坊ぼうで、強気という強気を食いつぶしてしまいます。


　弱気になったり、励まされたり、また弱気になったり、落ち込んだり、あきらめたり、ヘコんだり、へばったり……一度などは自みずからボツを願い出たこともありました。


「いやいやいやつまんなくないから！　いけるから！」


　と担当さんに引き止めてもらうという、このジャンルの作家としては異い例れいのすったもんだの末すえ、どうにか出版に漕こぎつけたのです。


「いいんスか!?　本当に出しちゃっていいんスか!?　オレ生きてていいんスか!?」


「いいんだよ！　もういい加か減げんに腹はらくくれ──わっバカッ首じゃない腹！　腹！」


　というやり取りがあったとかなかったとか。


　そうした紆う余よ曲きよく折せつを経へてきただけに、今回の出版は感かん慨がいもひとしお、ひょっとしたら受賞作が出たときよりも感慨深いかも知れません。


　一いつ方ぽうで、本当にお店に並ならぶのか、今でも信じられない気持ちです。


　ずっしりと重たいゲラを一年ぶりに手にして、


「あ、ホントに出るんだ……」


　と新しん鮮せんな驚おどろきを覚おぼえたのがつい先日のこと。こうしてあとがきを書いていても、不ふ思し議ぎと実感が薄うすい感じ──ホントに出るの？


　……いやっ、ＯＫ、ダイジョーブ！　出ないはずは……ない……はず！　担当さんが出るって言ったもん！　松まつ竜りゆうさんが画稿を上げてくれたもん！





　そうそう、今回は松竜さんが素す敵てきなイラストをつけてくださいました。


　初めてラフ稿＆カバー絵を見せてもらったのは、例によって弱気の虫にさいなまれ、くじけかかっていたときだったのですが……もうね、効こう果か絶ぜつ大だい。ユ○ケルどころかエリクサーもかくや、という効きき目めっぷりで、見み事ごと、海冬レイジを立ち直らせてくれました。ふははっ、圧あつ倒とう的てきじゃないか、我わが軍ぐんは！


　アコニット、可愛かわいいです。誓せい護ごくんならずとも、このいのりにはメロメロでしょう。作者も幸しあわせ一いつ杯ぱいなのですが、一つだけ問題があります。ビジュアルが素敵すぎる分、文章が足を引ひっ張ぱらないようにしなければっ、と絶ぜつ賛さんプレッシャー中──贅ぜい沢たくな悩みだな！





　こんなふうに大おお勢ぜいの人に支ささえられ、励まされ、付ふ加か価か値ちをつけてもらって、どうにか、自信を持ってオススメできる本になりました。


　あとがきを立ち読み中の方、騙だまされたと思って一章をパラ見してみてください。それで「騙された!?」という場合は、たぶんその先もつまらないので、平ひら積づみ台の一いち番ばん目め立だつところに戻もどしてもらうとして（てへ♪などとかわいこぶってみる）、「面白いかも？」という部分が一か所でもあったらば、お話が本当に盛り上がるのはそこからッですので、続きは是ぜ非ひ、おうちで楽しんでいただきたいなと思います。


　そして、最後まで読み終えて本を閉じるそのとき、「楽しかった！」と思ってもらえたなら、書き手の端はしくれとしては至し上じようの栄えい誉よ、これに勝まさる喜よろこびはありません。


　海冬レイジの新刊をずっと待まっててくれた人、お待たせしちゃってごめんなさい。そして、ありがとう。この本が出版できたのは、そんな貴方あなたのおかげです。


　そしてもちろん、初めてお目にかかる貴方にも、ありがとう。


　誰かが本を出したから、読む人がいるのだと、皆みなさんは思われるかも知れません。でも、本当は逆なのです。読んでくれる人がいて、初めて本は世に出ます。書き手というものは、一人きりでは存在できない存在です。待っててくれる誰か──これから出会う誰か。それは僕の中の奥深い部分で、確かな原因として存在します。


　ふとしたことでヘコみ、ヘコたれる、ごくフツーの生活力もない、弱くて、情けない、ダメダメな僕……こんな僕に、少しでも恩返しできることがあるとすれば。


　それはやっぱり、書くことしかありません。


　書くこと。


　書き続けること。


　負けないこと。


　決して自分からは倒れないこと。


　そうした決意を織おり込んで──


　大それたことに、タイトルに『Ｉ』の字を付つけ足たしてしまいました。


　このあとがきを書いている一月末現在、既すでに二冊目を準じゆん備び中ちゆうです。お話の続きをちゃんと皆さんのお手元に届けられるように、大それた宣せん言げんが噓うそにならないように、僕は僕にできることをするつもりです。願わくば、次のお話で、再びお目にかかれますように！







２００７年１月　海冬レイジ







　あとがき　─２００９年版─







　こんにちは、海かい冬とうレイジです。


　本書をお手に取っていただき、ありがとうございます。


　これは２００７年に富士見ミステリー文庫から出版された『夜や想そう譚たんグリモアリス』シリーズの一作目です。ファンタジア文庫から出版されている『幻げん想そう譚たんグリモアリス』シリーズの前日談にあたります。


　このたび、編集部さまのご高配により、ファンタジア文庫で出せる運びとなりました。内容はミステリー文庫版と同じなので、ご注意くださいね。





　とにもかくにも、ミステリー文庫レイテスト期の重版出来シリーズ、二年と少しの歳さい月げつを経へて、ここに再さい誕たんです！


　関係者のみなさまにはこの場を借りてお礼申し上げます。特に、今回の切り替えに漕こぎつけるまで、担当さんのなみならぬ努力があったことを忘れてはいけません。ネットの言葉で言うと『ムチャシヤガッテ……』です。


　このシリーズはまったく知らなかった、という貴方あなたはこの機会にぜひどうぞ～。前月発売の幻想譚IVまで含めますと、一気に七冊読めますよ！　読み応ごたえ十分ですよ！　カバー絵の女の子はツンデレですよ！（必死だな……）





　今、旧あとがきを読み返しながら、このあとがきを書いています。


　あれから二年以上が経つのかと思うと、なかなか感かん慨がい深いものがあります。当時の苦しみや、葛かつ藤とうなんかも、懐なつかしく思い出しました。


　ほんとね、出す企画出す企画みんなボツでね……。今だから言えるけど、あのときは本気で作家やめようと思ったもんね！


　熱さ喉のど元もとすぎれば、というやつで、今ではすっかりお気楽な毎日です。たまーに心臓が痛くてどうしようもなくなるけどお気楽！


　問題はシリーズ完結後にどうなるかという……。か、考えたくない……。





　さて、せっかくの機会なので、本シリーズの特徴など語ってみようと思います。本当は恥はずかしくてしょうがないんだけど、こんな機会は滅多にないし～。


　次ページからの内容はネタバレを含みますので、初めましての方はご注意です。





　当初、このシリーズはグリム童話をモチーフにしていました。


　──というほど大層なものでもなく、風味付け程度のものです。それでも、原作の表現に合わせたりして、雰ふん囲い気きを出そうと頑張りました。


　一作目は白雪姫、二作目は赤ずきん、三作目はヘンゼルとグレーテルですね。夜想譚がもう少し続いていたら、青ひげ、灰かぶり、長なが靴ぐつをはいた猫ねこ、金の卵、ハーメルンの笛吹きなんかも予定にありました。


　ちなみにこのノリ、幻想譚ではやめようと思ったのですが──


　夜想譚からの読者さんがびっくりしないように、という深しん謀ぼう遠えん慮りよ（？）で、幻想譚Ｉは茨いばら姫ひめをモチーフにしています。IIでは、今度こそやめようと思いつつ、ブレーメンの音楽隊を意識した台詞せりふが入ってたりします。過か渡と期きというやつですね。





　グリモアリスの名前は基本的に有毒植物からとっています。


　人間に有毒なものはもちろん、猫や犬に危険なものも含めています。ほかにも、トゲがあるとか、人間に敵対的（？）な植物も含みます。


　アコニットはAconite、日本語で言うとトリカブトなんですね～猛毒！　ちょっと変な名前のクリソピルムはChrysopilum、滋し賀が県けん伊い吹ぶき山やま特産のイブキレイジンソウです。トリカブトに近縁ということで、何やら意味ありげ（何を今さら……）。


　お花が好きな方は、誰だれが何の植物なのか、調べてみるのも一興かと。





　本シリーズ最大の特徴と言えば、各場面ごとに振ってある数字です。


　数字は基本、時系列順に並んでいます。タイミング的に重なってしまう場合は、『出だし』の部分が早いか遅いかで決めています。


　旧あとがき冒ぼう頭とうでちょこっと触れていますが、実はこの『順序』こそ、お話の隠れたテーマでした。『原因』と『結果』を取り違えると、異なる結論にたどりつく……というのがやりたかったのです。


　たとえば、[image: ]男と女が抱き合っている[image: ]男と女が怒鳴り合っている[image: ]女が男を刺す──と、三つのシーンがあったとします。この順番通りなら、「恋人だった男女がケンカして最終的には刃にん傷じよう沙ざ汰た」ということになるわけですが！


　本来の時系列が[image: ]→[image: ]→[image: ]だったなら、どうでしょう？


　憎み合っていた二人がトラブルを経て最後には結ばれる、というドラマが生まれるわけです。刺された後に何があったのか、とても気になりますね。


　こんな感じで、ものごとの順序が入れ替わることで、お話がややこしくなる……のを狙ねらっていました。


　ただ、ややこしすぎても困るので、どうしよう……みたいな葛藤がありまして。また、幻想譚に移ってからは、『罪人の罪を暴く』ミステリー路線が本筋から外れたこともあり、結果的に、このギミックを使い切れなかった──というのが正直なところです。


　ちなみにこの手法、すごく労力がいる、と思われてるみたいなんですが、全然ちっともそんなことはありません。全部のシーンを書いてから、時系列順にナンバーを振り、ところどころ順序を混ぜ混ぜして、ややこしくするだけです。


　普通にお話を書くのと、あまり変わりません。慣れればどうということはないので、我われこそはと思う方は試ためしてみてください。





　というところで、あとがきその一はおしまいです。


　ではまた次回、できれば夜想譚IIでお目にかかれますように！







２００９年６月吉日　海冬レイジ





初　出








　本書は、平成19年３月に富士見ミステリー文庫より刊行されたものを、ファンタジア文庫に切り替えたものです。
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